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次世代の女性教員を顕彰する「桂田芳枝賞」授与式を挙行
ベスト・エクセレント・ティーチャー表彰式を挙行
北海道大学ワイン教育研究センター開所式を挙行
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表　紙：次世代の女性教員を顕彰する「桂田芳枝賞」授与式を挙行（関連記事21頁に記載）
裏表紙：キャンパス風景44　イチョウ並木（北13条西5～7丁目）

サイエンスレクチャー2023「目の前が宇宙に！
鉱山に！これがバーチャルリアリティー」を開催

北海道大学ワイン教育研究センター
開所式を挙行

ベスト・エクセレント・ティーチャー
表彰式を挙行

雨龍研究林が自然共生サイトに認定産学・地域協働推進機構が海外スタートアップ
イベント「TECH BBQ」を学生と共に視察！

創成研究機構化学反応創成研究拠点（WPI-ICReDD）が
「Listプラットフォーム」キックオフシンポジウムを開催
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創基150周年カウントダウンイベント「北海道大学ホームカ
ミングデー2023」を開催
秋の叙勲に本学から3氏
北海道大学職員採用試験内定者懇談会を開催
次世代の女性教員を顕彰する「桂田芳枝賞」授与式を挙行
第40回北海道大学教育ワークショップ「新任教員のため
のスタートアップ研修」を開催
令和5年度ISP修了証書授与式を挙行
令和5年度ISP入学式を挙行
ベスト・エクセレント・ティーチャー表彰式を挙行
新入留学生オリエンテーションを実施
秋のガレージセールを開催
高大連携による「Hokkaido Study Abroad Program」を開催
2023年度国際インターンシップ全学成果報告会を開催
第二回日印大学等フォーラムに髙橋　彩理事・副学長が参加
BioJapan 2023に「北海道プライムバイオコミュニティ」が出展
令和5年度第6回　定例記者会見を開催
横田　篤理事・副学長が「東京サピアアカデミー」で講義
北海道大学創基150周年記念募金（北大フロンティア基金）
「若手技術職員先行育成プログラム」に係る職員研修を実施
「令和5年度技術職員の体験型英語研修」を開催
令和5年度 第1回部局・分野横断技術交流会「『動画』を
教育・研究・フィールドワークに活用しよう」を開催
創成研究機構化学反応創成研究拠点（WPI-ICReDD）が
「Listプラットフォーム」キックオフシンポジウムを開催
国際インターンシップ参加学生がシンガポールの3大学
の学生とワークショップで活発な議論を展開
産学・地域協働推進機構が海外スタートアップイベント
「TECH BBQ」を学生と共に視察！
本学にて「UNITTアニュアルカンファレンス2023」を共同開催
産学・地域協働推進機構が「北海道大学新技術説明会」を開催
国連大学SDG大学連携プラットフォーム（SDG-UP）での事例紹介
「アスリート×専門家による 気候変動に関するトークセッション」を開催
雨龍研究林が自然共生サイトに認定
博士人材と企業の情報交換会 第53回「赤い糸会」を対面で開催
大学院留学生向けアカデミックキャリアガイダンス“Building Academic 
Career in Japan for International Students”を英語で開催
サイエンスレクチャー2023「目の前が宇宙に！鉱山に！
これがバーチャルリアリティー」を開催
「国民との科学・技術対話」支援事業　アカデミックファンタ
ジスタ　札幌開成SSH・北大CoSMOSとの連携授業を実施
広報・社会連携本部、ダイバーシティ・インクルージョ
ン推進本部及び社会共創部広報課が合同セミナー「何か
ら始める？多様性に配慮した情報発信」を開催
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■ 部局ニュース
文学研究院FD「バイスタンダー・トレーニングを用い
たダイバーシティ推進に関するFD」を開催
経済学研究院地域経済経営ネットワーク研究センターがシンポジウムを開催
「社会体験ワークショップ」オープンコースウェアで公開～北海
道大学、北洋銀行ほかによる社会体験のための実践的授業～
2023年度北海道大学スマート物質科学を拓くアンビシャ
スプログラム第4・5期生採用式を開催
令和5年度北海道大学物質科学フロンティアを開拓する
アンビシャスリーダー育成プログラム修了式を開催
医学部・歯学部合同慰霊式を挙行
保健科学研究院長一行がメルボルン大学を訪問
FD研修「工学研究院・情報科学研究院・量子集積エレク
トロニクス研究センター ハラスメント防止研修会」を開催
北海道大学ワイン教育研究センター開所式を挙行
国際シンポジウム「Solutions to address food and environmental 
problems－ Visions for the future of Africa －食料問題・環境問
題の解決に向けて―アフリカの将来像を描く―」を開催
農学部において第38回あぐり大学「炭は未来のエネルギー」を開催
獣医学研究院及び人獣共通感染症国際共同研究所で動物慰霊式を挙行
附属図書館で「防災訓練」の実施
遺伝子病制御研究所で動物慰霊式を挙行
「脳科学研究教育センター合宿研修」の開催
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全学ニュース

創基150周年カウントダウンイベント
「北海道大学ホームカミングデー2023」を開催

全学行事

社会共創部広報課卒業生・基金室

歓迎式典・記念講演会
9月30日（土）10:00～12:00　　学術交流会館講堂　　集客151名、ライブ配信視聴者99名

　9月29日（金）から10月1日（日）の3日間、「北海道大学ホームカミングデー2023」を開催しました。
　本年のホームカミングデーは、2026年に迎える創基150周年のカウントダウンイベントとして位置付けて機運醸成を
図るとともに、さらにSDGs活動の一環として開催した結果、全学行事並びに各部局・同窓会主催行事に延べ1,628人が
参加されました。
　今年度の多くの行事は対面開催ということもあり、参加者は各々楽しいひとときを過ごされたと思われます。
　なお、来年度の開催は、令和6年9月28日（土）を予定しておりますので、同窓生はもとより一般市民の皆様のご参加
をお待ちしております。

（社会共創部広報課卒業生・基金室）

HU VISION 2030について説明する寳金総長 歓迎の挨拶を述べる杉江会長

　ホームカミングデーの全学行事とし
て「歓迎式典・記念講演会」を集客開
催とオンラインのハイブリッド形式で
行いました。
　会場となった学術交流会館講堂で
は、寳金清博総長をはじめ、出演者が
参加するなか、北海道大学交響楽団の
モーツァルト弦楽四重奏曲第17番「狩」
の演奏で式典の幕を開けました。
　司会は本学東京オフイス特定専門職
員の脇ゆうりかが務め、初めに寳金総
長から、創基150周年の4年先となる

2030年をターゲットイヤーとして、
“Excellence”と“Extension”を明確
に可視化し、その統合による好循環・
エコシステム創成への北海道大学の中
期的ビジョンを示した「HU VISION 
2030」について説明がありました。
　次に、杉江和男校友会エルム会長か
ら、「比類なき大学に向けて－企業経
営の目から見る－」と題し、本学が比
類なき大学になるために、同窓生が社
会との懸け橋になることを期待してい
る旨ご挨拶がありました。

　続いて、北海道ワイン教育研究セン
ター長の曾根輝雄教授による記念講演
会では、「地域のサステナビリティ向
上のためのワイン教育研究」と題し、
なぜ北海道のためにワインが必要なの
か、地域のサステイナビリティ向上の
可能性を有するワインについて、北大
のこれまでの教育研究の取組みと将来
展望について講演がありました。
　その後、学生団体による歓迎ステー
ジとして、初めに北海道大学応援団に
よる、校歌「永遠の幸」と応援歌「瓔

機構と連携協定先による活動報告が行
われ、フィナーレは、恵迪寮同窓会の
呼びかけによる「都ぞ弥生」の斉唱で
締め括りました。

　本会場にお越しいただいた参加者並
びにオンラインでの視聴者の皆様に
は、今の北海道大学を体感いただけた
ことと思います。

■全学ニュース
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全学ニュース

講演する曾根教授

「都ぞ弥生」の斉唱

テコンドークラブによる演舞

2030年をターゲットイヤーとして、
“Excellence”と“Extension”を明確
に可視化し、その統合による好循環・
エコシステム創成への北海道大学の中
期的ビジョンを示した「HU VISION 
2030」について説明がありました。
　次に、杉江和男校友会エルム会長か
ら、「比類なき大学に向けて－企業経
営の目から見る－」と題し、本学が比
類なき大学になるために、同窓生が社
会との懸け橋になることを期待してい
る旨ご挨拶がありました。

　続いて、北海道ワイン教育研究セン
ター長の曾根輝雄教授による記念講演
会では、「地域のサステナビリティ向
上のためのワイン教育研究」と題し、
なぜ北海道のためにワインが必要なの
か、地域のサステイナビリティ向上の
可能性を有するワインについて、北大
のこれまでの教育研究の取組みと将来
展望について講演がありました。
　その後、学生団体による歓迎ステー
ジとして、初めに北海道大学応援団に
よる、校歌「永遠の幸」と応援歌「瓔

珞みがく」の2曲が披露された後、北
海道大学テコンドークラブによる演武
が披露されました。
　引き続き、サステイナビリティ推進

機構と連携協定先による活動報告が行
われ、フィナーレは、恵迪寮同窓会の
呼びかけによる「都ぞ弥生」の斉唱で
締め括りました。

　本会場にお越しいただいた参加者並
びにオンラインでの視聴者の皆様に
は、今の北海道大学を体感いただけた
ことと思います。

　文系4部局合同企画は、公開シンポ
ジウム「出会いの数だけドラマは生ま
れる」と題して同窓生、教職員、学生
及び市民を対象に実施しました。今回
は対面とオンラインによるハイブリッ
トで実施し117名の参加がありました。

寳金清博総長並びに今年度担当部局
の久保田肇経済学部長による挨拶の
後、2013年に直木賞を受賞した小説家
の桜木紫乃氏、司会の岡田美弥子教授
による対談形式で行われ、桜木氏の生
い立ちやエピソード、作品の作り方な

ど軽快な会話の中で進行し、会場は終
始笑い声に包まれました。講演後の質
疑応答では予定時間を超える活発な質
問が寄せられ盛会のうちに終了しまし
た。

部局・同窓会主催行事

文学部・教育学部・法学部・経済学部

文学部・教育学部・法学部・経済学部合同企画　公開シンポジウム
9月30日（土）14:00～16:00　　対面・オンラインによるハイブリッド開催　　参加者117名

桜木氏、岡田教授 桜木氏に質問する参加者会場の様子

　文学部同窓会は、北大ホームカミン
グデー当日の9月30日（土）に、人文・
社会科学総合教育研究棟において、令
和5年度第24回総会を対面とZoomによ
る遠隔で開催しました。対面11人、遠
隔1人と、出席者は少人数でしたが、昨
年度新たに役員に就任した同窓生や、
新たに北大の国際連携機構に教授とし
て赴任された同窓生のほか、退職教員
の方の参加もありました。総会では、

令和4年度の活動報告として、同窓生の
活躍を顕彰する第19回「楡文賞」を、
新潮文学振興会主催の2022年度第21回
小林秀雄賞を受賞された朴　舜起氏に
授与したこと、同窓会誌『楡文』第24
号が発行されたことなどが報告され、
令和4年度会計決算報告と会計監査報
告が承認されました。また、令和5年
度の活動計画として、昨年度と同様に
第20回「楡文賞」の募集を行なうこと

や、コロナ禍により3年にわたって開
催されなかった同窓会主催の祝賀会
を、今年度は久しぶりに開催すること
などを決定し、令和5年度会計予算が
審議ののち承認されました。さらに、
今年度は役員改選の年度にあたり、2
年任期で新たな役員が選出されまし
た。総会ののち、総会参加者は、文系
4部局合同企画の公開シンポジウムに
参加しました。

文学部同窓会

文学部同窓会総会
9月30日（土）12:30～14:00　　対面・オンライン開催　　参加者12名
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全学ニュース

講演する曾根教授

「都ぞ弥生」の斉唱

テコンドークラブによる演舞

2030年をターゲットイヤーとして、
“Excellence”と“Extension”を明確
に可視化し、その統合による好循環・
エコシステム創成への北海道大学の中
期的ビジョンを示した「HU VISION 
2030」について説明がありました。
　次に、杉江和男校友会エルム会長か
ら、「比類なき大学に向けて－企業経
営の目から見る－」と題し、本学が比
類なき大学になるために、同窓生が社
会との懸け橋になることを期待してい
る旨ご挨拶がありました。

　続いて、北海道ワイン教育研究セン
ター長の曾根輝雄教授による記念講演
会では、「地域のサステナビリティ向
上のためのワイン教育研究」と題し、
なぜ北海道のためにワインが必要なの
か、地域のサステイナビリティ向上の
可能性を有するワインについて、北大
のこれまでの教育研究の取組みと将来
展望について講演がありました。
　その後、学生団体による歓迎ステー
ジとして、初めに北海道大学応援団に
よる、校歌「永遠の幸」と応援歌「瓔

珞みがく」の2曲が披露された後、北
海道大学テコンドークラブによる演武
が披露されました。
　引き続き、サステイナビリティ推進

機構と連携協定先による活動報告が行
われ、フィナーレは、恵迪寮同窓会の
呼びかけによる「都ぞ弥生」の斉唱で
締め括りました。

　本会場にお越しいただいた参加者並
びにオンラインでの視聴者の皆様に
は、今の北海道大学を体感いただけた
ことと思います。

　文系4部局合同企画は、公開シンポ
ジウム「出会いの数だけドラマは生ま
れる」と題して同窓生、教職員、学生
及び市民を対象に実施しました。今回
は対面とオンラインによるハイブリッ
トで実施し117名の参加がありました。

寳金清博総長並びに今年度担当部局
の久保田肇経済学部長による挨拶の
後、2013年に直木賞を受賞した小説家
の桜木紫乃氏、司会の岡田美弥子教授
による対談形式で行われ、桜木氏の生
い立ちやエピソード、作品の作り方な

ど軽快な会話の中で進行し、会場は終
始笑い声に包まれました。講演後の質
疑応答では予定時間を超える活発な質
問が寄せられ盛会のうちに終了しまし
た。

部局・同窓会主催行事

文学部・教育学部・法学部・経済学部

文学部・教育学部・法学部・経済学部合同企画　公開シンポジウム
9月30日（土）14:00～16:00　　対面・オンラインによるハイブリッド開催　　参加者117名

桜木氏、岡田教授 桜木氏に質問する参加者会場の様子

　文学部同窓会は、北大ホームカミン
グデー当日の9月30日（土）に、人文・
社会科学総合教育研究棟において、令
和5年度第24回総会を対面とZoomによ
る遠隔で開催しました。対面11人、遠
隔1人と、出席者は少人数でしたが、昨
年度新たに役員に就任した同窓生や、
新たに北大の国際連携機構に教授とし
て赴任された同窓生のほか、退職教員
の方の参加もありました。総会では、

令和4年度の活動報告として、同窓生の
活躍を顕彰する第19回「楡文賞」を、
新潮文学振興会主催の2022年度第21回
小林秀雄賞を受賞された朴　舜起氏に
授与したこと、同窓会誌『楡文』第24
号が発行されたことなどが報告され、
令和4年度会計決算報告と会計監査報
告が承認されました。また、令和5年
度の活動計画として、昨年度と同様に
第20回「楡文賞」の募集を行なうこと

や、コロナ禍により3年にわたって開
催されなかった同窓会主催の祝賀会
を、今年度は久しぶりに開催すること
などを決定し、令和5年度会計予算が
審議ののち承認されました。さらに、
今年度は役員改選の年度にあたり、2
年任期で新たな役員が選出されまし
た。総会ののち、総会参加者は、文系
4部局合同企画の公開シンポジウムに
参加しました。

文学部同窓会

文学部同窓会総会
9月30日（土）12:30～14:00　　対面・オンライン開催　　参加者12名
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全学ニュース

　佐々木亮子同窓会長の開会挨拶、ご
来賓である尾崎一郎法学研究科長・法
学部長の挨拶後、去る7月10日（月）
開催の同窓会役員会において審議さ
れ、総会提出議案として承認された次
の議案について審議し、全会一致で承
認されました。
1　2022年度事業報告（案）、同収支決

算報告（案）
2　2023年度事業計画（案）、同収支予

算（案）
3　役員の一部改選（案）

　また、席上、次の事項について、報
告がなされました。

1　2023年3月1日（水）、2022年度（第
2回）北大法学部同窓会賞受賞者が決
定され、同3月23日（木）の令和4年度
学士学位記授与式当日の午後2時から
法学部小会議室において授賞式が挙行
され、受賞者（個人2名、団体1団体）
に佐々木同窓会長から表彰状及び金一
封が授与されたこと。また、尾崎法学
研究科長・法学部長がご来賓として出
席され、受賞者にお祝いと激励の挨拶
を述べられたこと。
2　2016年度から着手した同窓会の財
政健全化計画は2020年度をもって達成
した旨既に報告済みであるところ、コ
ロナ禍を踏まえ、さらに2年延長して

取組（主に会費納入率の向上）を継続
した結果、2022年度決算による繰越金
は、計画着手前の5倍を超える金額と
なり、同窓会の恒久的な運営が可能と
なる強固な財政基盤が確立されたこ
と。

　なお、総会開会に当たり、事務局よ
り、本日の総会（この後開催される講
演会及び懇親会も同じ。）には在学生
会員10名が参加されていることを会場
内にアナウンスしたところ、卒業生会
員等から割れんばかりの拍手がおくら
れました。

北大法学部同窓会

北大法学部同窓会2023年度定時総会、北大法学部同窓会主催講演会、北大法学部同窓会会員懇親会

　教育学部では、9月30日（土）に教
育学部同窓会総会を開催しました。
　総会は佐々木孝一幹事長代行の司会
により進行され、横井敏郎教育学部長
の挨拶、教育学部社会連携委員会委員
及び同窓会役員の紹介に引き続き、井
上蓉子議長の進行により、以下の議案
について審議し、全会一致で承認され
ました。

　1　2022年度会務報告
　2　監査報告
　3　2023年度事業計画案
　4　2023年度予算案
　5　会則の改正
　6　役員改選

　上記議案の審議に引き続き、教育学
研究院の崎田嘉寛准教授から研究活動
の紹介及びクラウドファンディングへ

の協力依頼が参加者に対して行われま
した。
　今年度の教育学部同窓会総会は、来
賓4名を含む19名の参加者があり活発
な意見交換がなされましたが、参加者
数や同窓会費納入率の低迷が継続して
いることから何らかの対応や工夫が必
要であることがあらためて共有された
総会でもありました。

教育学部同窓会

教育学部同窓会総会
9月30日（土）16:30～18:00　　軍艦講堂6　　参加者19名

定時総会の様子来賓として挨拶される尾崎法学研究科長・法学部長開会挨拶をする佐々木同窓会長

北大法学部同窓会2023年度定時総会
9月30日（土）17:10～17:40　　北大インフォメーションセンター「エルムの森」内「カフェdeごはん」　　参加者36名

　ホームカミングデー当日に行われて
いた同窓会主催講演会は、コロナ禍で
中断されていたが、この度漸く3年ぶ
りに開催されました。講師は、法学部
卒業生でありコロナ禍前はほぼ毎年の
ように会員懇親会等に出席されていた
秋元克広札幌市長にお願いしました。
様々な市政課題が山積する超多忙な
日々であるにもかかわらず、ご快諾を

頂き、併せて引続く会員懇親会にも参
加頂くことになりました。「次なる
100年に向けて」と題する配付レジュ
メに沿い、ソフトな口調により、明治
以降今日までの札幌市の発展史、国内
外において高く評価されている札幌市
の魅力やポテンシャル、しかし、2020
年をピークに人口減少局面を迎えたこ
と、これからの札幌市の「まちづくり

戦略ビジョン」、同市のさらなる持続
的発展を目指す「8つのGXプロジェク
ト」と「6つの重点取組」などについ
ての講演がなされました。講演後、卒
業生会員・在学生会員それぞれから質
問や市政への要望・提案等がなされ、
これに秋元市長が懇切丁寧に応答さ
れ、終始和やかな雰囲気の中で講演会
は終了しました。

講演会の様子講演後、質問をする在学生会員講演をされる秋元札幌市長

　講演会に引続き会員懇親会が開催さ
れました。3年ぶりの開催に46名の同
窓会員が参加・過去最多の集いとな
り、会場は会員同士の会話で大いに賑
いました。講師を務められた秋元札幌
市長の挨拶後、改めて佐々木同窓会長
及び尾崎法学研究科長・法学部長から
挨拶がなされ、懇談が始まりました。
法学部1年の在学生会員から昭和32年
卒の卒業生会員まで（年齢差70歳）
侃々諤々のおしゃべりと飲食が約2時

間にわたって続けられました。途中司
会進行役の髙橋了副会長から来年度に
札幌市職員に採用が決定している在学
生が紹介されると会場は一気に歓声に
包まれました。後半には秋元市長が在
学生会員等の皆さんとの記念写真に応
じるなど交流の輪が一層広がりまし
た。最後は、老若男女の参加者全員が
肩組み・手繋ぎしての恒例の「都ぞ弥
生」の蛮声放歌となるのですが、司会
から「そのやり方では、来年から若い

会員の皆さんが参加しなくなるので止
めて、普通の締めの乾杯にします」と
アナウンス（爆笑とともに合意得られ
ました）。町田隆敏札幌市副市長・同
窓会副会長からの締めの挨拶と乾杯で
懇親会はお開きとなりました。「楽し
かった。来年もここでまたやろう」と
の声が聞こえる中で、参加者会員の皆
さんが帰路に就かれました。

秋元市長・佐々木同窓会長と在学生会員等との
記念写真

懇親会の様子来賓として挨拶される秋元札幌市長

北大法学部同窓会主催講演会
9月30日（土）17:40～18:30　　北大インフォメーションセンター「エルムの森」内「カフェdeごはん」　　参加者48名（満席）

北大法学部同窓会会員懇親会
9月30日（土）18:30～20:20　　北大インフォメーションセンター「エルムの森」内「カフェdeごはん」　　参加者46名
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全学ニュース

　佐々木亮子同窓会長の開会挨拶、ご
来賓である尾崎一郎法学研究科長・法
学部長の挨拶後、去る7月10日（月）
開催の同窓会役員会において審議さ
れ、総会提出議案として承認された次
の議案について審議し、全会一致で承
認されました。
1　2022年度事業報告（案）、同収支決

算報告（案）
2　2023年度事業計画（案）、同収支予

算（案）
3　役員の一部改選（案）

　また、席上、次の事項について、報
告がなされました。

1　2023年3月1日（水）、2022年度（第
2回）北大法学部同窓会賞受賞者が決
定され、同3月23日（木）の令和4年度
学士学位記授与式当日の午後2時から
法学部小会議室において授賞式が挙行
され、受賞者（個人2名、団体1団体）
に佐々木同窓会長から表彰状及び金一
封が授与されたこと。また、尾崎法学
研究科長・法学部長がご来賓として出
席され、受賞者にお祝いと激励の挨拶
を述べられたこと。
2　2016年度から着手した同窓会の財
政健全化計画は2020年度をもって達成
した旨既に報告済みであるところ、コ
ロナ禍を踏まえ、さらに2年延長して

取組（主に会費納入率の向上）を継続
した結果、2022年度決算による繰越金
は、計画着手前の5倍を超える金額と
なり、同窓会の恒久的な運営が可能と
なる強固な財政基盤が確立されたこ
と。

　なお、総会開会に当たり、事務局よ
り、本日の総会（この後開催される講
演会及び懇親会も同じ。）には在学生
会員10名が参加されていることを会場
内にアナウンスしたところ、卒業生会
員等から割れんばかりの拍手がおくら
れました。

北大法学部同窓会

北大法学部同窓会2023年度定時総会、北大法学部同窓会主催講演会、北大法学部同窓会会員懇親会

　教育学部では、9月30日（土）に教
育学部同窓会総会を開催しました。
　総会は佐々木孝一幹事長代行の司会
により進行され、横井敏郎教育学部長
の挨拶、教育学部社会連携委員会委員
及び同窓会役員の紹介に引き続き、井
上蓉子議長の進行により、以下の議案
について審議し、全会一致で承認され
ました。

　1　2022年度会務報告
　2　監査報告
　3　2023年度事業計画案
　4　2023年度予算案
　5　会則の改正
　6　役員改選

　上記議案の審議に引き続き、教育学
研究院の崎田嘉寛准教授から研究活動
の紹介及びクラウドファンディングへ

の協力依頼が参加者に対して行われま
した。
　今年度の教育学部同窓会総会は、来
賓4名を含む19名の参加者があり活発
な意見交換がなされましたが、参加者
数や同窓会費納入率の低迷が継続して
いることから何らかの対応や工夫が必
要であることがあらためて共有された
総会でもありました。

教育学部同窓会

教育学部同窓会総会
9月30日（土）16:30～18:00　　軍艦講堂6　　参加者19名

定時総会の様子来賓として挨拶される尾崎法学研究科長・法学部長開会挨拶をする佐々木同窓会長

北大法学部同窓会2023年度定時総会
9月30日（土）17:10～17:40　　北大インフォメーションセンター「エルムの森」内「カフェdeごはん」　　参加者36名

　ホームカミングデー当日に行われて
いた同窓会主催講演会は、コロナ禍で
中断されていたが、この度漸く3年ぶ
りに開催されました。講師は、法学部
卒業生でありコロナ禍前はほぼ毎年の
ように会員懇親会等に出席されていた
秋元克広札幌市長にお願いしました。
様々な市政課題が山積する超多忙な
日々であるにもかかわらず、ご快諾を

頂き、併せて引続く会員懇親会にも参
加頂くことになりました。「次なる
100年に向けて」と題する配付レジュ
メに沿い、ソフトな口調により、明治
以降今日までの札幌市の発展史、国内
外において高く評価されている札幌市
の魅力やポテンシャル、しかし、2020
年をピークに人口減少局面を迎えたこ
と、これからの札幌市の「まちづくり

戦略ビジョン」、同市のさらなる持続
的発展を目指す「8つのGXプロジェク
ト」と「6つの重点取組」などについ
ての講演がなされました。講演後、卒
業生会員・在学生会員それぞれから質
問や市政への要望・提案等がなされ、
これに秋元市長が懇切丁寧に応答さ
れ、終始和やかな雰囲気の中で講演会
は終了しました。

講演会の様子講演後、質問をする在学生会員講演をされる秋元札幌市長

　講演会に引続き会員懇親会が開催さ
れました。3年ぶりの開催に46名の同
窓会員が参加・過去最多の集いとな
り、会場は会員同士の会話で大いに賑
いました。講師を務められた秋元札幌
市長の挨拶後、改めて佐々木同窓会長
及び尾崎法学研究科長・法学部長から
挨拶がなされ、懇談が始まりました。
法学部1年の在学生会員から昭和32年
卒の卒業生会員まで（年齢差70歳）
侃々諤々のおしゃべりと飲食が約2時

間にわたって続けられました。途中司
会進行役の髙橋了副会長から来年度に
札幌市職員に採用が決定している在学
生が紹介されると会場は一気に歓声に
包まれました。後半には秋元市長が在
学生会員等の皆さんとの記念写真に応
じるなど交流の輪が一層広がりまし
た。最後は、老若男女の参加者全員が
肩組み・手繋ぎしての恒例の「都ぞ弥
生」の蛮声放歌となるのですが、司会
から「そのやり方では、来年から若い

会員の皆さんが参加しなくなるので止
めて、普通の締めの乾杯にします」と
アナウンス（爆笑とともに合意得られ
ました）。町田隆敏札幌市副市長・同
窓会副会長からの締めの挨拶と乾杯で
懇親会はお開きとなりました。「楽し
かった。来年もここでまたやろう」と
の声が聞こえる中で、参加者会員の皆
さんが帰路に就かれました。

秋元市長・佐々木同窓会長と在学生会員等との
記念写真

懇親会の様子来賓として挨拶される秋元札幌市長

北大法学部同窓会主催講演会
9月30日（土）17:40～18:30　　北大インフォメーションセンター「エルムの森」内「カフェdeごはん」　　参加者48名（満席）

北大法学部同窓会会員懇親会
9月30日（土）18:30～20:20　　北大インフォメーションセンター「エルムの森」内「カフェdeごはん」　　参加者46名
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全学ニュース

　令和5年度の理学部ホームカミング
デーが、9月30日にZoomによるオンラ
イン形式で開催されました。
　当日は、網塚　浩理学部長と見延庄
士郎理学部同窓会理事長からの挨拶を
皮切りに、各学科から現在の活動やト
ピック等に関する報告が行われまし
た。
　続いて、2030年に創立100周年を迎
える理学部の記念企画「第3回理学部
創立100周年カウントダウン講演会」

を開催し、理学部化学科卒業生で総
合化学院修士2年の高橋佑輔氏から、
「研究と陸上競技を支えてくれた北大
理学」と題し、講演がありました。
　同氏は、2023年7月のバンコク2023
アジア陸上競技選手権大会の日本代表
選手に選ばれ、銀メダルを獲得した現
役大学院生です。なお、同氏は当日、
世界ロードランニング選手権大会（ラ
トビア・リガ）男子1マイルに日本代
表として出場しているため、9月20日

に事前収録した動画を視聴してもらい
ました。学部時代の思い出、文武両道
のために努力してきたことや現在の研
究内容についての紹介がありました。
さらに、これからの目標として、パリ
オリンピック出場への意気込みも語っ
てもらいました。
　現役教職員や学生のほか、卒業生ら
38名が参加し、熱心に聞き入っていま
した。

理学研究院・理学院・理学部

理学部ホームカミングデー
9月30日（土）13:30～15:30　　Zoomによるオンライン開催　　参加者38名

　経済学部同窓会では、文系4部局合
同シンポジウム終了後、人文・社会科
学総合教育研究棟W102にて2023年度
総会を開催しました。
　今年度も昨年同様、対面とZoomに
よるハイブリッドで実施し参加者は20
人でした。
　同窓会長代理平本健太理事の進行に
より会が進められ、昨年度の事業報

告、決算報告、今年度の事業計画、規
約の改正などが審議され、質疑応答の
後承認されました。

その後場所を「ジンギスカンの義
経」に移し、懇親会が行われました。
同窓生同士久々のジンギスカン鍋を囲
んで懇親を深め、同窓会への活発な意
見交換も行われ大変有意義な会となり
ました。

経済学部同窓会

経済学部同窓会2023年度総会・懇親会
9月30日（土）　総会：16:00～17:00　　対面・Zoomによるハイブリッド開催
　　　　　　　　懇親会：17:30～19:00　　義経　参加者20名

講演する高橋氏 参加者による記念撮影網塚学部長挨拶

同窓会総会の様子

　医学部では、同窓生をはじめとする
関係者の皆様との親睦をさらに深める
目的で「フラテ祭」を開催しており、
16回目の今年度は9月30日（土）に医
学部学友会館「フラテ」ホールにて開
催しました。新型コロナウイルス感染
症の影響により、4年ぶりの集客開催
となりました。
　医学部公認団体アンサンブル・フラ
テによる演奏から始まり、本間明宏フ
ラテ祭実行委員長並びに浅香正博医学
部同窓会長からの挨拶に続き、畠山鎮
次医学部長、南須原康行北海道大学病
院副病院長による講演が行われた後、
現役医学部生（全学ラグビー部、医学
部軽音楽部）による活動発表が行わ
れ、医学部の現状を発信しました。
　続いて、国内外でご活躍されている

同窓生による特別講演が行われました。
Foundation Cardiology / Southern 
New Hampshire Medical Centerの遠
藤由香先生（医学部第65期）から「日
米の医療を経験して」と題した講演が
行われ、大阪大学微生物病研究所免疫
化学分野の荒瀬　尚教授（医学部第66
期）から「新たな発見を求めて」と題
した講演が行われました。最後に、音

羽博次奨学基金授与式が行われ、盛会
のうちに終了しました。
　参加者からは「大学の情報を得られ
てありがたかった」「学生発表が素晴
らしかった」「素晴らしい方の講演を
聞くことができて貴重な時間だった」
「時勢にあった話題で興味深く拝聴し
た」など、多くの感想が寄せられまし
た。

医学研究院・医学院・医学部

北海道大学医学部ホームカミングデー　フラテ祭2023を開催
9月30日（土）13:00～16:40　　医学部学友会館「フラテ」ホール　　参加者40名

　今年度は会場での実施のほか、Zoom
によるWebでの実施のハイブリッド開
催を行い、総勢28名の方々にご参加頂
きました。
　矢野理香研究院長からの挨拶に始ま
り、研究院の各分野の紹介、卒業生等
による講演会、医学部保健学科・医療
技術短期大学部同窓会総会が行われま
した。
　講演会では、本家寿洋氏（北海道医
療大学リハビリテーション科学部作業

療法学科・教授）に、「生涯人生を楽
しむための方法とは？」と題し、生涯
の研究テーマとなった“余暇活動の楽
しさ”に関するお話について、現在の
主な研究である認知症の方に向けての
プログラム開発に至った経緯を、その
ルーツとなった本学医学部保健学科の
前身である医療技術短期大学部の頃か
らの経験を含め講演いただきました。
　続いて、林 泰弘氏（日本医療大学
保健医療学部臨床検査学科・講師）

に、「複数検査分野のハザマで苦悩す
る中年男性技師」と題し、臨床検査技
師として勤務した大学病院での複数検
査領域の経験、また現在の大学職員と
しての経験をしたからこそ感じるやり
がいや楽しさと、同時に生じた苦悩や
葛藤、これからの自身の展望等につい
て講演いただきました。
　昨年度に引き続き対面・Zoomによ
るハイブリッド開催でしたが、盛況の
内に終えることができました。

保健科学研究院

大学院保健科学研究院ホームカミングデー2023
9月30日（土）13:30～16:00　対面・Zoomによるハイブリッド開催　参加者28名

矢野研究院長によるご挨拶 林氏による講演の様子本家氏による講演の様子

荒瀬氏による特別講演の様子遠藤氏による特別講演の様子
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網塚研究院長による挨拶の様子

北川教授による講演の様子横山教授による講演の様子

　歯学研究院・歯学院・歯学部では、
「温故知新〜歯学部が歩んできた道
〜」と題し、教育・研究・臨床で活躍
してきた5名の教員に、これまでの歯
学部が歩んだ道のりについて講演いた
だき、故（ふる）きを温（たず）ねて
新しきを知る講演会（オンライン）を
企画しました。
　初めに網塚憲生研究院長・学院長・
学部長が歓迎の挨拶を述べた後、歯学
研究院等の現況報告が行われました。
　引き続き、横山敦郎教授から、教室
の歴史や歯科補綴学に関する教育・実
習の移り変わりについて、田村正人特
任教授から、ゼブラフィッシュを用い
たこれまでの研究内容や今後の研究の

方向性について、山口泰彦教授から、
睡眠時の歯ぎしりを計測するウェアラ
ブル筋電計の開発・上市・保険収載に
至るまでの道のりについて、北川善政
教授から、北海道大学病院・歯科診療
センターで取り組んだ軌跡について、
最後に山本恒之教授から、歯の内部構
造の模型作成や骨の微細構造を研究す
る面白さについて、それぞれ本学着任
時からの活動を振り返り、各教室の歴
史や長年取り組んできた研究内容等に
ついて講演がありました。
　各講演者は、これまでの苦労や、直
面した困難をどのように乗り越えたか
自身の体験談を交えて講演し、参加者
にとって、北海道大学歯学部が歩んだ

道のりにおいて、当時の工夫や知恵が
今でも形や方法を変えて通用すること
を再認識し、今後、教育・研究・臨床
を行っていく上で大いに参考になる内
容であり、講演者の話に熱心に聞き入
っていました。

歯学研究院・歯学院・歯学部

オンライン特別講演「温故知新～歯学部が歩んできた道～」
9月30日（土）15:00～18:00　　オンライン　　参加者55名

講師の原田先生（左）と朝比奈先生（右） 会場の様子

恒川名誉教授による講演幅﨑研究院長による挨拶

　薬学部生涯教育特別講座は、北大薬
学部同窓生を含む医療関係及び関連領
域の仕事に従事される方を対象に、医
療における諸問題について最新の情報
を提供することを目的として実施され
ています。
　9月30日（土）、薬学部臨床薬学講義
室において秋季講演会が開催され、薬
局や病院などの薬剤師の方々をはじ
め、薬学部学生や同窓生、教員等89名
が参加しました。
　初めに北海道大学病院消化器内科助

教の原田一顕先生による「最新ガイド
ラインからみる消化管がん化学療法」
の講演があり、免疫チェックポイント
阻害剤による治療や免疫関連有害事象
について、具体的なデータに触れなが
ら大変分かりやすく解説いただきまし
た。続いて国立病院機構北海道がんセ
ンター呼吸器内科医長の朝比奈肇先生
に「最新の肺がん薬物療法」というタ
イトルで、肺がんにおける薬物療法に
ついて、実臨床から研究まで、最新の
報告を交えながらご講演いただきまし

た。講演後には、聴講者から様々な質
問が寄せられましたが、先生方は一つ
一つに丁寧に回答くださいました。
「免疫関連有害事象の管理の重要性を
知りました」「複雑化する化学療法に
ついてまとまっておりとても分かりや
すかったです」「免疫チェックポイン
ト阻害剤治療の有用性を具体的な数値
で知ることができ、非常に勉強になり
ました」など多くの意見が寄せられま
した。

薬学部・薬学研究院

第24回生涯教育特別講座秋季講演会

　工学部オープンホールにおいて、工
学部の同窓生を対象にした講演会を行
いました。
　幅﨑浩樹工学研究院長・工学部長が
歓迎の挨拶を述べた後、恒川昌美名誉
教授から「黄金の国ジパングを夢か

らデザインするステージへ －資源と
SDGs－」と題した講演が行われ、参
加者からは大変好評でした。
　講演後は、今年9月に完成した「資
源工学研究棟」のお披露目ツアーが行
われ、盛況の内に終了しました。

　また、工学部正面玄関において、北
工会（工学部の教職員・学生等の親睦
団体）の公認サークルによる作品（書
道及び写真）の展示が行われ、講演会
及び資源工学研究棟ツアーの参加者も
足を止めて作品に見入っていました。

工学研究院・工学院・工学部

同窓生向け講演会及び資源工学研究棟ツアー

9月30日（土）14:00～16:00　　薬学部臨床薬学講義室　　参加者89名

9月30日（土）　講演会：14:30～15:30　　工学部オープンホール　　参加者55名
　　　　　　　　研究棟ツアー：15:30～16:30　　資源工学研究棟　　参加者55名
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第24回生涯教育特別講座秋季講演会

　工学部オープンホールにおいて、工
学部の同窓生を対象にした講演会を行
いました。
　幅﨑浩樹工学研究院長・工学部長が
歓迎の挨拶を述べた後、恒川昌美名誉
教授から「黄金の国ジパングを夢か

らデザインするステージへ －資源と
SDGs－」と題した講演が行われ、参
加者からは大変好評でした。
　講演後は、今年9月に完成した「資
源工学研究棟」のお披露目ツアーが行
われ、盛況の内に終了しました。

　また、工学部正面玄関において、北
工会（工学部の教職員・学生等の親睦
団体）の公認サークルによる作品（書
道及び写真）の展示が行われ、講演会
及び資源工学研究棟ツアーの参加者も
足を止めて作品に見入っていました。

工学研究院・工学院・工学部

同窓生向け講演会及び資源工学研究棟ツアー

9月30日（土）14:00～16:00　　薬学部臨床薬学講義室　　参加者89名

9月30日（土）　講演会：14:30～15:30　　工学部オープンホール　　参加者55名
　　　　　　　　研究棟ツアー：15:30～16:30　　資源工学研究棟　　参加者55名
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全学ニュース

　情報科学院の前身となる情報科学研
究科並びに電気・電子・情報・生体工
学系の各専攻・学科の同窓生で組織さ
れる北楡会と、情報科学院の学生・教
員との交流会を、本年度もオンライン
と対面のハイブリッド形式で実施しま
した。プログラムは文末のとおりで
す。長谷山美紀学院長並びに伊藤明男
北楡会会長からの挨拶に続き、長谷山
学院長及び北海道旅客鉄道株式会社 
執行役員総合企画本部副本部長 山田

浩司様よりご講演を頂きました。続け
て、学生によるポスター研究発表会を
行いました。ポスター発表の件数は21
件です。意見交換会では、伊藤会長を
はじめとする同窓生の皆様からポスタ
ー発表を行った学生への激励のお言葉
を頂きました。

【プログラム】
・開会挨拶
　情報科学院長 長谷山 美紀

　北楡会会長 伊藤 明男 様
・講演

「令和5年度大学・高専機能強化支
援事業と本学情報科学院」（情報科
学院長 長谷山 美紀）
「北海道新幹線札幌延伸を契機とし
た交通施策・まちづくりについて」
（山田 浩司 様）

・研究発表会（学生によるショートプ
レゼンテーションとポスター発表）

・意見交換会

情報科学研究院・情報科学院

北楡会・北海道大学情報系交流会
9月29日（金）13:30～17:30　　対面・オンラインによるハイブリッド開催　　参加者：55名

伊藤会長の挨拶 ポスター展示の様子長谷山学院長の講演

講演会の様子①

野口研究院長によるご挨拶

講演会の様子②

　本講演会は、明治31年発足の札幌農
林学会が開催してきた学術講演会の中
の特別講演会を継承・発展させてきた
ものであり122年の歴史を持ちます。
平成9年以来、市民公開・農学特別講
演会として、広く一般市民の方々に公
開しており、本年は「新渡戸稲造記念
講演会」と題し、農学研究院・農学
院・農学部及び一般社団法人札幌農学
同窓会による主催、北方生物圏フィー
ルド科学センター及び一般社団法人新
渡戸稲造と札幌遠友夜学校を考える会
による共催、サステイナビリティ推進
機構による協力、北海道、札幌市等51
団体の後援をいただき対面形式で開催
しました。
　野口　伸研究院長による開会挨拶の
後、「内村鑑三・新渡戸稲造・宮部金
吾〜青春の志と生涯〜」と題して元北
星学園理事長・元恵泉女学園短期大学

学長の大山綱夫氏にご講演いただきま
した。内村、新渡戸及び宮部の3人の
札幌農学校で過ごした当時の様子や思
想が紹介され、その後の生涯について
も解説されました。
　また、講演後に座談会方式で、大山
氏と昨年開催した「新渡戸稲造生誕
160周年特別記念講演会」講師の一般
財団法人新渡戸基金理事長藤井　茂氏
から内村、新渡戸、宮部らの若き日の
想いについてさらに解説されました。
　講演会は同窓生以外にも一般市民を

含め110名以上の方にご参加いただ
き、会場がほぼ満席となりました。フ
ロアから質問が出る等、大変盛会とな
りました。

農学研究院・札幌農学同窓会

市民公開「新渡戸稲造記念講演会」
9月30日（金）13:00～15:00　　農学部大講堂　　参加者116名

講演をする横田氏 北海道大学栄誉賞を授与された横山同窓会会長の講話横田氏の講演を熱心に聞き入る参加者

通常総会の様子

懇親会風景

　獣医学部同窓会の令和5年度評議員
会・通常総会を講堂で開催、総会は40
名の出席を得て発言が相次ぎ、名簿や
会費納入の管理システムの導入などを
承認しました。10年ほど続けた、多様
な分野で活躍する同窓諸兄を招いての
フォーラムに替え、今回は久々に獣医
学部ローンにて懇親会（ジンパ）を挙
行しました。最長老・橋本信夫名誉教
授（昭30卒）の発声で乾杯、滝口満喜
会長（昭62卒）の挨拶に続き、円山動
物園園長・柴田知加子氏（昭62卒）と
栁川洋二郎准教授（平21博修）が昨今
話題のアジア象誕生の背景や関連学術
研究を紹介するかたわら、各自冷えた
ビールと、ジンパというより“ギュ
ウ”パで、かなり美味しい肉に賑わい
ました。前出吉光名誉教授（昭42卒）

は今夏手稲山にて熊に遭遇した体験か
ら野生動物・環境との共生に本質的対
策を講じる重要性を力説され、次いで
坪田敏男教授（昭58卒）も野生動物の
専門家の立場から獣医師の役割と責任
を強調されました。全国各地、道内各
所から駆けつけてくれた会員やご家族
に現役学生約30名を含めて総勢120余名
が近況を伝え合い旧交を温め、あるい
は大学や社会の現状を憂え鼓舞する議
論を交わして慌ただしく時が過ぎ、仲
秋晩夏釣瓶落としの日は暮れて名残の
なか閉会、ホームカミングデーにふさ
わしい一日となりました。各地から出
席してくれた同窓諸兄、会の準備を担
ってくれた学生会諸君に改めて感謝い
たします。

獣医学部

獣医学部同窓会総会・懇親会
9月30日（土）13:00～17:00　　獣医学研究院講堂、講義棟南側ローン　　参加者124名

　冒頭、都木靖彰学部長による学部の
近況、特にキングサーモンとマコンブ
の完全養殖の実現と、これらを通じた
地域で活躍する人材の養成を目指す
CREEN人材育成事業等が紹介されま
した。またフロンティア基金への寄附
のお願いが述べられました。
　次に、本学部卒業生の横田哲也氏に
「海洋調査の現場と『北水魂』〜深海
から、みらいまで〜」と題してご講演
いただきました。講演内容は、学生時
代は応援団、水産学部と海技士免許状

を取得する特設専攻科に進学して現在
の仕事に出会い、卒業後航海士として
調査船業務に従事、その後陸上で海務
監督業務を経て、海洋研究開発機構や
日本サバイバルトレーニングセンター
へ出向、日本初の総合洋上訓練施設の
設立に奔走したことをご紹介いただき
ました。特に有人潜水調査船「しんか
い6500」を安全に運航する上での難し
さなど、現場ならではの大変勉強にな
る講演でした。
　「北水同窓会定期総会」では、8月1

日（火）に北大栄誉賞を受賞された横
山　清氏（北水同窓会会長、株式会社
アークス代表取締役社長）に花束と記
念品の贈呈が行われました。会長には
これまでの経歴と、生涯現役の経営者
を貫く強い意志を披瀝していただきま
した。その後同窓会の活動状況の報告
と、今後の運営について議論すること
ができました。夜には「懇親会」が開
催され、多数のOGOBの皆様が参加さ
れました。懇親会の最後には都ぞ弥生
を斉唱して散会となりました。

水産科学研究院・水産科学院・水産学部／北水同窓会

ホームカミングデー2023水産学部卒業生・在校生のつどい
9月30日（土）　講演会・総会：14:00～17:00　　学術交流会館　　参加者77名
　　　　　　　　懇親会：18:00～20:00　　ANAクラウンプラザホテル札幌　　参加者112名
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全学ニュース

　情報科学院の前身となる情報科学研
究科並びに電気・電子・情報・生体工
学系の各専攻・学科の同窓生で組織さ
れる北楡会と、情報科学院の学生・教
員との交流会を、本年度もオンライン
と対面のハイブリッド形式で実施しま
した。プログラムは文末のとおりで
す。長谷山美紀学院長並びに伊藤明男
北楡会会長からの挨拶に続き、長谷山
学院長及び北海道旅客鉄道株式会社 
執行役員総合企画本部副本部長 山田

浩司様よりご講演を頂きました。続け
て、学生によるポスター研究発表会を
行いました。ポスター発表の件数は21
件です。意見交換会では、伊藤会長を
はじめとする同窓生の皆様からポスタ
ー発表を行った学生への激励のお言葉
を頂きました。

【プログラム】
・開会挨拶
　情報科学院長 長谷山 美紀

　北楡会会長 伊藤 明男 様
・講演

「令和5年度大学・高専機能強化支
援事業と本学情報科学院」（情報科
学院長 長谷山 美紀）
「北海道新幹線札幌延伸を契機とし
た交通施策・まちづくりについて」
（山田 浩司 様）

・研究発表会（学生によるショートプ
レゼンテーションとポスター発表）

・意見交換会

情報科学研究院・情報科学院

北楡会・北海道大学情報系交流会
9月29日（金）13:30～17:30　　対面・オンラインによるハイブリッド開催　　参加者：55名

伊藤会長の挨拶 ポスター展示の様子長谷山学院長の講演

講演会の様子①

野口研究院長によるご挨拶

講演会の様子②

　本講演会は、明治31年発足の札幌農
林学会が開催してきた学術講演会の中
の特別講演会を継承・発展させてきた
ものであり122年の歴史を持ちます。
平成9年以来、市民公開・農学特別講
演会として、広く一般市民の方々に公
開しており、本年は「新渡戸稲造記念
講演会」と題し、農学研究院・農学
院・農学部及び一般社団法人札幌農学
同窓会による主催、北方生物圏フィー
ルド科学センター及び一般社団法人新
渡戸稲造と札幌遠友夜学校を考える会
による共催、サステイナビリティ推進
機構による協力、北海道、札幌市等51
団体の後援をいただき対面形式で開催
しました。
　野口　伸研究院長による開会挨拶の
後、「内村鑑三・新渡戸稲造・宮部金
吾〜青春の志と生涯〜」と題して元北
星学園理事長・元恵泉女学園短期大学

学長の大山綱夫氏にご講演いただきま
した。内村、新渡戸及び宮部の3人の
札幌農学校で過ごした当時の様子や思
想が紹介され、その後の生涯について
も解説されました。
　また、講演後に座談会方式で、大山
氏と昨年開催した「新渡戸稲造生誕
160周年特別記念講演会」講師の一般
財団法人新渡戸基金理事長藤井　茂氏
から内村、新渡戸、宮部らの若き日の
想いについてさらに解説されました。
　講演会は同窓生以外にも一般市民を

含め110名以上の方にご参加いただ
き、会場がほぼ満席となりました。フ
ロアから質問が出る等、大変盛会とな
りました。

農学研究院・札幌農学同窓会

市民公開「新渡戸稲造記念講演会」
9月30日（金）13:00～15:00　　農学部大講堂　　参加者116名

講演をする横田氏 北海道大学栄誉賞を授与された横山同窓会会長の講話横田氏の講演を熱心に聞き入る参加者

通常総会の様子

懇親会風景

　獣医学部同窓会の令和5年度評議員
会・通常総会を講堂で開催、総会は40
名の出席を得て発言が相次ぎ、名簿や
会費納入の管理システムの導入などを
承認しました。10年ほど続けた、多様
な分野で活躍する同窓諸兄を招いての
フォーラムに替え、今回は久々に獣医
学部ローンにて懇親会（ジンパ）を挙
行しました。最長老・橋本信夫名誉教
授（昭30卒）の発声で乾杯、滝口満喜
会長（昭62卒）の挨拶に続き、円山動
物園園長・柴田知加子氏（昭62卒）と
栁川洋二郎准教授（平21博修）が昨今
話題のアジア象誕生の背景や関連学術
研究を紹介するかたわら、各自冷えた
ビールと、ジンパというより“ギュ
ウ”パで、かなり美味しい肉に賑わい
ました。前出吉光名誉教授（昭42卒）

は今夏手稲山にて熊に遭遇した体験か
ら野生動物・環境との共生に本質的対
策を講じる重要性を力説され、次いで
坪田敏男教授（昭58卒）も野生動物の
専門家の立場から獣医師の役割と責任
を強調されました。全国各地、道内各
所から駆けつけてくれた会員やご家族
に現役学生約30名を含めて総勢120余名
が近況を伝え合い旧交を温め、あるい
は大学や社会の現状を憂え鼓舞する議
論を交わして慌ただしく時が過ぎ、仲
秋晩夏釣瓶落としの日は暮れて名残の
なか閉会、ホームカミングデーにふさ
わしい一日となりました。各地から出
席してくれた同窓諸兄、会の準備を担
ってくれた学生会諸君に改めて感謝い
たします。

獣医学部

獣医学部同窓会総会・懇親会
9月30日（土）13:00～17:00　　獣医学研究院講堂、講義棟南側ローン　　参加者124名

　冒頭、都木靖彰学部長による学部の
近況、特にキングサーモンとマコンブ
の完全養殖の実現と、これらを通じた
地域で活躍する人材の養成を目指す
CREEN人材育成事業等が紹介されま
した。またフロンティア基金への寄附
のお願いが述べられました。
　次に、本学部卒業生の横田哲也氏に
「海洋調査の現場と『北水魂』〜深海
から、みらいまで〜」と題してご講演
いただきました。講演内容は、学生時
代は応援団、水産学部と海技士免許状

を取得する特設専攻科に進学して現在
の仕事に出会い、卒業後航海士として
調査船業務に従事、その後陸上で海務
監督業務を経て、海洋研究開発機構や
日本サバイバルトレーニングセンター
へ出向、日本初の総合洋上訓練施設の
設立に奔走したことをご紹介いただき
ました。特に有人潜水調査船「しんか
い6500」を安全に運航する上での難し
さなど、現場ならではの大変勉強にな
る講演でした。
　「北水同窓会定期総会」では、8月1

日（火）に北大栄誉賞を受賞された横
山　清氏（北水同窓会会長、株式会社
アークス代表取締役社長）に花束と記
念品の贈呈が行われました。会長には
これまでの経歴と、生涯現役の経営者
を貫く強い意志を披瀝していただきま
した。その後同窓会の活動状況の報告
と、今後の運営について議論すること
ができました。夜には「懇親会」が開
催され、多数のOGOBの皆様が参加さ
れました。懇親会の最後には都ぞ弥生
を斉唱して散会となりました。

水産科学研究院・水産科学院・水産学部／北水同窓会

ホームカミングデー2023水産学部卒業生・在校生のつどい
9月30日（土）　講演会・総会：14:00～17:00　　学術交流会館　　参加者77名
　　　　　　　　懇親会：18:00～20:00　　ANAクラウンプラザホテル札幌　　参加者112名
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全学ニュース

平井氏による講演の様子チョウ氏による講演の様子中村氏による講演の様子

　国際広報メディア・観光学院では、
「修了生、活躍中！」というテーマ
で、修了生3名による講演会を対面で
開催しました。奥　聡学院長による開
会の挨拶の後、国際広報メディア2期
生の中村智美氏（北海道警察）の「北
海道警察の魅力について」と題した講
演が行われ、多岐にわたる警察の業務
をご自身の経験に基づくエピソードを
交えてお話いただきました。参加者
は、普段聞くことができない興味深い
お話に皆熱心に耳を傾けていました。

　続いて、国際広報メディア11期生の
チョウ　テンテン氏（KDDI総合研究
所 事業環境リサーチグループ コアリ
サーチャー）の「チャレンジで広がる
可能性：キャリアパスの多様性を考え
よう」と題した講演では、研究スキル
やチャレンジし続けることの重要性に
ついて経験を基に在学生にアドバイス
をされていたのが印象的でした。
　最後に、観光創造7期生の平井健文
氏（北海道教育大学函館校 講師）の
「学術的なつながりを作る：観光創造

専攻の頃を振り返って」と題した講演
では、様々な場所で多くの人と積極的
に交流し、研究を行う姿勢に聴衆は大
いに刺激を受けた様子でした。
　講演後、活発な質疑応答が行われ、
盛況のうちに終了しました。学院で学
んだことを活かした様々な分野での修
了生の活躍を知る貴重な機会となりま
した。その後、同窓会総会に続いて懇
親会が1時間ほど開催され、OB教員や
修了生を囲み、和やかな雰囲気の中で
歓談し、再会を期して閉会しました。

国際広報メディア・観光学院

ホームカミングデー@IMCTS 修了生meet在学生2023
9月30日（土）14:00～18:35　　国際広報メディア・観光学院　　参加者31名
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16:40 

ポスター集合写真

　環境科学院のホームカミングデーで
は、本学院修了生より現在の仕事内容
についてご紹介いただくとともに、学
生時代の経験や就職活動をふまえて、
在学生へのアドバイスなどを講演して
いただいております。
　昨年度に引き続き、今年度もオンラ
イン（Zoom）での開催となりました
が、オンライン開催の利点の一つは、
聴講者も講演者も移動せずに参加が可
能なことで、今年度も多くの講演者か
ら「オンライン開催だったからこそ講
演に応じることができた」との好評を
得ております。今回も日本各地、また
アメリカからも講演していただきまし
た。

　講演者それぞれの、紆余曲折しなが
らも現在の職業に至った背景や経緯が
とても興味深く、大学院での研究内容
とは違うように見える職業でも、実は
その経験は役立っており、学生には現
時点ではゴールは見えていなくても前
に進むと新しい視野が得られる、との

講演をしていただき、学生等参加者に
とっては非常に有意義なものとなりま
した。

環境科学院

修了生による講演会
9月29日（金）15:00～17:00　　Zoomによるオンライン開催　　参加者45名

植物園で受付記帳する同窓生

　植物園においては、ホームカミング
デー特設窓口を設置し、卒業生等を出
迎えました。幅広い年代にわたる21名

の卒業生等が道内外から来園し、庭
園、温室・博物館・宮部金吾記念館な
どを懐かしそうに見学されました。

北方生物圏フィールド科学センター

植物園の縦覧見学、「北大農場」ミニツアー

　全学行事の会場となった学術交流会
館を出発後、オープンイノベーション
ハブ「エンレイソウ」の内部見学を含
む札幌キャンパス構内のコースを順次
巡るキャンパスツアーを実施し、道
内、道外の37名の方に参加していただ
きました。
　ツアーでは、スタッフである現役の
学生がコース内の学部や施設の現在の
様子などを案内しました。また、構内
の建築物の歴史や、最近できた施設に
ついても詳しく紹介し、本学の歴史だ
けではなく、近年の学内の変化がわか
る内容となりました。
　参加者からは、当時の構内や学生生
活の様子について伺いました。現在の
様子について参加者からの質問に答え
ながら、学生自身も数十年前の本学の

姿や歴史について参加者から学ぶこと
ができ、共に新たな本学の一面を知る
貴重な機会となりました。
　ツアー参加者の方々からは、「新し
くできた施設を見ることができて嬉し
かったです」「学生さんが一生懸命準
備してくださったのが伝わりました」
という声のほか、「もう少し普段は入
れない場所に入れると尚よいと思いま

した」など、今後のツアーに対する期
待の声も聞かれました。
　北大キャンパスビジットプロジェク
トでは、例年、年に数回、一般市民や
受験生向けのキャンパスツアーを行っ
ておりますので、今回ご参加いただい
た方々からお伺いしたお話を参考に
し、より良い企画を実施してまいりま
す。

アドミッションセンター（北大キャンパスビジットプロジェクト）（校友会エルム共催）

キャンパスツアー　現役北大生と巡る札幌キャンパス
9月30日（土）13:30～15:00　　札幌キャンパス　　参加者37名

本学に残る戦前の建築物である、農学部本館に
ついて紹介しました。

10月2日（月）のオープンに先んじて、オープンイノベーション
ハブ「エンレイソウ」の内部を紹介しました。

植物園の縦覧見学
9月30日（土）9:00～16:30　　植物園　　参加者21名

　生物生産研究農場の「北大農場」ミ
ニツアーは、14時30分開始と15時30分
開始の2回実施し、同窓生の方々、合
計12名の参加がありました。天候は曇
りでしたが、例年同様、北方生物圏フ
ィールド科学センター管理棟の屋上に

ご案内し、農場全体の眺望を楽しみな
がら、生物生産研究農場の活動内容を
紹介しました。今年は、農場内に設置
されたスマート農業教育研究センター
の説明も行いました。同窓生の皆様か
ら学生時代に「実習を受けた」や「研

究に行き詰った時にふらっと来てい
た」等コメントがありました。2回の
ツアーとも和気あいあいとした雰囲気
で開催できました。同窓生の皆様あり
がとうございました。

「北大農場」ミニツアー
9月30日（土）①14:30～15:00　②15:30～16:00　　生物生産研究農場　　参加者12名
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平井氏による講演の様子チョウ氏による講演の様子中村氏による講演の様子

　国際広報メディア・観光学院では、
「修了生、活躍中！」というテーマ
で、修了生3名による講演会を対面で
開催しました。奥　聡学院長による開
会の挨拶の後、国際広報メディア2期
生の中村智美氏（北海道警察）の「北
海道警察の魅力について」と題した講
演が行われ、多岐にわたる警察の業務
をご自身の経験に基づくエピソードを
交えてお話いただきました。参加者
は、普段聞くことができない興味深い
お話に皆熱心に耳を傾けていました。

　続いて、国際広報メディア11期生の
チョウ　テンテン氏（KDDI総合研究
所 事業環境リサーチグループ コアリ
サーチャー）の「チャレンジで広がる
可能性：キャリアパスの多様性を考え
よう」と題した講演では、研究スキル
やチャレンジし続けることの重要性に
ついて経験を基に在学生にアドバイス
をされていたのが印象的でした。
　最後に、観光創造7期生の平井健文
氏（北海道教育大学函館校 講師）の
「学術的なつながりを作る：観光創造

専攻の頃を振り返って」と題した講演
では、様々な場所で多くの人と積極的
に交流し、研究を行う姿勢に聴衆は大
いに刺激を受けた様子でした。
　講演後、活発な質疑応答が行われ、
盛況のうちに終了しました。学院で学
んだことを活かした様々な分野での修
了生の活躍を知る貴重な機会となりま
した。その後、同窓会総会に続いて懇
親会が1時間ほど開催され、OB教員や
修了生を囲み、和やかな雰囲気の中で
歓談し、再会を期して閉会しました。

国際広報メディア・観光学院

ホームカミングデー@IMCTS 修了生meet在学生2023
9月30日（土）14:00～18:35　　国際広報メディア・観光学院　　参加者31名
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ポスター集合写真

　環境科学院のホームカミングデーで
は、本学院修了生より現在の仕事内容
についてご紹介いただくとともに、学
生時代の経験や就職活動をふまえて、
在学生へのアドバイスなどを講演して
いただいております。
　昨年度に引き続き、今年度もオンラ
イン（Zoom）での開催となりました
が、オンライン開催の利点の一つは、
聴講者も講演者も移動せずに参加が可
能なことで、今年度も多くの講演者か
ら「オンライン開催だったからこそ講
演に応じることができた」との好評を
得ております。今回も日本各地、また
アメリカからも講演していただきまし
た。

　講演者それぞれの、紆余曲折しなが
らも現在の職業に至った背景や経緯が
とても興味深く、大学院での研究内容
とは違うように見える職業でも、実は
その経験は役立っており、学生には現
時点ではゴールは見えていなくても前
に進むと新しい視野が得られる、との

講演をしていただき、学生等参加者に
とっては非常に有意義なものとなりま
した。

環境科学院

修了生による講演会
9月29日（金）15:00～17:00　　Zoomによるオンライン開催　　参加者45名

植物園で受付記帳する同窓生

　植物園においては、ホームカミング
デー特設窓口を設置し、卒業生等を出
迎えました。幅広い年代にわたる21名

の卒業生等が道内外から来園し、庭
園、温室・博物館・宮部金吾記念館な
どを懐かしそうに見学されました。

北方生物圏フィールド科学センター

植物園の縦覧見学、「北大農場」ミニツアー

　全学行事の会場となった学術交流会
館を出発後、オープンイノベーション
ハブ「エンレイソウ」の内部見学を含
む札幌キャンパス構内のコースを順次
巡るキャンパスツアーを実施し、道
内、道外の37名の方に参加していただ
きました。
　ツアーでは、スタッフである現役の
学生がコース内の学部や施設の現在の
様子などを案内しました。また、構内
の建築物の歴史や、最近できた施設に
ついても詳しく紹介し、本学の歴史だ
けではなく、近年の学内の変化がわか
る内容となりました。
　参加者からは、当時の構内や学生生
活の様子について伺いました。現在の
様子について参加者からの質問に答え
ながら、学生自身も数十年前の本学の

姿や歴史について参加者から学ぶこと
ができ、共に新たな本学の一面を知る
貴重な機会となりました。
　ツアー参加者の方々からは、「新し
くできた施設を見ることができて嬉し
かったです」「学生さんが一生懸命準
備してくださったのが伝わりました」
という声のほか、「もう少し普段は入
れない場所に入れると尚よいと思いま

した」など、今後のツアーに対する期
待の声も聞かれました。
　北大キャンパスビジットプロジェク
トでは、例年、年に数回、一般市民や
受験生向けのキャンパスツアーを行っ
ておりますので、今回ご参加いただい
た方々からお伺いしたお話を参考に
し、より良い企画を実施してまいりま
す。

アドミッションセンター（北大キャンパスビジットプロジェクト）（校友会エルム共催）

キャンパスツアー　現役北大生と巡る札幌キャンパス
9月30日（土）13:30～15:00　　札幌キャンパス　　参加者37名

本学に残る戦前の建築物である、農学部本館に
ついて紹介しました。

10月2日（月）のオープンに先んじて、オープンイノベーション
ハブ「エンレイソウ」の内部を紹介しました。

植物園の縦覧見学
9月30日（土）9:00～16:30　　植物園　　参加者21名

　生物生産研究農場の「北大農場」ミ
ニツアーは、14時30分開始と15時30分
開始の2回実施し、同窓生の方々、合
計12名の参加がありました。天候は曇
りでしたが、例年同様、北方生物圏フ
ィールド科学センター管理棟の屋上に

ご案内し、農場全体の眺望を楽しみな
がら、生物生産研究農場の活動内容を
紹介しました。今年は、農場内に設置
されたスマート農業教育研究センター
の説明も行いました。同窓生の皆様か
ら学生時代に「実習を受けた」や「研

究に行き詰った時にふらっと来てい
た」等コメントがありました。2回の
ツアーとも和気あいあいとした雰囲気
で開催できました。同窓生の皆様あり
がとうございました。

「北大農場」ミニツアー
9月30日（土）①14:30～15:00　②15:30～16:00　　生物生産研究農場　　参加者12名
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　産学・地域協働推進機構は北大ブラ
ンド認定商品の紹介を行いました。イ
ンフォメーションセンターエルムの森
にて、認定商品を取り扱っている店舗
と商品をマップにしたポスターの展
示、及び学内飲食店と協力し、普段は
一般流通しない北海道大学の農産物を
使用した限定メニューの提供を行いま
した。限定メニューでは、北方生物圏
フィールド科学センター静内研究牧場
の北大短角牛、七飯淡水実験所の北大

トラウト、生物生産研究農場の北大牛
乳、卵や野菜等を使用した料理の提供
を行いました。
　また、北海道大学病院栄養管理部と
インフォメーションセンターエルムの
森内のカフェdeごはんとのコラボレー
ションによる「北大マインド食*弁当」
を販売しました。ご来場いただいた卒
業生・観光客及び地元の皆様には、実
際に農場生産物を食べ、北大ブランド
商品を手に取って頂くことを通じて、

北海道大学の研究を知っていただきま
した。

マインド食：（MIND: Mediterranean-
DASH Intervention for Neurodegenerative 
Delay）は、「地中海食」と、高血圧の予
防を目的とした「DASH食」を掛け合わせ
た食事法のことで、加齢による認知機能低
下を遅らせる食事パターンとして注目され
ています。

産学・地域協働推進機構

北大ブランド商品紹介―北大の研究成果を活かした商品の紹介―
9月29日（金）～10月1日（日）8:30～20:30　　参加者：北大関係者、一般市民等

　9月30日（土）学術交流会館にて、
大学院教育推進機構リカレント教育推
進部がホームカミングデー2023の一環
として、出展を行いました。タイトル
は「研究と共に、人の新たな可能性を
開拓する〜北大が目指すべきリカレン
ト教育とは〜」です。出展の目的は同
窓生に向けて、リカレント教育推進部
の活動と北海道大学が実施している社
会人向け教育プログラムを紹介するこ
とです。ブースでは、（株）道新文化
センターとリカレント教育推進部が協
働で実施している、北大道新アカデミ
ーのプロモーションビデオを上映しま

した。
　合わせて、今回のホームカミングデ
ーに合わせて制作した、北海道大学リ
カレント教育プログラムのロゴを掲載
したパンフレットを、来場者に配布し
ました。パンフレットの裏面には、リ
カレント教育推進部のビジョンとブラ
ンドプロミスの他に、2023年度に実施
している、北海道大学のリカレント教
育プログラムの一覧をまとめていま
す。ブースでは、多くの同窓生の方が
足を止め、パンフレットを手に取り、
リカレント教育に関するスタッフの説
明に耳を傾けてくれました。

大学院教育推進機構リカレント教育推進部

ブース出展
9月30日（土）9:00～17:00　　学術交流会館　　参加者23名

カフェdeごはん　北大マインド食弁当 展示ブース北大生協　北大短角牛ステーキセット

パンフレットを手にしたリカレント教育推進部のスタッフ

展示の様子1

展示の様子2

常設展示企画展示特別展示

カラフトナヨロ惣乙名文書（ヤエンコロアイヌ文書）満文

　附属図書館では、本館正面玄関ロビ
ーで開催中のパネル企画展示「カラフ
トナヨロ惣乙名文書（ヤエンコロアイ
ヌ文書）展」（9月15日（金）〜11月19
日（日）開催）をご覧いただきました。
　当館が所蔵する「カラフトナヨロ惣
乙名文書（ヤエンコロアイヌ文書）」
は、カラフト西岸ナヨロの惣乙名（複
数村落の統括者）をつとめたアイヌの
氏族長の家に保管・伝来した文書群
で、令和元年7月23日付で国の重要文

化財に指定されました。
　18世紀から19世紀にかけてのカラフ
トアイヌと中国、日本との関わりを伝
える極めて稀有な史料で、江戸時代か
ら存在が知られており様々な記録に残
されています。
　今回のパネル企画展示では、文書の
原寸大パネルのほかに、江戸時代にこ
の文書について言及した資料や時代背
景に関するパネルを作成し紹介いたし
ました。

　ご覧いただいた多くの方から「良か
った」との感想をいただき、好評を得
ました。

附属図書館

企画展示
9月30日（土）、10月1日（日）9:00～18:30　　附属図書館本館正面玄関ロビー　　参加者：北大関係者、一般市民等

　大学文書館では、9月30日（土）及び
10月1日（日）にわたり、特別展示「札
幌農学校、10人の外国人教師たち」
（会場：会議室）を開催しました。あ
わせて、企画展示「北大郵趣会創立50
周年記念資料展」（会場：沿革展示
室）と、常設展示「北大生の群像」・
「新渡戸稲造と遠友夜学校」（会場：
展示ホール）も公開しました。
　特別展示では、札幌農学校に在任し
た10人の外国人教師（W.S.クラーク、
W.ホィーラー、D.P.ペンハロー、W.P.

ブルックス、J.C.カッター、C.H.ピー
ボディ、J.サマーズ、H.E.ストックブ
リッジ、M.ヘート、A.A.ブリガム）
を取り上げ、彼らの功績について沿革
資料（札幌農学校の文書類、受講ノー
ト、写真、書簡、テンペラ画など）か
らたどりました。
　企画展示では、北大郵趣会の顧問を
務めた高尾彰一博士（1926-2008）旧
蔵の郵便資料コレクションを中心に、
本学の歴史的人物や建物にまつわる切
手・書簡、北大郵趣会の活動冊子・記

念小型印の原図などについて、北大郵
趣会OB会との共催で公開しました。
展示ガイドは、OBの忠津章氏が務め
られました。
　会期中、同窓生や元教職員の方など
59名の皆さんが見学され、「内村鑑三
の文化人切手を初めて見ることができ
た」、「クラーク博士以外にも重要な
役割を果たした外国人教師がこんなに
いたとは知らなかった」などの感想が
寄せられました。

大学文書館

特別展示「札幌農学校、10人の外国人教師たち」、企画展示「北大郵趣会創立50周年記念資料展」等を公開
9月30日（土）及び10月1日（日）9:30～16:30　　特別展示：大学文書館1階会議室　　企画展示：大学文書館1階沿革展示室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 常設展示：大学文書館1階展示ホール
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全学ニュース

　産学・地域協働推進機構は北大ブラ
ンド認定商品の紹介を行いました。イ
ンフォメーションセンターエルムの森
にて、認定商品を取り扱っている店舗
と商品をマップにしたポスターの展
示、及び学内飲食店と協力し、普段は
一般流通しない北海道大学の農産物を
使用した限定メニューの提供を行いま
した。限定メニューでは、北方生物圏
フィールド科学センター静内研究牧場
の北大短角牛、七飯淡水実験所の北大

トラウト、生物生産研究農場の北大牛
乳、卵や野菜等を使用した料理の提供
を行いました。
　また、北海道大学病院栄養管理部と
インフォメーションセンターエルムの
森内のカフェdeごはんとのコラボレー
ションによる「北大マインド食*弁当」
を販売しました。ご来場いただいた卒
業生・観光客及び地元の皆様には、実
際に農場生産物を食べ、北大ブランド
商品を手に取って頂くことを通じて、

北海道大学の研究を知っていただきま
した。

マインド食：（MIND: Mediterranean-
DASH Intervention for Neurodegenerative 
Delay）は、「地中海食」と、高血圧の予
防を目的とした「DASH食」を掛け合わせ
た食事法のことで、加齢による認知機能低
下を遅らせる食事パターンとして注目され
ています。

産学・地域協働推進機構

北大ブランド商品紹介―北大の研究成果を活かした商品の紹介―
9月29日（金）～10月1日（日）8:30～20:30　　参加者：北大関係者、一般市民等

　9月30日（土）学術交流会館にて、
大学院教育推進機構リカレント教育推
進部がホームカミングデー2023の一環
として、出展を行いました。タイトル
は「研究と共に、人の新たな可能性を
開拓する〜北大が目指すべきリカレン
ト教育とは〜」です。出展の目的は同
窓生に向けて、リカレント教育推進部
の活動と北海道大学が実施している社
会人向け教育プログラムを紹介するこ
とです。ブースでは、（株）道新文化
センターとリカレント教育推進部が協
働で実施している、北大道新アカデミ
ーのプロモーションビデオを上映しま

した。
　合わせて、今回のホームカミングデ
ーに合わせて制作した、北海道大学リ
カレント教育プログラムのロゴを掲載
したパンフレットを、来場者に配布し
ました。パンフレットの裏面には、リ
カレント教育推進部のビジョンとブラ
ンドプロミスの他に、2023年度に実施
している、北海道大学のリカレント教
育プログラムの一覧をまとめていま
す。ブースでは、多くの同窓生の方が
足を止め、パンフレットを手に取り、
リカレント教育に関するスタッフの説
明に耳を傾けてくれました。

大学院教育推進機構リカレント教育推進部

ブース出展
9月30日（土）9:00～17:00　　学術交流会館　　参加者23名

カフェdeごはん　北大マインド食弁当 展示ブース北大生協　北大短角牛ステーキセット

パンフレットを手にしたリカレント教育推進部のスタッフ

展示の様子1

展示の様子2

常設展示企画展示特別展示

カラフトナヨロ惣乙名文書（ヤエンコロアイヌ文書）満文

　附属図書館では、本館正面玄関ロビ
ーで開催中のパネル企画展示「カラフ
トナヨロ惣乙名文書（ヤエンコロアイ
ヌ文書）展」（9月15日（金）〜11月19
日（日）開催）をご覧いただきました。
　当館が所蔵する「カラフトナヨロ惣
乙名文書（ヤエンコロアイヌ文書）」
は、カラフト西岸ナヨロの惣乙名（複
数村落の統括者）をつとめたアイヌの
氏族長の家に保管・伝来した文書群
で、令和元年7月23日付で国の重要文

化財に指定されました。
　18世紀から19世紀にかけてのカラフ
トアイヌと中国、日本との関わりを伝
える極めて稀有な史料で、江戸時代か
ら存在が知られており様々な記録に残
されています。
　今回のパネル企画展示では、文書の
原寸大パネルのほかに、江戸時代にこ
の文書について言及した資料や時代背
景に関するパネルを作成し紹介いたし
ました。

　ご覧いただいた多くの方から「良か
った」との感想をいただき、好評を得
ました。

附属図書館

企画展示
9月30日（土）、10月1日（日）9:00～18:30　　附属図書館本館正面玄関ロビー　　参加者：北大関係者、一般市民等

　大学文書館では、9月30日（土）及び
10月1日（日）にわたり、特別展示「札
幌農学校、10人の外国人教師たち」
（会場：会議室）を開催しました。あ
わせて、企画展示「北大郵趣会創立50
周年記念資料展」（会場：沿革展示
室）と、常設展示「北大生の群像」・
「新渡戸稲造と遠友夜学校」（会場：
展示ホール）も公開しました。
　特別展示では、札幌農学校に在任し
た10人の外国人教師（W.S.クラーク、
W.ホィーラー、D.P.ペンハロー、W.P.

ブルックス、J.C.カッター、C.H.ピー
ボディ、J.サマーズ、H.E.ストックブ
リッジ、M.ヘート、A.A.ブリガム）
を取り上げ、彼らの功績について沿革
資料（札幌農学校の文書類、受講ノー
ト、写真、書簡、テンペラ画など）か
らたどりました。
　企画展示では、北大郵趣会の顧問を
務めた高尾彰一博士（1926-2008）旧
蔵の郵便資料コレクションを中心に、
本学の歴史的人物や建物にまつわる切
手・書簡、北大郵趣会の活動冊子・記

念小型印の原図などについて、北大郵
趣会OB会との共催で公開しました。
展示ガイドは、OBの忠津章氏が務め
られました。
　会期中、同窓生や元教職員の方など
59名の皆さんが見学され、「内村鑑三
の文化人切手を初めて見ることができ
た」、「クラーク博士以外にも重要な
役割を果たした外国人教師がこんなに
いたとは知らなかった」などの感想が
寄せられました。

大学文書館

特別展示「札幌農学校、10人の外国人教師たち」、企画展示「北大郵趣会創立50周年記念資料展」等を公開
9月30日（土）及び10月1日（日）9:30～16:30　　特別展示：大学文書館1階会議室　　企画展示：大学文書館1階沿革展示室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 常設展示：大学文書館1階展示ホール
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　COVID-19のため長らく開催されな
かった対面でのホームカミングデーが
ようやく再開され、校友会エルム共催
の下、9月30日（土）百年記念会館にて
「ほっかいどう同窓会ランチパーティ」
を開催しました。会員の皆さんと一堂
に会して旧交を温めることができまし
た。参加者は同窓生や元教職員や現役
教職員、現役の学生を含め49名となり
ました。まだコロナウィルス感染の危

険性が払拭されていないためか、以前
の開催と比べ少ないのは少々寂しいと
ころです。ランチパーティは三上隆会
長の挨拶で始まり、寳金清博総長につ
づき関西同窓会の役員をされている松
下秀之様からご挨拶を頂きました。
　その後懇談となり、久しぶりの再会
を喜び、お互いの健康やご友人の動向
に話が咲いておりました。また、今回
初めて現役学生の参加があり、いつも

とは違う話が聞けて、楽しいひととき
を過ごせました。締めの挨拶を校友会
エルム杉江和男会長にして頂き、1時
間半ほどの懇談で終了となりました。
　天気予報が良くなかったためか今回
は当日のキャンセルが少なからずあ
り、食事も余ってしまう残念な結果で
した。来年は感染の心配も薄れ、再び
多くの会員の皆さんが集うランチパー
ティとなることを願っております。

ほっかいどう同窓会（校友会エルム共催）

ランチパーティ
9月30日（土）12:00～14:00　　百年記念会館大会議室　　参加者49名

寳金清博総長のご挨拶 懇談の様子松下様のご挨拶

　社会共創部社会連携課では、10月2
日（月）に正式オープンとなる北海道
大学オープンイノベーションハブ「エ
ンレイソウ」を先行して内覧いただけ
る施設開放を実施しました。
　オープンイノベーションハブ「エン
レイソウ」は、旧ファカルティハウス
「エンレイソウ」を改修し、本学の研
究者、学生等と他大学、自治体、企業
等の内外のステークホルダーが自由に
意見交換し、社会課題や地域課題の解
決に向けた新たなアイデアを生み出す

「場」として新たにスタートします。
　モダンデザインの家具を配置し居心
地の良いコワーキングスペース（兼イ
ベントスペース）となった1階のカフェ
ラウンジ及びメインラウンジ、建物竣
工当時の雰囲気を残した2階の会議室
を公開し、また、2026年まで創基150周
年記念事業の情報発信等を行うコミュ
ニケーション活性化拠点「ENLIGHT」
として活用する1階のプレゼンテーショ
ンラウンジでは、同事業をPRするプ
ロジェクションマッピングの上映を行

いました。
　当日は北大キャンパスビジットプロ
ジェクトのツアー参加者をはじめ140
名の同窓生等が来館され、来館者から
は「改修前に利用したことがあるが、
雰囲気が変わり素敵な施設となった」
「会社で北大生との連携イベント等が
できないか検討してみたい」などのお
言葉をいただき、好評のうちに終了し
ました。

社会共創部社会連携課

オープンイノベーションハブ「エンレイソウ」施設開放
9月30日（土）11:00～16:30　　オープンイノベーションハブ「エンレイソウ」　　参加者140名

山口理事・副学長によるご講演 大寮歌祭in札幌

　一般社団法人恵迪寮同窓会は北大ホ
ームカミングデーに2013年より参加
し、北大・恵迪寮の精神と寮歌の継承
を目的に「文化講演と寮歌の集い」を
行っています。
　まず、同窓会副理事長藤田正一（元
副学長）からの開会挨拶では、ご講演
をいただく山口淳二理事・副学長のご
紹介に続き同窓会及び現恵迪寮への日
頃のご指導・支援について謝辞を述べ
ました。
　「文化講演」では、山口理事・副学
長により「北大の現在位置について、と
私の研究を少し―緑の革命をめぐる話
題―」と題しご講演をいただきました。
　天与の価値を持つ北大のブランディ
ング、フロンティア精神など4つの基
本理念の継承、同窓会との連携に向け
てなど大学運営にかかわる課題・方向
は恵迪寮同窓会の関心事でもあり大き
なご示唆をいただきました。

　講演を終え参加者の同窓会会員や現
恵迪寮生からの、自治とブランディン
グ、半導体の展開方向などの質問にも
ご丁寧にお答えいただきました。感謝
申し上げます。
　引き続き、道外からの同窓生など多
彩な参加者を得て、「大寮歌祭㏌札
幌」を行いました。今年は久しぶりに
飲食を伴う形で声を張り上げて寮歌を
歌う会となりました。
　第一部は「手稲山を歌った寮歌」の
特集、第二部は小樽商大学の友情出演
や現役寮生による最新寮歌の披露な

ど、第三部は良く歌われる寮歌の大合
唱でした。最後は皆で肩を組んで「都
ぞ弥生」を声高らかに歌い、締めとし
て「ストームの歌」を乱舞（？）しま
した。
　歌った寮歌は、明治40年「一帯ゆる
き」から令和4年「星よ色褪せよ」ま
で、全部で18曲です。中でも、昭和16
年「湖に星の散るなり」の作曲者の娘
さんが大阪からこの日のために来道参
加されており、作者に敬意を表しつつ
しみじみと歌ったことは今年の収穫で
した。

　昭和46・47・48年に恵迪寮へ入寮し
た50周年同期会が令和5年10月1日
（日）に札幌で開催されました。コロ
ナ禍による昨年開催予定からの延期を
経て、元寮生68名とご同伴者１名が参
集しました。
　行事は、13時からクラーク像から現
恵迪寮まで北大構内を散策し、16時半
からホテルマイステイズ札幌アスペン
で同期会を開催しました。
　北大構内散策では、クラーク像前に
集合。50年ぶりに会う面々もおり、名
札と顔を見合わせての邂逅です。現役

北大応援団の太鼓の出迎えにより恵迪
寮へ向かって寮歌を高吟しながらの行
進・逍遥です。途中、北大総合博物館
では北大精神を振り返り、寝食をとも
にした2代目恵迪寮の跡地（現準硬式
野球部球場）では当時の寮玄関位置の
特定など思い出と照らし合わせていま
した。現恵迪寮では、ホールや図書室
への訪問や寮長からは恵迪寮の現状の
説明をしていただきました。
　ホテルでの同期会では、ご逝去され
た寮生を悼み黙祷をささげた後、世話
人会による挨拶につづき乾杯、ビデオ

上映、全員1分間スピーチ、寮歌高唱
と続きました。ビデオ上映では部屋ア
ルバムに懐かしみ、無声8mm動画で
は往時の寮での生活実態に驚嘆、1分
間スピーチでは寮生活無しに今の人生
無しとの多くの声がありました。
　「都ぞ弥生」を声高らかに5番まで
肩組み歌い、閉会の挨拶、3年後の北
大創基150年に次回同期会の開催提案
もありました。その直後、どこからと
もなく「醒めよ迷いの夢さめよ・・・」
と「ストームの歌」を乱舞しお開きと
なりました。

（一般社団法人）恵迪寮同窓会

文化講演・大寮歌祭㏌札幌、昭和46・47・48年恵迪寮入寮50周年同期会

クラーク像前集合　記念写真 都ぞ弥生斉唱寮歌を高吟し北大構内を逍遥

文化講演・大寮歌祭㏌札幌
9月30日（土）14:00～18:00　　クラーク会館大集会室2　　参加者71名

昭和46・47・48年恵迪寮入寮50周年同期会
10月1日（日）13:00～20:00　　北大構内、ホテルマイステイズ札幌アスペン　　参加者69名
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　COVID-19のため長らく開催されな
かった対面でのホームカミングデーが
ようやく再開され、校友会エルム共催
の下、9月30日（土）百年記念会館にて
「ほっかいどう同窓会ランチパーティ」
を開催しました。会員の皆さんと一堂
に会して旧交を温めることができまし
た。参加者は同窓生や元教職員や現役
教職員、現役の学生を含め49名となり
ました。まだコロナウィルス感染の危

険性が払拭されていないためか、以前
の開催と比べ少ないのは少々寂しいと
ころです。ランチパーティは三上隆会
長の挨拶で始まり、寳金清博総長につ
づき関西同窓会の役員をされている松
下秀之様からご挨拶を頂きました。
　その後懇談となり、久しぶりの再会
を喜び、お互いの健康やご友人の動向
に話が咲いておりました。また、今回
初めて現役学生の参加があり、いつも

とは違う話が聞けて、楽しいひととき
を過ごせました。締めの挨拶を校友会
エルム杉江和男会長にして頂き、1時
間半ほどの懇談で終了となりました。
　天気予報が良くなかったためか今回
は当日のキャンセルが少なからずあ
り、食事も余ってしまう残念な結果で
した。来年は感染の心配も薄れ、再び
多くの会員の皆さんが集うランチパー
ティとなることを願っております。

ほっかいどう同窓会（校友会エルム共催）

ランチパーティ
9月30日（土）12:00～14:00　　百年記念会館大会議室　　参加者49名

寳金清博総長のご挨拶 懇談の様子松下様のご挨拶

　社会共創部社会連携課では、10月2
日（月）に正式オープンとなる北海道
大学オープンイノベーションハブ「エ
ンレイソウ」を先行して内覧いただけ
る施設開放を実施しました。
　オープンイノベーションハブ「エン
レイソウ」は、旧ファカルティハウス
「エンレイソウ」を改修し、本学の研
究者、学生等と他大学、自治体、企業
等の内外のステークホルダーが自由に
意見交換し、社会課題や地域課題の解
決に向けた新たなアイデアを生み出す

「場」として新たにスタートします。
　モダンデザインの家具を配置し居心
地の良いコワーキングスペース（兼イ
ベントスペース）となった1階のカフェ
ラウンジ及びメインラウンジ、建物竣
工当時の雰囲気を残した2階の会議室
を公開し、また、2026年まで創基150周
年記念事業の情報発信等を行うコミュ
ニケーション活性化拠点「ENLIGHT」
として活用する1階のプレゼンテーショ
ンラウンジでは、同事業をPRするプ
ロジェクションマッピングの上映を行

いました。
　当日は北大キャンパスビジットプロ
ジェクトのツアー参加者をはじめ140
名の同窓生等が来館され、来館者から
は「改修前に利用したことがあるが、
雰囲気が変わり素敵な施設となった」
「会社で北大生との連携イベント等が
できないか検討してみたい」などのお
言葉をいただき、好評のうちに終了し
ました。

社会共創部社会連携課

オープンイノベーションハブ「エンレイソウ」施設開放
9月30日（土）11:00～16:30　　オープンイノベーションハブ「エンレイソウ」　　参加者140名

山口理事・副学長によるご講演 大寮歌祭in札幌

　一般社団法人恵迪寮同窓会は北大ホ
ームカミングデーに2013年より参加
し、北大・恵迪寮の精神と寮歌の継承
を目的に「文化講演と寮歌の集い」を
行っています。
　まず、同窓会副理事長藤田正一（元
副学長）からの開会挨拶では、ご講演
をいただく山口淳二理事・副学長のご
紹介に続き同窓会及び現恵迪寮への日
頃のご指導・支援について謝辞を述べ
ました。
　「文化講演」では、山口理事・副学
長により「北大の現在位置について、と
私の研究を少し―緑の革命をめぐる話
題―」と題しご講演をいただきました。
　天与の価値を持つ北大のブランディ
ング、フロンティア精神など4つの基
本理念の継承、同窓会との連携に向け
てなど大学運営にかかわる課題・方向
は恵迪寮同窓会の関心事でもあり大き
なご示唆をいただきました。

　講演を終え参加者の同窓会会員や現
恵迪寮生からの、自治とブランディン
グ、半導体の展開方向などの質問にも
ご丁寧にお答えいただきました。感謝
申し上げます。
　引き続き、道外からの同窓生など多
彩な参加者を得て、「大寮歌祭㏌札
幌」を行いました。今年は久しぶりに
飲食を伴う形で声を張り上げて寮歌を
歌う会となりました。
　第一部は「手稲山を歌った寮歌」の
特集、第二部は小樽商大学の友情出演
や現役寮生による最新寮歌の披露な

ど、第三部は良く歌われる寮歌の大合
唱でした。最後は皆で肩を組んで「都
ぞ弥生」を声高らかに歌い、締めとし
て「ストームの歌」を乱舞（？）しま
した。
　歌った寮歌は、明治40年「一帯ゆる
き」から令和4年「星よ色褪せよ」ま
で、全部で18曲です。中でも、昭和16
年「湖に星の散るなり」の作曲者の娘
さんが大阪からこの日のために来道参
加されており、作者に敬意を表しつつ
しみじみと歌ったことは今年の収穫で
した。

　昭和46・47・48年に恵迪寮へ入寮し
た50周年同期会が令和5年10月1日
（日）に札幌で開催されました。コロ
ナ禍による昨年開催予定からの延期を
経て、元寮生68名とご同伴者１名が参
集しました。
　行事は、13時からクラーク像から現
恵迪寮まで北大構内を散策し、16時半
からホテルマイステイズ札幌アスペン
で同期会を開催しました。
　北大構内散策では、クラーク像前に
集合。50年ぶりに会う面々もおり、名
札と顔を見合わせての邂逅です。現役

北大応援団の太鼓の出迎えにより恵迪
寮へ向かって寮歌を高吟しながらの行
進・逍遥です。途中、北大総合博物館
では北大精神を振り返り、寝食をとも
にした2代目恵迪寮の跡地（現準硬式
野球部球場）では当時の寮玄関位置の
特定など思い出と照らし合わせていま
した。現恵迪寮では、ホールや図書室
への訪問や寮長からは恵迪寮の現状の
説明をしていただきました。
　ホテルでの同期会では、ご逝去され
た寮生を悼み黙祷をささげた後、世話
人会による挨拶につづき乾杯、ビデオ

上映、全員1分間スピーチ、寮歌高唱
と続きました。ビデオ上映では部屋ア
ルバムに懐かしみ、無声8mm動画で
は往時の寮での生活実態に驚嘆、1分
間スピーチでは寮生活無しに今の人生
無しとの多くの声がありました。
　「都ぞ弥生」を声高らかに5番まで
肩組み歌い、閉会の挨拶、3年後の北
大創基150年に次回同期会の開催提案
もありました。その直後、どこからと
もなく「醒めよ迷いの夢さめよ・・・」
と「ストームの歌」を乱舞しお開きと
なりました。

（一般社団法人）恵迪寮同窓会

文化講演・大寮歌祭㏌札幌、昭和46・47・48年恵迪寮入寮50周年同期会

クラーク像前集合　記念写真 都ぞ弥生斉唱寮歌を高吟し北大構内を逍遥

文化講演・大寮歌祭㏌札幌
9月30日（土）14:00～18:00　　クラーク会館大集会室2　　参加者71名

昭和46・47・48年恵迪寮入寮50周年同期会
10月1日（日）13:00～20:00　　北大構内、ホテルマイステイズ札幌アスペン　　参加者69名
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全学ニュース

てくれます。博士はクラーク先生を祖とする北大の雰囲気
をことのほか気に入り、私がUCLAで講演した際、北大を
“real” universityと紹介してくれたときは、たいへん誇ら
しく思いました。
　1995年の夏に国際会議「Phonons1995」を組織委員長と
して北大の学術交流会館で主催し、高温超電導体の発見で
1987年度のノーベル物理学賞を受賞したK.A. Müller博士、
そしてmK領域での超流動He3の発見で1996年度ノーベル
物理学賞を受賞したD. D. Osheroff博士などフロント・ラ
ンナーが多数参加した記念すべき会議となりました。会議
の閉幕式でStanding Ovationを受けたことは忘れがたい思
い出です。
　私は2008年に北大を定年退職し2020年まで、シカゴ、名
古屋、ドレスデン、上海にある研究機関や大学で研究と教
育の第一線で活動する機会を得ました。上海の大学では博
士課程の学生を直接指導しましたが、その学生から「学部
時代は物理の面白さが分からなかったが、私の指導を受け
てそれが分かった」と言われたときは素直によかったと思
いました。人生の第2ステージとも云える定年後の約12年
間は、私の学者人生の集大成と言えるものになりました。
　最後になりますが、大学人として充実した人生でした
が、これを可能ならしめたのも北大の校風やフロンティア
精神のおかげと思っております。ご指導頂いた諸先生、元
同僚、指導に関わった学生諸君、そして私を温かく迎えて
くれた外国の研究機関の方々に感謝いたします。

功績等

　中山恒義氏は、昭和48年5月に北海道大学工学部助手と
して採用され、昭和61年4月には同教授に昇任し応用物理
学科応用数理物理学講座を担任された。
　平成9年4月には北海道大学大学院工学研究科教授に配置

感　想

　この度は叙勲の栄を賜り誠に光
栄に存じます。ご高配を賜りまし
た皆様に心よりお礼申し上げます。
　私は、帯広畜産大学と文部省で

約10年勤務したのち、昭和46年4月に北海道大学に転勤と
なって以来、定年を迎えるまでのほとんどの期間を北大で
お世話になりました。
　赴任後、長く人事課におりましたが、平成2年4月、初め
て学部勤務となりました。最初の薬学部では、学部長室に
辞令を持って挨拶に伺った際、「新人事務長の西守です。
学部の方を向いて仕事をしますのでよろしくお願いいたし
ます」と、当時の学部長の米光先生に挨拶いたしましたと
ころ、「やあ、待っていたよ。よろしく頼みます」と手を
握っていただきました。米光先生とは人事課補佐の頃、団
体交渉などで何度もお会いしており、「少し怖い先生」と
いう印象を抱いておりましたが、優しい目で迎えてくださ
ったことを今でも覚えております。薬学部は、教官も事務
官も仲が良く、まとまった学部で3年間楽しく仕事をさせ
ていただきました。
　次の法学部は、若い先生が多い教授会を、当時の大塚学
部長がまとめていらっしゃいました。大塚学部長は、静か
な先生で、事務方が困るようなことは一度もなかったよう
な気がします。
　医学部の教授会は、活発に意見が飛び交うことが多く、
当時の井上学部長は大変だったと思いますが、井上先生は
いつも笑顔でうまく学部をまとめていらっしゃいました。
懐の広い、肝が据わった先生で、お仕えする中で大事なこ
とをたくさん教えていただきました。

西守　　功　氏
にしもり いさお

感　想

　令和5年秋の叙勲の栄に浴し光
栄に存じます。叙勲に際してご助
力頂いた関係各位の皆様に心より
感謝申し上げます。

　私は北大工学部に1964年に設置された「応用物理学科」
に一期生として入学し、大学紛争が激しくなり始めた1968
年に修士課程に進学しました。一期生40名からなる学科で
は教員と学生の間の垣根が低く自由闊達な雰囲気がありま
した。博士課程修了後の1973年に工学部の助手に採用さ
れ、その4年後StuttgartにあるMax Planck固体物理学研究
所にフンボルト財団のStipendiatとして滞在することにな
りました。研究所には私の論文を通しての知り合いも多く
スムーズに研究生活に入ることが出来ました。ある日その
うちの一人に「ドイツでは、どの分野の学者が一番尊敬さ
れるか？」と聞いたら「哲学者だ」と言われたときは驚き
もしましたが、時がたつにつれ納得するところもありまし
た。歴史に彩られた学術・文化に直接触れることが出来た
この西ドイツ（当時）での経験は、私の研究と教育に対す
る考え方を“根本”から変える貴重なものとなりました。
　ドイツから1979年に帰国し、その7年後に博士課程でご
指導いただいた小田島晟先生の席を引き継ぐことになり、
「内向きにならない」ことを研究室のモットーとし、海外
の著名な学者を多数研究室に迎えました。なかでもカリ
フォルニア大・リバーサイド校の学長をされたあと2006年
に米国エネルギー省（DOE）・科学局の次官に抜擢され
たR. L. Orbach博士は、共同研究のため我々の研究室を何
度も訪ねてくれました。私より10歳ほど上の世代ですが、
現在でも研究の第一線で活躍しその成果をメールで知らせ

換となり、平成16年5月には、応用物理学専攻量子物性工
学講座・数理物理工学研究室を担当された。平成20年3月
31日定年により退職され、平成20年4月1日には北海道大学
名誉教授の称号を授与されている。
　教育面では、応用数理物理学講座、極限物理工学講座・
数理物理工学分野並びに量子物性工学講座・数理物理工学
研究室における研究指導により、学部、大学院修士課程、
同博士課程を通じて、現在各界において活躍されている13
名の博士号取得者を含む約150名の教育・研究者、技術者
を育成された。
　大学の運営面に対しては、平成14年5月1日から平成16年
4月30日まで総長補佐に任命され、大学運営に対してその
手腕を遺憾なく発揮された。さらには平成16年4月1日から
平成18年3月31日まで北海道大学大学院工学研究科長、及
び同大学工学部長に任命され、国立大学法人化後の最初の
工学研究科長として工学研究科の改組、及び工学部の系・
学科の改編を主導するなど多くの改革を行い、法人化後の
工学研究科の礎を築かれた。
　研究面では、複雑系の物理学、すなわちミクロなレベル
で強く乱れた不規則系やフラクタル構造のダイナミクス、
及び極低温物理学や計算機物理学を中心に精力的に活躍さ
れ、多方面にわたり優れた業績を挙げられている。
　学会活動としては、国内においては日本物理学会、及び
応用物理学会の会員として、国外においてはアメリカ物理
学会、及び英国物理学会のフェロー会員として活動された。
　北海道大学を定年退職し名誉教授となられた後は、シカ
ゴのアルゴンヌ国立研究所招聘研究員、豊田理化学研究所
常勤フェロー、科学技術振興機構（JST）・イノベーション
プラザ北海道館長、ドレスデンのマックス・プランク（Max 
Planck）複雑系物理学研究所の冠フェロー（Martin-Gutzwiller 
Fellow）、上海市の同済大学特別客員教授（Distinguished 
Visiting Professor）を歴任し研究・教育に尽力した。
　以上、学生の教育、学術研究の発展、本学の管理運営、
並びに専門学会における貢献は極めて大なるものがある。

略　歴

生 年 月 日　昭和20年1月18日
昭和48年 5月　北海道大学工学部助手
　　50年10月　北海道大学工学部講師
　　52年10月　北海道大学工学部助教授
　　52年12月　

マックス・プランク固体物理学研究所研究員
　　54年 8月
　　61年 4月　北海道大学工学部教授
平成 8年 4月　

北海道大学工学部応用物理学科長
　　 9年 3月
　　12年 6月　文部省在外研究員（仏国モンペリエ大学、
　　12年 8月　英国ケンブリッジ大学）
　　13年 5月　

北海道大学総長補佐
　　16年 3月
　　15年 4月　

北海道大学工学部応用物理学科長
　　16年 3月
　　16年 4月　

北海道大学大学院工学研究科長
　　18年 3月

　　16年 4月　
北海道大学工学部長

　　18年 3月
　　20年 3月　定年退職
　　20年 4月　北海道大学名誉教授
　　20年 6月　

アルゴンヌ国立研究所（シカゴ市） 招聘研究員
　　20年 9月
　　20年10月　

公益財団法人豊田理化学研究所常勤フェロー
　　22年 9月
　　22年 4月　独立行政法人科学技術振興機構JSTイノベーションプラザ
　　24年 3月　北海道館長
　　24年 4月　

独立行政法人科学技術振興機構産学連携アドバイザー
　　24年 5月
　　24年 6月　マックス・プランク複雑系物理学研究所（ドレスデン市）
　　25年 9月　冠フェロー（Martin-Gutzwiller Fellow）
　　26年 4月　同済大学（上海市）物理科学・工学研究院  フォノニクス・
令和 2年 9月　熱エネルギー研究センター　特別客員教授

（工学院・工学研究院・工学部）

てくれます。博士はクラーク先生を祖とする北大の雰囲気
をことのほか気に入り、私がUCLAで講演した際、北大を
“real” universityと紹介してくれたときは、たいへん誇ら
しく思いました。
　1995年の夏に国際会議「Phonons1995」を組織委員長と
して北大の学術交流会館で主催し、高温超電導体の発見で
1987年度のノーベル物理学賞を受賞したK.A. Müller博士、
そしてmK領域での超流動He3の発見で1996年度ノーベル
物理学賞を受賞したD. D. Osheroff博士などフロント・ラ
ンナーが多数参加した記念すべき会議となりました。会議
の閉幕式でStanding Ovationを受けたことは忘れがたい思
い出です。
　私は2008年に北大を定年退職し2020年まで、シカゴ、名
古屋、ドレスデン、上海にある研究機関や大学で研究と教
育の第一線で活動する機会を得ました。上海の大学では博
士課程の学生を直接指導しましたが、その学生から「学部
時代は物理の面白さが分からなかったが、私の指導を受け
てそれが分かった」と言われたときは素直によかったと思
いました。人生の第2ステージとも云える定年後の約12年
間は、私の学者人生の集大成と言えるものになりました。
　最後になりますが、大学人として充実した人生でした
が、これを可能ならしめたのも北大の校風やフロンティア
精神のおかげと思っております。ご指導頂いた諸先生、元
同僚、指導に関わった学生諸君、そして私を温かく迎えて
くれた外国の研究機関の方々に感謝いたします。

功績等

　中山恒義氏は、昭和48年5月に北海道大学工学部助手と
して採用され、昭和61年4月には同教授に昇任し応用物理
学科応用数理物理学講座を担任された。
　平成9年4月には北海道大学大学院工学研究科教授に配置

秋の叙勲に本学から3氏

　この度、本学関係者の次の3氏が、令和5年秋の叙勲を受けることについて、11月3日（金）に発表となりました。

　各氏の長年にわたる教育・研究等への功績と我が国の学術振興の発展に寄与された功績に対し、授与されたものです。各
氏の受章にあたっての感想、功績等を紹介します。なお、大塚龍児名誉教授については、本人の意向により感想等の掲載を
省略いたします。

（社会共創部広報課）

中山　恒義　氏

勲　　　章

瑞　宝　中　綬　章

瑞　宝　中　綬　章

瑞　宝　双　光　章

氏　　　名

大　塚　龍　児

中　山　恒　義

西　守　　　功

経　　　歴

北海道大学名誉教授

北海道大学名誉教授

元　工学研究科・工学部事務部長

なかやま よしつね

感　想

　令和5年秋の叙勲の栄に浴し光
栄に存じます。叙勲に際してご助
力頂いた関係各位の皆様に心より
感謝申し上げます。

　私は北大工学部に1964年に設置された「応用物理学科」
に一期生として入学し、大学紛争が激しくなり始めた1968
年に修士課程に進学しました。一期生40名からなる学科で
は教員と学生の間の垣根が低く自由闊達な雰囲気がありま
した。博士課程修了後の1973年に工学部の助手に採用さ
れ、その4年後StuttgartにあるMax Planck固体物理学研究
所にフンボルト財団のStipendiatとして滞在することにな
りました。研究所には私の論文を通しての知り合いも多く
スムーズに研究生活に入ることが出来ました。ある日その
うちの一人に「ドイツでは、どの分野の学者が一番尊敬さ
れるか？」と聞いたら「哲学者だ」と言われたときは驚き
もしましたが、時がたつにつれ納得するところもありまし
た。歴史に彩られた学術・文化に直接触れることが出来た
この西ドイツ（当時）での経験は、私の研究と教育に対す
る考え方を“根本”から変える貴重なものとなりました。
　ドイツから1979年に帰国し、その7年後に博士課程でご
指導いただいた小田島晟先生の席を引き継ぐことになり、
「内向きにならない」ことを研究室のモットーとし、海外
の著名な学者を多数研究室に迎えました。なかでもカリ
フォルニア大・リバーサイド校の学長をされたあと2006年
に米国エネルギー省（DOE）・科学局の次官に抜擢され
たR. L. Orbach博士は、共同研究のため我々の研究室を何
度も訪ねてくれました。私より10歳ほど上の世代ですが、
現在でも研究の第一線で活躍しその成果をメールで知らせ

換となり、平成16年5月には、応用物理学専攻量子物性工
学講座・数理物理工学研究室を担当された。平成20年3月
31日定年により退職され、平成20年4月1日には北海道大学
名誉教授の称号を授与されている。
　教育面では、応用数理物理学講座、極限物理工学講座・
数理物理工学分野並びに量子物性工学講座・数理物理工学
研究室における研究指導により、学部、大学院修士課程、
同博士課程を通じて、現在各界において活躍されている13
名の博士号取得者を含む約150名の教育・研究者、技術者
を育成された。
　大学の運営面に対しては、平成14年5月1日から平成16年
4月30日まで総長補佐に任命され、大学運営に対してその
手腕を遺憾なく発揮された。さらには平成16年4月1日から
平成18年3月31日まで北海道大学大学院工学研究科長、及
び同大学工学部長に任命され、国立大学法人化後の最初の
工学研究科長として工学研究科の改組、及び工学部の系・
学科の改編を主導するなど多くの改革を行い、法人化後の
工学研究科の礎を築かれた。
　研究面では、複雑系の物理学、すなわちミクロなレベル
で強く乱れた不規則系やフラクタル構造のダイナミクス、
及び極低温物理学や計算機物理学を中心に精力的に活躍さ
れ、多方面にわたり優れた業績を挙げられている。
　学会活動としては、国内においては日本物理学会、及び
応用物理学会の会員として、国外においてはアメリカ物理
学会、及び英国物理学会のフェロー会員として活動された。
　北海道大学を定年退職し名誉教授となられた後は、シカ
ゴのアルゴンヌ国立研究所招聘研究員、豊田理化学研究所
常勤フェロー、科学技術振興機構（JST）・イノベーション
プラザ北海道館長、ドレスデンのマックス・プランク（Max 
Planck）複雑系物理学研究所の冠フェロー（Martin-Gutzwiller 
Fellow）、上海市の同済大学特別客員教授（Distinguished 
Visiting Professor）を歴任し研究・教育に尽力した。
　以上、学生の教育、学術研究の発展、本学の管理運営、
並びに専門学会における貢献は極めて大なるものがある。

略　歴

生 年 月 日　昭和20年1月18日
昭和48年 5月　北海道大学工学部助手
　　50年10月　北海道大学工学部講師
　　52年10月　北海道大学工学部助教授
　　52年12月　

マックス・プランク固体物理学研究所研究員
　　54年 8月
　　61年 4月　北海道大学工学部教授
平成 8年 4月　

北海道大学工学部応用物理学科長
　　 9年 3月
　　12年 6月　文部省在外研究員（仏国モンペリエ大学、
　　12年 8月　英国ケンブリッジ大学）
　　13年 5月　

北海道大学総長補佐
　　16年 3月
　　15年 4月　

北海道大学工学部応用物理学科長
　　16年 3月
　　16年 4月　

北海道大学大学院工学研究科長
　　18年 3月

　　16年 4月　
北海道大学工学部長

　　18年 3月
　　20年 3月　定年退職
　　20年 4月　北海道大学名誉教授
　　20年 6月　

アルゴンヌ国立研究所（シカゴ市） 招聘研究員
　　20年 9月
　　20年10月　

公益財団法人豊田理化学研究所常勤フェロー
　　22年 9月
　　22年 4月　独立行政法人科学技術振興機構JSTイノベーションプラザ
　　24年 3月　北海道館長
　　24年 4月　

独立行政法人科学技術振興機構産学連携アドバイザー
　　24年 5月
　　24年 6月　マックス・プランク複雑系物理学研究所（ドレスデン市）
　　25年 9月　冠フェロー（Martin-Gutzwiller Fellow）
　　26年 4月　同済大学（上海市）物理科学・工学研究院  フォノニクス・
令和 2年 9月　熱エネルギー研究センター　特別客員教授

（工学院・工学研究院・工学部）
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てくれます。博士はクラーク先生を祖とする北大の雰囲気
をことのほか気に入り、私がUCLAで講演した際、北大を
“real” universityと紹介してくれたときは、たいへん誇ら
しく思いました。
　1995年の夏に国際会議「Phonons1995」を組織委員長と
して北大の学術交流会館で主催し、高温超電導体の発見で
1987年度のノーベル物理学賞を受賞したK.A. Müller博士、
そしてmK領域での超流動He3の発見で1996年度ノーベル
物理学賞を受賞したD. D. Osheroff博士などフロント・ラ
ンナーが多数参加した記念すべき会議となりました。会議
の閉幕式でStanding Ovationを受けたことは忘れがたい思
い出です。
　私は2008年に北大を定年退職し2020年まで、シカゴ、名
古屋、ドレスデン、上海にある研究機関や大学で研究と教
育の第一線で活動する機会を得ました。上海の大学では博
士課程の学生を直接指導しましたが、その学生から「学部
時代は物理の面白さが分からなかったが、私の指導を受け
てそれが分かった」と言われたときは素直によかったと思
いました。人生の第2ステージとも云える定年後の約12年
間は、私の学者人生の集大成と言えるものになりました。
　最後になりますが、大学人として充実した人生でした
が、これを可能ならしめたのも北大の校風やフロンティア
精神のおかげと思っております。ご指導頂いた諸先生、元
同僚、指導に関わった学生諸君、そして私を温かく迎えて
くれた外国の研究機関の方々に感謝いたします。

功績等

　中山恒義氏は、昭和48年5月に北海道大学工学部助手と
して採用され、昭和61年4月には同教授に昇任し応用物理
学科応用数理物理学講座を担任された。
　平成9年4月には北海道大学大学院工学研究科教授に配置

感　想

　この度は叙勲の栄を賜り誠に光
栄に存じます。ご高配を賜りまし
た皆様に心よりお礼申し上げます。
　私は、帯広畜産大学と文部省で

約10年勤務したのち、昭和46年4月に北海道大学に転勤と
なって以来、定年を迎えるまでのほとんどの期間を北大で
お世話になりました。
　赴任後、長く人事課におりましたが、平成2年4月、初め
て学部勤務となりました。最初の薬学部では、学部長室に
辞令を持って挨拶に伺った際、「新人事務長の西守です。
学部の方を向いて仕事をしますのでよろしくお願いいたし
ます」と、当時の学部長の米光先生に挨拶いたしましたと
ころ、「やあ、待っていたよ。よろしく頼みます」と手を
握っていただきました。米光先生とは人事課補佐の頃、団
体交渉などで何度もお会いしており、「少し怖い先生」と
いう印象を抱いておりましたが、優しい目で迎えてくださ
ったことを今でも覚えております。薬学部は、教官も事務
官も仲が良く、まとまった学部で3年間楽しく仕事をさせ
ていただきました。
　次の法学部は、若い先生が多い教授会を、当時の大塚学
部長がまとめていらっしゃいました。大塚学部長は、静か
な先生で、事務方が困るようなことは一度もなかったよう
な気がします。
　医学部の教授会は、活発に意見が飛び交うことが多く、
当時の井上学部長は大変だったと思いますが、井上先生は
いつも笑顔でうまく学部をまとめていらっしゃいました。
懐の広い、肝が据わった先生で、お仕えする中で大事なこ
とをたくさん教えていただきました。

西守　　功　氏
にしもり いさお

感　想

　令和5年秋の叙勲の栄に浴し光
栄に存じます。叙勲に際してご助
力頂いた関係各位の皆様に心より
感謝申し上げます。

　私は北大工学部に1964年に設置された「応用物理学科」
に一期生として入学し、大学紛争が激しくなり始めた1968
年に修士課程に進学しました。一期生40名からなる学科で
は教員と学生の間の垣根が低く自由闊達な雰囲気がありま
した。博士課程修了後の1973年に工学部の助手に採用さ
れ、その4年後StuttgartにあるMax Planck固体物理学研究
所にフンボルト財団のStipendiatとして滞在することにな
りました。研究所には私の論文を通しての知り合いも多く
スムーズに研究生活に入ることが出来ました。ある日その
うちの一人に「ドイツでは、どの分野の学者が一番尊敬さ
れるか？」と聞いたら「哲学者だ」と言われたときは驚き
もしましたが、時がたつにつれ納得するところもありまし
た。歴史に彩られた学術・文化に直接触れることが出来た
この西ドイツ（当時）での経験は、私の研究と教育に対す
る考え方を“根本”から変える貴重なものとなりました。
　ドイツから1979年に帰国し、その7年後に博士課程でご
指導いただいた小田島晟先生の席を引き継ぐことになり、
「内向きにならない」ことを研究室のモットーとし、海外
の著名な学者を多数研究室に迎えました。なかでもカリ
フォルニア大・リバーサイド校の学長をされたあと2006年
に米国エネルギー省（DOE）・科学局の次官に抜擢され
たR. L. Orbach博士は、共同研究のため我々の研究室を何
度も訪ねてくれました。私より10歳ほど上の世代ですが、
現在でも研究の第一線で活躍しその成果をメールで知らせ

換となり、平成16年5月には、応用物理学専攻量子物性工
学講座・数理物理工学研究室を担当された。平成20年3月
31日定年により退職され、平成20年4月1日には北海道大学
名誉教授の称号を授与されている。
　教育面では、応用数理物理学講座、極限物理工学講座・
数理物理工学分野並びに量子物性工学講座・数理物理工学
研究室における研究指導により、学部、大学院修士課程、
同博士課程を通じて、現在各界において活躍されている13
名の博士号取得者を含む約150名の教育・研究者、技術者
を育成された。
　大学の運営面に対しては、平成14年5月1日から平成16年
4月30日まで総長補佐に任命され、大学運営に対してその
手腕を遺憾なく発揮された。さらには平成16年4月1日から
平成18年3月31日まで北海道大学大学院工学研究科長、及
び同大学工学部長に任命され、国立大学法人化後の最初の
工学研究科長として工学研究科の改組、及び工学部の系・
学科の改編を主導するなど多くの改革を行い、法人化後の
工学研究科の礎を築かれた。
　研究面では、複雑系の物理学、すなわちミクロなレベル
で強く乱れた不規則系やフラクタル構造のダイナミクス、
及び極低温物理学や計算機物理学を中心に精力的に活躍さ
れ、多方面にわたり優れた業績を挙げられている。
　学会活動としては、国内においては日本物理学会、及び
応用物理学会の会員として、国外においてはアメリカ物理
学会、及び英国物理学会のフェロー会員として活動された。
　北海道大学を定年退職し名誉教授となられた後は、シカ
ゴのアルゴンヌ国立研究所招聘研究員、豊田理化学研究所
常勤フェロー、科学技術振興機構（JST）・イノベーション
プラザ北海道館長、ドレスデンのマックス・プランク（Max 
Planck）複雑系物理学研究所の冠フェロー（Martin-Gutzwiller 
Fellow）、上海市の同済大学特別客員教授（Distinguished 
Visiting Professor）を歴任し研究・教育に尽力した。
　以上、学生の教育、学術研究の発展、本学の管理運営、
並びに専門学会における貢献は極めて大なるものがある。

略　歴

生 年 月 日　昭和20年1月18日
昭和48年 5月　北海道大学工学部助手
　　50年10月　北海道大学工学部講師
　　52年10月　北海道大学工学部助教授
　　52年12月　

マックス・プランク固体物理学研究所研究員
　　54年 8月
　　61年 4月　北海道大学工学部教授
平成 8年 4月　

北海道大学工学部応用物理学科長
　　 9年 3月
　　12年 6月　文部省在外研究員（仏国モンペリエ大学、
　　12年 8月　英国ケンブリッジ大学）
　　13年 5月　

北海道大学総長補佐
　　16年 3月
　　15年 4月　

北海道大学工学部応用物理学科長
　　16年 3月
　　16年 4月　

北海道大学大学院工学研究科長
　　18年 3月

　　16年 4月　
北海道大学工学部長

　　18年 3月
　　20年 3月　定年退職
　　20年 4月　北海道大学名誉教授
　　20年 6月　

アルゴンヌ国立研究所（シカゴ市） 招聘研究員
　　20年 9月
　　20年10月　

公益財団法人豊田理化学研究所常勤フェロー
　　22年 9月
　　22年 4月　独立行政法人科学技術振興機構JSTイノベーションプラザ
　　24年 3月　北海道館長
　　24年 4月　

独立行政法人科学技術振興機構産学連携アドバイザー
　　24年 5月
　　24年 6月　マックス・プランク複雑系物理学研究所（ドレスデン市）
　　25年 9月　冠フェロー（Martin-Gutzwiller Fellow）
　　26年 4月　同済大学（上海市）物理科学・工学研究院  フォノニクス・
令和 2年 9月　熱エネルギー研究センター　特別客員教授

（工学院・工学研究院・工学部）

てくれます。博士はクラーク先生を祖とする北大の雰囲気
をことのほか気に入り、私がUCLAで講演した際、北大を
“real” universityと紹介してくれたときは、たいへん誇ら
しく思いました。
　1995年の夏に国際会議「Phonons1995」を組織委員長と
して北大の学術交流会館で主催し、高温超電導体の発見で
1987年度のノーベル物理学賞を受賞したK.A. Müller博士、
そしてmK領域での超流動He3の発見で1996年度ノーベル
物理学賞を受賞したD. D. Osheroff博士などフロント・ラ
ンナーが多数参加した記念すべき会議となりました。会議
の閉幕式でStanding Ovationを受けたことは忘れがたい思
い出です。
　私は2008年に北大を定年退職し2020年まで、シカゴ、名
古屋、ドレスデン、上海にある研究機関や大学で研究と教
育の第一線で活動する機会を得ました。上海の大学では博
士課程の学生を直接指導しましたが、その学生から「学部
時代は物理の面白さが分からなかったが、私の指導を受け
てそれが分かった」と言われたときは素直によかったと思
いました。人生の第2ステージとも云える定年後の約12年
間は、私の学者人生の集大成と言えるものになりました。
　最後になりますが、大学人として充実した人生でした
が、これを可能ならしめたのも北大の校風やフロンティア
精神のおかげと思っております。ご指導頂いた諸先生、元
同僚、指導に関わった学生諸君、そして私を温かく迎えて
くれた外国の研究機関の方々に感謝いたします。

功績等

　中山恒義氏は、昭和48年5月に北海道大学工学部助手と
して採用され、昭和61年4月には同教授に昇任し応用物理
学科応用数理物理学講座を担任された。
　平成9年4月には北海道大学大学院工学研究科教授に配置

秋の叙勲に本学から3氏

　この度、本学関係者の次の3氏が、令和5年秋の叙勲を受けることについて、11月3日（金）に発表となりました。

　各氏の長年にわたる教育・研究等への功績と我が国の学術振興の発展に寄与された功績に対し、授与されたものです。各
氏の受章にあたっての感想、功績等を紹介します。なお、大塚龍児名誉教授については、本人の意向により感想等の掲載を
省略いたします。

（社会共創部広報課）

中山　恒義　氏

勲　　　章

瑞　宝　中　綬　章

瑞　宝　中　綬　章

瑞　宝　双　光　章

氏　　　名

大　塚　龍　児

中　山　恒　義

西　守　　　功

経　　　歴

北海道大学名誉教授

北海道大学名誉教授

元　工学研究科・工学部事務部長

なかやま よしつね

感　想

　令和5年秋の叙勲の栄に浴し光
栄に存じます。叙勲に際してご助
力頂いた関係各位の皆様に心より
感謝申し上げます。

　私は北大工学部に1964年に設置された「応用物理学科」
に一期生として入学し、大学紛争が激しくなり始めた1968
年に修士課程に進学しました。一期生40名からなる学科で
は教員と学生の間の垣根が低く自由闊達な雰囲気がありま
した。博士課程修了後の1973年に工学部の助手に採用さ
れ、その4年後StuttgartにあるMax Planck固体物理学研究
所にフンボルト財団のStipendiatとして滞在することにな
りました。研究所には私の論文を通しての知り合いも多く
スムーズに研究生活に入ることが出来ました。ある日その
うちの一人に「ドイツでは、どの分野の学者が一番尊敬さ
れるか？」と聞いたら「哲学者だ」と言われたときは驚き
もしましたが、時がたつにつれ納得するところもありまし
た。歴史に彩られた学術・文化に直接触れることが出来た
この西ドイツ（当時）での経験は、私の研究と教育に対す
る考え方を“根本”から変える貴重なものとなりました。
　ドイツから1979年に帰国し、その7年後に博士課程でご
指導いただいた小田島晟先生の席を引き継ぐことになり、
「内向きにならない」ことを研究室のモットーとし、海外
の著名な学者を多数研究室に迎えました。なかでもカリ
フォルニア大・リバーサイド校の学長をされたあと2006年
に米国エネルギー省（DOE）・科学局の次官に抜擢され
たR. L. Orbach博士は、共同研究のため我々の研究室を何
度も訪ねてくれました。私より10歳ほど上の世代ですが、
現在でも研究の第一線で活躍しその成果をメールで知らせ

換となり、平成16年5月には、応用物理学専攻量子物性工
学講座・数理物理工学研究室を担当された。平成20年3月
31日定年により退職され、平成20年4月1日には北海道大学
名誉教授の称号を授与されている。
　教育面では、応用数理物理学講座、極限物理工学講座・
数理物理工学分野並びに量子物性工学講座・数理物理工学
研究室における研究指導により、学部、大学院修士課程、
同博士課程を通じて、現在各界において活躍されている13
名の博士号取得者を含む約150名の教育・研究者、技術者
を育成された。
　大学の運営面に対しては、平成14年5月1日から平成16年
4月30日まで総長補佐に任命され、大学運営に対してその
手腕を遺憾なく発揮された。さらには平成16年4月1日から
平成18年3月31日まで北海道大学大学院工学研究科長、及
び同大学工学部長に任命され、国立大学法人化後の最初の
工学研究科長として工学研究科の改組、及び工学部の系・
学科の改編を主導するなど多くの改革を行い、法人化後の
工学研究科の礎を築かれた。
　研究面では、複雑系の物理学、すなわちミクロなレベル
で強く乱れた不規則系やフラクタル構造のダイナミクス、
及び極低温物理学や計算機物理学を中心に精力的に活躍さ
れ、多方面にわたり優れた業績を挙げられている。
　学会活動としては、国内においては日本物理学会、及び
応用物理学会の会員として、国外においてはアメリカ物理
学会、及び英国物理学会のフェロー会員として活動された。
　北海道大学を定年退職し名誉教授となられた後は、シカ
ゴのアルゴンヌ国立研究所招聘研究員、豊田理化学研究所
常勤フェロー、科学技術振興機構（JST）・イノベーション
プラザ北海道館長、ドレスデンのマックス・プランク（Max 
Planck）複雑系物理学研究所の冠フェロー（Martin-Gutzwiller 
Fellow）、上海市の同済大学特別客員教授（Distinguished 
Visiting Professor）を歴任し研究・教育に尽力した。
　以上、学生の教育、学術研究の発展、本学の管理運営、
並びに専門学会における貢献は極めて大なるものがある。

略　歴

生 年 月 日　昭和20年1月18日
昭和48年 5月　北海道大学工学部助手
　　50年10月　北海道大学工学部講師
　　52年10月　北海道大学工学部助教授
　　52年12月　

マックス・プランク固体物理学研究所研究員
　　54年 8月
　　61年 4月　北海道大学工学部教授
平成 8年 4月　

北海道大学工学部応用物理学科長
　　 9年 3月
　　12年 6月　文部省在外研究員（仏国モンペリエ大学、
　　12年 8月　英国ケンブリッジ大学）
　　13年 5月　

北海道大学総長補佐
　　16年 3月
　　15年 4月　

北海道大学工学部応用物理学科長
　　16年 3月
　　16年 4月　

北海道大学大学院工学研究科長
　　18年 3月

　　16年 4月　
北海道大学工学部長

　　18年 3月
　　20年 3月　定年退職
　　20年 4月　北海道大学名誉教授
　　20年 6月　

アルゴンヌ国立研究所（シカゴ市） 招聘研究員
　　20年 9月
　　20年10月　

公益財団法人豊田理化学研究所常勤フェロー
　　22年 9月
　　22年 4月　独立行政法人科学技術振興機構JSTイノベーションプラザ
　　24年 3月　北海道館長
　　24年 4月　

独立行政法人科学技術振興機構産学連携アドバイザー
　　24年 5月
　　24年 6月　マックス・プランク複雑系物理学研究所（ドレスデン市）
　　25年 9月　冠フェロー（Martin-Gutzwiller Fellow）
　　26年 4月　同済大学（上海市）物理科学・工学研究院  フォノニクス・
令和 2年 9月　熱エネルギー研究センター　特別客員教授

（工学院・工学研究院・工学部）
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全学ニュース

　10月27日（金）、令和5年度国立大学
法人等職員統一採用試験合格者のう
ち、本学事務系職員採用内定者を対象
として、内定者懇談会を開催しました。
　本学職員となる上でのイメージづく
りや、内定者同士の交流、採用前の不
安の解消などを目的として実施し、行
松泰弘理事との面談をはじめ、キャン

パスツアーとして、実際に事務系職員
が勤務している事務室や関連施設など
の見学を行いました。
　懇談会の最後には、同日開催の「初
任事務職員フォローアップ研修」に加
わり、内定者と1年目の先輩職員同士
でも交流が行われました。
　内定者からは「実際に自分が働く姿

を想像でき、同期になる方々と交流す
ることで、入職までのモチベーション
が上がりました」など、本学職員とし
て勤務することへの自覚を新たにする
とともに、内定者同士の親睦を深める
機会となりました。

（総務企画部人事課）

北海道大学職員採用試験内定者懇談会を開催

行松理事との面談の様子 施設見学の様子 初任職員フォローアップ研修の様子

　10月5日（木）、事務局において「国
立大学法人北海道大学桂田芳枝賞」授
与式を挙行しました。
　本賞は、本学において学術上優れた
研究を展開するとともに、次世代の管
理職等として活躍することが期待され
る本学所属の女性教員を顕彰すること
で、当該女性教員自身及びこれに続く
多くの女性教員の励みとし、上位職並
びに管理職への女性登用の促進に繋げ
ることを目的としたものであり、2023
年3月に新たに創設され、今年度が初

めての授与式となります。
　授与式では、本賞の命名由来である
桂田芳枝名誉教授（1911-1980）の大
姪にあたる廣中幸子氏を来賓としてお
招きし、関係者列席のもと、寳金清博
総長から黒岩麻里教授（理学研究
院）、小川美香子教授（薬学研究院）、
樋田京子教授（歯学研究院）、滝沢侑
子准教授（低温科学研究所）の4名
に、顕彰状及び報奨金（目録）が授与
されました。
　また、授与式後には寳金総長を囲ん

で懇談会が開催され、廣中氏、本学ダ
イバーシティ・インクルージョン推進
本部の本部長である山口淳二理事・副
学長及び副本部長である矢野理香副理
事も参加し、桂田名誉教授の功績を振
り返るとともに、女性研究者の更なる
活躍に向けた方策などについて活発な
意見交換が行われました。

（総務企画部人事課厚生労務室）

次世代の女性教員を顕彰する「桂田芳枝賞」授与式を挙行

集合写真（左から矢野副理事、滝沢准教授、小川教授、
寳金総長、廣中氏、黒岩教授、樋田教授、山口理事・副学長）

　最後の工学部では、大所帯の教授会をまとめる当時の福
迫学部長を、長谷川先生、佐伯先生が評議員として支えて
いらっしゃいました。福迫学部長は曲がったことが大嫌い
な先生で、定年間近になっても役人気質の抜けない私を指
導してくださりました。平成13年3月末に、工学部中央玄
関のホールで、福迫先生と並んで退官式をしていただき、
北海道大学の勤務を卒業しました。20年以上も昔のことな
のに、懐かしく思い出します。
　最後の11年間、北大総長を送り出したことのある4つの
学部の教授会に陪席させていただき、たいへん仕合せでし
た。
　北海道大学在職中の約30年間、学部長、評議員をはじ
め、多くの先生方にお世話になり、誠にありがとうござい
ました。また、一緒に仕事をしてくれた事務の方々にも心
から感謝申し上げます。
　最後になりますが、北海道大学の益々の発展を御祈念申
し上げまして、お礼のことばといたします。

功績等

　西守　功氏は、昭和35年4月に帯広畜産大学庶務課事務
補佐員に採用され、昭和36年1月に事務員（帯広畜産大学
庶務課）に配置換となった。昭和38年1月文部省大臣官房
広報主任官付に転任となり、昭和38年2月文部事務官に任
官、昭和41年4月大臣官房人事課福祉班に配置換された。
昭和46年4月には北海道大学に出向、北海道大学庶務部人
事課第二給与掛長に転任された後は、平成2年4月に薬学部
事務長、平成5年4月に法学部事務長、平成8年4月に医学部
事務長を歴任された。平成11年4月には工学部事務部長に
昇任され、平成13年3月に定年により退職した。
　この間、同人は38年の永きにわたり事務官として文部
省・国立大学に勤務し、特に平成2年4月から退職までの11
年の間、北海道大学において部局事務責任者である事務長
または事務部長として卓越した行動力と実行力、そして広
範な知識と経験をもって部下の指導と育成に努めるととも
に、時の部局長を側面から支援しながら管理運営にあた
り、歴任した各部局の発展並びに整備充実に努めた。
　薬学部では、平成4年4月に、それまで薬学部が有してい
た薬学科と製薬化学科が統合し、総合薬学科として改組さ
れるとともに、新たに生体分子構造学講座が設置され、現
行の薬学部における組織整備に大いに貢献した。
　法学部では、平成6年9月に外国人教官枠についての検討
を行い、法学部としては初の、外国人助教授の採用に尽力
した。
　医学部では、平成8年5月に、医学部附属癌研究施設と免
疫科学研究所とを統合再編し、新しい研究所を設置する構
想の検討が始まったが、当時、附属癌研究施設等では統合
再編に消極的であり、その解決のため事務方として大いに
貢献し、平成12年に新設されることとなった遺伝子病制御
研究所の礎を築く一端を担った。
　工学部では、平成9年4月に大学院重点化が完了して間も
ない上に、平成10年4月に、工学部総務課専門職員の廃止

及び教務課の専門職員制導入に伴う事務組織及び事務分担
の変更があるなど、大きな変革があった直後に着任された
が、強い統率力をもって事務職員の指導に尽力され、変革
に伴う混乱の中においても事務部の円滑な運営に多大な貢
献をされた。
　以上のように同人は、永年にわたって大学行政の進展に
精励し、その功績はまことに顕著である。

略　歴

生 年 月 日　昭和15年5月18日
昭和35年 4月　帯広畜産大学事務補佐員
　　36年 1月　帯広畜産大学事務員
　　38年 1月　文部省大臣官房広報主任官付
　　38年 2月　文部事務官
　　41年 4月　大臣官房人事課福祉班
　　42年12月　帯広畜産大学厚生課学寮会館係
　　44年 4月　帯広畜産大学庶務課職員係長
　　46年 4月　北海道大学庶務部人事課第二給与掛長
　　50年 4月　北海道大学庶務部人事課第二任用掛長
　　54年 4月　北海道大学庶務部人事課第一給与掛長
　　55年10月　旭川医科大学総務部庶務課課長補佐
　　58年 4月　北海道大学医学部附属病院医事課課長補佐
　　60年 4月　北海道大学医学部附属病院総務課課長補佐
　　62年 4月　北海道大学庶務部人事課課長補佐
平成 2年 4月　北海道大学薬学部事務長
　　 5年 4月　北海道大学法学部事務長
　　 8年 4月　北海道大学医学部事務長
　　11年 4月　北海道大学工学部事務部長
　　12年 4月　北海道大学工学研究科・工学部事務部長
　　13年 3月　北海道大学定年退職

（工学系事務部）
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全学ニュース

　10月27日（金）、令和5年度国立大学
法人等職員統一採用試験合格者のう
ち、本学事務系職員採用内定者を対象
として、内定者懇談会を開催しました。
　本学職員となる上でのイメージづく
りや、内定者同士の交流、採用前の不
安の解消などを目的として実施し、行
松泰弘理事との面談をはじめ、キャン

パスツアーとして、実際に事務系職員
が勤務している事務室や関連施設など
の見学を行いました。
　懇談会の最後には、同日開催の「初
任事務職員フォローアップ研修」に加
わり、内定者と1年目の先輩職員同士
でも交流が行われました。
　内定者からは「実際に自分が働く姿

を想像でき、同期になる方々と交流す
ることで、入職までのモチベーション
が上がりました」など、本学職員とし
て勤務することへの自覚を新たにする
とともに、内定者同士の親睦を深める
機会となりました。

（総務企画部人事課）

北海道大学職員採用試験内定者懇談会を開催

行松理事との面談の様子 施設見学の様子 初任職員フォローアップ研修の様子

　10月5日（木）、事務局において「国
立大学法人北海道大学桂田芳枝賞」授
与式を挙行しました。
　本賞は、本学において学術上優れた
研究を展開するとともに、次世代の管
理職等として活躍することが期待され
る本学所属の女性教員を顕彰すること
で、当該女性教員自身及びこれに続く
多くの女性教員の励みとし、上位職並
びに管理職への女性登用の促進に繋げ
ることを目的としたものであり、2023
年3月に新たに創設され、今年度が初

めての授与式となります。
　授与式では、本賞の命名由来である
桂田芳枝名誉教授（1911-1980）の大
姪にあたる廣中幸子氏を来賓としてお
招きし、関係者列席のもと、寳金清博
総長から黒岩麻里教授（理学研究
院）、小川美香子教授（薬学研究院）、
樋田京子教授（歯学研究院）、滝沢侑
子准教授（低温科学研究所）の4名
に、顕彰状及び報奨金（目録）が授与
されました。
　また、授与式後には寳金総長を囲ん

で懇談会が開催され、廣中氏、本学ダ
イバーシティ・インクルージョン推進
本部の本部長である山口淳二理事・副
学長及び副本部長である矢野理香副理
事も参加し、桂田名誉教授の功績を振
り返るとともに、女性研究者の更なる
活躍に向けた方策などについて活発な
意見交換が行われました。

（総務企画部人事課厚生労務室）

次世代の女性教員を顕彰する「桂田芳枝賞」授与式を挙行

集合写真（左から矢野副理事、滝沢准教授、小川教授、
寳金総長、廣中氏、黒岩教授、樋田教授、山口理事・副学長）

　最後の工学部では、大所帯の教授会をまとめる当時の福
迫学部長を、長谷川先生、佐伯先生が評議員として支えて
いらっしゃいました。福迫学部長は曲がったことが大嫌い
な先生で、定年間近になっても役人気質の抜けない私を指
導してくださりました。平成13年3月末に、工学部中央玄
関のホールで、福迫先生と並んで退官式をしていただき、
北海道大学の勤務を卒業しました。20年以上も昔のことな
のに、懐かしく思い出します。
　最後の11年間、北大総長を送り出したことのある4つの
学部の教授会に陪席させていただき、たいへん仕合せでし
た。
　北海道大学在職中の約30年間、学部長、評議員をはじ
め、多くの先生方にお世話になり、誠にありがとうござい
ました。また、一緒に仕事をしてくれた事務の方々にも心
から感謝申し上げます。
　最後になりますが、北海道大学の益々の発展を御祈念申
し上げまして、お礼のことばといたします。

功績等

　西守　功氏は、昭和35年4月に帯広畜産大学庶務課事務
補佐員に採用され、昭和36年1月に事務員（帯広畜産大学
庶務課）に配置換となった。昭和38年1月文部省大臣官房
広報主任官付に転任となり、昭和38年2月文部事務官に任
官、昭和41年4月大臣官房人事課福祉班に配置換された。
昭和46年4月には北海道大学に出向、北海道大学庶務部人
事課第二給与掛長に転任された後は、平成2年4月に薬学部
事務長、平成5年4月に法学部事務長、平成8年4月に医学部
事務長を歴任された。平成11年4月には工学部事務部長に
昇任され、平成13年3月に定年により退職した。
　この間、同人は38年の永きにわたり事務官として文部
省・国立大学に勤務し、特に平成2年4月から退職までの11
年の間、北海道大学において部局事務責任者である事務長
または事務部長として卓越した行動力と実行力、そして広
範な知識と経験をもって部下の指導と育成に努めるととも
に、時の部局長を側面から支援しながら管理運営にあた
り、歴任した各部局の発展並びに整備充実に努めた。
　薬学部では、平成4年4月に、それまで薬学部が有してい
た薬学科と製薬化学科が統合し、総合薬学科として改組さ
れるとともに、新たに生体分子構造学講座が設置され、現
行の薬学部における組織整備に大いに貢献した。
　法学部では、平成6年9月に外国人教官枠についての検討
を行い、法学部としては初の、外国人助教授の採用に尽力
した。
　医学部では、平成8年5月に、医学部附属癌研究施設と免
疫科学研究所とを統合再編し、新しい研究所を設置する構
想の検討が始まったが、当時、附属癌研究施設等では統合
再編に消極的であり、その解決のため事務方として大いに
貢献し、平成12年に新設されることとなった遺伝子病制御
研究所の礎を築く一端を担った。
　工学部では、平成9年4月に大学院重点化が完了して間も
ない上に、平成10年4月に、工学部総務課専門職員の廃止

及び教務課の専門職員制導入に伴う事務組織及び事務分担
の変更があるなど、大きな変革があった直後に着任された
が、強い統率力をもって事務職員の指導に尽力され、変革
に伴う混乱の中においても事務部の円滑な運営に多大な貢
献をされた。
　以上のように同人は、永年にわたって大学行政の進展に
精励し、その功績はまことに顕著である。

略　歴

生 年 月 日　昭和15年5月18日
昭和35年 4月　帯広畜産大学事務補佐員
　　36年 1月　帯広畜産大学事務員
　　38年 1月　文部省大臣官房広報主任官付
　　38年 2月　文部事務官
　　41年 4月　大臣官房人事課福祉班
　　42年12月　帯広畜産大学厚生課学寮会館係
　　44年 4月　帯広畜産大学庶務課職員係長
　　46年 4月　北海道大学庶務部人事課第二給与掛長
　　50年 4月　北海道大学庶務部人事課第二任用掛長
　　54年 4月　北海道大学庶務部人事課第一給与掛長
　　55年10月　旭川医科大学総務部庶務課課長補佐
　　58年 4月　北海道大学医学部附属病院医事課課長補佐
　　60年 4月　北海道大学医学部附属病院総務課課長補佐
　　62年 4月　北海道大学庶務部人事課課長補佐
平成 2年 4月　北海道大学薬学部事務長
　　 5年 4月　北海道大学法学部事務長
　　 8年 4月　北海道大学医学部事務長
　　11年 4月　北海道大学工学部事務部長
　　12年 4月　北海道大学工学研究科・工学部事務部長
　　13年 3月　北海道大学定年退職

（工学系事務部）
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全学ニュース

　10月6日（金）〜7日（土）までの2
日間、大学院教育推進機構高等教育研
修センターとオープンエデュケーショ
ンセンターの共催により、第40回北海
道大学教育ワークショップ「新任教員
のためのスタートアップ研修」を北広
島クラッセホテルで開催し、26名が参
加しました。
　本ワークショップは、大学教育の基
礎を学ぶ機会として、平成10年から新
任教員を対象として実施している宿泊
型のFDで、研究領域の異なる同僚教
員との交流を通じた人的ネットワーク
の形成や、教育研究を行っていく上で

の有益な情報交換の場として活用され
ています。
　今回のワークショップでは、総合入
試制度、オープンエデュケーションセ
ンターが実施する教員の授業支援制
度、各種アンケート調査の分析結果や
学生相談室から見た北大生の特徴等に
ついて紹介され、テーマ毎に参加教員
同士の闊達なディスカッションが行わ
れました。
　また、参加教員には自身の研究に関
する説明スライドの作成という事前課
題を課し、プログラムの中で自身の研
究紹介とその質疑応答の時間を多く設

けました。それぞれの参加教員が簡潔
かつ明瞭なスライドを基に自身の研究
を披露しました。質疑応答において
は、「歯」について文系の教員と理系
の教員がそれぞれの専門的な観点から
議論を交わすなど、充実した異分野交
流の時間になりました。
　プログラムの最後に、大学院教育推
進機構高等教育研修センターの山本堅
一副センター長が参加者へ修了証書を
手交し、滞りなく全日程を終了しまし
た。

（学務部学務企画課）

第40回北海道大学教育ワークショップ
「新任教員のためのスタートアップ研修」を開催

高等教育研修センターの山本副センター長による挨拶 講演する学生相談室の藤岡大輔講師

ディスカッションの様子 集合写真

　外国人留学生を対象とした理系の学
士課程・修士課程プログラムである
「Integrated Science Program（イン
テグレイテッドサイエンスプログラ
ム）（ISP）」を9月に修了した学生の
修了証書授与式を9月26日（火）に理
学部大会議室において挙行しました。

副プログラム長である鈴木久男教授か
ら修了生のワン・ペイシンさんに修了
証書が授与され、母国から遠く離れた
日本で、様々な困難を乗り越えて学業
を成し遂げたことを称えました。
　続いて、ワンさんがISPへの思いや
関係者への感謝の言葉を述べた後、参

列した先生方と一緒に記念撮影が行わ
れ、ワンさんの新たな門出を祝いまし
た。

（学務部教育推進課）

令和5年度ISP修了証書授与式を挙行

修了証書授与 記念撮影

　外国人留学生を対象とした理系の学
士課程・修士課程プログラムである
「Integrated Science Program（イン
テグレイテッドサイエンスプログラ
ム）（ISP）」の入学式を9月28日（木）
に理学部大講堂において行い、当該プ
ログラムの第7期生となる8名（6ヶ
国）が学士課程に入学しました。
　ISPは国際社会で活躍できる人材の
育成を目的としており、学士課程で
は、入学後半年間で理系分野を始めと
する幅広い基礎知識を身につけ、その
後、理学部（物理学科・化学科・生物
科学科生物学専修分野）に移行して、
専門教育を受けることとなっていま
す。
　入学式は、ISPプログラム長の山口
淳二理事・副学長、副プログラム長の
鈴木久男教授、理学部長の網塚　浩教
授、理学部物理学科の根本幸児教授、
化学科の鈴木孝紀教授、生物科学科の

和多和宏教授が参列し、緊張の中にも
和やかな雰囲気で執り行われました。
　最初に、山口プログラム長が祝辞を
述べ、本学の学生として一歩を踏み出
したISP第7期生達に歓迎の意を表しま
した。
　続いて、ISPコーディネーターの瀬
戸　治准教授による新入生の紹介が行
われ、インド出身のラオ・シュレヤ・
スリパッドさんが代表して宣誓を行い
ました。
　最後は、ISP教員や先輩学生も交え
て、列席者全員で記念撮影が行われま
した。
　入学式終了後は、同会場にて理学部
主催の新入生ガイダンスが開催され、
各学科の紹介を中心とした興味深い内
容を新入生達は熱心に聞き入っていま
した。

（学務部教育推進課）

令和5年度ISP入学式を挙行

プログラム長の山口理事・副学長からの祝辞

新入生代表宣誓

記念撮影
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全学ニュース

　10月6日（金）〜7日（土）までの2
日間、大学院教育推進機構高等教育研
修センターとオープンエデュケーショ
ンセンターの共催により、第40回北海
道大学教育ワークショップ「新任教員
のためのスタートアップ研修」を北広
島クラッセホテルで開催し、26名が参
加しました。
　本ワークショップは、大学教育の基
礎を学ぶ機会として、平成10年から新
任教員を対象として実施している宿泊
型のFDで、研究領域の異なる同僚教
員との交流を通じた人的ネットワーク
の形成や、教育研究を行っていく上で

の有益な情報交換の場として活用され
ています。
　今回のワークショップでは、総合入
試制度、オープンエデュケーションセ
ンターが実施する教員の授業支援制
度、各種アンケート調査の分析結果や
学生相談室から見た北大生の特徴等に
ついて紹介され、テーマ毎に参加教員
同士の闊達なディスカッションが行わ
れました。
　また、参加教員には自身の研究に関
する説明スライドの作成という事前課
題を課し、プログラムの中で自身の研
究紹介とその質疑応答の時間を多く設

けました。それぞれの参加教員が簡潔
かつ明瞭なスライドを基に自身の研究
を披露しました。質疑応答において
は、「歯」について文系の教員と理系
の教員がそれぞれの専門的な観点から
議論を交わすなど、充実した異分野交
流の時間になりました。
　プログラムの最後に、大学院教育推
進機構高等教育研修センターの山本堅
一副センター長が参加者へ修了証書を
手交し、滞りなく全日程を終了しまし
た。

（学務部学務企画課）

第40回北海道大学教育ワークショップ
「新任教員のためのスタートアップ研修」を開催

高等教育研修センターの山本副センター長による挨拶 講演する学生相談室の藤岡大輔講師

ディスカッションの様子 集合写真

　外国人留学生を対象とした理系の学
士課程・修士課程プログラムである
「Integrated Science Program（イン
テグレイテッドサイエンスプログラ
ム）（ISP）」を9月に修了した学生の
修了証書授与式を9月26日（火）に理
学部大会議室において挙行しました。

副プログラム長である鈴木久男教授か
ら修了生のワン・ペイシンさんに修了
証書が授与され、母国から遠く離れた
日本で、様々な困難を乗り越えて学業
を成し遂げたことを称えました。
　続いて、ワンさんがISPへの思いや
関係者への感謝の言葉を述べた後、参

列した先生方と一緒に記念撮影が行わ
れ、ワンさんの新たな門出を祝いまし
た。

（学務部教育推進課）

令和5年度ISP修了証書授与式を挙行

修了証書授与 記念撮影

　外国人留学生を対象とした理系の学
士課程・修士課程プログラムである
「Integrated Science Program（イン
テグレイテッドサイエンスプログラ
ム）（ISP）」の入学式を9月28日（木）
に理学部大講堂において行い、当該プ
ログラムの第7期生となる8名（6ヶ
国）が学士課程に入学しました。
　ISPは国際社会で活躍できる人材の
育成を目的としており、学士課程で
は、入学後半年間で理系分野を始めと
する幅広い基礎知識を身につけ、その
後、理学部（物理学科・化学科・生物
科学科生物学専修分野）に移行して、
専門教育を受けることとなっていま
す。
　入学式は、ISPプログラム長の山口
淳二理事・副学長、副プログラム長の
鈴木久男教授、理学部長の網塚　浩教
授、理学部物理学科の根本幸児教授、
化学科の鈴木孝紀教授、生物科学科の

和多和宏教授が参列し、緊張の中にも
和やかな雰囲気で執り行われました。
　最初に、山口プログラム長が祝辞を
述べ、本学の学生として一歩を踏み出
したISP第7期生達に歓迎の意を表しま
した。
　続いて、ISPコーディネーターの瀬
戸　治准教授による新入生の紹介が行
われ、インド出身のラオ・シュレヤ・
スリパッドさんが代表して宣誓を行い
ました。
　最後は、ISP教員や先輩学生も交え
て、列席者全員で記念撮影が行われま
した。
　入学式終了後は、同会場にて理学部
主催の新入生ガイダンスが開催され、
各学科の紹介を中心とした興味深い内
容を新入生達は熱心に聞き入っていま
した。

（学務部教育推進課）

令和5年度ISP入学式を挙行

プログラム長の山口理事・副学長からの祝辞

新入生代表宣誓

記念撮影
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全学ニュース

　10月2日（月）、10月に入学する外国
人留学生を対象として、新入留学生オ
リエンテーションを開催しました。
　このオリエンテーションは留学生が
一日も早く北海道大学での学生生活に
慣れ、戸惑いや不安を解消し新しい環
境へ適応してもらうことを目的として
います。オリエンテーションは英語セ
ッション、日本語セッションの2部構
成で進められ、29の国と地域から新し
く渡日した合計148名の新入留学生が
参加しました。

　オリエンテーションでは、ラフェ
イ・ミシェル・ケイ総長補佐の挨拶に
続き、留学生相談室のカウンセラーか
ら日本の学生生活に適応するためのヒ
ントについての説明がありました。札
幌北警察署、北海道警察から日本の交
通ルールやサイバーセキュリティにつ
いての説明がなされたほか、新渡戸カ
レッジ、先端人材育成センター、情報
セキュリティー、北図書館及び保健セ
ンターの紹介に加え、サポートデスク
のスタッフによる留学生に対する様々

なサポートや茶話会、ランゲージコー
ナーの紹介があり、参加者は熱心に聞
き入っていました。
　オリエンテーション終了後はサポー
トデスクのスタッフが希望者に対し、
日本語・英語・中国語の3言語でキャ
ンパスツアーを実施し、構内の施設に
ついて説明しました。

（学務部学生支援課）

新入留学生オリエンテーションを実施

新しく渡日した留学生へ歓迎の
スピーチをするラフェイ総長補佐

札幌北警察署による交通ルールなどの説明 キャンパスツアーで留学生サポートデスク
スタッフから構内の説明を受ける留学生たち

　10月16日（月）、高等教育推進機構
にて、令和5年度ベスト・エクセレン
ト・ティーチャー表彰式を挙行しまし
た。
　本機構では、全学教育科目に係る授
業アンケートの結果において、総合評
点の値が上位となった教員を「エクセ
レント・ティーチャーズ」として選定
し、当該授業科目の目的や内容、実行
上の取組や工夫等についての報告を本
機構のウェブサイト上で紹介していま

す。「ベスト・エクセレント・ティー
チャー」とは、この「エクセレント・
ティーチャーズ」のうち、学生からの
評価が各授業科目区分内で最上位だっ
た者に対しその功績を表彰する制度
で、本年度初めて実施されたもので
す。
　表彰式は、受賞者7名全員が出席
し、高等教育推進機構長の山口淳二理
事・副学長、野村益寛全学教育部長、
平田公明学務部長の列席のもと執り行

いました。山口機構長から受賞者へ記
念の楯が授与されるとともに、「皆様
が創意工夫のもと実践してきた授業は
学生の学習意欲を高め、本学の教育活
動へ大いに貢献した」と労いの言葉が
述べられました。
　なお、この度表彰を受けられた方々
は、以下の通りです。

（学務部教育推進課）

ベスト・エクセレント・ティーチャー表彰式を挙行

授与式の様子

受賞者記念撮影

山口機構長からの祝辞

北方生物圏フィールド科学センター  河合　正人 准教授
工学研究院     藤田　　修 教授
メディア・コミュニケーション研究院 中川　　理 教授
人間知・脳・AI 研究教育センター  飯塚　博幸 特任准教授
メディア・コミュニケーション研究院 堀　　晋也 助教
メディア・コミュニケーション研究院 楊　　彩虹 特任教授
工学研究院    久保田浩司 准教授

「ベスト・エクセレント・ティーチャー」受賞者
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全学ニュース

　10月2日（月）、10月に入学する外国
人留学生を対象として、新入留学生オ
リエンテーションを開催しました。
　このオリエンテーションは留学生が
一日も早く北海道大学での学生生活に
慣れ、戸惑いや不安を解消し新しい環
境へ適応してもらうことを目的として
います。オリエンテーションは英語セ
ッション、日本語セッションの2部構
成で進められ、29の国と地域から新し
く渡日した合計148名の新入留学生が
参加しました。

　オリエンテーションでは、ラフェ
イ・ミシェル・ケイ総長補佐の挨拶に
続き、留学生相談室のカウンセラーか
ら日本の学生生活に適応するためのヒ
ントについての説明がありました。札
幌北警察署、北海道警察から日本の交
通ルールやサイバーセキュリティにつ
いての説明がなされたほか、新渡戸カ
レッジ、先端人材育成センター、情報
セキュリティー、北図書館及び保健セ
ンターの紹介に加え、サポートデスク
のスタッフによる留学生に対する様々

なサポートや茶話会、ランゲージコー
ナーの紹介があり、参加者は熱心に聞
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新入留学生オリエンテーションを実施

新しく渡日した留学生へ歓迎の
スピーチをするラフェイ総長補佐

札幌北警察署による交通ルールなどの説明 キャンパスツアーで留学生サポートデスク
スタッフから構内の説明を受ける留学生たち

　10月16日（月）、高等教育推進機構
にて、令和5年度ベスト・エクセレン
ト・ティーチャー表彰式を挙行しまし
た。
　本機構では、全学教育科目に係る授
業アンケートの結果において、総合評
点の値が上位となった教員を「エクセ
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す。「ベスト・エクセレント・ティー
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ティーチャーズ」のうち、学生からの
評価が各授業科目区分内で最上位だっ
た者に対しその功績を表彰する制度
で、本年度初めて実施されたもので
す。
　表彰式は、受賞者7名全員が出席
し、高等教育推進機構長の山口淳二理
事・副学長、野村益寛全学教育部長、
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（学務部教育推進課）

ベスト・エクセレント・ティーチャー表彰式を挙行

授与式の様子

受賞者記念撮影

山口機構長からの祝辞

北方生物圏フィールド科学センター  河合　正人 准教授
工学研究院     藤田　　修 教授
メディア・コミュニケーション研究院 中川　　理 教授
人間知・脳・AI 研究教育センター  飯塚　博幸 特任准教授
メディア・コミュニケーション研究院 堀　　晋也 助教
メディア・コミュニケーション研究院 楊　　彩虹 特任教授
工学研究院    久保田浩司 准教授

「ベスト・エクセレント・ティーチャー」受賞者
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高大連携による「Hokkaido Study Abroad Program」を開催

　北海道教育委員会及び本学主催の、
高大連携による「Hokkaido Study 
Abroad Program」を10月11日（水）
〜13日（金）の3日間開催しました。
　本事業は、国際交流に興味・関心を
持ち、大学等に進学し、学術研究に意
欲的に取り組もうとする道内の高等学
校の生徒に対して、留学生との相互交
流や講義等の受講の機会を創出するこ
とにより、国際理解の促進と進学意欲
の向上を図り、将来におけるグローバ
ル人材を育成することを目的としてい
ます。

　本事業は、9月の「留学生派遣プロ
グラム」及び10月の「高校生受入プロ
グラム」の2部構成となっており、9月
には本学の留学生26名を道内の高等学
校23校に派遣し、授業や部活動への参
加を通じた異文化交流を行いました。
そしてこの度、道内の高等学校20校か
ら高校生36名を本学に受け入れ、以下
のプログラムを実施しました。

■留学生とのキャンパスツアー
■日本人学生による留学経験の講演等
■留学生によるプレゼンテーション及

び交流
■高等学校教諭によるワークショップ
■本学教員による大学の講義体験

　同じ志を持った生徒たちが各地から
集まり学び合う良い機会となりまし
た。また、本学の留学生からも、本事
業は、異文化理解の促進において有意
義であったとの声が寄せられ、双方に
とって良い経験となりました。

（学務部入試課）

日本人学生による留学経験の講演等 留学生によるプレゼンテーション及び交流 教員（繁富（栗林）香織 准教授）による
大学の講義体験

　10月10日（火）、学生交流ステーショ
ンロビー及び学生活動室において、秋
のガレージセールを開催しました。こ
れは、本学の教職員の配偶者と女性教
職員で構成されている北海道大学国際
婦人交流会が春と秋の年2回行ってい
るもので、留学生と外国人研究者に対

して日常生活に必要な物資を提供して
いるものです。
　当日は天気も良く、来場者は開場と
ともに小型家電製品、食器や調理器具
など日用品、衣料や寝具などのコーナ
ーに詰めかけていました。来場者数は
約100名でした。多くの留学生が手に

大きな荷物を抱え、活気ある賑わいを
見せていました。
　毎年4月と10月の開催前には学内に
向けて物品提供依頼をしています。皆
様のご協力をお願いいたします。

（学務部学生支援課）

秋のガレージセールを開催

カバンを選ぶ学生オープン前から行列する留学生 布団を購入する学生
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高大連携による「Hokkaido Study 
Abroad Program」を10月11日（水）
〜13日（金）の3日間開催しました。
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■本学教員による大学の講義体験

　同じ志を持った生徒たちが各地から
集まり学び合う良い機会となりまし
た。また、本学の留学生からも、本事
業は、異文化理解の促進において有意
義であったとの声が寄せられ、双方に
とって良い経験となりました。

（学務部入試課）

日本人学生による留学経験の講演等 留学生によるプレゼンテーション及び交流 教員（繁富（栗林）香織 准教授）による
大学の講義体験

　10月10日（火）、学生交流ステーショ
ンロビー及び学生活動室において、秋
のガレージセールを開催しました。こ
れは、本学の教職員の配偶者と女性教
職員で構成されている北海道大学国際
婦人交流会が春と秋の年2回行ってい
るもので、留学生と外国人研究者に対

して日常生活に必要な物資を提供して
いるものです。
　当日は天気も良く、来場者は開場と
ともに小型家電製品、食器や調理器具
など日用品、衣料や寝具などのコーナ
ーに詰めかけていました。来場者数は
約100名でした。多くの留学生が手に

大きな荷物を抱え、活気ある賑わいを
見せていました。
　毎年4月と10月の開催前には学内に
向けて物品提供依頼をしています。皆
様のご協力をお願いいたします。

（学務部学生支援課）

秋のガレージセールを開催

カバンを選ぶ学生オープン前から行列する留学生 布団を購入する学生
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　9月30日（土）、ザ・プリンス京都
宝ヶ池（京都市）にて、科学技術振興
機構（JST）主催の日印大学等フォー
ラムが「日印間の頭脳循環の促進」の
テーマのもと開催され、髙橋　彩理
事・副学長が参加しました。本件は、
1月23日（月）東京都文京区での開催
に続き、2回目の開催となるものです。
　当日、日本側からは26大学・機関、
インド側からは10大学の参加がありま
した。フォーラム第一部全体会合での
JST、駐日インド大使、駐インド日本
国大使、文部科学省からの挨拶では、

両国が特別な戦略的パートナーシップ
により連携していくことの重要性や、
インドから日本への留学生受け入れの
現状などについて発言があり、続い
て、東京大学、インド工科大学ハイデ
ラバード校、スズキ株式会社、富士通
株式会社による基調講演が行われまし
た。
　その後、2つのグループで座談会が
行われ、「インドからの留学生・研究
者拡大のための環境整備」をテーマと
した座談会では、インドとの交流ツー
ルとOBネットワークの活用、インドの

若者を日本に送るために日本の大学・
研究機関に必要なこと、日印大学間の
ジョイント・ディグリー・プログラム
について、髙橋理事・副学長が参加し
た「人材の流動に向けた産学連携」を
テーマとした座談会では、日印の教
育・研究分野の連携拡大や、日本企業
でのインド人採用の実績や課題等につ
いて活発な意見交換が行われ、本フォ
ーラムは成功裏に終了しました。

（国際部国際連携課）

第二回日印大学等フォーラムに髙橋　彩理事・副学長が参加

参加者の集合写真

　高等教育推進機構では、10月27日
（金）に、2023年8月、9月に実施した
国際インターンシップの全学成果報告
会を開催しました。
　「国際インターンシップ」とは、グ
ローバルに事業を展開する企業・機関
等の海外拠点にて、就業体験型として
研修を行う実践的キャリア教育プログ
ラムです。研修を通し学生が、国際性
とリーダーシップ力を醸成するととも
に、グローバルな視点で自らのキャリ
アや今後の進路について考えることを
目的としています。本プログラムは、
2016年度に3か国・地域、3拠点、4名
を派遣することで試行的に開始され、
それ以降、多くの受入企業・機関のご
支援の下、年々プログラムを拡充して
きました。

　2019年度に14か国・地域、48拠点に
て実施し、73名を派遣しました。その
後、新型コロナウイルス感染症拡大の
影響により、2020年度は30名の学生が
7か国・地域にまたがる11企業・機関
にて、2021年度は68名の学生が、17か
国・地域にまたがる23企業・機関に
て、オンラインでの研修に参加しまし
た。2022年度夏季は、オンラインにて
学生を受け入れてくださった支援先に
加え、3年ぶりに海外派遣プログラム
を実施し、多様な形態での研修実施に
て、14か国・地域にまたがる21企業・
機関にて49名の学生が研修に参加し、
春季には3か国・地域の5企業の協力の
もと、15名の学生が海外派遣を伴う研
修に参加しました。
　本報告会では、2023年度夏に9か

国・地域の14企業の協力を得てインタ
ーンシップに参加した32名の学生が、
それぞれ研修で得た学びについて日本
語、英語で報告しました。支援企業の
ご担当者や本学学生・教職員など、学
内外や研修先海外拠点から多くの方々
に対面もしくはオンラインで参加いた
だきました。学生の報告終了後には、
参加企業の方々から本報告会へのご講
評及び学生への励ましのお言葉があり
ました。
　高等教育推進機構では、今後も、グ
ローバルな視野を持ち、変化の激しい
社会の多様性に対応できる学生を育成
します。

（学務部国際交流課）

2023年度国際インターンシップ全学成果報告会を開催

開会挨拶を行う山口淳二理事・副学長 報告会終了後の集合写真
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1月23日（月）東京都文京区での開催
に続き、2回目の開催となるものです。
　当日、日本側からは26大学・機関、
インド側からは10大学の参加がありま
した。フォーラム第一部全体会合での
JST、駐日インド大使、駐インド日本
国大使、文部科学省からの挨拶では、

両国が特別な戦略的パートナーシップ
により連携していくことの重要性や、
インドから日本への留学生受け入れの
現状などについて発言があり、続い
て、東京大学、インド工科大学ハイデ
ラバード校、スズキ株式会社、富士通
株式会社による基調講演が行われまし
た。
　その後、2つのグループで座談会が
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　10月19日（木）、本学の特色ある教
育研究活動や運営状況等を社会に向け
て分かりやすく発信することを目的と
した「定例記者会見」を開催しまし

た。行松泰弘理事の進行のもと、文学
研究院の今村信隆准教授、同研究院の
卓　彦伶特任准教授が発表を行いまし
た。北海道教育庁記者クラブ加盟社等

から4名の参加がありました。
　発表内容は以下のとおりです。

（社会共創部広報課）

令和5年度第6回　定例記者会見を開催

定例記者会見の様子 発表する今村准教授

当日の発表者と司会を務めた行松泰弘理事
（左から行松理事、今村准教授、卓特任准教授）

発表する卓特任准教授

発表事項（発表者）

・「常備薬」としてのミュージアム、北海道大学プラス・ミュージアム・プログラム
　　（文学研究院　准教授　今村信隆、文学研究院　特任准教授　卓　彦伶）
　※発表資料掲載URL
　　https://www.hokudai.ac.jp/introduction/gov/org/pr/press-conference/R5.html

　10月11日（水）〜13日（金）までパシ
フィコ横浜（神奈川県横浜市）で開催
されたBioJapan 2023（主催：BioJapan
組織委員会、株式会社JTBコミュニケ
ーションデザイン）に、北海道プライ
ムバイオコミュニティが出展しました。
　BioJapanは世界で最も歴史のあるバ
イオテクノロジー展（1986年〜）であ
り、今年は国内外から3日間で合計
16,138名が来場しました。
　開催2日目には、内閣府によるバイ
オコミュニティ認定証授与式及び認定
バイオコミュニティの取組を紹介する
プレゼンテーションセミナーが行われ
ました。認定証授与式では、今年度新
たに認定された「ひろしまバイオDXコ
ミュニティ」及び「沖縄バイオコミュ

ニティ」に対し、内閣府科学技術・イ
ノベーション推進事務局の川上大輔審
議官から認定証が授与されました。そ
の後、すべての認定バイオコミュニ
ティ（東京、関西、北海道、鶴岡、長
岡、広島、福岡、沖縄）から取組紹介
があり、北海道プライムバイオコミュ
ニティからは増田隆夫理事・副学長が
発表しました。

【出展団体】
●北海道ワイン教育研究センター
　今年10月に開所した北海道ワイン教
育研究センター棟や道内ワイナリー、
GI北海道を紹介。
●北海道マリンイノベーション株式会社
　不安定なため製品への採用が難しか

った「フコキサンチン」の安定化に成
功した北大発ベンチャー。オイル状の
2倍以上の安定性を実現した「フコキ
サンチン粉末」を中心に機能性食品素
材を紹介。
●海藻活用研究会
　海藻の機能性の紹介や、研究から製
品化に関わる会員の活動内容を紹介
し、新たな会員を募集。
●株式会社竹中工務店北海道支店
　「森林資源と地域経済の持続可能な
好循環」を目指した「森林グランドサ
イクル®」を紹介。

（社会共創部社会連携課）

BioJapan 2023に「北海道プライムバイオコミュニティ」が出展

出展ブース 北海道ワインの紹介

応対の様子 バイオコミュニティ認定証授与式
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全学ニュース

　10月19日（木）、本学の特色ある教
育研究活動や運営状況等を社会に向け
て分かりやすく発信することを目的と
した「定例記者会見」を開催しまし

た。行松泰弘理事の進行のもと、文学
研究院の今村信隆准教授、同研究院の
卓　彦伶特任准教授が発表を行いまし
た。北海道教育庁記者クラブ加盟社等

から4名の参加がありました。
　発表内容は以下のとおりです。

（社会共創部広報課）

令和5年度第6回　定例記者会見を開催

定例記者会見の様子 発表する今村准教授

当日の発表者と司会を務めた行松泰弘理事
（左から行松理事、今村准教授、卓特任准教授）

発表する卓特任准教授

発表事項（発表者）

・「常備薬」としてのミュージアム、北海道大学プラス・ミュージアム・プログラム
　　（文学研究院　准教授　今村信隆、文学研究院　特任准教授　卓　彦伶）
　※発表資料掲載URL
　　https://www.hokudai.ac.jp/introduction/gov/org/pr/press-conference/R5.html

　10月11日（水）〜13日（金）までパシ
フィコ横浜（神奈川県横浜市）で開催
されたBioJapan 2023（主催：BioJapan
組織委員会、株式会社JTBコミュニケ
ーションデザイン）に、北海道プライ
ムバイオコミュニティが出展しました。
　BioJapanは世界で最も歴史のあるバ
イオテクノロジー展（1986年〜）であ
り、今年は国内外から3日間で合計
16,138名が来場しました。
　開催2日目には、内閣府によるバイ
オコミュニティ認定証授与式及び認定
バイオコミュニティの取組を紹介する
プレゼンテーションセミナーが行われ
ました。認定証授与式では、今年度新
たに認定された「ひろしまバイオDXコ
ミュニティ」及び「沖縄バイオコミュ

ニティ」に対し、内閣府科学技術・イ
ノベーション推進事務局の川上大輔審
議官から認定証が授与されました。そ
の後、すべての認定バイオコミュニ
ティ（東京、関西、北海道、鶴岡、長
岡、広島、福岡、沖縄）から取組紹介
があり、北海道プライムバイオコミュ
ニティからは増田隆夫理事・副学長が
発表しました。

【出展団体】
●北海道ワイン教育研究センター
　今年10月に開所した北海道ワイン教
育研究センター棟や道内ワイナリー、
GI北海道を紹介。
●北海道マリンイノベーション株式会社
　不安定なため製品への採用が難しか

った「フコキサンチン」の安定化に成
功した北大発ベンチャー。オイル状の
2倍以上の安定性を実現した「フコキ
サンチン粉末」を中心に機能性食品素
材を紹介。
●海藻活用研究会
　海藻の機能性の紹介や、研究から製
品化に関わる会員の活動内容を紹介
し、新たな会員を募集。
●株式会社竹中工務店北海道支店
　「森林資源と地域経済の持続可能な
好循環」を目指した「森林グランドサ
イクル®」を紹介。

（社会共創部社会連携課）

BioJapan 2023に「北海道プライムバイオコミュニティ」が出展

出展ブース 北海道ワインの紹介

応対の様子 バイオコミュニティ認定証授与式
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全学ニュース

　11月3日（金・祝）、本学東京オフィ
スが入居するサピアタワーで開催され
た東京サピアアカデミー（「東京オト
ナ大学」からリニューアル）におい
て、横田　篤理事・副学長が講義を行
いました。
　東京サピアアカデミーは、株式会社
JR東日本ビルディングが主催、本学
が協賛する知的情報発信イベントで、
2011年度から著名人による講演やサピ
アタワー入居大学等による講義が行わ
れています。4年ぶりの開催となる今

回は、「これからの未来」をテーマ
に、基調講演と11の大学・企業等によ
る講義が行われました。
　横田理事・副学長は、「北海道大学
発展の歴史とSDGs」と題し、まもなく
創基150周年を迎える北海道大学が、
教育、研究、大学運営の面で、札幌農
学校初代教頭のクラーク博士の時代か
ら現在に至るまで脈々とサステイナビ
リティを育んできたことを説明し、さ
らに、本学の長年にわたるSDGs達成
へ向けた取り組みが評価され、イギリ

スの高等教育専門誌「Times Higher 
Education（THE）」による国連のSDGs
の枠組みで大学の社会貢献度を測る
「THEインパクトランキング」で、
2020年から2023年まで4年連続で国内1
位を獲得したことなどを紹介しました。
　会場には本学の卒業生等を含む約30
名が参加し、講義終了後の質疑応答で
は多くの質問が寄せられていました。

（社会共創部広報課）

横田　篤理事・副学長が「東京サピアアカデミー」で講義

会場の様子 参加者からの質問に答える横田理事・副学長

北海道大学創基150周年記念募金（北大フロンティア基金）

　北海道大学は、創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発揮して大学として
の使命を果たすため、平成18年10月に北大フロンティア基金を創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、息の
長い募金活動をすることとしています。
　2026年、北海道大学は創基150周年を迎えます。次の150年を見据えた記念事業のため、2023〜2026年度の4年間、北大フ
ロンティア基金は「創基150周年記念募金」として、皆様からのご寄附を募集しております。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　法人等77社、個人365名の方々から49,943,486円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名を掲載させていただきます。
（五十音別・敬称略）

42,287件　6,723,220,755円（9月30日現在）

【北海道大学創基150周年記念募金（北大フロンティア基金）情報】

基金累計額

9月のご寄附状況

医療法人愛全会、旭川レディースクリニック、医療法人新楓和会　あさぶハート・内科クリニック、アソンブロッソ北海道株式会社、

医療法人友秀会伊丹腎クリニック、医療法人社団しばた腎泌尿器科クリニック、医療法人社団たけやま腎泌尿器科クリニック、

岩見沢市立総合病院、医療法人社団我汝会えにわ病院、医療法人緑紡会　遠軽共立病院、小原眼科医院、応物棟（G棟）同窓生、

株式会社化合物安全性研究所、金丸歯科クリニック、株式会社札幌トランジスター、株式会社丸亀、苅谷内科クリニック、医療法人菊郷会、

医療法人社団北札幌病院、北見腎泌尿器クリニック、社会医療法人道東勤労者医療協会 釧路協立病院、医療法人社団幸和会くとさん外科胃腸科、

医療法人社団栗栖皮膚科泌尿器科、燻製と檸檬Bitters、社会医療法人恵佑会、工学部土木工学科第38期卒一同、医療法人耕仁会、

医療法人財団幸惺会石狩幸惺会病院、医療法人札幌麻生脳神経外科病院、医療法人社団エス・エス・ジェイ 札幌整形循環器病院、

札幌東和病院、社会医療法人北楡会札幌北楡病院、医療法人社団司馬内科クリニック、社会医療法人耳鼻咽喉科麻生病院、

医療法人樹恵会石田病院、医療法人社団翔嶺館、市立釧路総合病院、医療法人社団　新琴似内科クリニック、医療法人仁友会、

医療法人仁楡会札幌病院、すずらん歯科医院、社会医療法人製鉄記念室蘭病院、株式会社田中組、社会医療法人禎心会 セントラルCIクリニック、

手稲前田腎泌尿器科、道産ワイン懇談会、医療法人社団東桑会札幌北クリニック、中川胃腸科クリニック、社会医療法人医仁会　中村記念病院、

にじゅうまるカフェ、社会福祉法人函館厚生院　函館中央病院、社会医療法人ピエタ会、ひしやま外科皮膚科クリニック、

美幌町立国民健康保険病院、医療法人福住産科婦人科クリニック、株式会社プランテック、古野電気株式会社、医療法人社団 豊生会、北山会、

社会福祉法人北海道社会事業協会　小樽病院、社会福祉法人北海道社会事業協会　帯広病院、社会医療法人松田整形外科記念病院、

みどり生命保険株式会社、メタウォーター株式会社、やなぎ歯科、よこた歯科、医療法人社団我汝会さっぽろ病院、日本データーサービス株式会社

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

合川　正幸

新木　一夫

伊藤　大貴

岩原　直也

大石悠一郎

小田原一史

亀山　典生

衣川　暢子

青井　良平

池上三四郎

伊藤　雄三

上田　雅敏

大熊　達也

小原　大和

川上　博行

木村　成二

青木　俊介

池田　寿仁

井上　修平

梅本　由佳

大鈴　弘忠

加藤　伸康

川口　祥子

木村　祐介

赤平　幸郎

石井　哲夫

井上　弘子

枝澤　　寛

大滝　憲二

加藤　裕貴

川崎　正晴

栗原　誠治

浅沼　優智

石垣　隆弘

猪股　路子

江波戸　謙

太田　俊郎

加藤　紘之

河本　充司

慶松　元興

阿部　　弘

石村　茂幸

井原　　博

縁記　和也

大原　正範

金川　匡一

菅野　　保

合田　俊宏

阿部　雅史

石山　　喬

今井　　晋

遠藤　公憲

沖崎　　遼

金川　眞行

菊池　亮佑

上月　　浩

安保　真一

市坂　有基

入澤　秀次

及川　泰子

奥芝　知郎

鎌田　　理

北浦　和憲

小坂　達朗
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　11月3日（金・祝）、本学東京オフィ
スが入居するサピアタワーで開催され
た東京サピアアカデミー（「東京オト
ナ大学」からリニューアル）におい
て、横田　篤理事・副学長が講義を行
いました。
　東京サピアアカデミーは、株式会社
JR東日本ビルディングが主催、本学
が協賛する知的情報発信イベントで、
2011年度から著名人による講演やサピ
アタワー入居大学等による講義が行わ
れています。4年ぶりの開催となる今

回は、「これからの未来」をテーマ
に、基調講演と11の大学・企業等によ
る講義が行われました。
　横田理事・副学長は、「北海道大学
発展の歴史とSDGs」と題し、まもなく
創基150周年を迎える北海道大学が、
教育、研究、大学運営の面で、札幌農
学校初代教頭のクラーク博士の時代か
ら現在に至るまで脈々とサステイナビ
リティを育んできたことを説明し、さ
らに、本学の長年にわたるSDGs達成
へ向けた取り組みが評価され、イギリ

スの高等教育専門誌「Times Higher 
Education（THE）」による国連のSDGs
の枠組みで大学の社会貢献度を測る
「THEインパクトランキング」で、
2020年から2023年まで4年連続で国内1
位を獲得したことなどを紹介しました。
　会場には本学の卒業生等を含む約30
名が参加し、講義終了後の質疑応答で
は多くの質問が寄せられていました。

（社会共創部広報課）

横田　篤理事・副学長が「東京サピアアカデミー」で講義

会場の様子 参加者からの質問に答える横田理事・副学長

北海道大学創基150周年記念募金（北大フロンティア基金）

　北海道大学は、創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発揮して大学として
の使命を果たすため、平成18年10月に北大フロンティア基金を創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、息の
長い募金活動をすることとしています。
　2026年、北海道大学は創基150周年を迎えます。次の150年を見据えた記念事業のため、2023〜2026年度の4年間、北大フ
ロンティア基金は「創基150周年記念募金」として、皆様からのご寄附を募集しております。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　法人等77社、個人365名の方々から49,943,486円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名を掲載させていただきます。
（五十音別・敬称略）

42,287件　6,723,220,755円（9月30日現在）

【北海道大学創基150周年記念募金（北大フロンティア基金）情報】

基金累計額

9月のご寄附状況

医療法人愛全会、旭川レディースクリニック、医療法人新楓和会　あさぶハート・内科クリニック、アソンブロッソ北海道株式会社、

医療法人友秀会伊丹腎クリニック、医療法人社団しばた腎泌尿器科クリニック、医療法人社団たけやま腎泌尿器科クリニック、

岩見沢市立総合病院、医療法人社団我汝会えにわ病院、医療法人緑紡会　遠軽共立病院、小原眼科医院、応物棟（G棟）同窓生、

株式会社化合物安全性研究所、金丸歯科クリニック、株式会社札幌トランジスター、株式会社丸亀、苅谷内科クリニック、医療法人菊郷会、

医療法人社団北札幌病院、北見腎泌尿器クリニック、社会医療法人道東勤労者医療協会 釧路協立病院、医療法人社団幸和会くとさん外科胃腸科、

医療法人社団栗栖皮膚科泌尿器科、燻製と檸檬Bitters、社会医療法人恵佑会、工学部土木工学科第38期卒一同、医療法人耕仁会、

医療法人財団幸惺会石狩幸惺会病院、医療法人札幌麻生脳神経外科病院、医療法人社団エス・エス・ジェイ 札幌整形循環器病院、

札幌東和病院、社会医療法人北楡会札幌北楡病院、医療法人社団司馬内科クリニック、社会医療法人耳鼻咽喉科麻生病院、

医療法人樹恵会石田病院、医療法人社団翔嶺館、市立釧路総合病院、医療法人社団　新琴似内科クリニック、医療法人仁友会、

医療法人仁楡会札幌病院、すずらん歯科医院、社会医療法人製鉄記念室蘭病院、株式会社田中組、社会医療法人禎心会 セントラルCIクリニック、

手稲前田腎泌尿器科、道産ワイン懇談会、医療法人社団東桑会札幌北クリニック、中川胃腸科クリニック、社会医療法人医仁会　中村記念病院、

にじゅうまるカフェ、社会福祉法人函館厚生院　函館中央病院、社会医療法人ピエタ会、ひしやま外科皮膚科クリニック、

美幌町立国民健康保険病院、医療法人福住産科婦人科クリニック、株式会社プランテック、古野電気株式会社、医療法人社団 豊生会、北山会、

社会福祉法人北海道社会事業協会　小樽病院、社会福祉法人北海道社会事業協会　帯広病院、社会医療法人松田整形外科記念病院、

みどり生命保険株式会社、メタウォーター株式会社、やなぎ歯科、よこた歯科、医療法人社団我汝会さっぽろ病院、日本データーサービス株式会社

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

合川　正幸

新木　一夫

伊藤　大貴

岩原　直也

大石悠一郎

小田原一史

亀山　典生

衣川　暢子

青井　良平

池上三四郎

伊藤　雄三

上田　雅敏

大熊　達也

小原　大和

川上　博行

木村　成二

青木　俊介

池田　寿仁

井上　修平

梅本　由佳

大鈴　弘忠

加藤　伸康

川口　祥子

木村　祐介

赤平　幸郎

石井　哲夫

井上　弘子

枝澤　　寛

大滝　憲二

加藤　裕貴

川崎　正晴

栗原　誠治

浅沼　優智

石垣　隆弘

猪股　路子

江波戸　謙

太田　俊郎

加藤　紘之

河本　充司

慶松　元興

阿部　　弘

石村　茂幸

井原　　博

縁記　和也

大原　正範

金川　匡一

菅野　　保

合田　俊宏

阿部　雅史

石山　　喬

今井　　晋

遠藤　公憲

沖崎　　遼

金川　眞行

菊池　亮佑

上月　　浩

安保　真一

市坂　有基

入澤　秀次

及川　泰子

奥芝　知郎

鎌田　　理

北浦　和憲

小坂　達朗
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①給与からの引き落とし

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　卒業生・基金室基金事務担当（事務局・学内電話   2017）

ご寄附のお申し込み方法

北大フロンティア基金ホームページの「教職員の方によるご寄附について」にアクセスしてください。
https://www.hokudai.ac.jp/fund/howto-staff.html

ホームページから「北大フロンティア基金申込書（兼・給与口座からの引落依頼書）」をダウンロードし、ご記入の上、
卒業生・基金室基金事務担当に提出してください。

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて、卒業生・基金室基金事務担当にご持参ください。
申込書は、ホームページから「北大フロンティア基金申込書（教職員現金用）」をダウンロードしてご記入いただくか、
卒業生・基金室基金事務担当にもご用意していますので、お越しいただいてからご記入いただくことも可能です。

②郵便局または銀行への振り込み
卒業生・基金室基金事務担当にご連絡ください。払込取扱票をお送りします。

④クレジットカード決済・コンビニ決済でのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ

（https://www.hokudai.ac.jp/cgi-bin/fund/bin/xRegist.cgi）の寄附申し込みフォームから申込をお願いします。

小林　賢人

佐藤　　努

島本　則道

須藤　　進

高橋　　均

田巻　　初

永原　　茂

根本　叔治

福井　　隆

古川夕里香

松野　吉宏

三田村好矩

村瀬　亮太

安田　侑二

若目田　篤

齊藤　　晋

三升畑元基

上西　歩夢

関根　　猛

高柳　　涼

田丸　浩幸

中村　昭伸

橋本　大吾

福士　幸治

星野　謙蔵

松原　謙一

南田　大朗

村田　史郎

山崎　幹根

和久井俊秀

齋藤　　久

椎谷　紀彦

新宮　康栄

瀬名波栄潤

瀧澤　一騎

力石　辰也

中村　徳晴

花田　秀一

福永　悟郎

星野　直久

松村　欣也

宮田　信幸

室田　友美

山田　昭雄

渡邊　光明

酒井　圭輔

塩野　恒夫

菅原　新也

平　　康二

竹内　恒雄

土家　琢磨

中村美智子

浜野　哲男

藤井　　聡

本郷　紀沖

松本　隆児

明神　一宏

本橋　雅壽

𢎭　　和順

渡邊　　裕

坂本　大介

塩野真由美

杉江　和男

都木　靖彰

武岡　哲良

出村　孝義

西井　準治

早川　　諒

藤澤　裕子

前沢　政次

松本　　嶺

向井　　拓

本原　敏司

横山　　考

綿貫　　豊

崎元　大志

志済　聡子

杉本　　聡

高瀬　克範

武田　新幹

寺澤　　睦

庭野　陽樹

原本　寛明

藤本　倩子

眞崎　達也

丸田　桂子

向井地博之

森川　利昭

吉田　広志

渡部　克将

佐々木徹也

渋谷　　進

鈴木　貴之

高瀬登志彦

武冨　紹信

豊田　威信

沼倉　　修

樋口はるか

船木　典子

増田　　創

三上　直之

村上　泰一

森口　卓哉

吉野　七朗

佐々木敏文

島村　泰介

鈴木みどり

高野　　力

竹山　吉博

中島　公博

ヌルミ真里果

平山　妙子

古川　　潔

松井　耕二

三木　證永

村瀬徳啓充

八鍬　時雄

若狭　　哲

＜寄附者への特典＞
創基150周年を記念した銘板

一般社団法人札幌農学同窓会　様（令和5年9月29日） 石山　喬　様（令和5年9月30日）

創基150周年を記念した銘板をご用意しました。銘板は、これまでのご寄附累計金額をもとに、本学総合博物館に掲出さ
せていただきます。個人・法人共通で、累計のご寄附が1億円以上でプレミアムゴールド、1千万円以上でゴールド、500
万円以上でシルバー、100万円以上でブロンズとなります。
既存のホワイト銘板は累計20万円以上が対象です（令和2年度以前は総合博物館、令和3年度以降は百年記念会館に掲出）。
なお、銘板については、年度内に賜ったご寄附の累計を取りまとめ後、翌年8〜9月頃を目途に掲出いたします。

※このほか、ご寄附の金額に応じ、オリジナルグッズや感謝状の贈呈、御礼の場など様々な特典をご用意させていただ
きます（詳細はこちらでご確認ください https://www.hokudai.ac.jp/fund/gratitude/ ）
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（社会共創部広報課）

①給与からの引き落とし

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　卒業生・基金室基金事務担当（事務局・学内電話   2017）

ご寄附のお申し込み方法

北大フロンティア基金ホームページの「教職員の方によるご寄附について」にアクセスしてください。
https://www.hokudai.ac.jp/fund/howto-staff.html

ホームページから「北大フロンティア基金申込書（兼・給与口座からの引落依頼書）」をダウンロードし、ご記入の上、
卒業生・基金室基金事務担当に提出してください。

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて、卒業生・基金室基金事務担当にご持参ください。
申込書は、ホームページから「北大フロンティア基金申込書（教職員現金用）」をダウンロードしてご記入いただくか、
卒業生・基金室基金事務担当にもご用意していますので、お越しいただいてからご記入いただくことも可能です。

②郵便局または銀行への振り込み
卒業生・基金室基金事務担当にご連絡ください。払込取扱票をお送りします。

④クレジットカード決済・コンビニ決済でのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ

（https://www.hokudai.ac.jp/cgi-bin/fund/bin/xRegist.cgi）の寄附申し込みフォームから申込をお願いします。

小林　賢人

佐藤　　努

島本　則道

須藤　　進

高橋　　均

田巻　　初

永原　　茂

根本　叔治

福井　　隆

古川夕里香

松野　吉宏

三田村好矩

村瀬　亮太
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星野　謙蔵

松原　謙一

南田　大朗

村田　史郎

山崎　幹根

和久井俊秀

齋藤　　久

椎谷　紀彦

新宮　康栄

瀬名波栄潤

瀧澤　一騎

力石　辰也

中村　徳晴

花田　秀一

福永　悟郎

星野　直久

松村　欣也

宮田　信幸

室田　友美

山田　昭雄

渡邊　光明

酒井　圭輔

塩野　恒夫

菅原　新也

平　　康二

竹内　恒雄

土家　琢磨

中村美智子

浜野　哲男

藤井　　聡

本郷　紀沖

松本　隆児

明神　一宏

本橋　雅壽

𢎭　　和順

渡邊　　裕

坂本　大介

塩野真由美

杉江　和男

都木　靖彰

武岡　哲良

出村　孝義

西井　準治

早川　　諒

藤澤　裕子

前沢　政次

松本　　嶺

向井　　拓

本原　敏司

横山　　考

綿貫　　豊

崎元　大志

志済　聡子

杉本　　聡

高瀬　克範

武田　新幹

寺澤　　睦

庭野　陽樹

原本　寛明

藤本　倩子

眞崎　達也

丸田　桂子

向井地博之

森川　利昭

吉田　広志

渡部　克将

佐々木徹也

渋谷　　進

鈴木　貴之

高瀬登志彦

武冨　紹信

豊田　威信

沼倉　　修

樋口はるか

船木　典子

増田　　創

三上　直之

村上　泰一

森口　卓哉

吉野　七朗

佐々木敏文

島村　泰介

鈴木みどり

高野　　力

竹山　吉博

中島　公博

ヌルミ真里果

平山　妙子

古川　　潔

松井　耕二

三木　證永

村瀬徳啓充

八鍬　時雄

若狭　　哲

＜寄附者への特典＞
創基150周年を記念した銘板

一般社団法人札幌農学同窓会　様（令和5年9月29日） 石山　喬　様（令和5年9月30日）

創基150周年を記念した銘板をご用意しました。銘板は、これまでのご寄附累計金額をもとに、本学総合博物館に掲出さ
せていただきます。個人・法人共通で、累計のご寄附が1億円以上でプレミアムゴールド、1千万円以上でゴールド、500
万円以上でシルバー、100万円以上でブロンズとなります。
既存のホワイト銘板は累計20万円以上が対象です（令和2年度以前は総合博物館、令和3年度以降は百年記念会館に掲出）。
なお、銘板については、年度内に賜ったご寄附の累計を取りまとめ後、翌年8〜9月頃を目途に掲出いたします。

※このほか、ご寄附の金額に応じ、オリジナルグッズや感謝状の贈呈、御礼の場など様々な特典をご用意させていただ
きます（詳細はこちらでご確認ください https://www.hokudai.ac.jp/fund/gratitude/ ）
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　9月29日（金）に「令和5年度技術職
員の体験型英語研修」をZoomによる
オンライン形式で開催しました。（研
修実施スタッフ：佐藤浩幸、高塚　
徹、石川　晋、長野宏則、遠藤礼暁、
佐藤陽亮、阿保憲史）
　体験型英語研修は本学の国際化への
対応並びに技術職員のスキルアップ及
び資質向上の観点から、技術職員の英
語対応力を向上させ、本学の教育研究
支援機能の強化を図る事を目的とし、
技術支援本部運営調整会議スタッフ・
ディベロップメント実施専門部会スキ
ルアップ検討チーム及び技術支援・設
備共用コアステーション研究支援人材
育成プログラムマルチスキル人材育成
プロジェクトの合同事業として行いま
した。
　名古屋大学博物館特任助教の梅村綾
子講師による、実際の業務で英語を使
用する場面を想定した実践的・体験的

なスピーキングのプログラムであり、
ロールプレイングでは1名が技術職員
役、もう1名が留学生役となり、技術
職員役は、実際に業務で使用している
資料（例：担当装置に関する日本語の
取扱説明書）の内容を相手に英語で伝
える練習を行い、留学生役は、技術職
員役の説明に対して英語で質問し、終
了後に技術職員役の話したことをまと
めて英語で説明するという内容で、研
修中は基本的に全て英語で会話するこ
とを目標としました。
　研修を終えた受講者からは、「いざ
英語を話すとなると言葉が出ず、その
ような中で相手に伝えよう、相手を理
解しようという気持ちが最も重要であ
ることが理解できた」、「対人相手の
コミュニケーションの根幹（失敗を恥
ずかしがらない、相手を理解しようと
努める）を大切にやり取りすると会話
を繋げていくことができると実感でき

た」、「英語を使ってコミュニケーショ
ンをとり、相手に伝わることの楽しさ
を久しぶりに感じることができ、今後
の勉強を頑張っていきたいというモチ
ベーションアップに繋がった」、「最
初は緊張していたが、講師の楽しい雰
囲気作りによって緊張がほぐれ、楽し
く研修を受けられた」などの感想が寄
せられました。今回の体験型英語研修
が、受講者の今後の業務に活かされて
いくことが期待されます。
　また、研修実施スタッフからは、技
術職員英語研修についての事前アンケ
ートの実施から試行錯誤しながら準備
したことは、何事にも代えがたい貴重
な経験になったという感想が聞かれま
した。今後も技術職員の要望に沿った
研修を実施していきたいと思います。

（技術支援本部）

「令和５年度技術職員の体験型英語研修」を開催

オンラインによるロールプレイングの様子
（受講者上：留学生役　受講者下：技術職員役）

オンラインによるロールプレイングの様子
（受講者上：技術職員役　受講者下：留学生役）

　9月19日（火）〜22日（金）に北方
生物圏フィールド科学センター生物生
産研究農場において、北大コアファシ
リティ構想研究支援人材育成プログラ
ム、マルチスキル人材育成プロジェク
ト事業の一環として、「若手技術職員
先行育成プログラム」により採用され
た技術職員に係る職員研修（第2期）
を実施しました。本研修は、先行雇用
された技術職員の「マルチスキルの獲
得」と、異なる職場の業務体験等を通
して、幅広い視野と技術を養うことを
目的としています。
　養蚕室では、カイコの幼虫への桑や
り、繭の選別、手動機械による繭の毛
羽とり作業、ヤママユガ飼育ハウスの
囲いネットの撤収作業を体験しまし
た。飼育に加え、餌となる沢山の桑の

木のお世話もしながら、研究教育のた
めに100年間近くカイコ種の系統を維
持してきた貴重な仕事の一端に触れる
ことができました。
　子実とうもろこし試験圃場では、ド
ローンによる空撮のデモを見学しまし
た。手動でドローンを巧みに扱う技術
職員の操作に感心しつつ、使用してい
るドローンに関する情報交換を行うな
ど、受講者は自身の仕事に関連させな
がら見学しました。さらに水田では施
設の説明を受け、手作業での稲刈り、
はさがけ作業（稲を乾燥させる作業）
も体験しました。
　8月31日（木）に開所したばかりの
スマート農業教育研究センターでは、
大容量、高速通信を使った農用トラク
タの遠隔操作など、先端技術の現場で

の実践について学びました。教育研究
センターの概要を紹介した技術職員か
らは、農作物の栽培や農業機械の管理
など、実践的な業務をしっかりやるこ
と等、仕事で大事にしている点につい
ても語られ、最先端の研究を地道に支
えている技術職員の姿を感じ取ること
ができました。
　また、受講者は同時期に行われた北
海道大学技術研究会にて各自発表を行
った他、研究林での木材販売時に必要
な素材の品等の格付けについて、ベテ
ランの技術職員から講義を受け、今後
の業務で実際に役立つ知識を習得する
ことができ、充実した研修となりまし
た。

（技術支援本部）

「若手技術職員先行育成プログラム」に係る職員研修を実施

カイコ幼虫の飼育説明（養蚕室） 施設紹介（スマート農業教育研究センター）

稲の手刈作業（北方生物圏フィールド科学センター
生物生産研究農場）

施設見学（スマート農業教育研究センター）
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　9月29日（金）に「令和5年度技術職
員の体験型英語研修」をZoomによる
オンライン形式で開催しました。（研
修実施スタッフ：佐藤浩幸、高塚　
徹、石川　晋、長野宏則、遠藤礼暁、
佐藤陽亮、阿保憲史）
　体験型英語研修は本学の国際化への
対応並びに技術職員のスキルアップ及
び資質向上の観点から、技術職員の英
語対応力を向上させ、本学の教育研究
支援機能の強化を図る事を目的とし、
技術支援本部運営調整会議スタッフ・
ディベロップメント実施専門部会スキ
ルアップ検討チーム及び技術支援・設
備共用コアステーション研究支援人材
育成プログラムマルチスキル人材育成
プロジェクトの合同事業として行いま
した。
　名古屋大学博物館特任助教の梅村綾
子講師による、実際の業務で英語を使
用する場面を想定した実践的・体験的

なスピーキングのプログラムであり、
ロールプレイングでは1名が技術職員
役、もう1名が留学生役となり、技術
職員役は、実際に業務で使用している
資料（例：担当装置に関する日本語の
取扱説明書）の内容を相手に英語で伝
える練習を行い、留学生役は、技術職
員役の説明に対して英語で質問し、終
了後に技術職員役の話したことをまと
めて英語で説明するという内容で、研
修中は基本的に全て英語で会話するこ
とを目標としました。
　研修を終えた受講者からは、「いざ
英語を話すとなると言葉が出ず、その
ような中で相手に伝えよう、相手を理
解しようという気持ちが最も重要であ
ることが理解できた」、「対人相手の
コミュニケーションの根幹（失敗を恥
ずかしがらない、相手を理解しようと
努める）を大切にやり取りすると会話
を繋げていくことができると実感でき

た」、「英語を使ってコミュニケーショ
ンをとり、相手に伝わることの楽しさ
を久しぶりに感じることができ、今後
の勉強を頑張っていきたいというモチ
ベーションアップに繋がった」、「最
初は緊張していたが、講師の楽しい雰
囲気作りによって緊張がほぐれ、楽し
く研修を受けられた」などの感想が寄
せられました。今回の体験型英語研修
が、受講者の今後の業務に活かされて
いくことが期待されます。
　また、研修実施スタッフからは、技
術職員英語研修についての事前アンケ
ートの実施から試行錯誤しながら準備
したことは、何事にも代えがたい貴重
な経験になったという感想が聞かれま
した。今後も技術職員の要望に沿った
研修を実施していきたいと思います。

（技術支援本部）

「令和５年度技術職員の体験型英語研修」を開催

オンラインによるロールプレイングの様子
（受講者上：留学生役　受講者下：技術職員役）

オンラインによるロールプレイングの様子
（受講者上：技術職員役　受講者下：留学生役）

　9月19日（火）〜22日（金）に北方
生物圏フィールド科学センター生物生
産研究農場において、北大コアファシ
リティ構想研究支援人材育成プログラ
ム、マルチスキル人材育成プロジェク
ト事業の一環として、「若手技術職員
先行育成プログラム」により採用され
た技術職員に係る職員研修（第2期）
を実施しました。本研修は、先行雇用
された技術職員の「マルチスキルの獲
得」と、異なる職場の業務体験等を通
して、幅広い視野と技術を養うことを
目的としています。
　養蚕室では、カイコの幼虫への桑や
り、繭の選別、手動機械による繭の毛
羽とり作業、ヤママユガ飼育ハウスの
囲いネットの撤収作業を体験しまし
た。飼育に加え、餌となる沢山の桑の

木のお世話もしながら、研究教育のた
めに100年間近くカイコ種の系統を維
持してきた貴重な仕事の一端に触れる
ことができました。
　子実とうもろこし試験圃場では、ド
ローンによる空撮のデモを見学しまし
た。手動でドローンを巧みに扱う技術
職員の操作に感心しつつ、使用してい
るドローンに関する情報交換を行うな
ど、受講者は自身の仕事に関連させな
がら見学しました。さらに水田では施
設の説明を受け、手作業での稲刈り、
はさがけ作業（稲を乾燥させる作業）
も体験しました。
　8月31日（木）に開所したばかりの
スマート農業教育研究センターでは、
大容量、高速通信を使った農用トラク
タの遠隔操作など、先端技術の現場で

の実践について学びました。教育研究
センターの概要を紹介した技術職員か
らは、農作物の栽培や農業機械の管理
など、実践的な業務をしっかりやるこ
と等、仕事で大事にしている点につい
ても語られ、最先端の研究を地道に支
えている技術職員の姿を感じ取ること
ができました。
　また、受講者は同時期に行われた北
海道大学技術研究会にて各自発表を行
った他、研究林での木材販売時に必要
な素材の品等の格付けについて、ベテ
ランの技術職員から講義を受け、今後
の業務で実際に役立つ知識を習得する
ことができ、充実した研修となりまし
た。

（技術支援本部）

「若手技術職員先行育成プログラム」に係る職員研修を実施

カイコ幼虫の飼育説明（養蚕室） 施設紹介（スマート農業教育研究センター）

稲の手刈作業（北方生物圏フィールド科学センター
生物生産研究農場）

施設見学（スマート農業教育研究センター）
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　創成研究機構化学反応創成研究拠点
（ICReDD／アイクレッド）は、10月
5日（木）にICReDD棟の4階ホールに
て「ListサステナブルDX触媒連携研究
プラットフォーム（Listプラットフォ
ーム）」キックオフシンポジウムを対
面形式により開催しました。
　Listプラットフォームは、2021年ノ
ーベル化学賞を受賞したICReDDのベ
ンジャミン・リスト特任教授／ユニバ
ーシティプロフェッサーを中心とし、
2023年4月より始動した共同研究プロ
ジェクトです。計算科学やロボット・
機械学習・人工知能などのDX技術と
の融合により、環境負荷やSDGsに配
慮した次世代有機触媒（サステナブル
DX触媒）の開発を飛躍的に進展させ
るとともに、その関連分野を連携研究
として拡張・加速させることで、次世

代有機触媒開発における世界的研究拠
点としての地位確立を目指します。
　シンポジウムの開会にあたって、リ
スト特任教授からListプラットフォー
ムの概要説明と紹介がなされたのち、
ICReDD教員4名及び招待講演者2名に
よる講演が行われました。Listプラッ
トフォームでは、オブザーバー的な立
場である「フェロー」として有機化
学・触媒化学研究において日本をリー
ドする著名な研究者の方々にも参画い
ただいており、当日お招きしたフェロ
ーの方々を含む95名が参加した会場は
ほぼ満席となり、各講演の質疑応答で
は非常に活発な意見交換がなされ、シ
ンポジウムは盛会のうちに終了となり
ました。
　ICReDDでは今後もこのようなシン
ポジウムや講演会などの開催を通じ

て、ICReDDにおける研究を世界へ発
信するとともに、様々な分野の研究者
との融合研究を展開し、次世代を見据
えた世界的研究拠点としての地位確立
を目指していきます。

Listプラットフォーム キックオフシン
ポジウム講演者一覧（発表順）：
前田　理教授（ICReDD拠点長）、
パベル・シドロフ准教授（ICReDD）、
Tim GATZENMEIER特任助教（東京大学）、
伊藤　肇教授（ICReDD）、
ベンジャミン・リスト特任教授（ICReDD）、
丸岡啓二教授（京都大学）
座長：辻　信弥 特任准教授（ICReDD）

（創成研究機構化学反応創成研究拠点
（ICReDD））

創成研究機構化学反応創成研究拠点（WPI-ICReDD）が
「Listプラットフォーム」キックオフシンポジウムを開催

リスト特任教授による開会の挨拶 講演者と参画教員

　9月29日（金）に工学研究院において
部局・分野横断技術交流会「『動画』
を教育・研究・フィールドワークに活
用しよう」を開催しました。本技術交
流会は技術職員が自ら企画、運営、講
義を行い、スキルの継承・伝達・強化
を図り、また異分野の技術職員と技術
を通して交流することで、技術職員の
全学的な人材交流・技術情報交流・技
術強化を図ることを目的とした北大コ
アファシリティ構想研究支援人材育成
プログラム、マルチスキル人材育成プ
ロジェクトの事業として行われました。
　本技術交流会には8部局から計11名
が参加し、受講者の中には今後広報活
動を手がける方や、装置の操作方法な
どを動画で解説したいという方など、
様々な動機を持った方々が参加しまし
た。本技術交流会は、午前の講義セッ
ションと午後の実習セッションの2部
構成となっており、講義セッションで
は、大塚尚広技術専門職員（工学研究
院）より「動画の最新技術の事例紹介
-バーチャルリアリティにおける動画
利用-」と題したテーマで講演が行わ
れました。講演では、第5期科学技術

基本計画Society 5.0とデジタルツイン
の実装におけるVR（バーチャルリア
リティ）の重要性を解説し、デバイス
や立体視360度動画の仕組み、映像を
活用した3Dモデル生成方法を紹介し
ました。さらにヘッドマウントディス
プレイの体験会では、立体視360度動
画、並びに仮想空間に配置した大野池
の3Dモデルへの没入体験を行い、実
際の活用例を体感いただきました。阿
保憲史技術専門職員（アイソトープ総
合センター）からは動画の基礎知識と
して、適切な撮影機材やマイクの選定
方法、ナレーション音声の制作手法、
動画撮影時の注意点、さらにはAdobe 
Premiere ProやAdobe After Effectsと
いうソフトの概要などが説明されまし
た。また、Adobe Fireflyを使用した
AIによる画像生成技術を体験し、生
み出されるユニークな画像に会場は大
いに盛り上がりました。午後の実習
セッションでは、コーディネーターが
準備した動画素材やナレーション音声
を用いて、Adobe Premiere Proを活
用した編集作業を体験しました。ナレ
ーションと映像のマッチング、不要な

部分のトリミング、テロップ（文字）
の追加、シーンのスムーズな遷移、そ
して字幕の作成など、様々な編集技術
を体験しました。セッションが進むに
つれて難易度が上がり、受講者たちは
時折躓いたものの、片渕杏佳技術職員
（工学研究院）が適宜サポートにあた
ることで実習は円滑に進行しました。
受講者は初の挑戦でありながらも、動
画を仕上げることができ、編集技術へ
の興味と情熱を深めることができまし
た。
　本技術交流会は、コーディネーター
からも、試行錯誤しながら事前に準備
したことは、何事にも代えがたい貴重
な経験になったという感想が聞かれ、
本事業の目的に寄与できました。

（技術支援本部）

コーディネーター：
アイソトープ総合センター　阿保憲史
工学研究院　大塚尚広
工学研究院　片渕杏佳

令和5年度 第1回部局・分野横断技術交流会
「『動画』を教育・研究・フィールドワークに活用しよう」を開催

動画作成の様子 VR体験の様子
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　創成研究機構化学反応創成研究拠点
（ICReDD／アイクレッド）は、10月
5日（木）にICReDD棟の4階ホールに
て「ListサステナブルDX触媒連携研究
プラットフォーム（Listプラットフォ
ーム）」キックオフシンポジウムを対
面形式により開催しました。
　Listプラットフォームは、2021年ノ
ーベル化学賞を受賞したICReDDのベ
ンジャミン・リスト特任教授／ユニバ
ーシティプロフェッサーを中心とし、
2023年4月より始動した共同研究プロ
ジェクトです。計算科学やロボット・
機械学習・人工知能などのDX技術と
の融合により、環境負荷やSDGsに配
慮した次世代有機触媒（サステナブル
DX触媒）の開発を飛躍的に進展させ
るとともに、その関連分野を連携研究
として拡張・加速させることで、次世

代有機触媒開発における世界的研究拠
点としての地位確立を目指します。
　シンポジウムの開会にあたって、リ
スト特任教授からListプラットフォー
ムの概要説明と紹介がなされたのち、
ICReDD教員4名及び招待講演者2名に
よる講演が行われました。Listプラッ
トフォームでは、オブザーバー的な立
場である「フェロー」として有機化
学・触媒化学研究において日本をリー
ドする著名な研究者の方々にも参画い
ただいており、当日お招きしたフェロ
ーの方々を含む95名が参加した会場は
ほぼ満席となり、各講演の質疑応答で
は非常に活発な意見交換がなされ、シ
ンポジウムは盛会のうちに終了となり
ました。
　ICReDDでは今後もこのようなシン
ポジウムや講演会などの開催を通じ

て、ICReDDにおける研究を世界へ発
信するとともに、様々な分野の研究者
との融合研究を展開し、次世代を見据
えた世界的研究拠点としての地位確立
を目指していきます。

Listプラットフォーム キックオフシン
ポジウム講演者一覧（発表順）：
前田　理教授（ICReDD拠点長）、
パベル・シドロフ准教授（ICReDD）、
Tim GATZENMEIER特任助教（東京大学）、
伊藤　肇教授（ICReDD）、
ベンジャミン・リスト特任教授（ICReDD）、
丸岡啓二教授（京都大学）
座長：辻　信弥 特任准教授（ICReDD）

（創成研究機構化学反応創成研究拠点
（ICReDD））

創成研究機構化学反応創成研究拠点（WPI-ICReDD）が
「Listプラットフォーム」キックオフシンポジウムを開催

リスト特任教授による開会の挨拶 講演者と参画教員

　9月29日（金）に工学研究院において
部局・分野横断技術交流会「『動画』
を教育・研究・フィールドワークに活
用しよう」を開催しました。本技術交
流会は技術職員が自ら企画、運営、講
義を行い、スキルの継承・伝達・強化
を図り、また異分野の技術職員と技術
を通して交流することで、技術職員の
全学的な人材交流・技術情報交流・技
術強化を図ることを目的とした北大コ
アファシリティ構想研究支援人材育成
プログラム、マルチスキル人材育成プ
ロジェクトの事業として行われました。
　本技術交流会には8部局から計11名
が参加し、受講者の中には今後広報活
動を手がける方や、装置の操作方法な
どを動画で解説したいという方など、
様々な動機を持った方々が参加しまし
た。本技術交流会は、午前の講義セッ
ションと午後の実習セッションの2部
構成となっており、講義セッションで
は、大塚尚広技術専門職員（工学研究
院）より「動画の最新技術の事例紹介
-バーチャルリアリティにおける動画
利用-」と題したテーマで講演が行わ
れました。講演では、第5期科学技術

基本計画Society 5.0とデジタルツイン
の実装におけるVR（バーチャルリア
リティ）の重要性を解説し、デバイス
や立体視360度動画の仕組み、映像を
活用した3Dモデル生成方法を紹介し
ました。さらにヘッドマウントディス
プレイの体験会では、立体視360度動
画、並びに仮想空間に配置した大野池
の3Dモデルへの没入体験を行い、実
際の活用例を体感いただきました。阿
保憲史技術専門職員（アイソトープ総
合センター）からは動画の基礎知識と
して、適切な撮影機材やマイクの選定
方法、ナレーション音声の制作手法、
動画撮影時の注意点、さらにはAdobe 
Premiere ProやAdobe After Effectsと
いうソフトの概要などが説明されまし
た。また、Adobe Fireflyを使用した
AIによる画像生成技術を体験し、生
み出されるユニークな画像に会場は大
いに盛り上がりました。午後の実習
セッションでは、コーディネーターが
準備した動画素材やナレーション音声
を用いて、Adobe Premiere Proを活
用した編集作業を体験しました。ナレ
ーションと映像のマッチング、不要な

部分のトリミング、テロップ（文字）
の追加、シーンのスムーズな遷移、そ
して字幕の作成など、様々な編集技術
を体験しました。セッションが進むに
つれて難易度が上がり、受講者たちは
時折躓いたものの、片渕杏佳技術職員
（工学研究院）が適宜サポートにあた
ることで実習は円滑に進行しました。
受講者は初の挑戦でありながらも、動
画を仕上げることができ、編集技術へ
の興味と情熱を深めることができまし
た。
　本技術交流会は、コーディネーター
からも、試行錯誤しながら事前に準備
したことは、何事にも代えがたい貴重
な経験になったという感想が聞かれ、
本事業の目的に寄与できました。

（技術支援本部）

コーディネーター：
アイソトープ総合センター　阿保憲史
工学研究院　大塚尚広
工学研究院　片渕杏佳

令和5年度 第1回部局・分野横断技術交流会
「『動画』を教育・研究・フィールドワークに活用しよう」を開催

動画作成の様子 VR体験の様子
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全学ニュース

　 産 学 ・ 地 域 協 働 推 進 機 構 は 、
STARTUP CITY SAPPOROと小樽商
科大学と共同で「社会課題を読み解き
未来を生き抜くフューチャースキルを
育てよう」をテーマに講義を開講しま
した。本講義では社会課題について理
解を深め、それを解決するビジネスア
イデアをチームで考え、全10チームが
秋元克広札幌市長と寳金清博総長に向
けて、最終発表を行いました。最も優
秀なアイデアを発表したチームに対し
ては「札幌市長・北大総長賞」が授与
されるとともに、9月にデンマークで
行われる国際的スタートアップイベン
トであるTechBBQへの招待権が贈ら
れました。
　TechBBQは、世界各国からスタート

アップ企業や投資家が一堂に会し、9月
13日（水）から2日間に渡りデンマー
ク・コペンハーゲンにて開催されまし
た。イベント会場では各ステージにテ
ーマが設けられ、スタートアップ企業
の経営者による投資家へ向けたビジネ
スプレゼンテーションや、参加者間の
ネットワーキングが行われました。
　参加した学生は、運営のボランティ
アをしつつ、ネットワーキングに飛び
入り参加して自身のビジネスアイデア
を現地人に説明するなど、積極的にイ
ベントに参加しました。学生からは
「最先端の技術や世界のスタートアッ
プと交流することができ、自分も起業
してみたいと思った」「スタートアッ
プと投資家が対話し、お金が動く瞬間

を目の当たりにしてすごく刺激になっ
た」などの感想が寄せられ、参加学生
に国際的なビジネスマッチングの現場
に触れる機会を提供することで、近い
将来に学生自身が同様のマーケットで
チャレンジするイメージを与えること
ができました。
　本講義の一連の取り組みを通して、
社会課題や課題解決の手法と海外のス
タートアップの実際の現場を学ぶ機会
を提供することができました。産学・
地域協働推進機構では今後もアントレ
プレナーシップの醸成を目的とし、こ
のような活動を展開して参ります。

　（産学・地域協働推進機構）

産学・地域協働推進機構が海外スタートアップイベント
「TECH BBQ」を学生と共に視察！

TechBBQ入場の様子 TechBBQ会場の様子

講義の様子 現地の人へ自分たちのアイデアを提案している様子

　9月9日（土）、全学教育科目・大学
院共通授業科目「国際インターンシッ
プ」履修生のうち、シンガポール在の
4企業でインターンシップ研修中の学
生8名と、シンガポール在3大学の学生
13名が、ワークショップに参加し、熱
い議論を通して交流を深めました。
　シンガポール側からは、シンガポー
ルマネジメント大学4名、シンガポー
ル国立大学4名、並びにカーティン大
学（豪州）シンガポールキャンパスの
学生5名が参加、JR東日本が運営する
コワーキングスペース（共有オフィ
ス）「One & Co（シンガポール）」を

会場として開催しました。
　2022年度夏季に実施の初回以降、今
回が3回目となります。このワークシ
ョップは、北海道とASEAN両地域の
相互理解促進事業を通した人材育成を
目的としています。参加学生は地域の
特性に則して設定されたテーマ（少子
高齢化、食糧問題、観光客誘致）に対
しグローバルな視点から課題解決を図
ることを目的とした議論に挑戦しまし
た。
　本国際交流事業は、3者間（北海道
大学・北海道・北洋銀行）の「ASEAN
地域と北海道との架け橋となる人材育

成に向けた取組に関する覚書」（2014
年2月25日締結）に基づき、国際教育
研究部・国際産学協働教育ユニット
が、シンガポールの大学生と本学学生
との交流事業（ワークショップ）とし
て、3者の共同開催にて実施するもの
です。
　本学の産学連携による国際的教育活
動が更に促進されていく中、大きな教
育的効果が期待されます。 

（高等教育推進機構）

国際インターンシップ参加学生がシンガポールの3大学の
学生とワークショップで活発な議論を展開

ワークショップで議論を交わす学生たち

ワークショップで議論を交わす学生たち ワークショップ後に全員が笑顔で集合写真
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全学ニュース

　 産 学 ・ 地 域 協 働 推 進 機 構 は 、
STARTUP CITY SAPPOROと小樽商
科大学と共同で「社会課題を読み解き
未来を生き抜くフューチャースキルを
育てよう」をテーマに講義を開講しま
した。本講義では社会課題について理
解を深め、それを解決するビジネスア
イデアをチームで考え、全10チームが
秋元克広札幌市長と寳金清博総長に向
けて、最終発表を行いました。最も優
秀なアイデアを発表したチームに対し
ては「札幌市長・北大総長賞」が授与
されるとともに、9月にデンマークで
行われる国際的スタートアップイベン
トであるTechBBQへの招待権が贈ら
れました。
　TechBBQは、世界各国からスタート

アップ企業や投資家が一堂に会し、9月
13日（水）から2日間に渡りデンマー
ク・コペンハーゲンにて開催されまし
た。イベント会場では各ステージにテ
ーマが設けられ、スタートアップ企業
の経営者による投資家へ向けたビジネ
スプレゼンテーションや、参加者間の
ネットワーキングが行われました。
　参加した学生は、運営のボランティ
アをしつつ、ネットワーキングに飛び
入り参加して自身のビジネスアイデア
を現地人に説明するなど、積極的にイ
ベントに参加しました。学生からは
「最先端の技術や世界のスタートアッ
プと交流することができ、自分も起業
してみたいと思った」「スタートアッ
プと投資家が対話し、お金が動く瞬間

を目の当たりにしてすごく刺激になっ
た」などの感想が寄せられ、参加学生
に国際的なビジネスマッチングの現場
に触れる機会を提供することで、近い
将来に学生自身が同様のマーケットで
チャレンジするイメージを与えること
ができました。
　本講義の一連の取り組みを通して、
社会課題や課題解決の手法と海外のス
タートアップの実際の現場を学ぶ機会
を提供することができました。産学・
地域協働推進機構では今後もアントレ
プレナーシップの醸成を目的とし、こ
のような活動を展開して参ります。

　（産学・地域協働推進機構）

産学・地域協働推進機構が海外スタートアップイベント
「TECH BBQ」を学生と共に視察！

TechBBQ入場の様子 TechBBQ会場の様子

講義の様子 現地の人へ自分たちのアイデアを提案している様子

　9月9日（土）、全学教育科目・大学
院共通授業科目「国際インターンシッ
プ」履修生のうち、シンガポール在の
4企業でインターンシップ研修中の学
生8名と、シンガポール在3大学の学生
13名が、ワークショップに参加し、熱
い議論を通して交流を深めました。
　シンガポール側からは、シンガポー
ルマネジメント大学4名、シンガポー
ル国立大学4名、並びにカーティン大
学（豪州）シンガポールキャンパスの
学生5名が参加、JR東日本が運営する
コワーキングスペース（共有オフィ
ス）「One & Co（シンガポール）」を

会場として開催しました。
　2022年度夏季に実施の初回以降、今
回が3回目となります。このワークシ
ョップは、北海道とASEAN両地域の
相互理解促進事業を通した人材育成を
目的としています。参加学生は地域の
特性に則して設定されたテーマ（少子
高齢化、食糧問題、観光客誘致）に対
しグローバルな視点から課題解決を図
ることを目的とした議論に挑戦しまし
た。
　本国際交流事業は、3者間（北海道
大学・北海道・北洋銀行）の「ASEAN
地域と北海道との架け橋となる人材育

成に向けた取組に関する覚書」（2014
年2月25日締結）に基づき、国際教育
研究部・国際産学協働教育ユニット
が、シンガポールの大学生と本学学生
との交流事業（ワークショップ）とし
て、3者の共同開催にて実施するもの
です。
　本学の産学連携による国際的教育活
動が更に促進されていく中、大きな教
育的効果が期待されます。 

（高等教育推進機構）

国際インターンシップ参加学生がシンガポールの3大学の
学生とワークショップで活発な議論を展開

ワークショップで議論を交わす学生たち

ワークショップで議論を交わす学生たち ワークショップ後に全員が笑顔で集合写真
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全学ニュース

　国立研究開発法人科学技術振興機構
と産学･地域協働推進機構は、10月5日
（木）にJST東京別館ホール（東京都
千代田区）において、｢北海道大学新
技術説明会｣を開催しました｡
　本新技術説明会は、産学･地域協働
推進機構が主催者となり、本学が持つ
特許技術シーズを集め、研究者が自ら

の特許技術について実用化を展望した
技術説明を行うことで、事業化及び共
同研究を希望する企業等と産学連携マ
ッチングを図るイベントです｡今回は4
年ぶりの対面開催で1日9件の講演発表
が実施されました。
　来場者数34名、個別相談件数6件、
名刺交換数46件とコロナ前の1/4程度

の来場者数でしたが、アーカイブ配信
の視聴申込は650名となるなど、盛況
に終わりました。今回引き合いを受け
た企業様に継続的なフォローを行い、
今後の技術移転活動に反映します｡

（産学･地域協働推進機構）

産学・地域協働推進機構が「北海道大学新技術説明会」を開催

新技術説明会の様子

1．「繊維長の異なるセルロースナノファイバーを用いた高強度複合材料の創製」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 工学研究院：田島健次准教授
2．「ダイナミックエピトープ－未開拓標的分子からの革新的創薬コンセプト」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 先端生命科学研究院：西村紳一郎教授
3．「骨再生を誘導するカーボンナノチューブ細胞遮蔽膜」　歯学研究院：平田恵理助教
4．「腹部外傷手術シミュレーター」
　　　　　　　　　 北海道大学病院先端医療技術教育研究開発センター：村上壮一副センター長
5．「リンの高効率かつ高選択的な分離回収技術」　　　　　工学研究院：坪内直人准教授
6．「燃料電池を融合させた多機能型CO2回収技術」　　　　工学研究院：松島永佳准教授
7．「柔らかく・溶解性の高いＮ－置換型ナイロンと感温性ポリマーへの応用」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 理学研究院：佐田和己教授
8．「『触覚』の検出が可能な新たな圧力センサアレイ」
　　　　　　　　　　　　　　 量子集積エレクトロニクス研究センター：池辺将之教授
9．「高色純度発光および超高感度酸素センシング能を有する希土類錯体混晶」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 工学研究院：北川裕一准教授

　9月19日（火）〜21日（木）に学術
交流会館において、一般社団法人大学
技術移転協議会（「UNITT」）及び本
学による「UNITTアニュアルカンファ
レンス2023」が開催されました。
　本カンファレンスは、大学等の公的
研究機関や企業に所属する産学連携従
事者を対象に、産学連携による研究成
果の社会実装の取り組みに関わる課題

を共有し、理解を深めると共に活発な
議論を行うことを目的として毎年開催
されています。
　20回目を迎えた今年は、「参加者の
交流促進」をテーマに4年ぶりの完全
現地開催を実施し、「知的財産」「技
術移転」「ベンチャー」「産学連携ト
レンド」「組織マネジメント」などに
関するワークショップやセッションに

対して、全国から産学官の関係者約
420名が参加しました。終了後、サッ
ポロビール園で開催された意見交換会
には約250名が参加し、今年のテーマ
である「参加者の交流促進」がさらに
加速しました。

（産学・地域協働推進機構）

本学にて「UNITTアニュアルカンファレンス2023」を共同開催

増田隆夫理事・副学長のご挨拶 カンファレンスの様子
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全学ニュース

　国立研究開発法人科学技術振興機構
と産学･地域協働推進機構は、10月5日
（木）にJST東京別館ホール（東京都
千代田区）において、｢北海道大学新
技術説明会｣を開催しました｡
　本新技術説明会は、産学･地域協働
推進機構が主催者となり、本学が持つ
特許技術シーズを集め、研究者が自ら

の特許技術について実用化を展望した
技術説明を行うことで、事業化及び共
同研究を希望する企業等と産学連携マ
ッチングを図るイベントです｡今回は4
年ぶりの対面開催で1日9件の講演発表
が実施されました。
　来場者数34名、個別相談件数6件、
名刺交換数46件とコロナ前の1/4程度

の来場者数でしたが、アーカイブ配信
の視聴申込は650名となるなど、盛況
に終わりました。今回引き合いを受け
た企業様に継続的なフォローを行い、
今後の技術移転活動に反映します｡

（産学･地域協働推進機構）

産学・地域協働推進機構が「北海道大学新技術説明会」を開催

新技術説明会の様子

1．「繊維長の異なるセルロースナノファイバーを用いた高強度複合材料の創製」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 工学研究院：田島健次准教授
2．「ダイナミックエピトープ－未開拓標的分子からの革新的創薬コンセプト」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 先端生命科学研究院：西村紳一郎教授
3．「骨再生を誘導するカーボンナノチューブ細胞遮蔽膜」　歯学研究院：平田恵理助教
4．「腹部外傷手術シミュレーター」
　　　　　　　　　 北海道大学病院先端医療技術教育研究開発センター：村上壮一副センター長
5．「リンの高効率かつ高選択的な分離回収技術」　　　　　工学研究院：坪内直人准教授
6．「燃料電池を融合させた多機能型CO2回収技術」　　　　工学研究院：松島永佳准教授
7．「柔らかく・溶解性の高いＮ－置換型ナイロンと感温性ポリマーへの応用」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 理学研究院：佐田和己教授
8．「『触覚』の検出が可能な新たな圧力センサアレイ」
　　　　　　　　　　　　　　 量子集積エレクトロニクス研究センター：池辺将之教授
9．「高色純度発光および超高感度酸素センシング能を有する希土類錯体混晶」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 工学研究院：北川裕一准教授

　9月19日（火）〜21日（木）に学術
交流会館において、一般社団法人大学
技術移転協議会（「UNITT」）及び本
学による「UNITTアニュアルカンファ
レンス2023」が開催されました。
　本カンファレンスは、大学等の公的
研究機関や企業に所属する産学連携従
事者を対象に、産学連携による研究成
果の社会実装の取り組みに関わる課題

を共有し、理解を深めると共に活発な
議論を行うことを目的として毎年開催
されています。
　20回目を迎えた今年は、「参加者の
交流促進」をテーマに4年ぶりの完全
現地開催を実施し、「知的財産」「技
術移転」「ベンチャー」「産学連携ト
レンド」「組織マネジメント」などに
関するワークショップやセッションに

対して、全国から産学官の関係者約
420名が参加しました。終了後、サッ
ポロビール園で開催された意見交換会
には約250名が参加し、今年のテーマ
である「参加者の交流促進」がさらに
加速しました。

（産学・地域協働推進機構）

本学にて「UNITTアニュアルカンファレンス2023」を共同開催

増田隆夫理事・副学長のご挨拶 カンファレンスの様子
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　公益財団法人日本オリンピック委員
会、一般社団法人冬季産業再生機構、
サステイナビリティ推進機構SDGs事
業推進本部及び地球環境科学研究院
は、10月19日（木）、地球環境科学研
究院大講義室で「アスリート×専門家
による気候変動に関するトークセッ
ション」を開催しました。このトーク
セッションには、本学の学生、教職員
及び高校生を含む一般市民39名が参加
しました。
　最初に、元オリンピックスキーアル
ペン日本代表で冬季産業再生機構会長
である皆川賢太郎氏から、冬季産業再
生機構が設立された目的や、観光庁が
進める「国際競争力の高いスノーリゾ
ート形成促進事業」について説明があ
り、その後、地球環境科学研究院の山
中康裕教授が気候変動と社会変革につ
いて講演しました。2人からは、日本
が海に囲まれた島国であり、世界的に
ウィンタースポーツに恵まれた環境で

あること、気候変動により世界中でス
ポーツに適した場所が失われつつある
こと、気候変動を防ぐためには社会変
革が必要であることなどが説明されま
した。
　その後、皆川会長、山中教授、吉村
暢彦講師（酪農学園大学）、小口貴久
氏（元オリンピックリュージュ日本代
表）、髙平慎士氏（元オリンピック陸
上競技日本代表）、堀島行真氏（オリ
ンピックスキーモーグル日本代表）、
米山知奈助教（北海道文教大学/元オ
リンピックアイスホッケー日本代表）
によるトークセッションが行われ、各
パネリストから、世界各地の練習場所
や世界大会で感じた気候変動の影響、
環境への配慮に関する説明がありまし
た。この中で、吉村講師からは「ゲレ
ンデ行動学」について説明があり、ス
キー場でのスキーヤーや圧雪車などの
行動を可視化することで、スキー場利
用者と環境の両方に配慮したゲレンデ

運営が可能であることが示されまし
た。
　最後に、参加者と登壇者の質疑応答
が行われ、「スポーツやスポーツ関連
イベントで、気候変動や自然環境にポ
ジティブなインパクトを与えられる挑
戦例があったら教えてほしい」との質
問に対して、小口氏からは「オリンピ
ックが一例として挙げられます。次の
パリ五輪では観客を含めた移動にEV
車を使用する計画があり、こうした社
会変革の実践の場にもなっています」
と説明がありました。
　サステイナビリティ推進機構SDGs
事業推進本部と地球環境科学研究院
は、今後も学外のステークホルダーと
協力して、「持続可能な社会」の実現
に向けた教育と研究の取組を進めてい
く予定です。

（サステイナビリティ推進機構、
地球環境科学研究院）

「アスリート×専門家による気候変動に関するトークセッション」を開催

集合写真（左から皆川会長、山中教授、吉村講師、
米山助教、堀島氏、髙平氏、小口氏）

講演を行う皆川会長 講演を行う山中教授

　SDGs達成の活動推進のため、日本
の大学と多様なステークホルダーとの
連携を強化することを目的に2020年に
設立された国連大学SDG大学連携プラ
ットフォーム（SDG-UP）は、マネジ
メント層分科会、SDGsカリキュラム
分科会、大学評価・アカウンタビリテ
ィ分科会及びサステナブルキャンパス
分科会の4つの分科会で構成されてい
ます。本学は設立時より参画し、すべ
ての分科会に参加して、SDG-UPでの
議論をリードしています。
　SGD-UPの第29回ワークショップが
10月18日（水）にオンラインで開催さ
れ、これに参画する国内の32大学が参
加しました。ワークショップでは、
SDG-UPのチェアを務める国連大学サ
ステイナビリティ高等研究所の山口し
のぶ所長から、9月16日（土）に行わ

れたSDGアクションウィークエンドで
報告された、「科学・学術界における
2030アジェンダの達成に向けた変革の
促進」や「SDGs達成のための大学院
教育の役割」など最新の情報について
説明がありました。
　その後、各分科会から活動報告が行
われ、マネジメント層分科会では、本学
の岩渕和則総長補佐が「学内エンゲー
ジメント醸成と強化のためのFD/SD」
と題して、教職員向けのFD/SDの実施
事例を紹介し、また、SDGsへの取り組
みを始めたい教職員向けに作成中の
「北大SDGsスタートアップガイドブッ
ク2023（教職員編）」について説明しま
した。
　岩渕総長補佐は説明の中で、マネジ
メント層分科会で従来より話し合われ
ていた大学マネジメント層が目指すべ

きことについては、大学運営の根幹と
なる大学独自のSDGsビジョンの策
定、SDGs推進組織の設置及びSDGs推
進予算の確保の3つの要素が重要であ
ると強調しました。さらに、経営層の
覚悟と、学生のみならず教職員の理解
が必要であり、教職員、学生及び経営
者の活動がすべてSDGsに貢献すると
いう気づきを促し、学内外のステーク
ホルダーとのエンゲージメント（一体
感と共感）の醸成や総合力の発揮、
SDGsの持つ倫理観の浸透を図ること
が重要であると述べました。
　サステイナビリティ推進機構は、こ
れからもSDG-UPの4つの分科会で積
極的に活動し、国内の大学における
SDGs活動を先導していく予定です。

（サステイナビリティ推進機構）

国連大学SDG大学連携プラットフォーム（SDG-UP）での事例紹介

オンラインで事例紹介を行う岩渕総長補佐
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セッションには、本学の学生、教職員
及び高校生を含む一般市民39名が参加
しました。
　最初に、元オリンピックスキーアル
ペン日本代表で冬季産業再生機構会長
である皆川賢太郎氏から、冬季産業再
生機構が設立された目的や、観光庁が
進める「国際競争力の高いスノーリゾ
ート形成促進事業」について説明があ
り、その後、地球環境科学研究院の山
中康裕教授が気候変動と社会変革につ
いて講演しました。2人からは、日本
が海に囲まれた島国であり、世界的に
ウィンタースポーツに恵まれた環境で

あること、気候変動により世界中でス
ポーツに適した場所が失われつつある
こと、気候変動を防ぐためには社会変
革が必要であることなどが説明されま
した。
　その後、皆川会長、山中教授、吉村
暢彦講師（酪農学園大学）、小口貴久
氏（元オリンピックリュージュ日本代
表）、髙平慎士氏（元オリンピック陸
上競技日本代表）、堀島行真氏（オリ
ンピックスキーモーグル日本代表）、
米山知奈助教（北海道文教大学/元オ
リンピックアイスホッケー日本代表）
によるトークセッションが行われ、各
パネリストから、世界各地の練習場所
や世界大会で感じた気候変動の影響、
環境への配慮に関する説明がありまし
た。この中で、吉村講師からは「ゲレ
ンデ行動学」について説明があり、ス
キー場でのスキーヤーや圧雪車などの
行動を可視化することで、スキー場利
用者と環境の両方に配慮したゲレンデ

運営が可能であることが示されまし
た。
　最後に、参加者と登壇者の質疑応答
が行われ、「スポーツやスポーツ関連
イベントで、気候変動や自然環境にポ
ジティブなインパクトを与えられる挑
戦例があったら教えてほしい」との質
問に対して、小口氏からは「オリンピ
ックが一例として挙げられます。次の
パリ五輪では観客を含めた移動にEV
車を使用する計画があり、こうした社
会変革の実践の場にもなっています」
と説明がありました。
　サステイナビリティ推進機構SDGs
事業推進本部と地球環境科学研究院
は、今後も学外のステークホルダーと
協力して、「持続可能な社会」の実現
に向けた教育と研究の取組を進めてい
く予定です。

（サステイナビリティ推進機構、
地球環境科学研究院）

「アスリート×専門家による気候変動に関するトークセッション」を開催

集合写真（左から皆川会長、山中教授、吉村講師、
米山助教、堀島氏、髙平氏、小口氏）

講演を行う皆川会長 講演を行う山中教授

　SDGs達成の活動推進のため、日本
の大学と多様なステークホルダーとの
連携を強化することを目的に2020年に
設立された国連大学SDG大学連携プラ
ットフォーム（SDG-UP）は、マネジ
メント層分科会、SDGsカリキュラム
分科会、大学評価・アカウンタビリテ
ィ分科会及びサステナブルキャンパス
分科会の4つの分科会で構成されてい
ます。本学は設立時より参画し、すべ
ての分科会に参加して、SDG-UPでの
議論をリードしています。
　SGD-UPの第29回ワークショップが
10月18日（水）にオンラインで開催さ
れ、これに参画する国内の32大学が参
加しました。ワークショップでは、
SDG-UPのチェアを務める国連大学サ
ステイナビリティ高等研究所の山口し
のぶ所長から、9月16日（土）に行わ

れたSDGアクションウィークエンドで
報告された、「科学・学術界における
2030アジェンダの達成に向けた変革の
促進」や「SDGs達成のための大学院
教育の役割」など最新の情報について
説明がありました。
　その後、各分科会から活動報告が行
われ、マネジメント層分科会では、本学
の岩渕和則総長補佐が「学内エンゲー
ジメント醸成と強化のためのFD/SD」
と題して、教職員向けのFD/SDの実施
事例を紹介し、また、SDGsへの取り組
みを始めたい教職員向けに作成中の
「北大SDGsスタートアップガイドブッ
ク2023（教職員編）」について説明しま
した。
　岩渕総長補佐は説明の中で、マネジ
メント層分科会で従来より話し合われ
ていた大学マネジメント層が目指すべ

きことについては、大学運営の根幹と
なる大学独自のSDGsビジョンの策
定、SDGs推進組織の設置及びSDGs推
進予算の確保の3つの要素が重要であ
ると強調しました。さらに、経営層の
覚悟と、学生のみならず教職員の理解
が必要であり、教職員、学生及び経営
者の活動がすべてSDGsに貢献すると
いう気づきを促し、学内外のステーク
ホルダーとのエンゲージメント（一体
感と共感）の醸成や総合力の発揮、
SDGsの持つ倫理観の浸透を図ること
が重要であると述べました。
　サステイナビリティ推進機構は、こ
れからもSDG-UPの4つの分科会で積
極的に活動し、国内の大学における
SDGs活動を先導していく予定です。

（サステイナビリティ推進機構）

国連大学SDG大学連携プラットフォーム（SDG-UP）での事例紹介

オンラインで事例紹介を行う岩渕総長補佐
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　大学院教育推進機構先端人材育成セ
ンターのS-cubicでは、9月26日（火）
に札幌グランドホテルにて、本年度第
2回（通算第53回）「赤い糸会」を開
催しました。
　本会は、企業には博士人材の高い専
門性や総合力を理解いただき、博士人
材には企業の研究開発活動や企業にお
ける博士人材の活躍状況等を知っても
らうことで、相互理解を深め、視野の
複線化、活躍フィールドの拡大を図る
ことを目的としています。
　今回で通算53回目の開催となる「赤
い糸会」は、本学の博士人材が10部局
33名、オブザーバ大学から1校1名が参
加しました。企業については、本会は
参加費や旅費の負担が必要であるにも
関わらず、参加を希望する企業が多い
ため、その中から厳選した17社35名に
ご参加いただきました。
　当日は、大学院教育推進機構長の山

本文彦理事・副学長による開会挨拶、
先端人材育成センター長の吉原拓也教
授による趣旨説明の後、企業から業界
動向や博士人材の活躍状況等の紹介が
行われた後、博士人材の自己紹介ポス
ター発表、企業ブースを訪問しての個
別情報交換等が活発に行われました。
情報交換交流会では、先端人材育成セ
ンター副センター長の出村　誠教授か
ら開会の挨拶があり、学生のポスター
発表に関する表彰を行いました。
　開催後、企業から「多くの優秀な学
生とマッチングできるイベントは大変
有意義な会だと考えている」「思わぬ
分野の学生が弊社に興味を抱いてくだ
さり大変意義深い会だった」との声が
ありました。また参加した博士人材か
らは、「大変趣向を凝らしていて、学
生、企業を効率的にマッチングさせよ
うという意図が見える素晴らしいプロ
グラムであると感じた」「今自分に足

りないところやこれから頑張らなけれ
ばならないところが見つかったので、
とても良い機会になった」といった嬉
しい声も聞かれました。
　先端人材育成センターでは上記の活
動のほか、Advanced COSA、J-window
（個別キャリア相談）、キャリアパス多
様化支援セミナー、キャリアマネジメ
ントセミナー、企業での長期インター
ンシップや、コンソーシアムの連携大
学である東北大学や名古屋大学等が運
営するプログラムの活用などによっ
て、博士人材の実践力を高めています。
　なお、興味のある方は先端人材育成
センターのウェブサイトを是非ご覧く
ださい。
https://fohred.synfoster.hokudai.ac.jp/ 

（大学院教育推進機構先端人材育成センター）

博士人材と企業の情報交換会 第53回「赤い糸会」を対面で開催

山本理事・副学長の開会挨拶

博士人材のポスター発表

出村副センター長の情報交換交流会開会挨拶

　雨龍研究林（24,953ha）は、環境大
臣より、生物多様性の保全に貢献して
いる区域として「自然共生サイト*1」
に認定されました。それを受け、10月
25日（水）、東京・星稜会館で開催さ
れた自然共生サイト認定証授与式に
て、菅原修孝理事・サステイナブルキ
ャンパスマネジメント本部長、北方生
物圏フィールド科学センター森林圏ス
テーションの小林　真准教授・雨龍研
究林長へ認定証が授与されました。
　雨龍研究林は、北方生物圏フィール
ド科学センター森林圏ステーションに
属する道内外計7ヶ所の研究林の一つ
で、1901年に最初に創設されました。
我が国有数の多雪地帯に位置し、絶滅
危惧種であるイトウなど貴重な野生生
物の生育地となっています。　　
　同林には、アカエゾマツなどの常緑
針葉樹やミズナラ、シラカンバなどの
落葉広葉樹が混ざって生育している針
広混交林が成立しており、これまで環
境省のモニタリング1000事業などの、
生物多様性に関する基礎的な情報を長
期に収集することを目的とした研究、

深刻化する気候変動対策に関する研
究、生物多様性に配慮した森林管理が
進められてきました。
　今回の自然共生サイト認定にあたっ
ては、長年にわたる調査研究や森林管
理によって、原生的な自然生態系及び
希少な動植物の生息・生育の場が保全
されてきたことなどが評価されまし
た。
　今後は、同研究林内で既に鳥獣保護
区となっている地域（698ha）との重複
を除いた区域（24,255ha）がOECM*2
国際データベースに登録される予定で
す。
　本学は、世界課題の解決や地域への
貢献に向け、知的資産と物的資産を活
用し、30by30*3目標の達成への貢献は
もちろん、気候変動対策と生物多様性
保全（ネイチャーポジティブ）の両立
に向けた統合的なサステイナビリティ
の推進に取り組みます。

（サステイナビリティ推進機構、
北方生物圏フィールド科学センター）

（参考）
令和5年度前期「自然共生サイト」認定
結果について（環境省報道発表資料）
https://www.env.go.jp/press/press_
02179.html
北海道大学雨龍研究林詳細資料（環境
省自然共生サイト認定サイト一覧）
https://policies.env.go.jp/nature/biodive
rsity/30by30alliance/documents/nintei/
R4Late2_Uryu_Research_Forest.pdf

*1 自然共生サイト … 民間の取組によって
生物多様性の保全が図られている区域
を国（環境大臣）が認定した区域。

*2  OECM … Other Effective area-based 
Conservation Measuresの略。国立公園
などの保護地域以外で生物多様性保全
に資する地域。

*3  30by30 … 2030年までに陸と海の30％以
上を健全な生態系として効果的に保全
しようとする国際的な目標

雨龍研究林が自然共生サイトに認定

認定証授与式にて（左から 環境省大臣官房審議官　堀上　勝氏、
サステイナブルキャンパスマネジメント本部長　菅原理事、
雨龍研究林長　小林准教授）

雨龍研究林の位置 授与された認定証
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　大学院教育推進機構先端人材育成セ
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に札幌グランドホテルにて、本年度第
2回（通算第53回）「赤い糸会」を開
催しました。
　本会は、企業には博士人材の高い専
門性や総合力を理解いただき、博士人
材には企業の研究開発活動や企業にお
ける博士人材の活躍状況等を知っても
らうことで、相互理解を深め、視野の
複線化、活躍フィールドの拡大を図る
ことを目的としています。
　今回で通算53回目の開催となる「赤
い糸会」は、本学の博士人材が10部局
33名、オブザーバ大学から1校1名が参
加しました。企業については、本会は
参加費や旅費の負担が必要であるにも
関わらず、参加を希望する企業が多い
ため、その中から厳選した17社35名に
ご参加いただきました。
　当日は、大学院教育推進機構長の山

本文彦理事・副学長による開会挨拶、
先端人材育成センター長の吉原拓也教
授による趣旨説明の後、企業から業界
動向や博士人材の活躍状況等の紹介が
行われた後、博士人材の自己紹介ポス
ター発表、企業ブースを訪問しての個
別情報交換等が活発に行われました。
情報交換交流会では、先端人材育成セ
ンター副センター長の出村　誠教授か
ら開会の挨拶があり、学生のポスター
発表に関する表彰を行いました。
　開催後、企業から「多くの優秀な学
生とマッチングできるイベントは大変
有意義な会だと考えている」「思わぬ
分野の学生が弊社に興味を抱いてくだ
さり大変意義深い会だった」との声が
ありました。また参加した博士人材か
らは、「大変趣向を凝らしていて、学
生、企業を効率的にマッチングさせよ
うという意図が見える素晴らしいプロ
グラムであると感じた」「今自分に足

りないところやこれから頑張らなけれ
ばならないところが見つかったので、
とても良い機会になった」といった嬉
しい声も聞かれました。
　先端人材育成センターでは上記の活
動のほか、Advanced COSA、J-window
（個別キャリア相談）、キャリアパス多
様化支援セミナー、キャリアマネジメ
ントセミナー、企業での長期インター
ンシップや、コンソーシアムの連携大
学である東北大学や名古屋大学等が運
営するプログラムの活用などによっ
て、博士人材の実践力を高めています。
　なお、興味のある方は先端人材育成
センターのウェブサイトを是非ご覧く
ださい。
https://fohred.synfoster.hokudai.ac.jp/ 

（大学院教育推進機構先端人材育成センター）

博士人材と企業の情報交換会 第53回「赤い糸会」を対面で開催

山本理事・副学長の開会挨拶

博士人材のポスター発表

出村副センター長の情報交換交流会開会挨拶

　雨龍研究林（24,953ha）は、環境大
臣より、生物多様性の保全に貢献して
いる区域として「自然共生サイト*1」
に認定されました。それを受け、10月
25日（水）、東京・星稜会館で開催さ
れた自然共生サイト認定証授与式に
て、菅原修孝理事・サステイナブルキ
ャンパスマネジメント本部長、北方生
物圏フィールド科学センター森林圏ス
テーションの小林　真准教授・雨龍研
究林長へ認定証が授与されました。
　雨龍研究林は、北方生物圏フィール
ド科学センター森林圏ステーションに
属する道内外計7ヶ所の研究林の一つ
で、1901年に最初に創設されました。
我が国有数の多雪地帯に位置し、絶滅
危惧種であるイトウなど貴重な野生生
物の生育地となっています。　　
　同林には、アカエゾマツなどの常緑
針葉樹やミズナラ、シラカンバなどの
落葉広葉樹が混ざって生育している針
広混交林が成立しており、これまで環
境省のモニタリング1000事業などの、
生物多様性に関する基礎的な情報を長
期に収集することを目的とした研究、

深刻化する気候変動対策に関する研
究、生物多様性に配慮した森林管理が
進められてきました。
　今回の自然共生サイト認定にあたっ
ては、長年にわたる調査研究や森林管
理によって、原生的な自然生態系及び
希少な動植物の生息・生育の場が保全
されてきたことなどが評価されまし
た。
　今後は、同研究林内で既に鳥獣保護
区となっている地域（698ha）との重複
を除いた区域（24,255ha）がOECM*2
国際データベースに登録される予定で
す。
　本学は、世界課題の解決や地域への
貢献に向け、知的資産と物的資産を活
用し、30by30*3目標の達成への貢献は
もちろん、気候変動対策と生物多様性
保全（ネイチャーポジティブ）の両立
に向けた統合的なサステイナビリティ
の推進に取り組みます。

（サステイナビリティ推進機構、
北方生物圏フィールド科学センター）

（参考）
令和5年度前期「自然共生サイト」認定
結果について（環境省報道発表資料）
https://www.env.go.jp/press/press_
02179.html
北海道大学雨龍研究林詳細資料（環境
省自然共生サイト認定サイト一覧）
https://policies.env.go.jp/nature/biodive
rsity/30by30alliance/documents/nintei/
R4Late2_Uryu_Research_Forest.pdf

*1 自然共生サイト … 民間の取組によって
生物多様性の保全が図られている区域
を国（環境大臣）が認定した区域。

*2  OECM … Other Effective area-based 
Conservation Measuresの略。国立公園
などの保護地域以外で生物多様性保全
に資する地域。

*3  30by30 … 2030年までに陸と海の30％以
上を健全な生態系として効果的に保全
しようとする国際的な目標

雨龍研究林が自然共生サイトに認定

認定証授与式にて（左から 環境省大臣官房審議官　堀上　勝氏、
サステイナブルキャンパスマネジメント本部長　菅原理事、
雨龍研究林長　小林准教授）

雨龍研究林の位置 授与された認定証
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　10月14日（土）、工学部にて、本学
と読売新聞北海道支社との連携協定の
もと実施しているサイエンスレクチャ
ー2023「目の前が宇宙に！鉱山に！こ
れがバーチャルリアリティー」が開催
され、中高生22名が参加しました。今
回の講師、工学研究院の川村洋平教授
は、画像処理や深層学習などの情報工
学を用いて、鉱山工学や土木工学の分
野で、安全性や生産性向上に貢献する
システムの研究開発に取り組んでいま
す。2022年6月には国内初となるフィ
ールド科学体験のための360°円筒型
VRシアターの本格運用を開始しまし
た。
　はじめに、主催者を代表して広報・
社会連携本部広報・コミュニケーショ
ン部門長の南波直樹教授から「レアメ

タルなどの鉱物はこれからも重要。そ
の採掘はもちろん、鉱山工学の研究や
教育が安全・効率的である必要があり
ます。本講座をきっかけに、川村先生
の研究や北大の多様な分野へと興味を
広げて欲しい」と、挨拶がありまし
た。続いて、川村教授の講義では、容
易に体験できない鉱山などのフィール
ド科学分野においてVRを活用した教
育・シミュレーションが重要であるこ
とや、VRを支える技術についての解
説がありました。その後、2チームに
分かれ、多くの写真画像などから3D
データを構築する「3Dモデリング」
を体験、また、へッドマウントディス
プレーとVRシアターで、鉱山や宇
宙、海洋などのフィールドを仮想体験
しました。VRシアターでは、参加者

たちがスマホで撮影した写真をもとに
構築された3D画像も映し出され、驚
きの声があがりました。
　参加した中学3年生の女子生徒は、
「鉱山でここまでロボット化が進んで
いるとは知らなかったので、驚きまし
た。川村先生たちが自分の好きなこと
に取り組んでいる様子をみて、将来を
考える上で、研究者という職業にも興
味が湧きました」と話しました。ま
た、事後アンケートでは「VRの利点
や活用法を知ることができた」、「実際
に鉱山にいるような臨場感があった」
といった声が寄せられ、鉱山工学や
VR技術への理解や関心が深まったこ
とが伺えました。

（広報・社会連携本部）

サイエンスレクチャー2023「目の前が宇宙に！鉱山に！
これがバーチャルリアリティー」を開催

挨拶する南波教授

VRシアター体験の様子

講義をする川村教授

　大学院教育推進機構先端人材育成セ
ンターI-HoPは、10月16日（月）にオ
ンラインにて大学院留学生とポスドク
を対象とした日本でのアカデミック
キャリア構築に関するガイダンス
「Building Academic Career in Japan 
for International Students」を英語で
開催しました。
　当日は、若手博士に特化したキャリ
ア支援サービス博士情報エンジン
wakateを展開する株式会社エマージ
ングテクノロジーズから深澤知憲代表
取締役社長を講師に迎え、アカデミッ
クポジションを目指す場合の就職活動
のツールやスケジュール、アカデミッ

クキャリアを目指す場合に学生時代に
どのような活動をしておくべきか、採
用後に求められる役割等についての説
明の後、活発な質疑応答が行われまし
た。
　博士人材育成コンソーシアムの連携
大学を含む全国8大学（北海道大学、
東北大学、新潟大学、筑波大学、神戸
大学、兵庫県立大学、立命館大学、沖
縄科学技術大学院大学）から計65名の
留学生が参加し、終了後のアンケート
では「このようなセミナーを受けるチ
ャンスはこれまでなかったので、よい
機会だった」「アカデミックポストに
応募するためのプロセス、時間、必要

な資格など、多くのことを学ぶことが
できた」等のコメントが寄せられまし
た。
　本学は、学生の在籍数に占める留学
生の割合が博士後期課程の約3分の1、
修士課程の約4分の１となっており、
留学生向けの英語によるキャリア支援
は重要な課題となっています。I-HoP
では、大学院留学生の日本でのキャリ
アパスを広げるため、就職支援やトラ
ンスファラブルスキル強化など、英語
による多様なプログラムを展開してい
ます。

（大学院教育推進機構先端人材育成センター） 

大学院留学生向けアカデミックキャリアガイダンス“Building Academic 
Career in Japan for International Students”を英語で開催

深澤講師による講演
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　10月14日（土）、工学部にて、本学
と読売新聞北海道支社との連携協定の
もと実施しているサイエンスレクチャ
ー2023「目の前が宇宙に！鉱山に！こ
れがバーチャルリアリティー」が開催
され、中高生22名が参加しました。今
回の講師、工学研究院の川村洋平教授
は、画像処理や深層学習などの情報工
学を用いて、鉱山工学や土木工学の分
野で、安全性や生産性向上に貢献する
システムの研究開発に取り組んでいま
す。2022年6月には国内初となるフィ
ールド科学体験のための360°円筒型
VRシアターの本格運用を開始しまし
た。
　はじめに、主催者を代表して広報・
社会連携本部広報・コミュニケーショ
ン部門長の南波直樹教授から「レアメ

タルなどの鉱物はこれからも重要。そ
の採掘はもちろん、鉱山工学の研究や
教育が安全・効率的である必要があり
ます。本講座をきっかけに、川村先生
の研究や北大の多様な分野へと興味を
広げて欲しい」と、挨拶がありまし
た。続いて、川村教授の講義では、容
易に体験できない鉱山などのフィール
ド科学分野においてVRを活用した教
育・シミュレーションが重要であるこ
とや、VRを支える技術についての解
説がありました。その後、2チームに
分かれ、多くの写真画像などから3D
データを構築する「3Dモデリング」
を体験、また、へッドマウントディス
プレーとVRシアターで、鉱山や宇
宙、海洋などのフィールドを仮想体験
しました。VRシアターでは、参加者

たちがスマホで撮影した写真をもとに
構築された3D画像も映し出され、驚
きの声があがりました。
　参加した中学3年生の女子生徒は、
「鉱山でここまでロボット化が進んで
いるとは知らなかったので、驚きまし
た。川村先生たちが自分の好きなこと
に取り組んでいる様子をみて、将来を
考える上で、研究者という職業にも興
味が湧きました」と話しました。ま
た、事後アンケートでは「VRの利点
や活用法を知ることができた」、「実際
に鉱山にいるような臨場感があった」
といった声が寄せられ、鉱山工学や
VR技術への理解や関心が深まったこ
とが伺えました。

（広報・社会連携本部）

サイエンスレクチャー2023「目の前が宇宙に！鉱山に！
これがバーチャルリアリティー」を開催

挨拶する南波教授

VRシアター体験の様子

講義をする川村教授

　大学院教育推進機構先端人材育成セ
ンターI-HoPは、10月16日（月）にオ
ンラインにて大学院留学生とポスドク
を対象とした日本でのアカデミック
キャリア構築に関するガイダンス
「Building Academic Career in Japan 
for International Students」を英語で
開催しました。
　当日は、若手博士に特化したキャリ
ア支援サービス博士情報エンジン
wakateを展開する株式会社エマージ
ングテクノロジーズから深澤知憲代表
取締役社長を講師に迎え、アカデミッ
クポジションを目指す場合の就職活動
のツールやスケジュール、アカデミッ

クキャリアを目指す場合に学生時代に
どのような活動をしておくべきか、採
用後に求められる役割等についての説
明の後、活発な質疑応答が行われまし
た。
　博士人材育成コンソーシアムの連携
大学を含む全国8大学（北海道大学、
東北大学、新潟大学、筑波大学、神戸
大学、兵庫県立大学、立命館大学、沖
縄科学技術大学院大学）から計65名の
留学生が参加し、終了後のアンケート
では「このようなセミナーを受けるチ
ャンスはこれまでなかったので、よい
機会だった」「アカデミックポストに
応募するためのプロセス、時間、必要

な資格など、多くのことを学ぶことが
できた」等のコメントが寄せられまし
た。
　本学は、学生の在籍数に占める留学
生の割合が博士後期課程の約3分の1、
修士課程の約4分の１となっており、
留学生向けの英語によるキャリア支援
は重要な課題となっています。I-HoP
では、大学院留学生の日本でのキャリ
アパスを広げるため、就職支援やトラ
ンスファラブルスキル強化など、英語
による多様なプログラムを展開してい
ます。

（大学院教育推進機構先端人材育成センター） 

大学院留学生向けアカデミックキャリアガイダンス“Building Academic 
Career in Japan for International Students”を英語で開催

深澤講師による講演
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「毒の不思議」　獣医学研究院　教授　石塚真由美

　身近な野菜や果物にも発がん性物質
が入っていることや、酸素も水も多す
ぎれば毒になると話した石塚教授は、
「すべてのものは毒である」というの
が毒性学における基本的な考えである
ことを伝えました。その上で、なぜ私
たちは毒の影響を受けずに過ごせるか
など、毒から身を守る仕組みを説明。

また、コアラとユーカリの関係を例に
挙げ、ユーカリが生き延びるために新
たな毒を作り出す一方で、コアラがそ
れを解毒できるよう対応していると話
し、生体防御機能として毒を利用する
生物と、それを食べる動物の攻防につ
いて解説しました。

生物の毒について解説する石塚教授

「いま学ぶアイヌ民族の歴史：先住民研究から世界を見る」　アイヌ・先住民研究センター　教授　加藤博文

　先住民考古学が専門の加藤教授は、
北海道を中心とした日本列島北部に暮
らしてきた先住民族であるアイヌ民族
の歴史を研究しています。講義では、
発掘した土器や遺跡を調査すること
で、アイヌ民族の文化や、当時の海外
との交易ルートなどが分かってきたこ

とを解説しました。また、世界には今
もおよそ3億7000万人の先住民族が暮
らし、世界文化遺産の多くが先住民族
に関わるものであることを紹介。アイ
ヌ民族のような、国家をもたない社会
の歴史を知ることは世界に不可欠な視
点だと話しました。

アイヌ民族の歴史について解説する加藤教授

「北海道の地震と地震観測」　理学研究院　技術専門員　一柳昌義（CoSMOS）

　一柳さんは、地震火山研究観測セン
ターで観測業務に従事する技術専門員
で、北海道の地震活動と今後発生が予
測される地震についての講義を行いま
した。札幌周辺には三つの断層があ
り、直下型では最大震度7の地震想定

や千島海溝型地震発生の場合は最大
25mクラスの津波が想定されており、
起きるかもしれない災害を自分の問題
として準備する事の重要さについて講
義を行いました。

地震計について説明する一柳技術専門員

「研究と技術のデザイン戦略」　創成研究機構グローバルファシリティセンター　特任助教　 佐々木隆太（CoSMOS）

　科学技術を「科学」と「技術」に分
けて考えてみましょうという切り口で
開始された講義では、身近な社会課題
（例えば新型コロナ感染症）を科学と
技術と社会、それぞれの意義と関係性
に分けて解説しました。後半には、大

学の研究と技術について、それらを支
え、協働する「人」に焦点をあてた説
明があり、科学のプロ（研究者）と技
術のプロ（技術者）がチームを組むこ
とで大きな成果を生み出す事例などが
紹介されました。

科学技術について解説する佐々木特任助教

リサーチタイムズ

フェイスブック

アカデミックファンタジスタとは？
　北海道大学の研究者が知の最前線を
出張講義や現場体験を通して高校生な
どに伝える事業、「アカデミックファン
タジスタ（Academic Fantasista）」。
内閣府が推進する「国民との科学・技
術対話」の一環として、北海道新聞社
の協力のもと2012年から継続的に実施
しています。今年度は北海道の高校等
を対象に31名の教員が講義を実施して
います。　

　北大の研究を発信するウェブマガジ
ン「リサーチタイムズ」や、Facebook
でも講義レポート等を随時更新中で
す。こちらもぜひご覧ください。
・リサーチタイムズ
https://www.hokudai.ac.jp/researchtimes/
academic-fantasista/
・Facebook 　　　　 
@Hokkaido.univ.taiwa

（広報・社会連携本部）

「国民との科学・技術対話」支援事業　アカデミックファンタジスタ
札幌開成SSH・北大CoSMOSとの連携授業を実施

日　　時：2023年10月18日（水）13:10－14:50
会　　場：市立札幌開成中等教育学校
参加生徒：3年生、4年生 約320名

「ナノテクノロジーが拓く新しい電池」　理学研究院　准教授　小林弘明

　生活に欠かせないリチウムイオン電
池。理学研究院の小林准教授は、リチ
ウムイオン電池の開発や、どのように
エネルギーを取り出しているかを分か
りやすく解説しました。また、現在の
課題である次世代電池の開発につい
て、リチウムに代わる元素を使用した
場合のメリット・デメリットを挙げ、

開発の難しさについて話しました。講
義の中で、高性能で安全な電池を開発
するためには、新しい材料を調べる必
要があり、そのためには知識が必要だ
と話した小林准教授。どんな研究であ
っても知識を得るために継続した学び
が必要だと語り、生徒たちへこれから
も楽しく学んでほしいと伝えました。

　10月18日（水）、市立札幌開成中等教
育学校のSSH（スーパーサイエンスハ
イスクール）事業、本学の技術支援・
設備共用コアステーション（CoSMOS）

との連携で「課題研究スタートアップ
セミナー2023」が開催され、アカデミッ
クファンタジスタから5名、CoSMOS
から2名の計7名が講義しました。アカ

デミックファンタジスタは、2021年度
からこの事業の講師派遣に協力してい
ます。

リチウムイオン電池の開発について解説する小林准教授

「人工知能を使って未来の医療を作る」　医学研究院　教授　工藤興亮

　現代社会において、様々な分野で実
用化されている人工知能（AI）。工藤
教授は、まずAIの基礎知識や歴史を
紹介した上で、医療現場におけるAI
を使った画像診断技術について、実際
の画像や映像を交えながら解説しまし
た。画質向上、病変の自動検出、自動
診断などの最新技術により、医療の質

の向上や医師の負担軽減に繋がってい
るといいます。さらに、昨今注目を浴
びているChat GPTの注意点や、今後
の医療AIの展望などを踏まえ、AIは
人間を楽にしてくれるツールである一
方で、危険性もあるので、上手に使っ
ていくことが大切だと生徒たちへ伝え
ました。 医療AIについて解説する工藤教授

「血管と病気」　歯学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点　教授　樋田京子

　全身に張り巡らされ、生体のライフ
ラインである「血管」。樋田教授は、
がん、心疾患、新型コロナウイルス感
染症などの病気の進行にも血管が密接
に関わっているといいます。がんなど
の病気では血管が新たに作られる「血
管新生」という現象があり、腫瘍の増
殖に重要な役割を果たしています。講

義では、その血管新生を阻害すること
で、がんの縮小や転移を防ぐ「血管新
生阻害療法」という新しいがん治療法
を解説。さらに、樋田研究室で現在取
り組んでいるがん腫瘍血管の異常性を
解明し、診断･治療への応用を目指す
研究の一部を紹介しました。

血管と病気の関係を解説する樋田教授
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「毒の不思議」　獣医学研究院　教授　石塚真由美

　身近な野菜や果物にも発がん性物質
が入っていることや、酸素も水も多す
ぎれば毒になると話した石塚教授は、
「すべてのものは毒である」というの
が毒性学における基本的な考えである
ことを伝えました。その上で、なぜ私
たちは毒の影響を受けずに過ごせるか
など、毒から身を守る仕組みを説明。

また、コアラとユーカリの関係を例に
挙げ、ユーカリが生き延びるために新
たな毒を作り出す一方で、コアラがそ
れを解毒できるよう対応していると話
し、生体防御機能として毒を利用する
生物と、それを食べる動物の攻防につ
いて解説しました。

生物の毒について解説する石塚教授

「いま学ぶアイヌ民族の歴史：先住民研究から世界を見る」　アイヌ・先住民研究センター　教授　加藤博文

　先住民考古学が専門の加藤教授は、
北海道を中心とした日本列島北部に暮
らしてきた先住民族であるアイヌ民族
の歴史を研究しています。講義では、
発掘した土器や遺跡を調査すること
で、アイヌ民族の文化や、当時の海外
との交易ルートなどが分かってきたこ

とを解説しました。また、世界には今
もおよそ3億7000万人の先住民族が暮
らし、世界文化遺産の多くが先住民族
に関わるものであることを紹介。アイ
ヌ民族のような、国家をもたない社会
の歴史を知ることは世界に不可欠な視
点だと話しました。

アイヌ民族の歴史について解説する加藤教授

「北海道の地震と地震観測」　理学研究院　技術専門員　一柳昌義（CoSMOS）

　一柳さんは、地震火山研究観測セン
ターで観測業務に従事する技術専門員
で、北海道の地震活動と今後発生が予
測される地震についての講義を行いま
した。札幌周辺には三つの断層があ
り、直下型では最大震度7の地震想定

や千島海溝型地震発生の場合は最大
25mクラスの津波が想定されており、
起きるかもしれない災害を自分の問題
として準備する事の重要さについて講
義を行いました。

地震計について説明する一柳技術専門員

「研究と技術のデザイン戦略」　創成研究機構グローバルファシリティセンター　特任助教　 佐々木隆太（CoSMOS）

　科学技術を「科学」と「技術」に分
けて考えてみましょうという切り口で
開始された講義では、身近な社会課題
（例えば新型コロナ感染症）を科学と
技術と社会、それぞれの意義と関係性
に分けて解説しました。後半には、大

学の研究と技術について、それらを支
え、協働する「人」に焦点をあてた説
明があり、科学のプロ（研究者）と技
術のプロ（技術者）がチームを組むこ
とで大きな成果を生み出す事例などが
紹介されました。

科学技術について解説する佐々木特任助教

リサーチタイムズ

フェイスブック

アカデミックファンタジスタとは？
　北海道大学の研究者が知の最前線を
出張講義や現場体験を通して高校生な
どに伝える事業、「アカデミックファン
タジスタ（Academic Fantasista）」。
内閣府が推進する「国民との科学・技
術対話」の一環として、北海道新聞社
の協力のもと2012年から継続的に実施
しています。今年度は北海道の高校等
を対象に31名の教員が講義を実施して
います。　

　北大の研究を発信するウェブマガジ
ン「リサーチタイムズ」や、Facebook
でも講義レポート等を随時更新中で
す。こちらもぜひご覧ください。
・リサーチタイムズ
https://www.hokudai.ac.jp/researchtimes/
academic-fantasista/
・Facebook 　　　　 
@Hokkaido.univ.taiwa

（広報・社会連携本部）

「国民との科学・技術対話」支援事業　アカデミックファンタジスタ
札幌開成SSH・北大CoSMOSとの連携授業を実施

日　　時：2023年10月18日（水）13:10－14:50
会　　場：市立札幌開成中等教育学校
参加生徒：3年生、4年生 約320名

「ナノテクノロジーが拓く新しい電池」　理学研究院　准教授　小林弘明

　生活に欠かせないリチウムイオン電
池。理学研究院の小林准教授は、リチ
ウムイオン電池の開発や、どのように
エネルギーを取り出しているかを分か
りやすく解説しました。また、現在の
課題である次世代電池の開発につい
て、リチウムに代わる元素を使用した
場合のメリット・デメリットを挙げ、

開発の難しさについて話しました。講
義の中で、高性能で安全な電池を開発
するためには、新しい材料を調べる必
要があり、そのためには知識が必要だ
と話した小林准教授。どんな研究であ
っても知識を得るために継続した学び
が必要だと語り、生徒たちへこれから
も楽しく学んでほしいと伝えました。

　10月18日（水）、市立札幌開成中等教
育学校のSSH（スーパーサイエンスハ
イスクール）事業、本学の技術支援・
設備共用コアステーション（CoSMOS）

との連携で「課題研究スタートアップ
セミナー2023」が開催され、アカデミッ
クファンタジスタから5名、CoSMOS
から2名の計7名が講義しました。アカ

デミックファンタジスタは、2021年度
からこの事業の講師派遣に協力してい
ます。

リチウムイオン電池の開発について解説する小林准教授

「人工知能を使って未来の医療を作る」　医学研究院　教授　工藤興亮

　現代社会において、様々な分野で実
用化されている人工知能（AI）。工藤
教授は、まずAIの基礎知識や歴史を
紹介した上で、医療現場におけるAI
を使った画像診断技術について、実際
の画像や映像を交えながら解説しまし
た。画質向上、病変の自動検出、自動
診断などの最新技術により、医療の質

の向上や医師の負担軽減に繋がってい
るといいます。さらに、昨今注目を浴
びているChat GPTの注意点や、今後
の医療AIの展望などを踏まえ、AIは
人間を楽にしてくれるツールである一
方で、危険性もあるので、上手に使っ
ていくことが大切だと生徒たちへ伝え
ました。 医療AIについて解説する工藤教授

「血管と病気」　歯学研究院／データ駆動型融合研究創発拠点　教授　樋田京子

　全身に張り巡らされ、生体のライフ
ラインである「血管」。樋田教授は、
がん、心疾患、新型コロナウイルス感
染症などの病気の進行にも血管が密接
に関わっているといいます。がんなど
の病気では血管が新たに作られる「血
管新生」という現象があり、腫瘍の増
殖に重要な役割を果たしています。講

義では、その血管新生を阻害すること
で、がんの縮小や転移を防ぐ「血管新
生阻害療法」という新しいがん治療法
を解説。さらに、樋田研究室で現在取
り組んでいるがん腫瘍血管の異常性を
解明し、診断･治療への応用を目指す
研究の一部を紹介しました。

血管と病気の関係を解説する樋田教授
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　広報・社会連携本部広報・コミュニ
ケーション部門、ダイバーシティ・イ
ンクルージョン推進本部及び社会共創
部広報課は、10月27日（金）に合同セ
ミナー「何から始める？多様性に配慮
した情報発信」を開催しました。教職
員を対象とした今回のセミナーは、包
括連携協定先である読売新聞北海道支
社から紹介いただいた、読売新聞生活
部長の小坂佳子氏を講師に迎え、対面
とオンラインあわせて約70名が参加し
ました。
　これまで食や保育、働き方などにつ
いて幅広く執筆してきた小坂氏は、
「多様性に配慮した表現に、今も日々
悩みながら取り組んでいる」と話した
うえで、記事では性別を不必要に強調
しないなど、自身の経験を交えた具体
例を挙げながら、留意すべき表現につ

いて説明しました。
　一人一人が多様性に配慮した視点を
持つためには、本や記事を読むこと
や、講演会に参加するなどして多様な
価値を知る努力をすることから始める
のが大切であると話した小坂氏は、情
報の受け手から予想外の反応があった
際には、まずはそれを受け止め、そし
て見過ごさないことが肝要であると強
調しました。その上で、職場のメンバ
ーと議論を重ねるなどその意見に向き
合い、必要に応じて表現を修正してい
くサイクルが大切であるとし、これを
繰り返しながら、時代に応じてアップ
デートすることが重要であるとしまし
た。
　一方で、こうした配慮は表現の幅を
狭めるものではなく、何を伝えたいか
を軸とするのが大切であると説明し、

多様性への配慮とは、気持ちよく社会
生活を送るために必要であり、今まで
我慢してきた人とはちがう人が我慢す
ることではなく、人として尊重し合う
ことであると訴えました。参加者から
は、「事例がたくさんあってとても分
かりやすかった」「日々、情報のアッ
プデートが必要だと感じた」といった
声が聞かれました。
　冒頭の挨拶は、広報・社会連携本部
広報・コミュニケーション部門長の南
波直樹教授が、司会は、同部門の川本
真奈美学術専門職が務めました。

　　　　　　　　　　　　　　　　
（広報・社会連携本部、

ダイバーシティ・インクルージョン推進本部、
社会共創部広報課）

広報・社会連携本部、ダイバーシティ・インクルージョン
推進本部及び社会共創部広報課が合同セミナー
「何から始める？多様性に配慮した情報発信」を開催

講演する小坂氏 会場の様子

　文学研究院では、令和5年度第3回
FD研修を10月13日（金）、Zoomによ
るオンライン形式で開催しました。講
師には、一般社団法人ジェンダー総合
研究所共同代表の濵田真里氏と安藤真
由美氏をお迎えし、「バイスタンダ
ー・トレーニングを用いたダイバーシ
ティ推進に関するFD」と題し、質疑
応答を含み約1時間にわたり実施しま
した。
　本FDは、関連知識を共有するた
め、事前に参加者に研修動画を視聴い
ただくところから始まり、当日は、講
師からバイスタンダーとは何か、バイ

スタンダーとして行動する際に重要な
点等について講演いただいた後、実際
にバイスタンダーとなった場合を想定
してのロールプレイを行う実践的なプ
ログラム構成でした。ロールプレイに
際しては参加者がバイスタンダーとし
ての対応を即興で考え、それに対する
講師からのコメントが共有されるな
ど、バイスタンダーの意義を含め、ダ
イバーシティ・インクルージョンにつ
いて主体的かつ具体的に考えるよい機
会となりました。
　また、本FDは、「2023年度 ダイバー
シティ・インクルージョン推進に向け

た部局等による取組支援プログラム」
採択事業として、ダイバーシティ・イ
ンクルージョン推進本部と共催で実施
しました。文学研究院だけでなく、ア
イヌ・先住民研究センター、人間知・
脳・AI研究教育センター及びアイヌ
共生推進本部からも参加があったほ
か、ダイバーシティ・インクルージョ
ン推進本部からも陪席をいただき、総
勢81名の教職員が参加した大変有意義
なFDとなりました。

（文学研究院）

文学研究院ＦＤ「バイスタンダー・トレーニングを用いた
ダイバーシティ推進に関するFD」を開催

ZoomによるFD研修の様子

■部局ニュース
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　広報・社会連携本部広報・コミュニ
ケーション部門、ダイバーシティ・イ
ンクルージョン推進本部及び社会共創
部広報課は、10月27日（金）に合同セ
ミナー「何から始める？多様性に配慮
した情報発信」を開催しました。教職
員を対象とした今回のセミナーは、包
括連携協定先である読売新聞北海道支
社から紹介いただいた、読売新聞生活
部長の小坂佳子氏を講師に迎え、対面
とオンラインあわせて約70名が参加し
ました。
　これまで食や保育、働き方などにつ
いて幅広く執筆してきた小坂氏は、
「多様性に配慮した表現に、今も日々
悩みながら取り組んでいる」と話した
うえで、記事では性別を不必要に強調
しないなど、自身の経験を交えた具体
例を挙げながら、留意すべき表現につ

いて説明しました。
　一人一人が多様性に配慮した視点を
持つためには、本や記事を読むこと
や、講演会に参加するなどして多様な
価値を知る努力をすることから始める
のが大切であると話した小坂氏は、情
報の受け手から予想外の反応があった
際には、まずはそれを受け止め、そし
て見過ごさないことが肝要であると強
調しました。その上で、職場のメンバ
ーと議論を重ねるなどその意見に向き
合い、必要に応じて表現を修正してい
くサイクルが大切であるとし、これを
繰り返しながら、時代に応じてアップ
デートすることが重要であるとしまし
た。
　一方で、こうした配慮は表現の幅を
狭めるものではなく、何を伝えたいか
を軸とするのが大切であると説明し、

多様性への配慮とは、気持ちよく社会
生活を送るために必要であり、今まで
我慢してきた人とはちがう人が我慢す
ることではなく、人として尊重し合う
ことであると訴えました。参加者から
は、「事例がたくさんあってとても分
かりやすかった」「日々、情報のアッ
プデートが必要だと感じた」といった
声が聞かれました。
　冒頭の挨拶は、広報・社会連携本部
広報・コミュニケーション部門長の南
波直樹教授が、司会は、同部門の川本
真奈美学術専門職が務めました。

　　　　　　　　　　　　　　　　
（広報・社会連携本部、

ダイバーシティ・インクルージョン推進本部、
社会共創部広報課）

広報・社会連携本部、ダイバーシティ・インクルージョン
推進本部及び社会共創部広報課が合同セミナー
「何から始める？多様性に配慮した情報発信」を開催

講演する小坂氏 会場の様子

　文学研究院では、令和5年度第3回
FD研修を10月13日（金）、Zoomによ
るオンライン形式で開催しました。講
師には、一般社団法人ジェンダー総合
研究所共同代表の濵田真里氏と安藤真
由美氏をお迎えし、「バイスタンダ
ー・トレーニングを用いたダイバーシ
ティ推進に関するFD」と題し、質疑
応答を含み約1時間にわたり実施しま
した。
　本FDは、関連知識を共有するた
め、事前に参加者に研修動画を視聴い
ただくところから始まり、当日は、講
師からバイスタンダーとは何か、バイ

スタンダーとして行動する際に重要な
点等について講演いただいた後、実際
にバイスタンダーとなった場合を想定
してのロールプレイを行う実践的なプ
ログラム構成でした。ロールプレイに
際しては参加者がバイスタンダーとし
ての対応を即興で考え、それに対する
講師からのコメントが共有されるな
ど、バイスタンダーの意義を含め、ダ
イバーシティ・インクルージョンにつ
いて主体的かつ具体的に考えるよい機
会となりました。
　また、本FDは、「2023年度 ダイバー
シティ・インクルージョン推進に向け

た部局等による取組支援プログラム」
採択事業として、ダイバーシティ・イ
ンクルージョン推進本部と共催で実施
しました。文学研究院だけでなく、ア
イヌ・先住民研究センター、人間知・
脳・AI研究教育センター及びアイヌ
共生推進本部からも参加があったほ
か、ダイバーシティ・インクルージョ
ン推進本部からも陪席をいただき、総
勢81名の教職員が参加した大変有意義
なFDとなりました。

（文学研究院）

文学研究院ＦＤ「バイスタンダー・トレーニングを用いた
ダイバーシティ推進に関するFD」を開催

ZoomによるFD研修の様子

■部局ニュース
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部局ニュース

　経済学部は、11月10日（金）、株式
会社北洋銀行と共同で開講している全
学教育科目「社会の認識『社会体験ワ
ークショップ』」をオープンコースウェ
アで無償公開しました。
　本ワークショップは、令和4年度か
ら引き続き開講しているものであり、
今回は今年4月〜7月に実施した授業の
一部をコンテンツ化したものです。
　各講義では、北海道を代表するゲス
ト企業等10社との対談形式で実社会の
課題や展望についてディスカッション
を行いました。
　企業説明会とは異なり、ゲスト講師
のリアルな体験談やキャリアについて
の授業は少なく、道外出身が多い北大
生にとって、道内企業を理解する貴重
な機会となりました。

　授業に参加した学生からは、「初め
て知る内容ばかりで驚いた」「関心の
ない情報に触れることは、知識の引き
出しを増やし、多様な価値観を知るこ
とに繋がると感じた」などのコメント
がありました。
　オープンコースウェアでは、ゲスト
企業等6社の講演動画と6社の講義資料
を公開しています。講演動画では現役
社員であるゲスト講師のリアルな体験
談を、講義資料ではゲスト企業等の取
組を閲覧できます。
　「社会体験ワークショップ」は、来
年度も継続して開講する予定です。

令和5年度公開対象のゲスト企業等
（全7社）※50音順：
株式会社岩谷技研、エコモット株式会

社、株式会社感動いちば、札幌市、野
口観光株式会社、北海道ガス株式会
社、株式会社北洋銀行（兼コーディネ
ーター）

公開先URL：
北海道大学オープンコースウェアウェ
ブサイト
社会の認識『社会体験ワークショップ』
https://ocw.hokudai.ac.jp/lecture/social
-experience-workshop2023

（経済学研究院・経済学院・経済学部）

「社会体験ワークショップ」オープンコースウェアで公開
～北海道大学、北洋銀行ほかによる社会体験のための実践的授業～

QRコード

講義資料（株式会社北洋銀行） 講義資料（株式会社感動いちば）

　経済学研究院地域経済経営ネットワ
ーク研究センターは、10月19日（木）
に、『北海道現代史　資料編2（産業・
経済）』刊行記念シンポジウム「現代
史から考える北海道の産業―新発見の
史料とともに―」を開催しました。
　対面とオンライン配信を併用したハ
イブリッド開催で、道外からも含め
て、対面・オンライン併せて80名を超
える方々に参加していただきました。
　シンポジウムは、講演とパネルディ
スカッションの2部構成で行われまし
た。
　北海道総務部行政局文書課道史編さ
ん室主幹の立澤修一氏の講演では、道
史編さん事業の概要と経過について、
北海道の施策における位置づけや編さ

ん事業の全体像にも触れながらご説明
いただき、『北海道現代史　資料編2
（産業・経済）』がどのような取り組
みの成果なのかをお話しいただきまし
た。
　北海学園大学経済学部の板垣　暁教
授からは、「工業」部門を担当した調
査研究委員の立場から、企業史料がも
つ面白さや取り扱いの難しさについて
語られました。
　本学経済学研究院の満薗　勇准教授
からは、「商業」部門を担当した調査
研究委員として、企業に協力を仰ぐ際
の具体的なアプローチについて、セイ
コーマートの事例を中心に説明されま
した。
　北海学園大学経済学部の市川大祐教

授からは、「交通」部門を担当した調
査研究委員として、定山渓鉄道に関す
る史料調査のエピソードとともに、北
海道の抱える公共交通問題に歴史が示
唆を与えうることをお話しいただきま
した。
　パネルディスカッションでは、歴史
資料のデジタル化をめぐる問題点や、
編さん事業で収集した史料のその後の
取り扱い、道内各地の諸自治体との連
携の可能性などに議論が及びました。
北海道の歴史をまとめた『北海道現代
史　資料編2（産業・経済）』を、一般
の方々にも身近に感じてもらえる機会
となりました。

（経済学研究院・経済学院・経済学部）

経済学研究院地域経済経営ネットワーク研究センターが
シンポジウムを開催

講演する立澤氏（写真左）、板垣氏（写真右）

パネルディスカッションの様子

講演する満薗准教授（写真左）、市川氏（写真右）
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　経済学部は、11月10日（金）、株式
会社北洋銀行と共同で開講している全
学教育科目「社会の認識『社会体験ワ
ークショップ』」をオープンコースウェ
アで無償公開しました。
　本ワークショップは、令和4年度か
ら引き続き開講しているものであり、
今回は今年4月〜7月に実施した授業の
一部をコンテンツ化したものです。
　各講義では、北海道を代表するゲス
ト企業等10社との対談形式で実社会の
課題や展望についてディスカッション
を行いました。
　企業説明会とは異なり、ゲスト講師
のリアルな体験談やキャリアについて
の授業は少なく、道外出身が多い北大
生にとって、道内企業を理解する貴重
な機会となりました。

　授業に参加した学生からは、「初め
て知る内容ばかりで驚いた」「関心の
ない情報に触れることは、知識の引き
出しを増やし、多様な価値観を知るこ
とに繋がると感じた」などのコメント
がありました。
　オープンコースウェアでは、ゲスト
企業等6社の講演動画と6社の講義資料
を公開しています。講演動画では現役
社員であるゲスト講師のリアルな体験
談を、講義資料ではゲスト企業等の取
組を閲覧できます。
　「社会体験ワークショップ」は、来
年度も継続して開講する予定です。

令和5年度公開対象のゲスト企業等
（全7社）※50音順：
株式会社岩谷技研、エコモット株式会

社、株式会社感動いちば、札幌市、野
口観光株式会社、北海道ガス株式会
社、株式会社北洋銀行（兼コーディネ
ーター）

公開先URL：
北海道大学オープンコースウェアウェ
ブサイト
社会の認識『社会体験ワークショップ』
https://ocw.hokudai.ac.jp/lecture/social
-experience-workshop2023

（経済学研究院・経済学院・経済学部）

「社会体験ワークショップ」オープンコースウェアで公開
～北海道大学、北洋銀行ほかによる社会体験のための実践的授業～

QRコード

講義資料（株式会社北洋銀行） 講義資料（株式会社感動いちば）

　経済学研究院地域経済経営ネットワ
ーク研究センターは、10月19日（木）
に、『北海道現代史　資料編2（産業・
経済）』刊行記念シンポジウム「現代
史から考える北海道の産業―新発見の
史料とともに―」を開催しました。
　対面とオンライン配信を併用したハ
イブリッド開催で、道外からも含め
て、対面・オンライン併せて80名を超
える方々に参加していただきました。
　シンポジウムは、講演とパネルディ
スカッションの2部構成で行われまし
た。
　北海道総務部行政局文書課道史編さ
ん室主幹の立澤修一氏の講演では、道
史編さん事業の概要と経過について、
北海道の施策における位置づけや編さ

ん事業の全体像にも触れながらご説明
いただき、『北海道現代史　資料編2
（産業・経済）』がどのような取り組
みの成果なのかをお話しいただきまし
た。
　北海学園大学経済学部の板垣　暁教
授からは、「工業」部門を担当した調
査研究委員の立場から、企業史料がも
つ面白さや取り扱いの難しさについて
語られました。
　本学経済学研究院の満薗　勇准教授
からは、「商業」部門を担当した調査
研究委員として、企業に協力を仰ぐ際
の具体的なアプローチについて、セイ
コーマートの事例を中心に説明されま
した。
　北海学園大学経済学部の市川大祐教

授からは、「交通」部門を担当した調
査研究委員として、定山渓鉄道に関す
る史料調査のエピソードとともに、北
海道の抱える公共交通問題に歴史が示
唆を与えうることをお話しいただきま
した。
　パネルディスカッションでは、歴史
資料のデジタル化をめぐる問題点や、
編さん事業で収集した史料のその後の
取り扱い、道内各地の諸自治体との連
携の可能性などに議論が及びました。
北海道の歴史をまとめた『北海道現代
史　資料編2（産業・経済）』を、一般
の方々にも身近に感じてもらえる機会
となりました。

（経済学研究院・経済学院・経済学部）

経済学研究院地域経済経営ネットワーク研究センターが
シンポジウムを開催

講演する立澤氏（写真左）、板垣氏（写真右）

パネルディスカッションの様子

講演する満薗准教授（写真左）、市川氏（写真右）
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　9月22日（金）、北海道大学物質科学
フロンティアを開拓するアンビシャス
リーダー育成プログラム（ALP）6期
生の朱　瑞傑氏（総合化学院）の修了
式が、理学部本館大会議室にて執り行
われました。ALPとは物質科学を中心
に分野横断的に学び、社会人として高
い能力を養い、学位取得後には学術・
研究機関だけではなく民間企業など社
会の広い分野で国際的に活躍する人材
を育成するための博士課程大学院教育
プログラムです。令和2年3月に文部科

学省の補助金事業としての補助期間は
終了しましたが、北大の事業として継
続して活動しています。
　会場となったのは90年以上の歴史が
ある理学部本館大会議室です。修了証
書授与のあと、朱氏がこれまでの活動
を振り返って、挨拶を述べ会場から大
きな拍手が送られました。続いて、石
森浩一郎理学研究院教授（プログラム
コーディネーター・副学長）が朱氏に
エールの言葉を送りました。
　詳細はウェブマガジンPh.Discover 

https://phdiscover.jp/phd/article/2364
をご覧ください。

（総合化学院・理学院・工学院・
環境科学院・生命科学院）

令和5年度北海道大学物質科学フロンティアを開拓する
アンビシャスリーダー育成プログラム修了式を開催

修了の挨拶を述べる朱氏

朱氏（中央）を囲んだ集合写真

はなむけの言葉を贈るコーディネーターの石森教授

QRコード

　9月22日（金）、2023年度北海道大学
スマート物質科学を拓くアンビシャス
プログラム（以下、SMatS）の第4期
生（博士後期課程1年次1名、10月入
学）と第5期生（修士課程1年次6名）
の採用式が理学部本館大会議室にて執
り行われました。このプログラムは、
広義の物質科学分野を専門とする大学
院生に対して、専門分野の研究にとど
まることなく、スマート物質科学力並
びに社会実装実現力を養成するもので
す。第4期までは博士後期課程の学生

を対象としていましたが、第5期より
対象を修士課程の学生に拡張しまし
た。武次徹也コーディネーター（理学
研究院教授）が7名のプログラム生に
認定証を授与しました。
　会場となったのは90年以上の歴史が
ある理学部本館大会議室です。第4期
生、第5期生として採用された7名は、
これから数理科学、計算化学、データ
科学の実践力を学びながら異分野融合
あるいは産学官連携のDXプログラム
にも取り組みます。

　詳細はウェブマガジンPh.Discover 
https://phdiscover.jp/phd/article/2356
をご覧ください。

（総合化学院・理学院・工学院・環境
科学院・生命科学院・情報科学院）

2023年度北海道大学スマート物質科学を拓く
アンビシャスプログラム第4・5期生採用式を開催

プログラム教員と第4・5期生の集合写真

採用式の会場となった理学部本館大会議室

コーディネーターの武次教授

QRコード



北大時報  No.836／令和5年（2023年）11月 57

部局ニュース

　9月22日（金）、北海道大学物質科学
フロンティアを開拓するアンビシャス
リーダー育成プログラム（ALP）6期
生の朱　瑞傑氏（総合化学院）の修了
式が、理学部本館大会議室にて執り行
われました。ALPとは物質科学を中心
に分野横断的に学び、社会人として高
い能力を養い、学位取得後には学術・
研究機関だけではなく民間企業など社
会の広い分野で国際的に活躍する人材
を育成するための博士課程大学院教育
プログラムです。令和2年3月に文部科

学省の補助金事業としての補助期間は
終了しましたが、北大の事業として継
続して活動しています。
　会場となったのは90年以上の歴史が
ある理学部本館大会議室です。修了証
書授与のあと、朱氏がこれまでの活動
を振り返って、挨拶を述べ会場から大
きな拍手が送られました。続いて、石
森浩一郎理学研究院教授（プログラム
コーディネーター・副学長）が朱氏に
エールの言葉を送りました。
　詳細はウェブマガジンPh.Discover 

https://phdiscover.jp/phd/article/2364
をご覧ください。

（総合化学院・理学院・工学院・
環境科学院・生命科学院）

令和5年度北海道大学物質科学フロンティアを開拓する
アンビシャスリーダー育成プログラム修了式を開催

修了の挨拶を述べる朱氏

朱氏（中央）を囲んだ集合写真

はなむけの言葉を贈るコーディネーターの石森教授

QRコード

　9月22日（金）、2023年度北海道大学
スマート物質科学を拓くアンビシャス
プログラム（以下、SMatS）の第4期
生（博士後期課程1年次1名、10月入
学）と第5期生（修士課程1年次6名）
の採用式が理学部本館大会議室にて執
り行われました。このプログラムは、
広義の物質科学分野を専門とする大学
院生に対して、専門分野の研究にとど
まることなく、スマート物質科学力並
びに社会実装実現力を養成するもので
す。第4期までは博士後期課程の学生

を対象としていましたが、第5期より
対象を修士課程の学生に拡張しまし
た。武次徹也コーディネーター（理学
研究院教授）が7名のプログラム生に
認定証を授与しました。
　会場となったのは90年以上の歴史が
ある理学部本館大会議室です。第4期
生、第5期生として採用された7名は、
これから数理科学、計算化学、データ
科学の実践力を学びながら異分野融合
あるいは産学官連携のDXプログラム
にも取り組みます。

　詳細はウェブマガジンPh.Discover 
https://phdiscover.jp/phd/article/2356
をご覧ください。

（総合化学院・理学院・工学院・環境
科学院・生命科学院・情報科学院）

2023年度北海道大学スマート物質科学を拓く
アンビシャスプログラム第4・5期生採用式を開催

プログラム教員と第4・5期生の集合写真

採用式の会場となった理学部本館大会議室

コーディネーターの武次教授

QRコード
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部局ニュース

　9月4日（月）〜7日（木）の間、戦
略的国際連携先である豪州メルボルン
大学（以下、「UoM」）医学・歯学・
保健科学研究院を、保健科学研究院長
の矢野理香副理事、環境健康科学研究
教育センターの山内太郎センター長、
保健科学研究院の澤村大輔教授、同研
究院の宍戸　穂助教、国際連携機構の
植村妙菜URAが訪問しました。両研
究院の連携は、両校で2022年に立ち上
げたマッチングファンドを起爆剤と
し、高齢者医療、住環境における研究
者交流が始まったことに起因します。
両校連携のキックオフとなった2022年
の「ヘルシーエイジングに係るバーチ
ャルコンフェレンス」でもこれらのト
ピックが取り上げられ、互いの共通関
心を広く認識していました。
　今般の訪問では、本学保健科学研究

院及び保健科学院とUoMの医学・歯
学・保健科学研究院及び保健科学院の
学術連携に係る部局間交流協定を締結
し、医学・歯学・保健科学研究院で国
際連携を担当するマイク・マガキン副
研究院長、研究担当のアリシア・スピ
トル准研究院長、ノサル・グローバル
ヘルス研究所のキャシー・ヴォーン所
長、ブルース・トンプソン保健科学院
長、マリー・ゲルツ看護学科長、フィ
オナ・ドブソン理学療法学科長、アン
ドリュー・メータ検眼・視覚科学科長
と、広く今後の連携の可能性を探る会
談を行いました。
　また、ヘルスケアシステムのデジタ
ル化に伴う実装時に臨床現場で生じ得
るトラブル検証を行う、健康デジタル
トランスフォーメーションセンター、
研究者派遣を行っている地域医療機関

の一つ、オースティン・ヘルス、メル
ボルンブレインセンター、看護学科及
び検眼・視覚科学科の教室を訪問し、
教育現場を見学しました。訪問期間中
には、澤村教授の検眼・視覚科学科、
フローリー脳科学・メンタルヘルス研
究所での2回の講演があり、広く関心
のある研究者からのフィードバックが
寄せられました。グローバルヘルスと
コミュニティ連携、医療看護人材の労
働力確保と業務管理、医療者自身の健
康管理・労働環境改善、認知症やアル
ツハイマー病を含めた脳科学、高齢者
のためのアライドヘルスケアと、広く
研究連携の種があることを改めて意識
し、今後の発展が期待される訪問とな
りました。

（保健科学研究院、国際連携機構）

保健科学研究院長一行がメルボルン大学を訪問

トンプソン保健科学院長との部局間交流協定締結署名

研究連携を探る会談

マガキン医学・歯学・保健科学副研究院長と
矢野保健科学研究院長

澤村教授の講演

　医学部及び歯学部では、9月28日
（木）に、学術交流会館において、こ
の1年間に系統解剖、病理解剖及び法
医解剖のため、本学に尊い御遺体を捧
げられ、その御遺体を通して病因・病
態の究明に、あるいは人体構造機能の
理解に、貴重な御教示を遺された554
名の御霊の御冥福をお祈りするため、
慰霊式を執り行いました。

　慰霊式には、御遺族、寳金清博総
長、畠山鎮次医学部長、網塚憲生歯学
部長、矢野理香保健科学研究院長、渥
美達也病院長、学外関係者、教職員、
学生等約281名が参列しました。
　式は解剖体御芳名奉読の後、参列者
全員による黙祷を行い、次いで、畠山
医学部長及び網塚歯学部長から、御霊
の御意志に報いるためにも一層の教

育・研究・診療の発展に努めたい旨の
追悼の辞がありました。その後、参列
者による献花を行い、最後に畠山医学
部長から謝辞があり、慰霊式は厳粛の
うちに終了しました。

（医学院・医学研究院・医学部、
歯学院・歯学研究院・歯学部）

医学部・歯学部合同慰霊式を挙行

追悼の辞を述べる畠山医学部長

献花をする寳金総長

追悼の辞を述べる網塚歯学部長

謝辞を述べる畠山医学部長及び網塚歯学部長
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部局ニュース

　9月4日（月）〜7日（木）の間、戦
略的国際連携先である豪州メルボルン
大学（以下、「UoM」）医学・歯学・
保健科学研究院を、保健科学研究院長
の矢野理香副理事、環境健康科学研究
教育センターの山内太郎センター長、
保健科学研究院の澤村大輔教授、同研
究院の宍戸　穂助教、国際連携機構の
植村妙菜URAが訪問しました。両研
究院の連携は、両校で2022年に立ち上
げたマッチングファンドを起爆剤と
し、高齢者医療、住環境における研究
者交流が始まったことに起因します。
両校連携のキックオフとなった2022年
の「ヘルシーエイジングに係るバーチ
ャルコンフェレンス」でもこれらのト
ピックが取り上げられ、互いの共通関
心を広く認識していました。
　今般の訪問では、本学保健科学研究

院及び保健科学院とUoMの医学・歯
学・保健科学研究院及び保健科学院の
学術連携に係る部局間交流協定を締結
し、医学・歯学・保健科学研究院で国
際連携を担当するマイク・マガキン副
研究院長、研究担当のアリシア・スピ
トル准研究院長、ノサル・グローバル
ヘルス研究所のキャシー・ヴォーン所
長、ブルース・トンプソン保健科学院
長、マリー・ゲルツ看護学科長、フィ
オナ・ドブソン理学療法学科長、アン
ドリュー・メータ検眼・視覚科学科長
と、広く今後の連携の可能性を探る会
談を行いました。
　また、ヘルスケアシステムのデジタ
ル化に伴う実装時に臨床現場で生じ得
るトラブル検証を行う、健康デジタル
トランスフォーメーションセンター、
研究者派遣を行っている地域医療機関

の一つ、オースティン・ヘルス、メル
ボルンブレインセンター、看護学科及
び検眼・視覚科学科の教室を訪問し、
教育現場を見学しました。訪問期間中
には、澤村教授の検眼・視覚科学科、
フローリー脳科学・メンタルヘルス研
究所での2回の講演があり、広く関心
のある研究者からのフィードバックが
寄せられました。グローバルヘルスと
コミュニティ連携、医療看護人材の労
働力確保と業務管理、医療者自身の健
康管理・労働環境改善、認知症やアル
ツハイマー病を含めた脳科学、高齢者
のためのアライドヘルスケアと、広く
研究連携の種があることを改めて意識
し、今後の発展が期待される訪問とな
りました。

（保健科学研究院、国際連携機構）

保健科学研究院長一行がメルボルン大学を訪問

トンプソン保健科学院長との部局間交流協定締結署名

研究連携を探る会談

マガキン医学・歯学・保健科学副研究院長と
矢野保健科学研究院長

澤村教授の講演

　医学部及び歯学部では、9月28日
（木）に、学術交流会館において、こ
の1年間に系統解剖、病理解剖及び法
医解剖のため、本学に尊い御遺体を捧
げられ、その御遺体を通して病因・病
態の究明に、あるいは人体構造機能の
理解に、貴重な御教示を遺された554
名の御霊の御冥福をお祈りするため、
慰霊式を執り行いました。

　慰霊式には、御遺族、寳金清博総
長、畠山鎮次医学部長、網塚憲生歯学
部長、矢野理香保健科学研究院長、渥
美達也病院長、学外関係者、教職員、
学生等約281名が参列しました。
　式は解剖体御芳名奉読の後、参列者
全員による黙祷を行い、次いで、畠山
医学部長及び網塚歯学部長から、御霊
の御意志に報いるためにも一層の教

育・研究・診療の発展に努めたい旨の
追悼の辞がありました。その後、参列
者による献花を行い、最後に畠山医学
部長から謝辞があり、慰霊式は厳粛の
うちに終了しました。

（医学院・医学研究院・医学部、
歯学院・歯学研究院・歯学部）

医学部・歯学部合同慰霊式を挙行

追悼の辞を述べる畠山医学部長

献花をする寳金総長

追悼の辞を述べる網塚歯学部長

謝辞を述べる畠山医学部長及び網塚歯学部長
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部局ニュース

　かねてより進められてきた旧昆虫学
及養蚕学教室の改修工事が終了したた
め、9月28日（木）に北海道大学ワイ
ン教育研究センターとしての開所式が
挙行されました。旧昆虫学及養蚕学教
室は、120年以上前の1901年に建築さ
れ、現キャンパスに移転した時に建て
られた校舎の中で現存する最古のもの
です。また、この建物の裏手北側に
は、1927年に建築された昆虫標本室が
あります。100年に及ぶ風雪に耐えた
この2つの建物を改修・再生し、さら
に次の100年に耐えうる北大のシンボ
ルとなるようにと、本改修は行われま
した。
　前農学研究院長の西邑隆徳教授のリ
ーダーシップのもと、工学研究院建築
デザイン研究室の小澤丈夫教授により
設計され、創建当時の梁を活かし、そ
の建築様式が見られるように工夫され
た天井部や、創建当時の姿を再現した
シャンデリアベースなど、隅々に工夫
が施されています。床材などに本学研
究林のシラカバ材が使われるなど、現

在の北大との融合も図られた設計にな
っております。本改修は、文部科学省
施設整備事業費に加え、卒業生や関連
企業から合計1億円を超える寄附をい
ただき実現しました。
　改修した建物は、北海道大学ワイン
教育研究センターと名付けられ、農学
研究院連携研究部門融合研究分野寄附
講座北海道ワインのヌーヴェルヴァー
グ研究室を中心とした共同プロジェク
ト拠点「北海道ワイン教育研究センタ
ー」の教育研究活動の拠点として機能
していきます。北海道のワイン産業は
急速に発展し、山梨県、長野県に次ぐ
国内第3位の57ワイナリーを数えるま
でになりました。
　本学では、北海道経済部と協力し
「北海道ワインアカデミー」などワイ
ン産業の支援を行ってきましたが、
2021年4月にコープさっぽろ、ニトリ
ホールディングス、道内ワイナリー等
の寄附により寄附講座「北海道ワイン
のヌーヴェルヴァーグ研究室」を設置
し、2022年には上記共同プロジェクト

拠点を開設し、複数部局の教員が参加
しワインの生産から消費に至るまでの
諸問題を解決すべく研究を行っていま
す。また、北海道や道内研究機関等と
運営するワイン産業支援組織「北海道
－ワインプラットフォーム」の活動に
も、このワイン教育研究センターの建
物が使われていく予定です。
　開所式には、鈴木直道北海道知事を
はじめ、土屋俊亮北海道副知事、生活
協同組合コープさっぽろの中島則裕理
事長補佐、株式会社ニトリパブリック
の荒井　功代表取締役社長、株式会社
クボタの木村浩人取締役専務執行役
員、北海道経済連合会の藤井　裕会
長、北海道経済同友会の勝田直樹監事
らを来賓としてお招きし、北海道内外
から約60名の出席がありました。開所
式は寳金清博総長のあいさつ、来賓祝
辞、ワイン教育研究センター概要説明
のあと、棟内見学会を行いました。

（農学院・農学研究院・農学部）

北海道大学ワイン教育研究センター開所式を挙行

開所式を挙行した北海道大学ワイン教育研究センター

　工学研究院・情報科学研究院・量子
集積エレクトロニクス研究センター
は、10月6日（金）、ハラスメント相談
室の上田絵理専門相談員、木村純一専
門相談員を講師にお招きして、「工学
研究院・情報科学研究院・量子集積エ
レクトロニクス研究センター　ハラス
メント防止研修会」を開催しました。
　昨今アカデミック・ハラスメントな
ど種々のハラスメントに対する認識が
急速に高まっており、教職員の意識向
上が求められています。しかしなが
ら、どのような言動・行動がハラスメ

ントに当たるのか、どのような点に気
を付ける必要があるのか等について十
分な認識を有していないため、学生、
教職員への対応に苦慮する場面が少な
くない現状を踏まえ、ハラスメントに
対する理解を醸成するとともに、防止
のための意識向上を図ることを目的と
して開催しました。
　研修会はハイブリッド形式で行わ
れ、工学研究院・情報科学研究院・量
子集積エレクトロニクス研究センター
の教職員約70名が参加しました。
　ハラスメント相談室の上田専門相談

員、木村専門相談員から、セクシャ
ル・ハラスメント、アカデミック・ハ
ラスメント、パワー・ハラスメント等
の実例、ハラスメントが問題となる理
由、加害者にならないための注意点、
アンガーマネジメント、被害を受けた
時の対応法などについて説明いただき
ました。
　講演後は質疑応答が活発に行われ、
たいへん有意義な研修会となりました。

（工学研究院・情報科学研究院・
量子集積エレクトロニクス研究センター）

FD研修「工学研究院・情報科学研究院・量子集積エレクトロニ
クス研究センター ハラスメント防止研修会」を開催

講師の上田専門相談員（右）、木村専門相談員（左） 講演会の様子
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部局ニュース

　かねてより進められてきた旧昆虫学
及養蚕学教室の改修工事が終了したた
め、9月28日（木）に北海道大学ワイ
ン教育研究センターとしての開所式が
挙行されました。旧昆虫学及養蚕学教
室は、120年以上前の1901年に建築さ
れ、現キャンパスに移転した時に建て
られた校舎の中で現存する最古のもの
です。また、この建物の裏手北側に
は、1927年に建築された昆虫標本室が
あります。100年に及ぶ風雪に耐えた
この2つの建物を改修・再生し、さら
に次の100年に耐えうる北大のシンボ
ルとなるようにと、本改修は行われま
した。
　前農学研究院長の西邑隆徳教授のリ
ーダーシップのもと、工学研究院建築
デザイン研究室の小澤丈夫教授により
設計され、創建当時の梁を活かし、そ
の建築様式が見られるように工夫され
た天井部や、創建当時の姿を再現した
シャンデリアベースなど、隅々に工夫
が施されています。床材などに本学研
究林のシラカバ材が使われるなど、現

在の北大との融合も図られた設計にな
っております。本改修は、文部科学省
施設整備事業費に加え、卒業生や関連
企業から合計1億円を超える寄附をい
ただき実現しました。
　改修した建物は、北海道大学ワイン
教育研究センターと名付けられ、農学
研究院連携研究部門融合研究分野寄附
講座北海道ワインのヌーヴェルヴァー
グ研究室を中心とした共同プロジェク
ト拠点「北海道ワイン教育研究センタ
ー」の教育研究活動の拠点として機能
していきます。北海道のワイン産業は
急速に発展し、山梨県、長野県に次ぐ
国内第3位の57ワイナリーを数えるま
でになりました。
　本学では、北海道経済部と協力し
「北海道ワインアカデミー」などワイ
ン産業の支援を行ってきましたが、
2021年4月にコープさっぽろ、ニトリ
ホールディングス、道内ワイナリー等
の寄附により寄附講座「北海道ワイン
のヌーヴェルヴァーグ研究室」を設置
し、2022年には上記共同プロジェクト

拠点を開設し、複数部局の教員が参加
しワインの生産から消費に至るまでの
諸問題を解決すべく研究を行っていま
す。また、北海道や道内研究機関等と
運営するワイン産業支援組織「北海道
－ワインプラットフォーム」の活動に
も、このワイン教育研究センターの建
物が使われていく予定です。
　開所式には、鈴木直道北海道知事を
はじめ、土屋俊亮北海道副知事、生活
協同組合コープさっぽろの中島則裕理
事長補佐、株式会社ニトリパブリック
の荒井　功代表取締役社長、株式会社
クボタの木村浩人取締役専務執行役
員、北海道経済連合会の藤井　裕会
長、北海道経済同友会の勝田直樹監事
らを来賓としてお招きし、北海道内外
から約60名の出席がありました。開所
式は寳金清博総長のあいさつ、来賓祝
辞、ワイン教育研究センター概要説明
のあと、棟内見学会を行いました。

（農学院・農学研究院・農学部）

北海道大学ワイン教育研究センター開所式を挙行

開所式を挙行した北海道大学ワイン教育研究センター

　工学研究院・情報科学研究院・量子
集積エレクトロニクス研究センター
は、10月6日（金）、ハラスメント相談
室の上田絵理専門相談員、木村純一専
門相談員を講師にお招きして、「工学
研究院・情報科学研究院・量子集積エ
レクトロニクス研究センター　ハラス
メント防止研修会」を開催しました。
　昨今アカデミック・ハラスメントな
ど種々のハラスメントに対する認識が
急速に高まっており、教職員の意識向
上が求められています。しかしなが
ら、どのような言動・行動がハラスメ

ントに当たるのか、どのような点に気
を付ける必要があるのか等について十
分な認識を有していないため、学生、
教職員への対応に苦慮する場面が少な
くない現状を踏まえ、ハラスメントに
対する理解を醸成するとともに、防止
のための意識向上を図ることを目的と
して開催しました。
　研修会はハイブリッド形式で行わ
れ、工学研究院・情報科学研究院・量
子集積エレクトロニクス研究センター
の教職員約70名が参加しました。
　ハラスメント相談室の上田専門相談

員、木村専門相談員から、セクシャ
ル・ハラスメント、アカデミック・ハ
ラスメント、パワー・ハラスメント等
の実例、ハラスメントが問題となる理
由、加害者にならないための注意点、
アンガーマネジメント、被害を受けた
時の対応法などについて説明いただき
ました。
　講演後は質疑応答が活発に行われ、
たいへん有意義な研修会となりました。

（工学研究院・情報科学研究院・
量子集積エレクトロニクス研究センター）

FD研修「工学研究院・情報科学研究院・量子集積エレクトロニ
クス研究センター ハラスメント防止研修会」を開催

講師の上田専門相談員（右）、木村専門相談員（左） 講演会の様子



北大時報  No.836／令和5年（2023年）11月62

部局ニュース

　農学部では、10月14日（土）にあぐ
り大学を開催しました。あぐり大学と
は、北海道大学農学部と北海道新聞編
集局が2014年度から一緒に行っている
連続親子講座で、「食と農」につい
て、頭と体を使って学ぶ体験的講座で
す。
　第38回となる今回は、4年ぶりの開
催となり、「炭は未来のエネルギー」
と題して、岩渕和則教授（循環農業シ

ステム工学研究室）があぐり博士を担
当しました。
　炭は植物から造ることができるの
で、バナナを食べた後捨ててしまうバ
ナナの皮のようなものが再生可能な燃
料になります。これは食品廃棄物を減
らすこともできて、二酸化炭素を増や
してしまう化石燃料の使用を減らすこ
とに繋がります。また、燃料以外にも
使い道があり、畑にまいて使うと、畑

の土を良くして作物の成長を助けるこ
となどが説明されました。
　参加者の子どもたちからは、「楽し
かった！」という声が多く聞かれ、満
足された様子で盛況のうちに終了しま
した。

（農学部）

農学部において第38回あぐり大学「炭は未来のエネルギー」を開催

あぐり博士（岩渕教授）の説明を聞く参加者の様子

炭が燃焼する様子を観察

スライドを使って炭に関するクイズに挑戦

バナナから造ったバナナ炭

　農学研究院食水土資源グローバルセ
ンター（以下GCF）は、国際食資源学
院及び保健科学研究院との共催、さら
にはSDGs事業推進本部、アフリカ研究
会、国際連携研究教育局（GI-CoRE）
の後援により、9月29日（金）に農学
部大講堂において英語と日本語による
国際シンポジウムを開催し、オンライ
ンでも配信されました。
　第1部の基調講演では、本学農学部
卒業生であり、開発経済学の第一人者
である大塚啓二郎氏から「Rice Green 
Revolution in sub-Saharan Africa」と

題してご講演いただきました。
　第2部のポスター発表では、学部生、
大学院生19名が英語で発表を行い、講
演者、国際食資源学院の教員による審
査の結果、3名が優秀ポスター賞を受
賞しました。
　第3部のパネルディスカッションで
は、三次啓都氏をファシリテーターと
して迎え、Ikabongo Mukumbuta氏、
一條洋子氏、寺田佐恵子氏、山内太郎
氏の4名の研究者がアフリカ各国の直
面する農業・環境問題についてフィー
ルドワークの視点から発表を行い、ア

フリカの将来像について活発な議論を
交わしました。
　当日は、80名が来場し、オンライン
では60名の参加がありました。講演後
の質疑応答では、来場者のみならず、
オンライン参加者からも質問があり、
ポスター発表の場も活気に満ち、多く
の参加者にとって大変有意義な機会と
なりました。講演者、発表者、ご参加
いただいた皆様に感謝申し上げます。

（農学研究院）

国際シンポジウム「Solutions to address food and environmental 
problems－ Visions for the future of Africa －食料問題・環境問題の
解決に向けて―アフリカの将来像を描く―」を開催

第1部基調講演（大塚氏）

第3部パネルディスカッションの様子

第2部ポスター発表の様子
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　農学部では、10月14日（土）にあぐ
り大学を開催しました。あぐり大学と
は、北海道大学農学部と北海道新聞編
集局が2014年度から一緒に行っている
連続親子講座で、「食と農」につい
て、頭と体を使って学ぶ体験的講座で
す。
　第38回となる今回は、4年ぶりの開
催となり、「炭は未来のエネルギー」
と題して、岩渕和則教授（循環農業シ

ステム工学研究室）があぐり博士を担
当しました。
　炭は植物から造ることができるの
で、バナナを食べた後捨ててしまうバ
ナナの皮のようなものが再生可能な燃
料になります。これは食品廃棄物を減
らすこともできて、二酸化炭素を増や
してしまう化石燃料の使用を減らすこ
とに繋がります。また、燃料以外にも
使い道があり、畑にまいて使うと、畑

の土を良くして作物の成長を助けるこ
となどが説明されました。
　参加者の子どもたちからは、「楽し
かった！」という声が多く聞かれ、満
足された様子で盛況のうちに終了しま
した。

（農学部）

農学部において第38回あぐり大学「炭は未来のエネルギー」を開催

あぐり博士（岩渕教授）の説明を聞く参加者の様子

炭が燃焼する様子を観察

スライドを使って炭に関するクイズに挑戦

バナナから造ったバナナ炭

　農学研究院食水土資源グローバルセ
ンター（以下GCF）は、国際食資源学
院及び保健科学研究院との共催、さら
にはSDGs事業推進本部、アフリカ研究
会、国際連携研究教育局（GI-CoRE）
の後援により、9月29日（金）に農学
部大講堂において英語と日本語による
国際シンポジウムを開催し、オンライ
ンでも配信されました。
　第1部の基調講演では、本学農学部
卒業生であり、開発経済学の第一人者
である大塚啓二郎氏から「Rice Green 
Revolution in sub-Saharan Africa」と

題してご講演いただきました。
　第2部のポスター発表では、学部生、
大学院生19名が英語で発表を行い、講
演者、国際食資源学院の教員による審
査の結果、3名が優秀ポスター賞を受
賞しました。
　第3部のパネルディスカッションで
は、三次啓都氏をファシリテーターと
して迎え、Ikabongo Mukumbuta氏、
一條洋子氏、寺田佐恵子氏、山内太郎
氏の4名の研究者がアフリカ各国の直
面する農業・環境問題についてフィー
ルドワークの視点から発表を行い、ア

フリカの将来像について活発な議論を
交わしました。
　当日は、80名が来場し、オンライン
では60名の参加がありました。講演後
の質疑応答では、来場者のみならず、
オンライン参加者からも質問があり、
ポスター発表の場も活気に満ち、多く
の参加者にとって大変有意義な機会と
なりました。講演者、発表者、ご参加
いただいた皆様に感謝申し上げます。

（農学研究院）

国際シンポジウム「Solutions to address food and environmental 
problems－ Visions for the future of Africa －食料問題・環境問題の
解決に向けて―アフリカの将来像を描く―」を開催

第1部基調講演（大塚氏）

第3部パネルディスカッションの様子

第2部ポスター発表の様子
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　遺伝子病制御研究所では、10月16日
（月）、遺伝子病制御研究所セミナー
室において、昨年9月からの1年間に学
術研究の礎として実験に供せられた動
物の御霊を慰霊するため、動物慰霊式
を執り行いました。
　今年度も昨年度と同様、挨拶をメー
ル配信にて行い、献花を各自行ってい

ただく形式で執り行いました。献花に
は研究所教職員、大学院生・学生等関
係者が参列しました。また、配信され
た挨拶では、村上正晃所長から、生命
の尊さを常に考え、動物福祉に一層配
慮した研究態勢を考えていくことを願
う旨の挨拶がありました。清野研一郎
動物実験施設長からは、動物の命へ感

謝を述べる旨の挨拶がありました。
　この動物慰霊式を通して、参列者全
員が生命の尊厳、倫理観について改め
て認識し、厳粛のうちに慰霊式を終了
しました。

（遺伝子病制御研究所）

遺伝子病制御研究所で動物慰霊式を挙行

献花を行う村上所長 献花を行う清野施設長

　獣医学研究院及び人獣共通感染症国
際共同研究所では、10月5日（木）、獣
医学研究院講堂において、動物慰霊式
を執り行いました。慰霊式は研究・教
育のために提供された動物や附属動物
病院で治療の甲斐なく死亡した動物の
御霊に対し追悼の意を表するととも

に、獣医学発展の陰に多数の動物の尊
い生命が犠牲にあることを厳粛に受け
止め、生命への畏敬と倫理的責任感を
啓発することを目的としたもので、教
職員、学部・大学院学生のほか、飼い
主等約150人が参列しました。
　はじめに、動物の御霊に対して黙祷

を捧げた後、滝口満喜獣医学研究院長
兼動物病院長が式辞を述べました。最
後に、参列者による献花が行われ、厳
粛のうちに慰霊式を終了しました。

（獣医学研究院、
人獣共通感染症国際共同研究所）

獣医学研究院及び人獣共通感染症国際共同研究所で動物慰霊式を挙行

式辞を述べる滝口研究院長兼動物病院長 参列者による献花

　附属図書館本館では、10月27日
（金）、地震が発生し、東棟1階休憩室
から出火したとの想定のもと、防災訓
練が実施されました。図書館利用者及
び職員60名が参加しました。
　英語による館内放送並びに誘導掲示
も行い、火災発生後、職員は直ちに

「通報連絡係、避難誘導係、消火係、
防護措置係、救護係、搬出係」の自衛
消防隊の各担当に分かれ、現場確認、
消防署への通報（模擬）、非常放送、
避難誘導、消火活動等、実践さながら
の訓練が行われました。
　防災訓練に続いて防災設備業者指導

のもと、避難器具、消火器具の取扱説
明及び実地訓練を実施し、使用方法に
関する留意点を再確認し、一連の訓練
を無事に終了しました。

（附属図書館）

附属図書館で「防災訓練」の実施

避難する図書館利用者 消火訓練を行う図書館職員
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　遺伝子病制御研究所では、10月16日
（月）、遺伝子病制御研究所セミナー
室において、昨年9月からの1年間に学
術研究の礎として実験に供せられた動
物の御霊を慰霊するため、動物慰霊式
を執り行いました。
　今年度も昨年度と同様、挨拶をメー
ル配信にて行い、献花を各自行ってい

ただく形式で執り行いました。献花に
は研究所教職員、大学院生・学生等関
係者が参列しました。また、配信され
た挨拶では、村上正晃所長から、生命
の尊さを常に考え、動物福祉に一層配
慮した研究態勢を考えていくことを願
う旨の挨拶がありました。清野研一郎
動物実験施設長からは、動物の命へ感

謝を述べる旨の挨拶がありました。
　この動物慰霊式を通して、参列者全
員が生命の尊厳、倫理観について改め
て認識し、厳粛のうちに慰霊式を終了
しました。

（遺伝子病制御研究所）

遺伝子病制御研究所で動物慰霊式を挙行

献花を行う村上所長 献花を行う清野施設長

　獣医学研究院及び人獣共通感染症国
際共同研究所では、10月5日（木）、獣
医学研究院講堂において、動物慰霊式
を執り行いました。慰霊式は研究・教
育のために提供された動物や附属動物
病院で治療の甲斐なく死亡した動物の
御霊に対し追悼の意を表するととも

に、獣医学発展の陰に多数の動物の尊
い生命が犠牲にあることを厳粛に受け
止め、生命への畏敬と倫理的責任感を
啓発することを目的としたもので、教
職員、学部・大学院学生のほか、飼い
主等約150人が参列しました。
　はじめに、動物の御霊に対して黙祷

を捧げた後、滝口満喜獣医学研究院長
兼動物病院長が式辞を述べました。最
後に、参列者による献花が行われ、厳
粛のうちに慰霊式を終了しました。

（獣医学研究院、
人獣共通感染症国際共同研究所）

獣医学研究院及び人獣共通感染症国際共同研究所で動物慰霊式を挙行

式辞を述べる滝口研究院長兼動物病院長 参列者による献花

　附属図書館本館では、10月27日
（金）、地震が発生し、東棟1階休憩室
から出火したとの想定のもと、防災訓
練が実施されました。図書館利用者及
び職員60名が参加しました。
　英語による館内放送並びに誘導掲示
も行い、火災発生後、職員は直ちに

「通報連絡係、避難誘導係、消火係、
防護措置係、救護係、搬出係」の自衛
消防隊の各担当に分かれ、現場確認、
消防署への通報（模擬）、非常放送、
避難誘導、消火活動等、実践さながら
の訓練が行われました。
　防災訓練に続いて防災設備業者指導

のもと、避難器具、消火器具の取扱説
明及び実地訓練を実施し、使用方法に
関する留意点を再確認し、一連の訓練
を無事に終了しました。

（附属図書館）

附属図書館で「防災訓練」の実施

避難する図書館利用者 消火訓練を行う図書館職員
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　脳科学研究教育センターでは、10月
14日（土）から1泊2日で、札幌北広島
クラッセホテルにおいて脳科学研究教
育センターの合宿研修を行いました。
2013年度から多くの関係者が参加しや
すいように札幌近郊で開催しておりま
したが、COVID-19のためしばらく開
催することができず、今回は4年ぶり
の待ちに待った開催となりました。
　合宿研修には、田中真樹センター長
をはじめ、教育学、理学、生命科学、
医学、歯学、薬学、保健科学の各研究
院・学院・学部に属する教員19名、大
学院生14名、学部生3名、研究生1名、
事務職員2名の合計39名が参加しまし
た。
　2日間の研修では、大学院生・学部
生等の口頭による研究発表（研修Ⅰ〜

Ⅳ・Ⅵ）、センター教員の講演（研修
Ⅴ・Ⅶ）、センターが提供する大学院
共通科目や学部生の一般教育科目など
についての意見交換（研修Ⅷ）を行い
ました。
　脳科学（発達脳科学）専攻履修生に
よる研究発表では、研究が始まったば
かりの修士課程1年生に加え、昨年も
研究発表会に参加した修士課程2年生
や博士課程の履修生の研究内容を見聞
して研究の進捗を知ることができ、セ
ンター教員の講演では、興味深い最先
端の研究を拝聴し、それぞれの発表・
講演に対して活発な質疑応答が交わさ
れました。
　これらの研修を通して脳科学研究へ
の理解を深めるとともに、部局を越え
た学生と教員の間で大変有意義な交流

を行うことができ、修了後のアンケー
トでも「非常に有意義だった」「有意
義だった」との意見のみで大変好評を
博しました。
　参加者全員による投票では、生命科
学院修士課程2年の張　恒氏、生命科
学院博士後期課程3年の呂　惠氏、医
学研究院修士課程2年の佐藤　蓮氏の3
名が優秀発表賞に選ばれました。
　この合宿研修は、ともすると所属研
究室の研究テーマや実験手法のみに偏
りがちな大学院教育を、分野の垣根を
越えて融合させることを目指す本セン
ターの最も重要な活動の一つとなって
います。来年度も多くの関係者の参加
を期待します。

（脳科学研究教育センター）

「脳科学研究教育センター合宿研修」の開催

集合写真

優秀発表賞表彰の様子

発表の様子

2023年度 第53回 札幌社会人サッカーリーグに出場

　北大教職員サッカークラブは5月14日（日）〜9月3日（日）の日程で、札幌社会人サッカーリーグに出場しました。
　最上位のSリーグから新規加入チームによるライラックリーグまで、全7部・65チームで構成されたリーグ戦で、教職員
サッカークラブはAリーグ4部に参戦し、5年ぶり2度目の優勝を飾りました。対戦成績は以下のとおり、8勝1敗でした。こ
の結果、来年度Aリーグ3部への昇格が決定しました。
　また、教職員サッカークラブは、夏場だけでなく年間を通じて北大屋内運動場を中心に活動しています。
　活動の詳細は、ホームページからご確認いただけます。ご興味のある方は、お近くの部員かホームページの問い合わせ先
までご連絡ください。

　北大教職員サッカークラブHP ： http://hokudaikyousyokuinsc.web.fc2.com

（教職員サッカークラブ）

5月14日（日）　教職員サッカークラブ　　0－1　 Goonies
5月28日（日）　教職員サッカークラブ　　1－0　 ノードFC
6月11日（日）　教職員サッカークラブ　　1－0　 蹴AIクラブ
6月18日（日）　教職員サッカークラブ　　3－0　 FC Turtoise sapporo
7月 9日（日）　教職員サッカークラブ　　8－0　 フローリックFC
7月16日（日）　教職員サッカークラブ　　1－0　 S.B.F
7月30日（日）　教職員サッカークラブ　　4－0　 FC大将
8月20日（日）　教職員サッカークラブ　　6－0　 薄野倶楽部
9月 3日（日）　教職員サッカークラブ　　5－0　 LIETO札幌

集合写真

■レクリエーション
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　脳科学研究教育センターでは、10月
14日（土）から1泊2日で、札幌北広島
クラッセホテルにおいて脳科学研究教
育センターの合宿研修を行いました。
2013年度から多くの関係者が参加しや
すいように札幌近郊で開催しておりま
したが、COVID-19のためしばらく開
催することができず、今回は4年ぶり
の待ちに待った開催となりました。
　合宿研修には、田中真樹センター長
をはじめ、教育学、理学、生命科学、
医学、歯学、薬学、保健科学の各研究
院・学院・学部に属する教員19名、大
学院生14名、学部生3名、研究生1名、
事務職員2名の合計39名が参加しまし
た。
　2日間の研修では、大学院生・学部
生等の口頭による研究発表（研修Ⅰ〜

Ⅳ・Ⅵ）、センター教員の講演（研修
Ⅴ・Ⅶ）、センターが提供する大学院
共通科目や学部生の一般教育科目など
についての意見交換（研修Ⅷ）を行い
ました。
　脳科学（発達脳科学）専攻履修生に
よる研究発表では、研究が始まったば
かりの修士課程1年生に加え、昨年も
研究発表会に参加した修士課程2年生
や博士課程の履修生の研究内容を見聞
して研究の進捗を知ることができ、セ
ンター教員の講演では、興味深い最先
端の研究を拝聴し、それぞれの発表・
講演に対して活発な質疑応答が交わさ
れました。
　これらの研修を通して脳科学研究へ
の理解を深めるとともに、部局を越え
た学生と教員の間で大変有意義な交流

を行うことができ、修了後のアンケー
トでも「非常に有意義だった」「有意
義だった」との意見のみで大変好評を
博しました。
　参加者全員による投票では、生命科
学院修士課程2年の張　恒氏、生命科
学院博士後期課程3年の呂　惠氏、医
学研究院修士課程2年の佐藤　蓮氏の3
名が優秀発表賞に選ばれました。
　この合宿研修は、ともすると所属研
究室の研究テーマや実験手法のみに偏
りがちな大学院教育を、分野の垣根を
越えて融合させることを目指す本セン
ターの最も重要な活動の一つとなって
います。来年度も多くの関係者の参加
を期待します。

（脳科学研究教育センター）

「脳科学研究教育センター合宿研修」の開催

集合写真

優秀発表賞表彰の様子

発表の様子

2023年度 第53回 札幌社会人サッカーリーグに出場

　北大教職員サッカークラブは5月14日（日）〜9月3日（日）の日程で、札幌社会人サッカーリーグに出場しました。
　最上位のSリーグから新規加入チームによるライラックリーグまで、全7部・65チームで構成されたリーグ戦で、教職員
サッカークラブはAリーグ4部に参戦し、5年ぶり2度目の優勝を飾りました。対戦成績は以下のとおり、8勝1敗でした。こ
の結果、来年度Aリーグ3部への昇格が決定しました。
　また、教職員サッカークラブは、夏場だけでなく年間を通じて北大屋内運動場を中心に活動しています。
　活動の詳細は、ホームページからご確認いただけます。ご興味のある方は、お近くの部員かホームページの問い合わせ先
までご連絡ください。

　北大教職員サッカークラブHP ： http://hokudaikyousyokuinsc.web.fc2.com

（教職員サッカークラブ）

5月14日（日）　教職員サッカークラブ　　0－1　 Goonies
5月28日（日）　教職員サッカークラブ　　1－0　 ノードFC
6月11日（日）　教職員サッカークラブ　　1－0　 蹴AIクラブ
6月18日（日）　教職員サッカークラブ　　3－0　 FC Turtoise sapporo
7月 9日（日）　教職員サッカークラブ　　8－0　 フローリックFC
7月16日（日）　教職員サッカークラブ　　1－0　 S.B.F
7月30日（日）　教職員サッカークラブ　　4－0　 FC大将
8月20日（日）　教職員サッカークラブ　　6－0　 薄野倶楽部
9月 3日（日）　教職員サッカークラブ　　5－0　 LIETO札幌

集合写真

■レクリエーション
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■研修

令和5年度北海道地区国立大学法人等係長研修

開 催 日：令和5年10月11日（水）〜10月13日（金）
開催場所：北海道大学百年記念会館大会議室
研修目的：北海道地区国立大学法人等の係長及び係長相当の職にある者に対して、その職務遂行に必要な基本的、一般的知

識を習得させるとともに、係長としての能力及び識見を確立させ、国立大学法人等の管理運営の重要な担い手と
しての職員の資質向上を図ることを目的とする。

主催部局：総務企画部人事課

開講式挨拶・特別講話（行松泰弘　理事） 特別講演（株式会社ワーク・ライフバランス）

令和5年度北海道大学初任事務職員フォローアップ研修

開 催 日：令和5年10月27日（金）
開催場所：北海道大学学術交流会館第一会議室
研修目的：本年度の北海道地区国立大学法人等初任職員研修（一般職）の修了後から現在までの業務の遂行状況を振り返る

ことによって、職員自身が抱える課題等を発見する機会を与えるとともに、実践的知識の付与を通じて課題解決
につなげ、業務遂行能力の向上を図ることを目的とする。

主催部局：総務企画部人事課

講義・グループワーク（株式会社フォーブレーン） 内定者との交流

講義・グループワーク（北海道働き方改革推進支援センター） 講義・グループワーク（株式会社フォーブレーン）

■■表敬訪問

海外

（国際部国際連携課）

年月日 来　訪　者

慶熙大学校（大韓民国）　Kyun Tae Hahn 総長 今後の交流に関する懇談5.10.175.10.17

来 訪 目 的

Kyun Tae Hahn 慶熙大学校総長（左から3人目）
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■研修

令和5年度北海道地区国立大学法人等係長研修

開 催 日：令和5年10月11日（水）〜10月13日（金）
開催場所：北海道大学百年記念会館大会議室
研修目的：北海道地区国立大学法人等の係長及び係長相当の職にある者に対して、その職務遂行に必要な基本的、一般的知

識を習得させるとともに、係長としての能力及び識見を確立させ、国立大学法人等の管理運営の重要な担い手と
しての職員の資質向上を図ることを目的とする。

主催部局：総務企画部人事課

開講式挨拶・特別講話（行松泰弘　理事） 特別講演（株式会社ワーク・ライフバランス）

令和5年度北海道大学初任事務職員フォローアップ研修

開 催 日：令和5年10月27日（金）
開催場所：北海道大学学術交流会館第一会議室
研修目的：本年度の北海道地区国立大学法人等初任職員研修（一般職）の修了後から現在までの業務の遂行状況を振り返る

ことによって、職員自身が抱える課題等を発見する機会を与えるとともに、実践的知識の付与を通じて課題解決
につなげ、業務遂行能力の向上を図ることを目的とする。

主催部局：総務企画部人事課

講義・グループワーク（株式会社フォーブレーン） 内定者との交流

講義・グループワーク（北海道働き方改革推進支援センター） 講義・グループワーク（株式会社フォーブレーン）

■■表敬訪問

海外

（国際部国際連携課）

年月日 来　訪　者

慶熙大学校（大韓民国）　Kyun Tae Hahn 総長 今後の交流に関する懇談5.10.175.10.17

来 訪 目 的

Kyun Tae Hahn 慶熙大学校総長（左から3人目）



北大時報  No.836／令和5年（2023年）11月70

人事

新任教授紹介

令和5年11月1日付

工学研究院教授に

市村　晃一　氏
いちこういちむら

生年月日
　昭和40年5月12日
最終学歴

北海道大学大学院理学研究科物理学専攻博士後期課程修了（平成5年3月）
　博士（理学）（北海道大学） 
専門分野
　電子物性物理学、超伝導、低次元電子系

薬学研究院教授に

創薬科学部門創薬化学分野 応用物理学部門
量子物性工学分野

長友　優典　氏
のりまさながとも

生年月日
　昭和58年5月12日
最終学歴

東京大学大学院薬学系研究科博士後期課程修了（平成24年3月）
　博士（薬学）（東京大学） 
専門分野
　有機合成化学、生物有機化学

工学研究院教授に

千葉　　豪　氏
ごうち ば

生年月日
　昭和52年1月24日
最終学歴

北海道大学大学院工学研究科博士後期課程修了（平成20年3月）
　博士（工学）（北海道大学） 
専門分野
　原子炉物理学、原子炉工学

工学研究院教授に

材料科学部門
エコマテリアル分野

応用量子科学部門
量子エネルギー工学分野

菊地　竜也　氏
やたつきく ち

生年月日
　昭和50年3月26日
最終学歴

北海道大学大学院工学研究科博士後期課程修了（平成15年3月）
　博士（工学）（北海道大学） 
専門分野
　材料表面科学、電気化学

北方生物圏フィールド科学センター教授に

中路　達郎　氏
ろうたつなか じ

生年月日
　昭和48年12月24日
最終学歴

東京農工大学大学院連合農学研究科資源・環境学専攻博士課程修了（平成14年3月）
　博士（農学）（東京農工大学） 
専門分野
　森林リモートセンシング、森林生態学

人獣共通感染症
国際共同研究所教授に

分子病態・診断部門 森林圏研究領域

大場　靖子　氏
こやすおお ば

生年月日
　昭和47年7月9日
最終学歴

北海道大学大学院医学研究科博士課程修了（平成20年3月）
　博士（医学）（北海道大学）
専門分野
　ウイルス学

■人事

令和5年11月1日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
人獣共通感染症国際共同研究所教授
北方生物圏フィールド科学センター教授

長　友　優　典
市　村　晃　一
菊　地　竜　也
千　葉　　　豪
大　場　靖　子
中　路　達　郎

東京大学講師
大学院工学研究院准教授
大学院工学研究院准教授
大学院工学研究院准教授
人獣共通感染症国際共同研究所准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
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新任教授紹介

令和5年11月1日付

工学研究院教授に

市村　晃一　氏
いちこういちむら

生年月日
　昭和40年5月12日
最終学歴

北海道大学大学院理学研究科物理学専攻博士後期課程修了（平成5年3月）
　博士（理学）（北海道大学） 
専門分野
　電子物性物理学、超伝導、低次元電子系

薬学研究院教授に

創薬科学部門創薬化学分野 応用物理学部門
量子物性工学分野

長友　優典　氏
のりまさながとも

生年月日
　昭和58年5月12日
最終学歴

東京大学大学院薬学系研究科博士後期課程修了（平成24年3月）
　博士（薬学）（東京大学） 
専門分野
　有機合成化学、生物有機化学

工学研究院教授に

千葉　　豪　氏
ごうち ば

生年月日
　昭和52年1月24日
最終学歴

北海道大学大学院工学研究科博士後期課程修了（平成20年3月）
　博士（工学）（北海道大学） 
専門分野
　原子炉物理学、原子炉工学

工学研究院教授に

材料科学部門
エコマテリアル分野

応用量子科学部門
量子エネルギー工学分野

菊地　竜也　氏
やたつきく ち

生年月日
　昭和50年3月26日
最終学歴

北海道大学大学院工学研究科博士後期課程修了（平成15年3月）
　博士（工学）（北海道大学） 
専門分野
　材料表面科学、電気化学

北方生物圏フィールド科学センター教授に

中路　達郎　氏
ろうたつなか じ

生年月日
　昭和48年12月24日
最終学歴

東京農工大学大学院連合農学研究科資源・環境学専攻博士課程修了（平成14年3月）
　博士（農学）（東京農工大学） 
専門分野
　森林リモートセンシング、森林生態学

人獣共通感染症
国際共同研究所教授に

分子病態・診断部門 森林圏研究領域

大場　靖子　氏
こやすおお ば

生年月日
　昭和47年7月9日
最終学歴

北海道大学大学院医学研究科博士課程修了（平成20年3月）
　博士（医学）（北海道大学）
専門分野
　ウイルス学

■人事

令和5年11月1日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
大学院薬学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
大学院工学研究院教授
人獣共通感染症国際共同研究所教授
北方生物圏フィールド科学センター教授

長　友　優　典
市　村　晃　一
菊　地　竜　也
千　葉　　　豪
大　場　靖　子
中　路　達　郎

東京大学講師
大学院工学研究院准教授
大学院工学研究院准教授
大学院工学研究院准教授
人獣共通感染症国際共同研究所准教授
北方生物圏フィールド科学センター准教授
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名誉教授　野澤　俊敬　氏
（享年73歳）

名誉教授　野澤俊敬　先生が令和5
年9月16日にご逝去されました。
　野澤先生は、昭和48年3月北海道大
学文学部文学科を卒業されました。同
年10月北海道網走南ヶ丘高等学校教諭
となり、昭和52年3月同校を退職され
ました。昭和52年4月北海道大学文学
部中国文学講座助手に採用され、昭和
55年11月同講師に昇任、昭和57年4月
同大学言語文化部に配置換となり、昭
和58年7月同助教授に昇任し、平成8年
12月同教授に昇任されました。平成12
年4月より同大学院国際広報メディア
研究科を担当し、平成13年9月同大学
言語文化部長に就任されました。平成
19年4月同大学院メディア・コミュニ
ケーション研究院に配置換となりまし
た。平成25年3月定年によりご退職さ
れた後、同年4月に北海道大学名誉教
授の称号を授与されました。
　同氏は、昭和55年11月以来、32年間

にわたり、本学教養部及び言語文化
部、外国語教育センターにおいて中国
語教育に従事し、全学教育においては
「芸術と文学」の講義も担当されまし
た。また昭和58年9月から2年間、中国
政府高級進修生として復旦大学に研究
留学し、現代中国文学の研究に従事さ
れました。
　同氏の研究は、中国文学の広い領域
にわたり、現代文学、当代文学、都市
と文学、現代中国思潮、日中比較映画
論、さらに唐詩研究に及んでいます。
　同氏は、中国の文学、思想の状況に
積極的に関わりつつ研究を進め、不合
理な評価や不当な弾圧を厳しく批判し
てきました。
　教育面においても、同氏は多大な貢
献をされました。本学の旧教養部時代
に中国語が文系4学部の学生のみを対
象とした第2外国語となって間もない
頃に教壇に立った同氏は、本学の中国
語教育の基礎固めに努力する一方で、
全学に対して粘り強く働きかけ、中国
語の全学部での第2外国語化の実現に
尽力されました。また、中国語の教授
法の開発に取り組み、自らの教学上の
実践経験に基づいて5冊の中国語教科
書を編纂・公刊されました。
　さらに、平成2年からご退職される
まで、中国の復旦大学、浙江大学、北
京科技大学での夏休み及び春休み期間
中の中国語短期留学を延べ22回企画・
実施し、500人を超える語学研修の学

生を自ら引率されました。
　学内業務においても同氏は、旧教養
部、言語文化部、大学院国際広報メデ
ィア研究科、大学院メディア・コミュ
ニケーション研究院等を通じて、数多
くの委員、委員長を歴任し、大学運営
に貢献されました。平成4年には教養
部の「全学共通教育カリキュラム編成
ワーキングクループ」の一員として、
平成7年には言語文化部の「21世紀の
外国語教育のあり方検討特別委員」と
して、教養部解体後の外国語カリキュ
ラムの編成に尽力されました。
　さらに、平成13年9月から4年間、言
語文化部長及び評議員を務め、全学の
運営に尽力する一方で、部局の組織の
改編と充実に多大な貢献をされまし
た。同氏はまた、平成21年4月から4年
間、北京オフィス所長を務め、本学と
中国の大学、研究機関との学術交流の
拡充及び中国からの留学生の増加に尽
力されました。同氏が所長を務めた4
年間に、中国における学術交流協定の
締結校は9大学から22大学に増加し、
300人に満たなかった中国からの留学
生は800人を超えるまでになりまし
た。
　野澤先生の長年にわたるご功績に敬
意を表し、ここに謹んで心よりご冥福
をお祈り申し上げます。

（国際広報メディア・観光学院、
メディア・コミュニケーション研究院）

たかとしの ざわ

■訃報

名誉教授　藤田　宏達　氏
（享年96歳）

名誉教授　藤田宏達　先生が、9月
17日に逝去されました。ここに生前の
ご功績を偲び、謹んで哀悼の意を表し
ます。藤田先生は1928年に北海道空知
郡奈井江町に生まれ、1950年に東京大
学文学部哲学科（印度哲学専修）を卒
業、1954年に北海道大学文学部の助手
に就かれ、翌1955年に27歳の若さで同

学部印度哲学講座の助教授に就任され
ました。その後、インド仏教の研究業
績により1967年に文学博士（東京大
学）の学位を授与され、翌1968年に教
授に昇任、1991年3月に定年退官され
るまで本学における教育・研究に多大
な貢献をされました。また、管理運営
面では評議員をはじめ、文学部長・大
学院文学研究科長（1982年4月〜84年3
月）としての重責も果たされておりま
す。本学退官後は10年間にわたって札
幌大谷短期大学学長（1992年4月〜
2002年3月）をお務めになり、私学の
発展にも尽力されました。
　藤田先生はインド仏教における浄土
思想の研究に特に力を注がれ、サンス
クリット原典の厳密な解読に基づいて
原始期の浄土思想を学術的にはじめて
解明されました。その成果が『原始浄
土思想の研究』（1970）として出版さ

れると、画期的な研究として国内外で
高く評価され、同業績により先生は日
本学士院賞（1971）を受賞されまし
た。これは1947年の北大文系学部の創
設以来、現在に至るまで本学文系にお
ける唯一の受賞となっています。研究
に対する先生の熱意は晩年になっても
衰えることがなく、79歳の時に『浄土
三部経の研究』（2007）を刊行し、続
いて「無量寿経」「阿弥陀経」のサン
スクリット校訂本（2011）、同校訂本
に基づいた現代語訳『新訂梵文和訳　
無量寿経・阿弥陀経』（2015）を次々
と公刊され、まさにライフワークとし
ての浄土教研究を集大成されました。
　ここに先生の多大なご貢献に改めて
感謝申し上げますとともに、謹んで哀
悼の意を表します。

（文学院・文学研究院・文学部）

たつこうふじ た

名誉教授　小林　淳一　氏
（享年75歳）

名誉教授　小林淳一　先生が、令和
5年10月9日にご逝去されました。
　小林先生は、昭和24年に生まれ、同
48年北海道大学薬学部薬学科を卒業、
同50年北海道大学大学院薬学研究科修
士課程を修了されました。その後、三
菱化成（現三菱化学）株式会社生命科
学研究所に勤務され、同54年学位論文
「芳香族アミノ酸の側鎖配座に対する
溶媒効果」により、薬学博士の学位を
授与されました。同57年から同59年に
かけて、米国イリノイ大学化学科にお
いて博士研究員として研究された後、
同61年には、三菱化成株式会社生命科
学研究所主任研究者に昇任され、平成

元年に北海道大学薬学部生薬学講座教
授として採用されました。本学の大学
院重点化に伴い、同10年には、北海道
大学大学院薬学研究科天然物化学分野
教授に、また大学院の学院・研究院化
に伴い、同18年には、北海道大学大学
院薬学研究院天然物化学研究室教授に
配置換となり、同25年に定年を迎えた
後、同年4月に北海道大学名誉教授に
なられました。その後北海道大学大学
院薬学研究院特任教授として勤務さ
れ、同27年に北海道大学を退職されま
した。
　北海道大学在職中においては、数多
くの学生を指導されるとともに、教職
員と学生とともに、新しい生物活性天
然物質の探索研究を続けてこられまし
た。研究材料は海洋生物や海洋微生
物、陸上の植物や微生物にわたり、発
見した新しい天然物質は1000を超え、
論文数も500報を超える研究成果をあ
げられました。これらの天然物質のな
かには新しい医薬品の候補や、生体機
能を解明するために有用なバイオプロ
ーブが含まれています。これらの研究
にかかわった旧スタッフは、現在、大
学で教授として新たな天然物化学研究

を展開しており、卒業生は大学教員や
製薬、化学、食品などの企業の研究者
として、あるいは病院や薬局の薬剤師
としてそれぞれ活躍しています。
　本学に在職中にあっては、平成3年
から同27年の永きにわたり、薬学部附
属薬用植物園長を務められ、希少薬用
植物の保存等にもご尽力されました。
　学外・学会等における功績として、
東京大学分子細胞生物学研究所客員教
授、理化学研究所客員研究員、文部省
（現文部科学省）学術審議会専門委員
等を歴任されたことがあげられるほ
か、日本薬学会の北海道支部長にも就
任されておりました。
　また、平成20年には、日本抗生物質
学術協議会（現日本感染症医薬品協
会）より住木・梅澤記念賞、同27年に
は、日本薬学会より日本薬学会賞を授
与されております。
　ここに謹んで小林先生の学術研究発
展と人材育成への貢献に感謝し、心よ
りご冥福をお祈り申し上げます。

 （薬学研究院・薬学部）

いちじゅんこばやし
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訃報

名誉教授　野澤　俊敬　氏
（享年73歳）

名誉教授　野澤俊敬　先生が令和5
年9月16日にご逝去されました。
　野澤先生は、昭和48年3月北海道大
学文学部文学科を卒業されました。同
年10月北海道網走南ヶ丘高等学校教諭
となり、昭和52年3月同校を退職され
ました。昭和52年4月北海道大学文学
部中国文学講座助手に採用され、昭和
55年11月同講師に昇任、昭和57年4月
同大学言語文化部に配置換となり、昭
和58年7月同助教授に昇任し、平成8年
12月同教授に昇任されました。平成12
年4月より同大学院国際広報メディア
研究科を担当し、平成13年9月同大学
言語文化部長に就任されました。平成
19年4月同大学院メディア・コミュニ
ケーション研究院に配置換となりまし
た。平成25年3月定年によりご退職さ
れた後、同年4月に北海道大学名誉教
授の称号を授与されました。
　同氏は、昭和55年11月以来、32年間

にわたり、本学教養部及び言語文化
部、外国語教育センターにおいて中国
語教育に従事し、全学教育においては
「芸術と文学」の講義も担当されまし
た。また昭和58年9月から2年間、中国
政府高級進修生として復旦大学に研究
留学し、現代中国文学の研究に従事さ
れました。
　同氏の研究は、中国文学の広い領域
にわたり、現代文学、当代文学、都市
と文学、現代中国思潮、日中比較映画
論、さらに唐詩研究に及んでいます。
　同氏は、中国の文学、思想の状況に
積極的に関わりつつ研究を進め、不合
理な評価や不当な弾圧を厳しく批判し
てきました。
　教育面においても、同氏は多大な貢
献をされました。本学の旧教養部時代
に中国語が文系4学部の学生のみを対
象とした第2外国語となって間もない
頃に教壇に立った同氏は、本学の中国
語教育の基礎固めに努力する一方で、
全学に対して粘り強く働きかけ、中国
語の全学部での第2外国語化の実現に
尽力されました。また、中国語の教授
法の開発に取り組み、自らの教学上の
実践経験に基づいて5冊の中国語教科
書を編纂・公刊されました。
　さらに、平成2年からご退職される
まで、中国の復旦大学、浙江大学、北
京科技大学での夏休み及び春休み期間
中の中国語短期留学を延べ22回企画・
実施し、500人を超える語学研修の学

生を自ら引率されました。
　学内業務においても同氏は、旧教養
部、言語文化部、大学院国際広報メデ
ィア研究科、大学院メディア・コミュ
ニケーション研究院等を通じて、数多
くの委員、委員長を歴任し、大学運営
に貢献されました。平成4年には教養
部の「全学共通教育カリキュラム編成
ワーキングクループ」の一員として、
平成7年には言語文化部の「21世紀の
外国語教育のあり方検討特別委員」と
して、教養部解体後の外国語カリキュ
ラムの編成に尽力されました。
　さらに、平成13年9月から4年間、言
語文化部長及び評議員を務め、全学の
運営に尽力する一方で、部局の組織の
改編と充実に多大な貢献をされまし
た。同氏はまた、平成21年4月から4年
間、北京オフィス所長を務め、本学と
中国の大学、研究機関との学術交流の
拡充及び中国からの留学生の増加に尽
力されました。同氏が所長を務めた4
年間に、中国における学術交流協定の
締結校は9大学から22大学に増加し、
300人に満たなかった中国からの留学
生は800人を超えるまでになりまし
た。
　野澤先生の長年にわたるご功績に敬
意を表し、ここに謹んで心よりご冥福
をお祈り申し上げます。

（国際広報メディア・観光学院、
メディア・コミュニケーション研究院）

たかとしの ざわ

■訃報

名誉教授　藤田　宏達　氏
（享年96歳）

名誉教授　藤田宏達　先生が、9月
17日に逝去されました。ここに生前の
ご功績を偲び、謹んで哀悼の意を表し
ます。藤田先生は1928年に北海道空知
郡奈井江町に生まれ、1950年に東京大
学文学部哲学科（印度哲学専修）を卒
業、1954年に北海道大学文学部の助手
に就かれ、翌1955年に27歳の若さで同

学部印度哲学講座の助教授に就任され
ました。その後、インド仏教の研究業
績により1967年に文学博士（東京大
学）の学位を授与され、翌1968年に教
授に昇任、1991年3月に定年退官され
るまで本学における教育・研究に多大
な貢献をされました。また、管理運営
面では評議員をはじめ、文学部長・大
学院文学研究科長（1982年4月〜84年3
月）としての重責も果たされておりま
す。本学退官後は10年間にわたって札
幌大谷短期大学学長（1992年4月〜
2002年3月）をお務めになり、私学の
発展にも尽力されました。
　藤田先生はインド仏教における浄土
思想の研究に特に力を注がれ、サンス
クリット原典の厳密な解読に基づいて
原始期の浄土思想を学術的にはじめて
解明されました。その成果が『原始浄
土思想の研究』（1970）として出版さ

れると、画期的な研究として国内外で
高く評価され、同業績により先生は日
本学士院賞（1971）を受賞されまし
た。これは1947年の北大文系学部の創
設以来、現在に至るまで本学文系にお
ける唯一の受賞となっています。研究
に対する先生の熱意は晩年になっても
衰えることがなく、79歳の時に『浄土
三部経の研究』（2007）を刊行し、続
いて「無量寿経」「阿弥陀経」のサン
スクリット校訂本（2011）、同校訂本
に基づいた現代語訳『新訂梵文和訳　
無量寿経・阿弥陀経』（2015）を次々
と公刊され、まさにライフワークとし
ての浄土教研究を集大成されました。
　ここに先生の多大なご貢献に改めて
感謝申し上げますとともに、謹んで哀
悼の意を表します。

（文学院・文学研究院・文学部）

たつこうふじ た

名誉教授　小林　淳一　氏
（享年75歳）

名誉教授　小林淳一　先生が、令和
5年10月9日にご逝去されました。
　小林先生は、昭和24年に生まれ、同
48年北海道大学薬学部薬学科を卒業、
同50年北海道大学大学院薬学研究科修
士課程を修了されました。その後、三
菱化成（現三菱化学）株式会社生命科
学研究所に勤務され、同54年学位論文
「芳香族アミノ酸の側鎖配座に対する
溶媒効果」により、薬学博士の学位を
授与されました。同57年から同59年に
かけて、米国イリノイ大学化学科にお
いて博士研究員として研究された後、
同61年には、三菱化成株式会社生命科
学研究所主任研究者に昇任され、平成

元年に北海道大学薬学部生薬学講座教
授として採用されました。本学の大学
院重点化に伴い、同10年には、北海道
大学大学院薬学研究科天然物化学分野
教授に、また大学院の学院・研究院化
に伴い、同18年には、北海道大学大学
院薬学研究院天然物化学研究室教授に
配置換となり、同25年に定年を迎えた
後、同年4月に北海道大学名誉教授に
なられました。その後北海道大学大学
院薬学研究院特任教授として勤務さ
れ、同27年に北海道大学を退職されま
した。
　北海道大学在職中においては、数多
くの学生を指導されるとともに、教職
員と学生とともに、新しい生物活性天
然物質の探索研究を続けてこられまし
た。研究材料は海洋生物や海洋微生
物、陸上の植物や微生物にわたり、発
見した新しい天然物質は1000を超え、
論文数も500報を超える研究成果をあ
げられました。これらの天然物質のな
かには新しい医薬品の候補や、生体機
能を解明するために有用なバイオプロ
ーブが含まれています。これらの研究
にかかわった旧スタッフは、現在、大
学で教授として新たな天然物化学研究

を展開しており、卒業生は大学教員や
製薬、化学、食品などの企業の研究者
として、あるいは病院や薬局の薬剤師
としてそれぞれ活躍しています。
　本学に在職中にあっては、平成3年
から同27年の永きにわたり、薬学部附
属薬用植物園長を務められ、希少薬用
植物の保存等にもご尽力されました。
　学外・学会等における功績として、
東京大学分子細胞生物学研究所客員教
授、理化学研究所客員研究員、文部省
（現文部科学省）学術審議会専門委員
等を歴任されたことがあげられるほ
か、日本薬学会の北海道支部長にも就
任されておりました。
　また、平成20年には、日本抗生物質
学術協議会（現日本感染症医薬品協
会）より住木・梅澤記念賞、同27年に
は、日本薬学会より日本薬学会賞を授
与されております。
　ここに謹んで小林先生の学術研究発
展と人材育成への貢献に感謝し、心よ
りご冥福をお祈り申し上げます。

 （薬学研究院・薬学部）

いちじゅんこばやし
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資料

■大学院
（注）法学研究科の専門職学位課程の上段は3年課程、下段は2年課程の学生数。
　　　生命科学院の博士課程の上段は3年制博士後期課程、下段は4年制博士課程の学生数。
　　　医学院の修士課程1年次の上段は公衆衛生学1年コースの学生数。

特
別
聴
講
学
生

特
別
研
究
学
生

科
目
等
履
修
生

聴

講

生

研

究

生

研 究 科 名
修士課程（博士前期） 専門職学位課程 博士課程（博士後期及び博士一貫）

合　　計入学
定員

在　籍　者　数 入学
定員

在　籍　者　数 入学
定員

在　籍　者　数
1 年次 2 年次 小　計 1 年次 2 年次 3 年次 小　計 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 小　計

文 学 院

文 学 研 究 院

文 学 研 究 科

法 学 研 究 科

情 報 科 学 院

情 報 科 学 研 究 院

情 報 科 学 研 究 科

薬 学 研 究 院

水 産 科 学 院

水 産 科 学 研 究 院

環 境 科 学 院

地球環境科学研究院

理 学 院

理 学 研 究 院

農 学 院

農 学 研 究 院

生 命 科 学 院

先端生命科学研究院

教 育 学 院

教 育 学 研 究 院
国際広報メディア・
観 光 学 院
メディア・コミュニ
ケ ー シ ョ ン 研 究 院
保 健 科 学 院

保 健 科 学 研 究 院

工 学 院

工 学 研 究 院

総 合 化 学 院

経 済 学 院

経 済 学 研 究 院

経 済 学 研 究 科

医 学 院

医 学 研 究 院

医 学 研 究 科

歯 学 院

歯 学 研 究 院

歯 学 研 究 科

獣 医 学 院

獣 医 学 研 究 院

獣 医 学 研 究 科

医 理 工 学 院

国 際 感 染 症 学 院

国 際 食 資 源 学 院

公 共 政 策 学 教 育 部

公共政策学連携研究部

合　　　　計

90

―

―

20

196

―

―

―

114

―

159

―

127

―

142

―

132

―

45

―

47

―

40

―

326

―

129

35

―

―

20

―

―

―

―

―

―

―

―

12

―

15

―

―

1,649

人 103

―

―

17

209

―

―

―

133

―

145

―

137

―

157

―

109

―

36

―

46

―

49

―

370

―

147

38

―

―
4

18
―

―

―

―

―

―

―

―

15

―

14

―

―

1,747

224

―

―
41

418

―

―

―
250

―
314

―
291

―
337

―
245

―
100

―
109

―
98

―
737

―
297

72

―

―
48

―

―

―

―

―

―

―

―
29

―
32

―

―
3,642

人 121

―

―

24

209

―

―

―

117

―

169

―

154

―

180

―

136

―

64

―

63

―

49

―

367

―

150

34

―

―

26

―

―

―

―

―

―

―

―

14

―

18

―

―

1,895

人 ―

―

―

50

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

20

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

30

―

100

人 35

―

―

15

43

―

―

―

19

―

63

―

55

―

36

―
44
6

―

21

―

12

―

10

―

69

―

38

8

―

―

90

―

―

40

―

―

16

―

―

5

12

6

―

―

643

人―

―

―
28
31
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

21

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

27

―

107

人 40

―

―

6

25

―

―

―

22

―

50

―

35

―

38

―
46
6

―

16

―

17

―

12

―

69

―

39

11

―

―

93

―

―

33

―

―

17

―

―

7

13

11

―

―

606

人 39

―

―

4

29

―

―

―

15

―

47

―

41

―

31

―
47
6

―

17

―

12

―

10

―

51

―

37

5

―

―

107

―

―

28

―

―

19

―

―

3

19

10

―

―

577

人 66

―

28

17

56

―

7

―

23

―

90

―

63

―

63

―
72
5

―

70

―

48

―

33

―

101

―

55

20

―

1

102

―

―

31

―

―

7

―

―

9

12

8

―

―

987

人 ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
8

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

147

―

19

45

―

1

7

―

―

―

1

―

―

―

228

人―

―

―
15
25
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

23

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

36

―

99

人 ―

―

―
14
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

14

人人 145

―
28

27

110

―
7

―
60

―
187

―
139

―
132

―
190

―
103

―
77

―
55

―
221

―
131

36

―
1

449

―
19

137

―
1

50

―

―
19

45

29

―

―
2,398

（ 124〈55.4％〉）

（　19〈46.3　〉）

（　42〈10.0　〉）

（　63〈25.2　〉）

（　91〈29.0　〉）

（　46〈15.8　〉）

（ 136〈40.4　〉）

（　84〈34.3　〉）

（　62〈62.0　〉）

（　77〈70.6　〉）

（　54〈55.1　〉）

（　90〈12.2　〉）

（　74〈24.9　〉）

（　32〈44.4　〉）

（　24〈50.0　〉）

（　 7〈24.1　〉）

（　18〈56.3　〉）

（1,043〈28.6　〉）

人
（　66〈45.5％〉）

（　14〈50.0　〉）

（　 7〈25.9　〉）

（　16〈14.5　〉）

（　 1〈14.3　〉）

（　17〈28.3　〉）

（　65〈34.8　〉）

（　27〈19.4　〉）

（　42〈31.8　〉）

（　64〈33.7　〉）

（　53〈51.5　〉）

（　47〈61.0　〉）

（　22〈40.0　〉）

（　33〈14.9　〉）

（　24〈18.3　〉）

（　12〈33.3　〉）

（　 0〈 0.0　〉）

（ 110〈24.5　〉）

（　 5〈26.3　〉）

（　67〈48.9　〉）

（　 0〈 0.0　〉）

（　18〈36.0　〉）

（　 3〈15.8　〉）

（　21〈46.7　〉）

（　12〈41.4　〉）

（ 746〈31.1　〉）

人―

―

―
113

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
44

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
63

―
220

（　24〈21.2　〉）

（　 8〈18.2　〉）

（　21〈33.3　〉）

（　53〈24.1　〉）

8

13

13

2

16

12

11

4

22

14

36

4

10

4

3

1

3

176

人 3

1

1

5

人

3

1

1

2

7

人 9

3

15

6

3

1

4

1

3

6

4

11

66

人 4

8

1

2

3

7

1

1

2

29

人 385

8

28

205

532

13

7

325

2

507

16

433

12

470

11

439

0

206

4

191

22

153

14

968

36

435

153

4

1

502

10

19

137

4

1

50

3

0

48

57

61

68

3

6,543

（ 200〈 51.9％〉）

（　 6〈 75.0　〉）

（　14〈 50.0　〉）

（　59〈 28.8　〉）

（　59〈 11.1　〉）

（　 1〈　7.7　〉）

（　 1〈 14.3　〉）

（　88〈 27.1　〉）

（　 1〈 50.0　〉）

（ 160〈 31.6　〉）

（　 8〈 50.0　〉）

（　73〈 16.9　〉）

（　 3〈 25.0　〉）

（ 179〈 38.1　〉）

（　 4〈 36.4　〉）

（ 149〈 33.9　〉）

（　 0〈　0.0　〉）

（ 117〈 56.8　〉）

（　 2〈 50.0　〉）

（ 126〈 66.0　〉）

（　17〈 77.3　〉）

（　76〈 49.7　〉）

（　 7〈 50.0　〉）

（ 124〈 12.8　〉）

（　10〈 27.8　〉）

（ 100〈 23.0　〉）

（　53〈 34.6　〉）

（　 3〈 75.0　〉）

（　 0〈　0.0　〉）

（ 135〈 26.9　〉）

（　 5〈 50.0　〉）

（　 5〈 26.3　〉）

（　67〈 48.9　〉）

（　 3〈 75.0　〉）

（　 0〈　0.0　〉）

（　18〈 36.0　〉）

（　 2〈 66.7　〉）

（　 0〈　0.0　〉）

（　10〈 20.8　〉）

（　29〈 50.9　〉）

（　30〈 49.2　〉）

（　21〈 30.9　〉）

（　 2〈 66.7　〉）

（1,967〈 30.1　〉）

人

（学務部学務企画課）

■学部

■研究所等

研　究　所　等　名 研 究 生 特別研究学生 特別聴講学生 日本語・日本文化
研修生 日本語研修生 合　　　　計

人獣共通感染症国際共同研究所
量子集積エレクトロニクス研究センター
アイヌ・先住民研究センター
北 極 域 研 究 セ ン タ ー
低 温 科 学 研 究 所
電 子 科 学 研 究 所
遺 伝 子 病 制 御 研 究 所
触 媒 科 学 研 究 所
スラブ・ユーラシア研究センター
情 報 基 盤 セ ン タ ー
国 際 連 携 機 構
総 合 博 物 館
北方生物圏フィールド科学センター
高 等 教 育 推 進 機 構

合　　　計

1
3
1
3

2
3
5
2
3

2
4
1

30

人

1

1

人

41
41

人 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
36
36

人 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
20
20

人 1
3
1
3
0
2
3
5
3
3
0
2
4

98
128

（0〈　0.0〉）
（1〈 33.3〉）
（1〈100.0〉）
（0〈　0.0〉）
（0〈　0.0〉）
（1〈 50.0〉）
（1〈 33.3〉）
（2〈 40.0〉）
（1〈 33.3〉）
（2〈 66.7〉）
（0〈　0.0〉）
（2〈100.0〉）
（1〈 25.0〉）

（59〈 60.2〉）
（71〈 55.5〉）

人

学部等名 入学定員
在　　籍　　者　　数

研究生 聴講生 科目等
履修生

特　　別
聴講学生 合　　計

2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 計

※学部の入学定員は、学生が第2年次に進級した場合の入学定員である。

文 学 部

教育学部

法 学 部

経済学部

理 学 部

医 学 部

歯 学 部

薬 学 部

工 学 部

農 学 部

獣医学部

水産学部

現 代 日 本 学
プログラム課程

総合教育部

合　　計

185

50

200

190

300

287

53

80

670

215

40

215

―

―

2,485

［　人］

［10　］

［ 5 　］

［15 ］

〔10 〕

〔10 〕

〔10 〕

〔30 〕

人 ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

2,658

2,658

人 190

51

221

198

319

303

60

79

663

214

42

227

18

―

2,585

人 196

66

220

187

328

300

51

84

706

221

43

211

19

―

2,632

人 232

67

237

217

346

294

43

84

769

227

43

200

14

―

2,773

人 33

13

22

1

1

2

6

78

人 7

2

2

1

2

14

人 7

3

1

1

1

13

人 26

4

3

11

2

2

17

3

5

73

人―

―

―

―

―

103

53

30

―

―

42

―

―

―

228

人 ―

―

―

―

―

117

51

31

―

―

41

―

―

―

240

人 618

184

678

602

993

1,117

258

308

2,138

662

211

638

51

2,658

11,116

（260〈42.1%〉）

（85〈46.2 〉）

（207〈30.5　〉）

（126〈20.9　〉）

（232〈23.4　〉）

（515〈46.1　〉）

（109〈42.2　〉）

（124〈40.3　〉）

（280〈13.1　〉）

（226〈34.1　〉）

（120〈56.9　〉）

（160〈25.1　〉）

（34〈66.7　〉）

（761〈28.6　〉）

（3,239〈29.1　〉）

人
（306〈44.3%〉）

（99〈48.1 〉）

（210〈30.7 〉）

（149〈23.5 〉）

（233〈23.4 〉）

（516〈46.1 〉）

（109〈42.1 〉）

（124〈40.1 〉）

（284〈13.2 〉）

（229〈34.2 〉）

（120〈56.9 〉）

（163〈25.1 〉）

（34〈66.7 〉）

（761〈28.6 〉）

（3,337〈29.5 〉）

691

206

683

635

996

1,120

259

309

2,156

669

211

650

51

2,658

11,294

人

■資料

1年次

（注）1（　）内は女子の内数、〈　〉内は女子の比率。
　　　2［　］内は2年次編入学定員で外数。
　　　3〔　〕内は3年次編入学定員で外数（工学部は高専卒業者の受入れ)。
　　　4 以下の表は、すべて外国人留学生数を含む。

在 籍 学 生 数（令和5年10月1日現在）
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資料

■大学院
（注）法学研究科の専門職学位課程の上段は3年課程、下段は2年課程の学生数。
　　　生命科学院の博士課程の上段は3年制博士後期課程、下段は4年制博士課程の学生数。
　　　医学院の修士課程1年次の上段は公衆衛生学1年コースの学生数。

特
別
聴
講
学
生

特
別
研
究
学
生

科
目
等
履
修
生

聴

講

生

研

究

生

研 究 科 名
修士課程（博士前期） 専門職学位課程 博士課程（博士後期及び博士一貫）

合　　計入学
定員

在　籍　者　数 入学
定員

在　籍　者　数 入学
定員

在　籍　者　数
1 年次 2 年次 小　計 1 年次 2 年次 3 年次 小　計 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 小　計

文 学 院

文 学 研 究 院

文 学 研 究 科

法 学 研 究 科

情 報 科 学 院

情 報 科 学 研 究 院

情 報 科 学 研 究 科

薬 学 研 究 院

水 産 科 学 院

水 産 科 学 研 究 院

環 境 科 学 院

地球環境科学研究院

理 学 院

理 学 研 究 院

農 学 院

農 学 研 究 院

生 命 科 学 院

先端生命科学研究院

教 育 学 院

教 育 学 研 究 院
国際広報メディア・
観 光 学 院
メディア・コミュニ
ケ ー シ ョ ン 研 究 院
保 健 科 学 院

保 健 科 学 研 究 院

工 学 院

工 学 研 究 院

総 合 化 学 院

経 済 学 院

経 済 学 研 究 院

経 済 学 研 究 科

医 学 院

医 学 研 究 院

医 学 研 究 科

歯 学 院

歯 学 研 究 院

歯 学 研 究 科

獣 医 学 院

獣 医 学 研 究 院

獣 医 学 研 究 科

医 理 工 学 院

国 際 感 染 症 学 院

国 際 食 資 源 学 院

公 共 政 策 学 教 育 部

公共政策学連携研究部

合　　　　計

90

―

―

20

196

―

―

―

114

―

159

―

127

―

142

―

132

―

45

―

47

―

40

―

326

―

129

35

―

―

20

―

―

―

―

―

―

―

―

12

―

15

―

―

1,649

人 103

―

―

17

209

―

―

―

133

―

145

―

137

―

157

―

109

―

36

―

46

―

49

―

370

―

147

38

―

―
4

18
―

―

―

―

―

―

―

―

15

―

14

―

―

1,747

224

―

―
41

418

―

―

―
250

―
314

―
291

―
337

―
245

―
100

―
109

―
98

―
737

―
297

72

―

―
48

―

―

―

―

―

―

―

―
29

―
32

―

―
3,642

人 121

―

―

24

209

―

―

―

117

―

169

―

154

―

180

―

136

―

64

―

63

―

49

―

367

―

150

34

―

―

26

―

―

―

―

―

―

―

―

14

―

18

―

―

1,895

人 ―

―

―

50

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

20

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

30

―

100

人 35

―

―

15

43

―

―

―

19

―

63

―

55

―

36

―
44
6

―

21

―

12

―

10

―

69

―

38

8

―

―

90

―

―

40

―

―

16

―

―

5

12

6

―

―

643

人―

―

―
28
31
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

21

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

27

―

107

人 40

―

―

6

25

―

―

―

22

―

50

―

35

―

38

―
46
6

―

16

―

17

―

12

―

69

―

39

11

―

―

93

―

―

33

―

―

17

―

―

7

13

11

―

―

606

人 39

―

―

4

29

―

―

―

15

―

47

―

41

―

31

―
47
6

―

17

―

12

―

10

―

51

―

37

5

―

―

107

―

―

28

―

―

19

―

―

3

19

10

―

―

577

人 66

―

28

17

56

―

7

―

23

―

90

―

63

―

63

―
72
5

―

70

―

48

―

33

―

101

―

55

20

―

1

102

―

―

31

―

―

7

―

―

9

12

8

―

―

987

人 ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
8

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

147

―

19

45

―

1

7

―

―

―

1

―

―

―

228

人―

―

―
15
25
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

23

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

36

―

99

人 ―

―

―
14
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

14

人人 145

―
28

27

110

―
7

―
60

―
187

―
139

―
132

―
190

―
103

―
77

―
55

―
221

―
131

36

―
1

449

―
19

137

―
1

50

―

―
19

45

29

―

―
2,398

（ 124〈55.4％〉）

（　19〈46.3　〉）

（　42〈10.0　〉）

（　63〈25.2　〉）

（　91〈29.0　〉）

（　46〈15.8　〉）

（ 136〈40.4　〉）

（　84〈34.3　〉）

（　62〈62.0　〉）

（　77〈70.6　〉）

（　54〈55.1　〉）

（　90〈12.2　〉）

（　74〈24.9　〉）

（　32〈44.4　〉）

（　24〈50.0　〉）

（　 7〈24.1　〉）

（　18〈56.3　〉）

（1,043〈28.6　〉）

人
（　66〈45.5％〉）

（　14〈50.0　〉）

（　 7〈25.9　〉）

（　16〈14.5　〉）

（　 1〈14.3　〉）

（　17〈28.3　〉）

（　65〈34.8　〉）

（　27〈19.4　〉）

（　42〈31.8　〉）

（　64〈33.7　〉）

（　53〈51.5　〉）

（　47〈61.0　〉）

（　22〈40.0　〉）

（　33〈14.9　〉）

（　24〈18.3　〉）

（　12〈33.3　〉）

（　 0〈 0.0　〉）

（ 110〈24.5　〉）

（　 5〈26.3　〉）

（　67〈48.9　〉）

（　 0〈 0.0　〉）

（　18〈36.0　〉）

（　 3〈15.8　〉）

（　21〈46.7　〉）

（　12〈41.4　〉）

（ 746〈31.1　〉）

人―

―

―
113

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
44

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
63

―
220

（　24〈21.2　〉）

（　 8〈18.2　〉）

（　21〈33.3　〉）

（　53〈24.1　〉）

8

13

13

2

16

12

11

4

22

14

36

4

10

4

3

1

3

176

人 3

1

1

5

人

3

1

1

2

7

人 9

3

15

6

3

1

4

1

3

6

4

11

66

人 4

8

1

2

3

7

1

1

2

29

人 385

8

28

205

532

13

7

325

2

507

16

433

12

470

11

439

0

206

4

191

22

153

14

968

36

435

153

4

1

502

10

19

137

4

1

50

3

0

48

57

61

68

3

6,543

（ 200〈 51.9％〉）

（　 6〈 75.0　〉）

（　14〈 50.0　〉）

（　59〈 28.8　〉）

（　59〈 11.1　〉）

（　 1〈　7.7　〉）

（　 1〈 14.3　〉）

（　88〈 27.1　〉）

（　 1〈 50.0　〉）

（ 160〈 31.6　〉）

（　 8〈 50.0　〉）

（　73〈 16.9　〉）

（　 3〈 25.0　〉）

（ 179〈 38.1　〉）

（　 4〈 36.4　〉）

（ 149〈 33.9　〉）

（　 0〈　0.0　〉）

（ 117〈 56.8　〉）

（　 2〈 50.0　〉）

（ 126〈 66.0　〉）

（　17〈 77.3　〉）

（　76〈 49.7　〉）

（　 7〈 50.0　〉）

（ 124〈 12.8　〉）

（　10〈 27.8　〉）

（ 100〈 23.0　〉）

（　53〈 34.6　〉）

（　 3〈 75.0　〉）

（　 0〈　0.0　〉）

（ 135〈 26.9　〉）

（　 5〈 50.0　〉）

（　 5〈 26.3　〉）

（　67〈 48.9　〉）

（　 3〈 75.0　〉）

（　 0〈　0.0　〉）

（　18〈 36.0　〉）

（　 2〈 66.7　〉）

（　 0〈　0.0　〉）

（　10〈 20.8　〉）

（　29〈 50.9　〉）

（　30〈 49.2　〉）

（　21〈 30.9　〉）

（　 2〈 66.7　〉）

（1,967〈 30.1　〉）

人

（学務部学務企画課）

■学部

■研究所等

研　究　所　等　名 研 究 生 特別研究学生 特別聴講学生 日本語・日本文化
研修生 日本語研修生 合　　　　計

人獣共通感染症国際共同研究所
量子集積エレクトロニクス研究センター
アイヌ・先住民研究センター
北 極 域 研 究 セ ン タ ー
低 温 科 学 研 究 所
電 子 科 学 研 究 所
遺 伝 子 病 制 御 研 究 所
触 媒 科 学 研 究 所
スラブ・ユーラシア研究センター
情 報 基 盤 セ ン タ ー
国 際 連 携 機 構
総 合 博 物 館
北方生物圏フィールド科学センター
高 等 教 育 推 進 機 構

合　　　計

1
3
1
3

2
3
5
2
3

2
4
1

30

人

1

1

人

41
41

人 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
36
36

人 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
20
20

人 1
3
1
3
0
2
3
5
3
3
0
2
4

98
128

（0〈　0.0〉）
（1〈 33.3〉）
（1〈100.0〉）
（0〈　0.0〉）
（0〈　0.0〉）
（1〈 50.0〉）
（1〈 33.3〉）
（2〈 40.0〉）
（1〈 33.3〉）
（2〈 66.7〉）
（0〈　0.0〉）
（2〈100.0〉）
（1〈 25.0〉）

（59〈 60.2〉）
（71〈 55.5〉）

人

学部等名 入学定員
在　　籍　　者　　数

研究生 聴講生 科目等
履修生

特　　別
聴講学生 合　　計

2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 計

※学部の入学定員は、学生が第2年次に進級した場合の入学定員である。

文 学 部

教育学部

法 学 部

経済学部

理 学 部

医 学 部

歯 学 部

薬 学 部

工 学 部

農 学 部

獣医学部

水産学部

現 代 日 本 学
プログラム課程

総合教育部

合　　計

185

50

200

190

300

287

53

80

670

215

40

215

―

―

2,485

［　人］

［10　］

［ 5 　］

［15 ］

〔10 〕

〔10 〕

〔10 〕

〔30 〕

人 ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

2,658

2,658

人 190

51

221

198

319

303

60

79

663

214

42

227

18

―

2,585

人 196

66

220

187

328

300

51

84

706

221

43

211

19

―

2,632

人 232

67

237

217

346

294

43

84

769

227

43

200

14

―

2,773

人 33

13

22

1

1

2

6

78

人 7

2

2

1

2

14

人 7

3

1

1

1

13

人 26

4

3

11

2

2

17

3

5

73

人―

―

―

―

―

103

53

30

―

―

42

―

―

―

228

人 ―

―

―

―

―

117

51

31

―

―

41

―

―

―

240

人 618

184

678

602

993

1,117

258

308

2,138

662

211

638

51

2,658

11,116

（260〈42.1%〉）

（85〈46.2 〉）

（207〈30.5　〉）

（126〈20.9　〉）

（232〈23.4　〉）

（515〈46.1　〉）

（109〈42.2　〉）

（124〈40.3　〉）

（280〈13.1　〉）

（226〈34.1　〉）

（120〈56.9　〉）

（160〈25.1　〉）

（34〈66.7　〉）

（761〈28.6　〉）

（3,239〈29.1　〉）

人
（306〈44.3%〉）

（99〈48.1 〉）

（210〈30.7 〉）

（149〈23.5 〉）

（233〈23.4 〉）

（516〈46.1 〉）

（109〈42.1 〉）

（124〈40.1 〉）

（284〈13.2 〉）

（229〈34.2 〉）

（120〈56.9 〉）

（163〈25.1 〉）

（34〈66.7 〉）

（761〈28.6 〉）

（3,337〈29.5 〉）

691

206

683

635

996

1,120

259

309

2,156

669

211

650

51

2,658

11,294

人

■資料

1年次

（注）1（　）内は女子の内数、〈　〉内は女子の比率。
　　　2［　］内は2年次編入学定員で外数。
　　　3〔　〕内は3年次編入学定員で外数（工学部は高専卒業者の受入れ)。
　　　4 以下の表は、すべて外国人留学生数を含む。

在 籍 学 生 数（令和5年10月1日現在）
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資料

広　報　誌　等　一　覧
令和5年10月調査結果

部　局　名 広　報　誌　等　名 発行回数 最新版
発行年月 掲　載　内　容　等 形　　態

事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　局

企画課

北海道大学近未来戦略150
（英語・日本語併記版） 不定期 H26年8月 北海道大学創基150年に向けた近未来戦略 冊子

HU VISION 2030（和文版） 不定期 R5年7月 2030年をターゲットイヤーとする中長期的ビジョン 冊子、PDF版
HU VISION 2030（英文版） 不定期 R5年9月 2030年をターゲットイヤーとする中長期的ビジョン 冊子、PDF版

主計課
財務管理室

北海道大学統合報告書 年1回 R5年9月
本学の価値創造に向けた取組や、それを支えるガ
バナンス・財務など本学の現状をステークホルダー
へわかりやすく伝えることを目指して発行

冊子、PDF版

北海道大学統合報告書
（英語ダイジェスト版） 年1回 R4年12月

本学の価値創造に向けた取組や、それを支えるガ
バナンス・財務など本学の現状をステークホルダー
へわかりやすく伝えることを目指して発行

冊子、PDF版

北海道大学財務レポート 年1回 R4年12月 本学の財務情報を分かりやすく解説し、ステークホ
ルダーへ広く理解いただくことを目指して作成 PDF版

北海道大学財務レポート
（英語ダイジェスト版） 年1回 R5年1月 本学の財務情報を分かりやすく解説し、ステークホ

ルダーへ広く理解いただくことを目指して作成 PDF版

学務企画課
大学院教育
改革推進室

大学院総合サイト（日本語・英語） 不定期 ― 大学院概要、経済支援、在学生インタビュー等
の大学院生活全般に関する情報発信 Webサイト

YouTube（おもしろ！北大Lab.） 不定期 ― 北大の大学院生の研究内容や日常を紹介し、
大学院を身近に感じてもらうための動画を配信 動画

Instagram（grad_hokudai） 不定期 ― 大学院改革にまつわる各種取組や、大学院生
に関する情報発信 SNS

X（旧：Twitter）（@grad_hokudai） 不定期 ― 大学院改革にまつわる各種取組や、大学院生
に関する情報発信 SNS

note 不定期 ― 大学院改革にまつわる出来事や日々の舞台裏
などを綴った記事等の掲載 SNS

教育推進課

新渡戸カレッジ（学部教育コース・大学院教育
コース）パンフレット 年1回 R5年9月 新渡戸カレッジの概要を掲載 冊子

新渡戸カレッジパンフレット（企業向け）日本語版 不定期 R3年3月 新渡戸カレッジの概要を掲載（企業向け） 冊子
新渡戸カレッジパンフレット（企業向け）英語版 不定期 R3年4月 新渡戸カレッジの概要を掲載（企業向け） 冊子
新渡戸カレッジ（学部教育コース）
募集チラシ（オープンキャンパス用）　 不定期 R5年7月 新渡戸カレッジ（学部教育コース）の募集案内 チラシ

新渡戸カレッジ（学部教育コース）
募集チラシ 年1回 R5年2月 新渡戸カレッジ（学部教育コース）の募集案内 チラシ

北海道大学新渡戸カレッジ
同窓会ネットワーク誌「ACROSS」 年1回 R4年12月

（3号）

新渡戸カレッジ修了生及び北海道大学同窓生向
けに新渡戸カレッジの概要又は修了生の近況等
を掲載

冊子

北海道大学新渡戸カレッジ
同窓会ネットワーク誌「ACROSS」英語版 年1回 R4年12月

（3号）

新渡戸カレッジ修了生及び北海道大学同窓生向
けに新渡戸カレッジの概要又は修了生の近況等
を掲載

PDF版

新渡戸カレッジ（大学院教育コース）パンフレット 不定期 R4年2月 新渡戸カレッジ（大学院教育コース）の概要を掲載 冊子
新渡戸カレッジ（大学院教育コース）パンフレット

（PDF2023年度版） 不定期 R5年2月 新渡戸カレッジ（大学院教育コース）の概要を掲載 PDF版

新渡戸カレッジ（大学院教育コース）
大学院合格者対象広報チラシ 年2回 R5年7月 新渡戸カレッジ（大学院教育コース）の募集案内 チラシ

新渡戸カレッジ（大学院教育コース）ポスター 不定期 R4年2月 新渡戸カレッジ（大学院教育コース）の概要を掲載 ポスター

新渡戸カレッジWebsite 不定期 ― 日本語・英語で新渡戸カレッジの紹介やお知らせな
どを掲載 Webサイト

学生支援課

えるむ 年2回 R5年4月 学生向けに学内行事・ニュース・お知らせ等
を掲載 冊子、HTML版

学生生活の案内 年1回 R5年4月 学部学生向けの学生生活案内 冊子
学生相談総合センターの広報チラシ
（日本語版） 年1回 R4年4月 学生相談総合センターの案内 チラシ

学生相談総合センターの広報チラシ
（英語版） 年1回 R4年4月 学生相談総合センターの案内 チラシ

学生相談総合センターパンフレット
（日本語版） 年1回 R5年9月 学生相談総合センターの案内 パンフレット・

PDF版
学生相談総合センターパンフレット
（英語版） 年1回 R4年11月 学生相談総合センターの案内 パンフレット・

PDF版
学生相談総合センターパンフレット
（中国語版） 年1回 R4年11月 学生相談総合センターの案内 パンフレット・

PDF版
北大生のための相談先お助けガイド
（日本語版） 年1回 R4年11月 学内のサポート機関の紹介及びフローチャー

トを用いた相談先の紹介
パンフレット・
PDF版

北大生のための相談先お助けガイド
（英語版） 年1回 R4年11月 学内のサポート機関の紹介及びフローチャー

トを用いた相談先の紹介
パンフレット・
PDF版

北海道大学学生寮入寮案内－恵迪寮－ 年1回 R5年1月 学生寮（恵迪寮）の概要・入寮出願手続き等
を掲載 PDF版

北海道大学学生寮入寮案内－霜星寮－ 年1回 R5年1月 学生寮（霜星寮）の概要・入寮出願手続き等
を掲載 PDF版

北海道大学学生寮入寮案内－北大インター
ナショナルハウス北23条2号棟－ 年1回 R5年1月 学生寮（北大インターナショナルハウス北23

条2号棟）の概要・入寮出願手続き等を掲載 PDF版
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入試課

Be ambitious（大学案内） 年1回 R5年7月 大学・学部・研究等の紹介、入試・教育・学
生生活の紹介等

冊子、デジタル
版

オープンキャンパスリーフレット 年1回 R5年5月 オンラインオープンキャンパスの開催日程等
を掲載

紙媒体、デジタ
ル版

北海道大学進学相談会リーフレット 年1回 R5年8月 北海道大学進学相談会の開催日程等を掲載 紙媒体、デジタ
ル版

フロンティア入試案内 年1回 R5年5月 フロンティア入試の概要について掲載 冊子、デジタル
パンフレット

入学者選抜要項 年1回 R5年7月 入学者選抜に関する概要 冊子、PDF版
北大キャンパスマップ　ぐるぶら
（北大キャンパスビジットプロジェクト制作） 不定期 R5年7月 キャンパス案内、北大キャンパスビジットプ

ロジェクト概要紹介 冊子

知のフロンティア
－北海道大学の研究者は、いま－ 不定期 H30年1月 本学教員の研究内容紹介 冊子

外国人留学生のための北海道大学案内 年1回 R5年3月 学部・学科及び大学院等、入試、学生生活等
の外国人留学生向けの本学紹介 冊子、PDF版

INTERNATIONAL STUDENT PROSPECTUS
（『外国人留学生のための北海道大学案
内』の英語版）

年1回 R5年3月 学部・学科及び大学院等、入試、学生生活等
の外国人留学生向けの本学紹介 冊子、PDF版

DEGREE PROGRAMS IN ENGLISH 年1回 R5年3月 英語で修得できる外国人留学生向け学位プロ
グラムの紹介 冊子、PDF版

教育推進課
・入試課

Modern Japanese Studies Program（MJSP）
パンフレット 年1回 R5年3月 外国人留学生向けプログラム「現代日本学プ

ログラム」の概要を掲載 冊子、PDF版

Integrated Science Program（ISP）パンフレット 年1回 R5年3月 外国人留学生向けプログラム「インテグレイ
テッドサイエンスプログラム」の概要を掲載 冊子、PDF版

YouTube（Hokkaido Uni_Modern Japanese 
Studies Program （MJSP）） 不定期 R5年12月

発行予定

外国人留学生向けプログラム「現代日本学プ
ログラム」の説明、学生・卒業生の声等を紹
介する動画の再生リスト

動画

YouTube（Hokkaido Uni_Integrated Science 
Program （ISP）） 不定期 R5年12月

発行予定

外国人留学生向けプログラム「インテグレイ
テッドサイエンスプログラム」の説明、学生・卒
業生の声等を紹介する動画の再生リスト

動画

Facebook （@hokkaido.mjsp） 外国人留学生向けプログラム「現代日本学プ
ログラム」の入試情報、キャンパスや学生の様
子、本学の情報等を紹介するSNS

SNS
X（旧：Twitter）（@MJSP_Hokkaido） SNS
Instagram （mjsp.hokkaido） SNS
Facebook （@isp.hokkaido） 外国人留学生向けプログラム「インテグレイテッ

ドサイエンスプログラム」の入試情報、キャンパ
スや学生の様子、本学の情報等を紹介するSNS

SNS
X（旧：Twitter）（@ISPHokudai） SNS
Instagram （isp.hokkaido） SNS

キャリア支援課
（キャリアセン
ター）

キャリア通信 年1回 R5年4月
キャリアセンター利用案内、各種就職ガイダ
ンス・セミナー情報、インターンシップ情報
等を掲載。

冊子、PDF版

X（旧：Twitter）（@hokudai_career） 不定期 ― キャリアセンターが主催するガイダンス・セ
ミナー等の最新情報を発信。 SNS

X（旧：Twitter）
（@hokudai_KOUMUIN） 不定期 ― 公務員志望学生に公務員に特化した最新情報

を発信。 SNS

国際交流課

Hokkaidoサマー・インスティテュート
ポスター 年1回 R4年12月 HSIプログラム概要 紙媒体

Hokkaidoサマー・インスティテュート
学部学生用チラシ 年1回 R5年1月 HSIプログラム概要 紙媒体

Hokkaidoサマー・インスティテュート
変形リーフレット（学内向け） 年1回 R5年1月 HSIプログラム概要 リーフレット

Hokkaidoサマー・インスティテュート
MAP折りリーフレット（日本語・英語併記） 年1回 R5年1月 HSIプログラム概要 リーフレット

Hokkaidoサマー・インスティテュート
全科目紹介 年1回 R5年3月 HSIプログラム概要 冊子

Hokkaidoサマー・インスティテュート
プログラム紹介冊子 年1回 R4年5月 HSIプログラムの紹介冊子 冊子

Facebook（@hokkaidosummerinstitute） 不定期 ―
Hokka idoサマー・インスティテュート
（HSI）プログラム情報や実際の授業などを
紹介

SNS

Instagram（@hokkaido_si） 不定期 ―
Hokka idoサマー・インスティテュート
（HSI）プログラム情報や実際の授業などを
紹介

SNS

X（旧：Twitter） （@Hokkaido_SI） 不定期 ―
Hokka idoサマー・インスティテュート
（HSI）プログラム情報や実際の授業などを
紹介

SNS

YouTube（Hokkaido SI） 不定期 ―
Hokka idoサマー・インスティテュート
（HSI）プログラム情報や実際の授業などを
紹介

動画

OGGsリーフレット（日本語・英語）
三つ折りA4 年1回 R5年3月 OGGsプログラム概要 リーフレット

OGGsプログラム概要（日本語・英語）A4 年1回 R5年3月 OGGsプログラムの概要。OGGs科目紹介。 パンフレット

OGGsプログラム　ホームページ 不定期 ― OGGsプログラムイベント情報や授業の様子
などを紹介 Webサイト

広　報　誌　等　一　覧
令和5年10月調査結果
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企画課

北海道大学近未来戦略150
（英語・日本語併記版） 不定期 H26年8月 北海道大学創基150年に向けた近未来戦略 冊子

HU VISION 2030（和文版） 不定期 R5年7月 2030年をターゲットイヤーとする中長期的ビジョン 冊子、PDF版
HU VISION 2030（英文版） 不定期 R5年9月 2030年をターゲットイヤーとする中長期的ビジョン 冊子、PDF版

主計課
財務管理室

北海道大学統合報告書 年1回 R5年9月
本学の価値創造に向けた取組や、それを支えるガ
バナンス・財務など本学の現状をステークホルダー
へわかりやすく伝えることを目指して発行

冊子、PDF版

北海道大学統合報告書
（英語ダイジェスト版） 年1回 R4年12月

本学の価値創造に向けた取組や、それを支えるガ
バナンス・財務など本学の現状をステークホルダー
へわかりやすく伝えることを目指して発行

冊子、PDF版

北海道大学財務レポート 年1回 R4年12月 本学の財務情報を分かりやすく解説し、ステークホ
ルダーへ広く理解いただくことを目指して作成 PDF版

北海道大学財務レポート
（英語ダイジェスト版） 年1回 R5年1月 本学の財務情報を分かりやすく解説し、ステークホ

ルダーへ広く理解いただくことを目指して作成 PDF版

学務企画課
大学院教育
改革推進室

大学院総合サイト（日本語・英語） 不定期 ― 大学院概要、経済支援、在学生インタビュー等
の大学院生活全般に関する情報発信 Webサイト

YouTube（おもしろ！北大Lab.） 不定期 ― 北大の大学院生の研究内容や日常を紹介し、
大学院を身近に感じてもらうための動画を配信 動画

Instagram（grad_hokudai） 不定期 ― 大学院改革にまつわる各種取組や、大学院生
に関する情報発信 SNS

X（旧：Twitter）（@grad_hokudai） 不定期 ― 大学院改革にまつわる各種取組や、大学院生
に関する情報発信 SNS

note 不定期 ― 大学院改革にまつわる出来事や日々の舞台裏
などを綴った記事等の掲載 SNS

教育推進課

新渡戸カレッジ（学部教育コース・大学院教育
コース）パンフレット 年1回 R5年9月 新渡戸カレッジの概要を掲載 冊子

新渡戸カレッジパンフレット（企業向け）日本語版 不定期 R3年3月 新渡戸カレッジの概要を掲載（企業向け） 冊子
新渡戸カレッジパンフレット（企業向け）英語版 不定期 R3年4月 新渡戸カレッジの概要を掲載（企業向け） 冊子
新渡戸カレッジ（学部教育コース）
募集チラシ（オープンキャンパス用）　 不定期 R5年7月 新渡戸カレッジ（学部教育コース）の募集案内 チラシ

新渡戸カレッジ（学部教育コース）
募集チラシ 年1回 R5年2月 新渡戸カレッジ（学部教育コース）の募集案内 チラシ

北海道大学新渡戸カレッジ
同窓会ネットワーク誌「ACROSS」 年1回 R4年12月

（3号）

新渡戸カレッジ修了生及び北海道大学同窓生向
けに新渡戸カレッジの概要又は修了生の近況等
を掲載

冊子

北海道大学新渡戸カレッジ
同窓会ネットワーク誌「ACROSS」英語版 年1回 R4年12月

（3号）

新渡戸カレッジ修了生及び北海道大学同窓生向
けに新渡戸カレッジの概要又は修了生の近況等
を掲載

PDF版

新渡戸カレッジ（大学院教育コース）パンフレット 不定期 R4年2月 新渡戸カレッジ（大学院教育コース）の概要を掲載 冊子
新渡戸カレッジ（大学院教育コース）パンフレット

（PDF2023年度版） 不定期 R5年2月 新渡戸カレッジ（大学院教育コース）の概要を掲載 PDF版

新渡戸カレッジ（大学院教育コース）
大学院合格者対象広報チラシ 年2回 R5年7月 新渡戸カレッジ（大学院教育コース）の募集案内 チラシ

新渡戸カレッジ（大学院教育コース）ポスター 不定期 R4年2月 新渡戸カレッジ（大学院教育コース）の概要を掲載 ポスター

新渡戸カレッジWebsite 不定期 ― 日本語・英語で新渡戸カレッジの紹介やお知らせな
どを掲載 Webサイト

学生支援課

えるむ 年2回 R5年4月 学生向けに学内行事・ニュース・お知らせ等
を掲載 冊子、HTML版

学生生活の案内 年1回 R5年4月 学部学生向けの学生生活案内 冊子
学生相談総合センターの広報チラシ
（日本語版） 年1回 R4年4月 学生相談総合センターの案内 チラシ

学生相談総合センターの広報チラシ
（英語版） 年1回 R4年4月 学生相談総合センターの案内 チラシ

学生相談総合センターパンフレット
（日本語版） 年1回 R5年9月 学生相談総合センターの案内 パンフレット・

PDF版
学生相談総合センターパンフレット
（英語版） 年1回 R4年11月 学生相談総合センターの案内 パンフレット・

PDF版
学生相談総合センターパンフレット
（中国語版） 年1回 R4年11月 学生相談総合センターの案内 パンフレット・

PDF版
北大生のための相談先お助けガイド
（日本語版） 年1回 R4年11月 学内のサポート機関の紹介及びフローチャー

トを用いた相談先の紹介
パンフレット・
PDF版

北大生のための相談先お助けガイド
（英語版） 年1回 R4年11月 学内のサポート機関の紹介及びフローチャー

トを用いた相談先の紹介
パンフレット・
PDF版

北海道大学学生寮入寮案内－恵迪寮－ 年1回 R5年1月 学生寮（恵迪寮）の概要・入寮出願手続き等
を掲載 PDF版

北海道大学学生寮入寮案内－霜星寮－ 年1回 R5年1月 学生寮（霜星寮）の概要・入寮出願手続き等
を掲載 PDF版

北海道大学学生寮入寮案内－北大インター
ナショナルハウス北23条2号棟－ 年1回 R5年1月 学生寮（北大インターナショナルハウス北23

条2号棟）の概要・入寮出願手続き等を掲載 PDF版
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国際交流課

Facebook
（@OGGs-One-program-for-Global-Goals） 不定期 ― OGGsプログラムイベント情報や授業の様子

などを紹介 SNS

Instagram（@oggsprogram） 不定期 ― OGGsプログラムイベント情報や授業の様子
などを紹介 SNS

X（旧：Twitter）（@OggsFor） 不定期 ― OGGsプログラムイベント情報や授業の様子
などを紹介 SNS

HANDBOOK FOR INTERNATIONAL 
STUDENTS 年1回 R5年9月 在学中の留学生に必要な手続き及び生活情報

を提供 冊子、PDF版

Exchange Possibilities at Hokkaido University 年1回 R4年12月 本学の交換留学プログラムの紹介 冊子
Hokkaido University Short-Term Exchange 
Program 年1回 R4年12月 北海道大学短期留学プログラムHUSTEPの

紹介及び開講科目の授業内容等を掲載 冊子、PDF版

JAPANESE LANGUAGE AND CULTURE 
STUDIES PROGRAM（JLCSP） 年1回 R4年12月 北海道大学短期留学プログラムJLCSPの紹介

及び開講科目の授業内容等を掲載 冊子、PDF版

日本語・国際教育研究紀要 年1回 R5年3月 研究論文、研究ノート、実践報告、調査報告 冊子、PDF版
（HUSCUP配信）

北海道大学国際教育研究部ブックレット_9 不定期 R5年3月 諸外国の大学における「合理的配慮」をめぐ
る対応と教育支援 冊子、PDF版

国際教育研究部日本語科目案内
国際教育研究部多文化交流科目案内 不定期 R3年3月 日本語科目と多文化交流科目の紹介 紙媒体、PDF版

「一般日本語コース」受講生募集チラシ 年1回 R5年2月 一般日本語コース受講生募集について 紙媒体、PDF版

北海道大学日本語スタンダーズ2019年度版 不定期 H31年3月 日本語教育におけるレベル別言語行動目標、
Can-Do Listなど 冊子、PDF版

北海道大学一般日本語コース授業ガイド
（日英両言語版） 不定期 H31年3月 北大留学生向け日本語コース紹介 冊子、PDF版

多文化交流科目リーフレット 不定期 R2年3月 多文化交流科目についての案内と2020年度開
講科目一覧など 冊子、PDF版

高等教育推進機構国際教育研究部
ウェブサイト 不定期 ― 日本語で高等教育推進機構国際教育研究部に

関するお知らせなどの情報を紹介 Webサイト

X（旧：Twitter）（@hunihongo） 不定期 ― 日本語と英語で日本語コースの情報を発信 SNS
Instagram （hunihongo） 不定期 ― 日本語と英語で日本語コースの情報を発信 SNS
北大生のための留学ハンドブック 年1回 R5年3月 北大生のための留学情報提供誌 冊子、PDF版
全学教育科目 一般教育演習（フレッシュマン
セミナー）グローバル・キャリア・デザイン[通称：
ファースト・ステップ・プログラム（FSP）]

不定期 R2年3月 FSP概要 冊子、PDF版

国際インターンシップ 不定期 R2年3月 国際インターンシップ概要 冊子
海外短期語学研修（サマープログラム／ス
プリングプログラム） 不定期 R2年3月 海外短期語学研修概要 冊子、PDF版

海外ラーニング・サテライトリーフレット 不定期 R4年2月 海外ラーニング・サテライト概要 リーフレット、
PDF版

施設整備課

歴史的資産ガイドマップ 不定期 R05年7月 北海道大学の歴史的資産（建造物等）をマッ
プと写真で紹介 冊子、PDF版

HISTORIC HERITAGE VISITOR GUIDE 
AND MAP（歴史的資産ガイドマップ　英
語版）

不定期 R2年3月 北海道大学の歴史的資産（建造物等）をマッ
プと写真で紹介 冊子、PDF版

歴史的資産ガイドマップQRコードカード 不定期 R05年7月 ガイドマップデータダウンロード用QRコー
ドカード 名刺サイズカード

国際企画課

Hokkaido Universal Campus Initiative
Tackling Global Issues（日英併記） 不定期 R1年11月

「スーパーグローバル大学創成支援事業」の
採択構想である「Hokkaidoユニバーサルキャ
ンパス・イニシアチブ（HUCI）」取組紹介

冊子

Hokkaido University Global Vision 2040
北海道大学　国際戦略（日英併記） 不定期 R4年1月

「Hokkaido ユニバーサルキャンパス・イニ
シアチブ」が築いた成果を踏まえて、2040年
までの中長期的な将来に向かって国際の観点
から本学が歩むべき方向性を示した「2040年
に向けた北海道大学の国際戦略」の紹介

冊子、PDF版

国際連携課

HaRP事業ウェブサイト
（日本語、英語、ロシア語） 不定期 ―

文部科学省補助金「大学の世界展開力強化
事業」により2017-2021年度に実施していた
「日露経済協力・人的交流に資する人材育成
プラットフォーム（HaRP）」事業のウェブ
サイトで、各機関の日露交流取組・イベント
等の情報を紹介

Webサイト

Facebookグループ（HaRP -  Human 
Resource Development Platform for Japan 
and Russia）

不定期 ― HaRP事業をはじめ日露交流に従事している
関係者間の情報交換プラットフォーム SNS

HaRPアニュアルレポート
（日本語・ロシア語） 年1回 R4年3月 R3年度における事業の活動紹介 PDF版

広報課

ビジュアルブック 不定期 H30年9月 色彩豊かで伝統と趣のあるキャンパス風景を
四季ごとに紹介 冊子

北海道大学概要 年1回 R5年度版 本学の沿革、組織、職員数等、大学の概要を
掲載

冊子、HTML
版、PDF版

北海道大学概要（英語版） 年1回 R5年7月 本学の沿革、組織、職員数等、大学の概要を
掲載 冊子、PDF版

リテラポプリ 年2回 R5年9月 北海道大学の新たなプロジェクトや変革、教
育研究、及び緑豊かなキャンパス等を紹介 冊子、PDF版
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広報課

リテラポプリ（英語版） 年2回 R5年6月 北海道大学の新たなプロジェクトや変革、教
育研究、及び緑豊かなキャンパス等を紹介 冊子、PDF版

北大時報 月1回 R5年10月 その月の大学や部局のニュース、お知らせ等
を掲載 PDF版

キャンパスガイドマップ 年1回 R5年6月 札幌キャンパスのマップと主な施設等を紹介 冊子、PDF版
Campus Guide Map
（キャンパスガイドマップ　英語版） 年1回 R5年6月 札幌キャンパスのマップと主な施設等を紹介 冊子、PDF版

Campus Guide Map
（キャンパスガイドマップ　簡体字版） 年1回 R5年6月 札幌キャンパスのマップと主な施設等を紹介 冊子、PDF版

Campus Guide Map
（キャンパスガイドマップ　韓国語版） 年1回 R5年6月 札幌キャンパスのマップと主な施設等を紹介 冊子、PDF版

北海道大学基幹サイト 不定期 ― 日本語で北海道大学に関するお知らせ、リ
リースなどの情報を紹介 Webサイト

Facebook（@HokkaidoUniversity） 不定期 ― 日本語で北海道大学基幹サイトに掲載したお
知らせ、リリースなどの情報を紹介 SNS

X（旧：Twitter）（@HokkaidoUnivPR） 不定期 ― 日本語で北海道大学基幹サイトに掲載したお
知らせ、リリースなどの情報を紹介 SNS

Instagram（hokkaidounivpr） 不定期 ― 日本語で北海道大学の取組や風景を紹介 SNS
Youtube（北海道大学【公式】） 不定期 ― 日本語で北海道大学の取組や風景を紹介 動画

北大フロンティア基金Webサイト 不定期 ― 北大フロンティア基金に関するお知らせ、寄
附募集状況等を紹介 Webサイト

北海道大学創基150周年記念募金リーフ
レット（日本語版） 不定期 R5年1月 北海道大学創基150周年記念募金を紹介 冊子

北海道大学創基150周年記念募金リーフ
レット（英語版） 不定期 R5年3月 北海道大学創基150周年記念募金を紹介 冊子

北大フロンティア基金活動報告書 年1回 R5年9月 北大フロンティア基金の年度毎の活動状況を
報告 冊子、PDF版

遺贈のご案内 不定期 R4年8月 遺贈に関する手続の概要 冊子、PDF版

北海道大学メモリアルノート 不定期 R4年8月 北大の歴史と将来の財産管理に関する手続の
案内 冊子、PDF版

技術支援本部 北海道大学技術支援本部パンフレット 不定期 R5年3月 技術支援本部の組織、沿革、活動等を掲載 冊子、PDF版

情報環境推進本部 情報セキュリティガイド（改訂版）
（リーフレット） 不定期 R5年2月 情報セキュリティの手引き リーフレット、

PDF版

創成研究機構

創成ニューズレター　CRIS TIMES 不定期 H28年度版 創成研究機構の活動紹介 冊子、PDF版
北海道大学　創成研究機構 不定期 H28年1月 創成研究機構の組織紹介 冊子、PDF版
北海道大学　創成研究機構（DVD） 不定期 H23年9月 創成研究機構の紹介DVD（改訂版） DVD

Global Facility Center Hokkaido University 不定期 R3年1月 グローバルファシリティセンターの紹介
（日本語版） 冊子、PDF版

Global Facility Center Hokkaido University
（English ver.） 不定期 R3年3月 グローバルファシリティセンターの紹介

（英語版） 冊子、PDF版

北海道大学グローバルファシリティセン
ター 不定期 R2年10月 グローバルファシリティセンターの紹介 チラシ、PDF版

"ひらめきをカタチにするパートナー”
今すぐ使える北大GFC 不定期 R1年5月 グローバルファシリティセンターの紹介

（学外向け） チラシ、PDF版

北海道大学オープンファシリティ料金表 年4回 R5年9月 オープンファシリティ利用料金一覧
（学内・学外用） 冊子、PDF版

先端技術のオープンステーション
北海道大学　オープンファシリティ 不定期 H27年12月 オープンファシリティの紹介DVD

（日本語版） 動画（Web版）

Cutting-edge Open Station Hokkaido 
University Open Facility 不定期 H27年12月 オープンファシリティの紹介DVD

（英語版） 動画（Web版）

第10回オープンファシリティシンポジウム
報告書 年1回 R5年3月 オープンファシリティシンポジウム開催報告 冊子、PDF版

北海道大学創成研究機構グローバルファシ
リティセンター機器分析受託サービス 不定期 R4年8月 グローバルファシリティセンター機器分析受

託部門の紹介 冊子、PDF版

機器分析受託サービス分析料金表（学外） 不定期 R5年7月 分析料金一覧　学外料金（日本語版） チラシ、PDF版
Price List （Outside Campus） 不定期 R1年10月 分析料金一覧　学外料金（英語版） チラシ、PDF版
機器分析受託サービス分析料金表（学内） 不定期 R5年7月 分析料金一覧　学内料金（日本語版） チラシ、PDF版
Price List （Within Campus） 不定期 R1年10月 分析料金一覧　学内料金（英語版） チラシ、PDF版

GFC Tutorial サービス利用登録申請 不定期 R1年11月 GFC総合システムのサービス利用登録方法
を説明する動画 動画（Web版）

GFC Tutorial 利用料金のお支払いと利用
実績の報告 不定期 R2年7月 GFC総合システムの利用料金の支払方法と

利用実績の報告方法を説明する動画 動画（Web版）

GFCについて 不定期 R3年3月 グローバルファシリティセンターの紹介動画 動画（Web版）
Facebook（@hokudaigfc） 不定期 ― 日本語でGFCのイベントやお知らせを配信 SNS
X（旧：Twitter）（@hokudai_gfc） 不定期 ― 日本語でGFCのイベントやお知らせを配信 SNS
Youtube

（北海道大学グローバルファシリティセンター） 不定期 ― GFCの概要や各サービスの紹介 動画

顕微イメージングソリューションプラット
フォーム 不定期 R5年6月

文部科学省：先端研究基盤共用促進事業（先
端研究設備プラットフォームプログラム）
「顕微イメージングソリューションプラット
フォーム」事業の紹介及び利用募集

冊子
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国際交流課

Facebook
（@OGGs-One-program-for-Global-Goals） 不定期 ― OGGsプログラムイベント情報や授業の様子

などを紹介 SNS

Instagram（@oggsprogram） 不定期 ― OGGsプログラムイベント情報や授業の様子
などを紹介 SNS

X（旧：Twitter）（@OggsFor） 不定期 ― OGGsプログラムイベント情報や授業の様子
などを紹介 SNS

HANDBOOK FOR INTERNATIONAL 
STUDENTS 年1回 R5年9月 在学中の留学生に必要な手続き及び生活情報

を提供 冊子、PDF版

Exchange Possibilities at Hokkaido University 年1回 R4年12月 本学の交換留学プログラムの紹介 冊子
Hokkaido University Short-Term Exchange 
Program 年1回 R4年12月 北海道大学短期留学プログラムHUSTEPの

紹介及び開講科目の授業内容等を掲載 冊子、PDF版

JAPANESE LANGUAGE AND CULTURE 
STUDIES PROGRAM（JLCSP） 年1回 R4年12月 北海道大学短期留学プログラムJLCSPの紹介

及び開講科目の授業内容等を掲載 冊子、PDF版

日本語・国際教育研究紀要 年1回 R5年3月 研究論文、研究ノート、実践報告、調査報告 冊子、PDF版
（HUSCUP配信）

北海道大学国際教育研究部ブックレット_9 不定期 R5年3月 諸外国の大学における「合理的配慮」をめぐ
る対応と教育支援 冊子、PDF版

国際教育研究部日本語科目案内
国際教育研究部多文化交流科目案内 不定期 R3年3月 日本語科目と多文化交流科目の紹介 紙媒体、PDF版

「一般日本語コース」受講生募集チラシ 年1回 R5年2月 一般日本語コース受講生募集について 紙媒体、PDF版

北海道大学日本語スタンダーズ2019年度版 不定期 H31年3月 日本語教育におけるレベル別言語行動目標、
Can-Do Listなど 冊子、PDF版

北海道大学一般日本語コース授業ガイド
（日英両言語版） 不定期 H31年3月 北大留学生向け日本語コース紹介 冊子、PDF版

多文化交流科目リーフレット 不定期 R2年3月 多文化交流科目についての案内と2020年度開
講科目一覧など 冊子、PDF版

高等教育推進機構国際教育研究部
ウェブサイト 不定期 ― 日本語で高等教育推進機構国際教育研究部に

関するお知らせなどの情報を紹介 Webサイト

X（旧：Twitter）（@hunihongo） 不定期 ― 日本語と英語で日本語コースの情報を発信 SNS
Instagram （hunihongo） 不定期 ― 日本語と英語で日本語コースの情報を発信 SNS
北大生のための留学ハンドブック 年1回 R5年3月 北大生のための留学情報提供誌 冊子、PDF版
全学教育科目 一般教育演習（フレッシュマン
セミナー）グローバル・キャリア・デザイン[通称：
ファースト・ステップ・プログラム（FSP）]

不定期 R2年3月 FSP概要 冊子、PDF版

国際インターンシップ 不定期 R2年3月 国際インターンシップ概要 冊子
海外短期語学研修（サマープログラム／ス
プリングプログラム） 不定期 R2年3月 海外短期語学研修概要 冊子、PDF版

海外ラーニング・サテライトリーフレット 不定期 R4年2月 海外ラーニング・サテライト概要 リーフレット、
PDF版

施設整備課

歴史的資産ガイドマップ 不定期 R05年7月 北海道大学の歴史的資産（建造物等）をマッ
プと写真で紹介 冊子、PDF版

HISTORIC HERITAGE VISITOR GUIDE 
AND MAP（歴史的資産ガイドマップ　英
語版）

不定期 R2年3月 北海道大学の歴史的資産（建造物等）をマッ
プと写真で紹介 冊子、PDF版

歴史的資産ガイドマップQRコードカード 不定期 R05年7月 ガイドマップデータダウンロード用QRコー
ドカード 名刺サイズカード

国際企画課

Hokkaido Universal Campus Initiative
Tackling Global Issues（日英併記） 不定期 R1年11月

「スーパーグローバル大学創成支援事業」の
採択構想である「Hokkaidoユニバーサルキャ
ンパス・イニシアチブ（HUCI）」取組紹介

冊子

Hokkaido University Global Vision 2040
北海道大学　国際戦略（日英併記） 不定期 R4年1月

「Hokkaido ユニバーサルキャンパス・イニ
シアチブ」が築いた成果を踏まえて、2040年
までの中長期的な将来に向かって国際の観点
から本学が歩むべき方向性を示した「2040年
に向けた北海道大学の国際戦略」の紹介

冊子、PDF版

国際連携課

HaRP事業ウェブサイト
（日本語、英語、ロシア語） 不定期 ―

文部科学省補助金「大学の世界展開力強化
事業」により2017-2021年度に実施していた
「日露経済協力・人的交流に資する人材育成
プラットフォーム（HaRP）」事業のウェブ
サイトで、各機関の日露交流取組・イベント
等の情報を紹介

Webサイト

Facebookグループ（HaRP -  Human 
Resource Development Platform for Japan 
and Russia）

不定期 ― HaRP事業をはじめ日露交流に従事している
関係者間の情報交換プラットフォーム SNS

HaRPアニュアルレポート
（日本語・ロシア語） 年1回 R4年3月 R3年度における事業の活動紹介 PDF版

広報課

ビジュアルブック 不定期 H30年9月 色彩豊かで伝統と趣のあるキャンパス風景を
四季ごとに紹介 冊子

北海道大学概要 年1回 R5年度版 本学の沿革、組織、職員数等、大学の概要を
掲載

冊子、HTML
版、PDF版

北海道大学概要（英語版） 年1回 R5年7月 本学の沿革、組織、職員数等、大学の概要を
掲載 冊子、PDF版

リテラポプリ 年2回 R5年9月 北海道大学の新たなプロジェクトや変革、教
育研究、及び緑豊かなキャンパス等を紹介 冊子、PDF版
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創成研究機構 同位体顕微鏡 不定期 H25年4月

文部科学省：先端研究基盤共用・プラット
フォーム形成事業「安定同位元素イメージン
グ技術による産業イノベーション」事業にお
ける圦本教授のインタビュー（リテラポプリ
29号を元に作成）

冊子

化学反応創成
研究拠点

拠点概要パンフレット（英語版） 不定期 R5年6月 拠点概要説明、拠点長メッセージ、拠点の特徴、
主任研究者一覧、拠点の研究概要、アクセス情報 冊子、PDF版

拠点概要パンフレット（日本語版） 不定期 R5年6月 拠点概要説明、拠点長メッセージ、拠点の特徴、
主任研究者一覧、拠点の研究概要、アクセス情報 冊子、PDF版

リクルート用冊子 React With Us 
（英語版） 不定期 R2年2月

主任研究者と研究概要説明、研究者の声（8
名）、拠点で保有している器機説明、研究者
向けサポート制度の説明、北海道と札幌市の
紹介、拠点概要説明

冊子、PDF版

ニュースポストカード（日英） 毎月 R5年10月
論文発表があった研究を毎月一編紹介。研究
に関連する画像、論文情報、QRコード（オンラ
イン上の情報・プレスリリースなど）を掲載。

ポストカード

Annual report（年次報告書・英語版） 毎年 R5年7月
化学反応創成研究拠点の年間の活動報告書。
拠点長メッセージ、人員構成、研究進捗、活
動内容を紹介。

冊子、PDF版

ニュースポスター「The CATALYST」
（英語版） 年4回 R5年9月

化学反応について分かりやすく紹介する冊
子。スペシャルトピック、研究者紹介、拠点
ニュース、拠点概要情報を掲載。

PDF版

ニュースポスター「カタリスト」
（日本語版） 年4回 R5年9月

化学反応について分かりやすく紹介する冊
子。スペシャルトピック、研究者紹介、拠点
ニュース、拠点概要情報を掲載。

ポスター、
PDF版

ICReDD棟パンフレット（英） 不定期 R5年6月 ICReDD棟（北キャンパス総合研究棟8号
館）の施設情報 冊子

拠点ウェブサイト（英） 不定期 ― 拠点紹介、イベント情報、研究業績、プレス
リリースなどの情報を英語で紹介 Webサイト

拠点ウェブサイト（日） 不定期 ― 拠点紹介、イベント情報、研究業績、プレス
リリースなどの情報を日本語で紹介 Webサイト

Facebook（ICReDD Hokkaido University） 不定期 ― 拠点ウェブサイトに掲載したお知らせ、イベ
ント情報などを英語で紹介 SNS

X（旧：Twitter）（Twitter）
（@ICReDDconnect） 不定期 ― 拠点ウェブサイトに掲載したお知らせ、イベ

ント情報などを英語で紹介 SNS

Instagram（@ICReDDconnect） 不定期 ― 拠点ウェブサイトに掲載したお知らせ、イベ
ント情報などを英語で紹介 SNS

Instagram（@ICReDDconnect_jp）
（日本語版） 不定期 ― イベント情報などを日本語で紹介 SNS

Linkedin（Hokkaido University ICReDD） 不定期 ― 拠点ウェブサイトに掲載したお知らせ、イベ
ント情報などを英語で紹介 SNS

Youtube（Hokkaido University WPI-ICReDD） 不定期 ― 拠点の概要、メンバー、施設の設備や、シン
ポジウム講演の様子などを主に英語で紹介 動画

データ駆動型融合
研究創発拠点

拠点ウェブサイト 不定期 ― 日本語で拠点紹介、イベント情報、活動実績
などの情報を紹介 Webサイト

拠点概要フライヤー 不定期 R5年8月 データ駆動型融合研究創発拠点の概要 フライヤー

ワクチン研究
開発拠点

拠点概要パンフレット（日本語版） 不定期 R5年8月 ワクチン研究開発拠点の概要紹介 冊子
拠点概要パンフレット（英語版） 不定期 R5年10月 ワクチン研究開発拠点の概要紹介 冊子

高等教育推進機構
高等教育ジャーナル
－高等教育と生涯学習－ 年1回 R5年3月 広く高等教育に関する論文・報告等を公開 冊子、PDF版

（HUSCAP）
高等教育研究部 ウェブサイト　　　　 不定期 ― 高等教育研究部の紹介、活動報告 Webサイト

産学・地域協働
推進機構

産学・地域協働推進機構パンフレット 不定期 R4年3月 産学・地域協働推進機構の概要紹介 冊子,Web版
北海道大学 研究シーズ集2023 不定期 R5年3月 北海道大学の研究シーズを分野別に紹介 冊子

HOKUDAI INNOVATION GUIDE 不定期 R4年3月 北海道大学との契約形態（共同研究・産業創出・学術
コンサルティング）の制度紹介、研究シーズ集の案内 リーフレット

北海道大学　研究シーズ集Webサイト 不定期 R4年10月 北海道大学の研究シーズを分野別に紹介 Web版
北海道大学　産学・地域協働推進機構 不定期 R4年10月 産学・地域協働推進機構について活動紹介・ご案内 Web版

北海道大学産学連携メールマガジン 不定期 R4年10月
産学連携に関わるイベント（研究や様々な情報を
知っていただくためのセミナーや勉強会、企業と研
究者とのマッチングイベントなど）のご案内

E-mail

DEMOLA　HOKKAIDO 不定期 ― DEMOLA　HOKKAIDOについて活動紹介・
ご案内 Web版

Facebook（@Demola Hokkaido） 不定期 ― SNSを使用しDEMOLA　HOKKAIDOについ
て活動紹介・ご案内を発信 SNS

Instagram（@DEMOLA HOKKAIDO） 不定期 ― SNSを使用しDEMOLA　HOKKAIDOについ
て活動紹介・ご案内を発信 SNS

X（旧：Twitter）（@Demola in Japan） 不定期 ― SNSを使用しDEMOLA　HOKKAIDOについ
て活動紹介・ご案内を発信 SNS

BOSTON RESEARCH SHOWCASE 不定期 R5年7月 英語で北海道大学の研究シーズやイベント情報な
どを案内 Web版

「BOSTON RESEARCH SHOWCASE」
Linkedinアカウント 不定期 R4年10月 SNSを使用し北海道大学の研究シーズやイベント

情報などを発信 SNS

北海道大学起業家育成基金リーフレット 不定期 R1年12月 基金要項、申込方法等の掲載、ご支援のお願い リーフレット
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部　局　名 広　報　誌　等　名 発行回数 最新版
発行年月 掲　載　内　容　等 形　　態

産学・地域協働
推進機構

HX（エイチクロス） 不定期 ―
広域エリア統合プレインキュベーション拠点として、
大学発のスタートアップの支援、起業に関する定
期的なイベントや勉強会などの開催案内

Web版

HX（エイチクロス）　 不定期 R4年3月 広域スタートアップ支援拠点HX（エイチクロス）　
の施設紹介 チラシ

北海道大学起業家育成基金リーフレット 不定期 R1年12月 基金要項、申込方法等の掲載、ご支援のお願い リーフレット
北海道プライムバイオコミュニティリーフレット 不定期 R5年4月 北海道プライムバイオコミュニティの概要説明 リーフレット

北海道大学COI－NEXTパンフレット 不定期 R3年3月 北海道大学COI-NEXT拠点概要説明と研究者
紹介 リーフレット

北海道大学COI－NEXT
「They magazine」 不定期 R3年3月 ジェンダーをテーマに高校生の座談会、インタ

ビュー記事などを紹介 リーフレット

北海道大学COI－NEXT×ARCS
「WORK×LIVE」 不定期 R5年3月 より生きやすい職場をテーマに情報発信 リーフレット

北海道大学COI－NEXTウェブサイト 不定期 R4年3月 北海道大学COI-NEXT拠点概要説明とイベント
紹介 Web版

「北海道大学COI－NEXT」
Instagramアカウント 不定期 R4年3月 北海道大学COI-NEXT拠点活動報告とイベント

紹介 SNS

「北海道大学COI－NEXT　SOZO」
Instagramアカウント 不定期 R5年6月 北海道大学COI-NEXTイベント「SOZO」紹介 SNS

「北海道大学COI－NEXT　SOZO」
ウェブサイト 不定期 R5年8月 北海道大学COI-NEXTイベント「SOZO」紹介 Web版

国際連携機構

ソウルオフィス　リーフレット
（日本語版、韓国語版） 不定期 R3年1月 韓国ソウルオフィス及び北海道大学の紹介 冊子

北海道大学留学案内ガイド（韓国語版） 不定期 R3年1月 韓国人留学生向けの入学案内
（発行：韓国ソウルオフィス） 冊子

北海道大学留学案内ガイド（中国語版） 不定期 R3年4月 中国人留学生向けの入学案内
（発行：中国北京オフィス） 冊子

日本留学海外拠点連携推進事業
（ロシア・CIS地域）成果報告書 不定期 R元年度版 R元年度における活動紹介 冊子

アフリカルサカオフィス　リーフレット
（英語版） 不定期 R1年8月 アフリカルサカオフィスの紹介 冊子

日本留学海外拠点連携推進事業
（サブサハラ・アフリカ地域）事業案内 不定期 R3年3月 日本留学海外拠点連携推進事業

（サブサハラ・アフリカ地域）事業の案内 冊子・PDF版

日本留学海外拠点連携推進事業
（サブサハラ・アフリカ地域）事業案内 不定期 R3年3月 日本留学海外拠点連携推進事業

（サブサハラ・アフリカ地域）事業の案内
3つ折りパンフ
レット・PDF版

Why Choose Hokkaido University for 
Graduate Studies? 不定期 R5年9月 大学院に進学を希望する留学生向けの大学院案内

（英語版）
B4の観音折パンフ
レット・PDF版

Facebook（hu.future.graduate） 不定期 ― 大学院に進学を希望する留学生向けの情報発信
（英語版） SNS

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構

サステイナブ
ルキャンパス
マネジメント
本部

サステイナビリティレポート2023 年1回 R5年9月
本学の環境に配慮した活動等をまとめ、2022
年度の環境に関連する教育研究活動やエネル
ギー・水等の使用量の状況を掲載

冊子、PDF版、
HTML版

Sustainability Report 2023 年1回 R5年10月 サステイナビリティレポート2023の日本語版
を海外向けに編集した報告書 冊子、PDF版

Facebook（北海道大学 サステイナブル
キャンパスマネジメント本部） 不定期 ―

日本語でサステイナビリティ推進機構のサイ
トに掲載したお知らせ、リリースなどの情報
を紹介

SNS

SDGs事業
推進本部

サステイナビリティ推進機構
機構のご案内 - R4年3月

サステイナビリティ推進機構、及びサステイ
ナブルキャンパスマネジメント本部・SDGs
事業推進本部の紹介

冊子

サステイナビリティ推進機構 ウェブサイト 不定期 ― 日本語でサステイナビリティ推進機構に関す
るお知らせ、リリースなどの情報を紹介 Webサイト

サステイナビリティ推進機構　英語版 
ウェブサイト 不定期 ― 英語でサステイナビリティ推進機構に関する

お知らせ、リリースなどの情報を紹介 Webサイト

北海道大学×SDGs ウェブサイト 不定期 ― 日本語で本学のSDGsに関するお知らせ、リ
リースなどの情報を紹介 Webサイト

北海道大学×SDGs　英語版 ウェブサイト 不定期 ― 英語で本学のSDGsに関するお知らせ、リ
リースなどの情報を紹介 Webサイト

大
学
院
教
育
推
進
機

高等教育
研修センター

高等教育研修センター ウェブサイト 不定期 ― 高等教育研修センターの紹介・セミナー詳
細・活動報告 Webサイト

高等教育研修センター　Facebook 不定期 ― 高等教育研修センターのセミナー等の情報 SNS

高等教育
研修センター
ラーニング
サポート部門

Learning Support Office　ウェブサイト 不定期 R5年10月 ラーニングサポート室の紹介・利用に関する
案内 Webサイト

アカデミック・マップ 不定期 R3年4月 進級、学部移行の参考として各学部学科等の
研究内容等を掲載 PDF版

ラーニングサポートレター 不定期 R2年12月
初年次学生の修学状況とラーニングサポート
室で実施する学習サポートやセミナーの利用
状況を掲載

PDF版

X（旧：Twitter）（@LSO_Hokudai） 不定期 ― ラーニングサポート室の活動等を紹介 SNS
オープン
エデュケーション
センター

北海道大学オープンエデュケーションセン
ター活動報告書（2020年度） 年1回 2021年版

R4年6月発行
北海道大学オープンエデュケーションセン
ターの活動報告書 冊子

部　局　名 広　報　誌　等　名 発行回数 最新版
発行年月 掲　載　内　容　等 形　　態

創成研究機構 同位体顕微鏡 不定期 H25年4月

文部科学省：先端研究基盤共用・プラット
フォーム形成事業「安定同位元素イメージン
グ技術による産業イノベーション」事業にお
ける圦本教授のインタビュー（リテラポプリ
29号を元に作成）

冊子

化学反応創成
研究拠点

拠点概要パンフレット（英語版） 不定期 R5年6月 拠点概要説明、拠点長メッセージ、拠点の特徴、
主任研究者一覧、拠点の研究概要、アクセス情報 冊子、PDF版

拠点概要パンフレット（日本語版） 不定期 R5年6月 拠点概要説明、拠点長メッセージ、拠点の特徴、
主任研究者一覧、拠点の研究概要、アクセス情報 冊子、PDF版

リクルート用冊子 React With Us 
（英語版） 不定期 R2年2月

主任研究者と研究概要説明、研究者の声（8
名）、拠点で保有している器機説明、研究者
向けサポート制度の説明、北海道と札幌市の
紹介、拠点概要説明

冊子、PDF版

ニュースポストカード（日英） 毎月 R5年10月
論文発表があった研究を毎月一編紹介。研究
に関連する画像、論文情報、QRコード（オンラ
イン上の情報・プレスリリースなど）を掲載。

ポストカード

Annual report（年次報告書・英語版） 毎年 R5年7月
化学反応創成研究拠点の年間の活動報告書。
拠点長メッセージ、人員構成、研究進捗、活
動内容を紹介。

冊子、PDF版

ニュースポスター「The CATALYST」
（英語版） 年4回 R5年9月

化学反応について分かりやすく紹介する冊
子。スペシャルトピック、研究者紹介、拠点
ニュース、拠点概要情報を掲載。

PDF版

ニュースポスター「カタリスト」
（日本語版） 年4回 R5年9月

化学反応について分かりやすく紹介する冊
子。スペシャルトピック、研究者紹介、拠点
ニュース、拠点概要情報を掲載。

ポスター、
PDF版

ICReDD棟パンフレット（英） 不定期 R5年6月 ICReDD棟（北キャンパス総合研究棟8号
館）の施設情報 冊子

拠点ウェブサイト（英） 不定期 ― 拠点紹介、イベント情報、研究業績、プレス
リリースなどの情報を英語で紹介 Webサイト

拠点ウェブサイト（日） 不定期 ― 拠点紹介、イベント情報、研究業績、プレス
リリースなどの情報を日本語で紹介 Webサイト

Facebook（ICReDD Hokkaido University） 不定期 ― 拠点ウェブサイトに掲載したお知らせ、イベ
ント情報などを英語で紹介 SNS

X（旧：Twitter）（Twitter）
（@ICReDDconnect） 不定期 ― 拠点ウェブサイトに掲載したお知らせ、イベ

ント情報などを英語で紹介 SNS

Instagram（@ICReDDconnect） 不定期 ― 拠点ウェブサイトに掲載したお知らせ、イベ
ント情報などを英語で紹介 SNS

Instagram（@ICReDDconnect_jp）
（日本語版） 不定期 ― イベント情報などを日本語で紹介 SNS

Linkedin（Hokkaido University ICReDD） 不定期 ― 拠点ウェブサイトに掲載したお知らせ、イベ
ント情報などを英語で紹介 SNS

Youtube（Hokkaido University WPI-ICReDD） 不定期 ― 拠点の概要、メンバー、施設の設備や、シン
ポジウム講演の様子などを主に英語で紹介 動画

データ駆動型融合
研究創発拠点

拠点ウェブサイト 不定期 ― 日本語で拠点紹介、イベント情報、活動実績
などの情報を紹介 Webサイト

拠点概要フライヤー 不定期 R5年8月 データ駆動型融合研究創発拠点の概要 フライヤー

ワクチン研究
開発拠点

拠点概要パンフレット（日本語版） 不定期 R5年8月 ワクチン研究開発拠点の概要紹介 冊子
拠点概要パンフレット（英語版） 不定期 R5年10月 ワクチン研究開発拠点の概要紹介 冊子

高等教育推進機構
高等教育ジャーナル
－高等教育と生涯学習－ 年1回 R5年3月 広く高等教育に関する論文・報告等を公開 冊子、PDF版

（HUSCAP）
高等教育研究部 ウェブサイト　　　　 不定期 ― 高等教育研究部の紹介、活動報告 Webサイト

産学・地域協働
推進機構

産学・地域協働推進機構パンフレット 不定期 R4年3月 産学・地域協働推進機構の概要紹介 冊子,Web版
北海道大学 研究シーズ集2023 不定期 R5年3月 北海道大学の研究シーズを分野別に紹介 冊子

HOKUDAI INNOVATION GUIDE 不定期 R4年3月 北海道大学との契約形態（共同研究・産業創出・学術
コンサルティング）の制度紹介、研究シーズ集の案内 リーフレット

北海道大学　研究シーズ集Webサイト 不定期 R4年10月 北海道大学の研究シーズを分野別に紹介 Web版
北海道大学　産学・地域協働推進機構 不定期 R4年10月 産学・地域協働推進機構について活動紹介・ご案内 Web版

北海道大学産学連携メールマガジン 不定期 R4年10月
産学連携に関わるイベント（研究や様々な情報を
知っていただくためのセミナーや勉強会、企業と研
究者とのマッチングイベントなど）のご案内

E-mail

DEMOLA　HOKKAIDO 不定期 ― DEMOLA　HOKKAIDOについて活動紹介・
ご案内 Web版

Facebook（@Demola Hokkaido） 不定期 ― SNSを使用しDEMOLA　HOKKAIDOについ
て活動紹介・ご案内を発信 SNS

Instagram（@DEMOLA HOKKAIDO） 不定期 ― SNSを使用しDEMOLA　HOKKAIDOについ
て活動紹介・ご案内を発信 SNS

X（旧：Twitter）（@Demola in Japan） 不定期 ― SNSを使用しDEMOLA　HOKKAIDOについ
て活動紹介・ご案内を発信 SNS

BOSTON RESEARCH SHOWCASE 不定期 R5年7月 英語で北海道大学の研究シーズやイベント情報な
どを案内 Web版

「BOSTON RESEARCH SHOWCASE」
Linkedinアカウント 不定期 R4年10月 SNSを使用し北海道大学の研究シーズやイベント

情報などを発信 SNS

北海道大学起業家育成基金リーフレット 不定期 R1年12月 基金要項、申込方法等の掲載、ご支援のお願い リーフレット
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大
学
院
教
育
推
進
機

オープン
エデュケーション
センター

北海道大学オープンエデュケーションセン
ター活動報告書（2021年度） 年1回 2021年版

R4年6月発行
北海道大学オープンエデュケーションセン
ターの活動報告書 冊子

北海道大学オープンエデュケーションセン
ターリーフレット 不定期 R2年3月 学内の教職員を対象にオープンエデュケー

ションセンターの活動内容を紹介 冊子

北海道大学オープンエデュケーションセン
ターフライヤー 年1回 R2年3月

新入学生向けに、北海道大学オープンコース
ウェア及びオープンエデュケーションセン
ターに関する案内を掲載

冊子

北海道大学におけるハイブリッド型授業ガ
イド 不定期 R4年8月 学内のハイブリッド型授業ガイドの紹介 Webサイト

教育情報システム（ELMS）リーフレット 年1回 R4年4月 教育情報システム（ELMS）の利用案内を掲載 WEB掲載、PDF

オープン
エデュケーション
センター
科学技術コミュ
ニケーション
教育研究部門
（COSTEP）

CoSTEPリーフレット 年1回 R5年3月 CoSTEPの活動を紹介 パンフレット

Facebook（@Like.Hokudai） 週4回 R5年9月 いいね！Hokudai
北大の日々を紹介するWebマガジン SNS

いいね！Hokudai基幹サイト 週4回 R5年9月 いいね！Hokudai
北大の日々を紹介するWebマガジン Webサイト

X（旧：Twitter）（@like_hokudai） 週4回 R5年9月 いいね！Hokudai
北大の日々を紹介するWebマガジン SNS

Facebook（@CostepPr） 不定期 R5年9月 CoSTEP PR
スタッフや受講生の日常を紹介 SNS

X（旧：Twitter）（@costep_pr） 不定期 R5年9月 CoSTEP PR
スタッフや受講生の日常を紹介 SNS

科学技術コミュニケーション
（Japanease Jouranl of Science Communication） 年2回 R5年9月・

R6年3月

広く科学技術コミュニケーションに関する論
文・報告・ノートを掲載。HUSCAPで閲覧
できるオープンジャーナル

冊子、PDF
（HUSCAP）

先端人材
育成センター
上級人材
育成部門 
S-cubic

S-cubic通信 不定期 R5年3月 DC・PDを対象とした進路選択のガイドブック 冊子、PDF版
S-cubicフライヤー 不定期 R2年9月 S-cubicの紹介 PDF版

Hi-Systemフライヤー 不定期 R5年3月 博士研究者の社会活躍をサポートするWeb
サイトの紹介 フライヤー

X（旧：Twitter）
（@HokudaiDCcareer） 不定期 ― 博士人材向けの採用情報等の発信 SNS

note 不定期 ― 北大OB博士への取材記事等の掲載 SNS
先端人材育成
センター
上級人材育成
部門I-HoP

Career Management Guide for the Doctorates 不定期 R4年10月 外国人英語コース博士のためのキャリアマネ
ジメントガイド 冊子

先端人材育成
センター
連携型博士
研究人材育成
推進部門 
COFRe

科学技術人材育成のコンソーシアム構築事業
連携型博士研究人材総合育成システムの構築 不定期 R5年6月 コンソーシアム事業の紹介 PDF版

ダイバーシティ・
インクルージョン
推進本部

KNITパンフレット 不定期 R2年3月 科学技術人材育成費補助事業の紹介 冊子
ニュースレター 不定期 R4年2月 異分野meetup 2021、KNIT a Networkの紹介 チラシ

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティ
ブ（牽引型）活動報告書 不定期 R4年3月

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダ
イバーシティ研究環境実現イニシアティブ
（牽引型）」2022年度報告書

冊子

北海道大学　ダイバーシティ＆インクルー
ジョン推進宣言 不定期 R3年12月 北海道大学におけるダイバーシティ＆インク

ルージョン推進宣言の紹介 フライヤー

北海道大学ダイバーシティ＆インクルー
ジョン推進宣言　制定記念講演会記録集 不定期 R4年6月 令和3年12月開催制定記念講演会の記録集 冊子

DEI推進本部パンフレット 不定期 R4年10月 ダイバーシティ・インクルージョン推進本部
の活動等の紹介 リーフレット

DEI推進本部パンフレット（英語版） 不定期 R5年3月 ダイバーシティ・インクルージョン推進本部
の活動等の紹介 リーフレット

DEIニュースレター 年4回 R5年7月 DEIに関連するトピックやキーワード、学内
の取組・活動等の紹介 チラシ

DEI ANNUAL REPORT2022 不定期 R5年4月 ダイバーシティ・インクルージョン推進本部
の2022年度の活動紹介 冊子

DEI推進本部Webサイト 不定期 ― 日本語でダイバーシティ・インクルージョン
推進本部の取組を紹介 Webサイト

KNITWebサイト 不定期 ― 日本語で北海道ダイバーシティ研究環境推進
ネットワークの取組を紹介 Webサイト

DEI推進本部Facebook 不定期 ― 日本語でダイバーシティ・インクルージョン
推進本部の取組を紹介 Webサイト

DEI推進本部X（旧：Twitter） 不定期 ― 日本語でダイバーシティ・インクルージョン
推進本部の取組を紹介 Webサイト

広報・
社会連携本部

北海道大学基幹サイト（英語版） 不定期 ― 英語で北海道大学に関するお知らせ、リリー
スなどの情報を紹介 Webサイト

北海道大学HUAPサイト（英語版） 不定期 ― 英語で北海道大学アンバサダー・パートナー
に関するお知らせ、イベント情報を紹介 Webサイト

Facebook（@HokkaidoUni） 不定期 ― 英語で北海道大学基幹サイトに掲載したお知
らせ、リリースなどの情報を紹介 SNS
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広報・
社会連携本部

X（旧：Twitter）（@HokkaidoUni） 不定期 ― 英語で北海道大学基幹サイトに掲載したお知
らせ、リリースなどの情報を紹介 SNS

Instagram（hokkaidouni） 不定期 ― 英語で北海道大学の取組や風景を紹介 SNS
Linkedin（Hokkaido University） 不定期 ― 英語で北海道大学の取組や風景を紹介 SNS
Youtube（Hokkaido Uni） 不定期 ― 英語で北海道大学の取組や風景を紹介 動画

Tackling Global Issues 年1回 R2年12月 世界の課題解決を目指す北海道大学の先端研
究を紹介

冊子、PDF版、
ウェブ版

Spotlight on Research 不定期 R5年2月 北海道大学の多彩な研究成果（該当年の英文
プレスリリースから10本程度掲載） 冊子、PDF版

HU At a Glance 不定期 R5年2月 一目でわかる北海道大学の概要 冊子、PDF版
Reach　アウトリーチイベントのつくりか
たハンドブック 不定期 H28年3月 教職員を対象としたアウトリーチのイベント

企画のためのハンドブック 冊子、PDF版

大地と森と海と
―農林水産学の発展をめざして― 不定期 H31年3月

札幌農学校時代から140年以上受け継がれ
た、北海道大学の農林水産学の「今」を紹介
するフォトブック。

冊子、PDF版

リサーチタイムズ 不定期 R5年10月 インタビュー記事やイベントレポートなどを
通して北大の研究を発信する Webサイト

北海道大学 Academic Fantasista
（Facebook） 不定期 R5年10月 北大の研究者が知の最前線を、出張講義や現場

体験を通して高校生たちに伝える事業を紹介 Webサイト

法学研究科・
法学部

法学部案内 年1回 R5年7月 法学部での学生生活、学修内容や教員等の紹介 PDF版
北大法学論集 年6回 R5年7月 文献の論説、資料の紹介及び判例研究を掲載 冊子、PDF版

北大法政ジャーナル 年1回 R4年12月

法学研究科の「秀」及び「優」に相当する修
士論文及びリサーチペーパー、並びに法科大
学院修了者が修了の次年度1月末までに提出
し「秀」及び「優」相当の修士論文と同等の
水準を有すると認められた論文

冊子

附属高等法政教育研究センター
NewsLetter j-mail 不定期 H28年9月 主催シンポジウムの報告、所属教員・研究会

の研究内容等を掲載 PDF版

大志ある法曹をめざして
（法科大学院パンフレット） 年1回 R5年3月 法科大学院の教育プログラム、教員の紹介、

入試制度等を掲載 PDF版

自己点検評価・外部評価報告書 不定期 H26年11月 法学研究科・法学部の自己点検・評価報告書
法学研究科・法学部の外部評価報告書 冊子、PDF版

自己点検・評価報告書評価資料集 不定期 H26年11月 法学研究科・法学部の自己点検・評価に関す
る資料集 冊子

知的財産法政策学研究 年3回 R5年3月 知的財産法政策学研究に関する研究報告 PDF版

水産科学院・
水産科学研究院・
水産学部

北海道大学大学院水産科学研究院・水産科
学院・水産学部概要 年1回 R5年8月 沿革、組織、講座等の紹介（一般向け） PDF版

北海道大学水産学部 PR誌 aQua 年1回 R5年7月 学部、学院、各学科及び各専攻の紹介
（学生向け） 冊子、PDF版

北海道大学水産学部附属練習船おしょろ丸 不定期 H27年1月 附属練習船おしょろ丸の概要紹介 冊子
北海道大学水産学部附属練習船うしお丸 不定期 R4年10月 附属練習船うしお丸の概要紹介 冊子
北海道大学水産科学研究彙報（Bulletin of 
Fisheries Sciences、 Hokkaido University） 年2回 R5年8月 英文・和文で書かれた報文、短報等をまとめ

たもの PDF版

Memoirs of the Faculty of Fisheries 
Sciences、 Hokkaido University
（北海道大学大学院水産科学研究院紀要）

年1回 R3年12月
学術的価値を有し、まとまった研究成果を公
表する報文、特定の分野に従来の研究を総合
的にまとめた総合論文（レビュー）等を掲載

PDF版

Data Record of Oceanographic 
Observations and Exploratory Fishing
（海洋調査漁業試験要報）

年1回 R3年3月 本学部練習船を用いて行った海洋観測、生物
調査、漁業試験結果の紹介 PDF版

学生寮入寮案内 －北晨寮 不定期 R4年1月 学生寮（北晨寮）の概要・入寮手続き等を掲載 PDF版

環境科学院・
地球環境科学研究
院

北海道大学大学院環境科学院の紹介 年1回 R5年度版
（R5年4月） 

学院の組織、各専攻の紹介等、環境科学院の
概要を掲載 冊子

英文リーフレット 年1回 R5年度版
（R5年4月）

学院の組織、各専攻の紹介等、環境科学院の
概要を掲載 冊子

理学院・
理学研究院・
理学部

北海道大学理学部　学部案内 年1回 R5年8月 理学部の学科紹介および概要 冊子、 PDF版

北海道大学理学部広報誌「彩」 年2回 R5年2月
理学部各学科・教員・学生を特集で紹介、注
目研究、理学部OB・OG紹介、退職教員から
のメッセージ、理学部の歴史等を掲載 

冊子、PDF版

北海道大学理学部広報誌「彩」
90周年特別号 R3年3月 理学部創立90年の歩みを振り返り、10年後に

迎える100周年へのスプリングボードとする 冊子、PDF版

International Course in Graduate School 
of Science（理学院パンフレット） 年1回 R3年4月 理学院の紹介（英文） 冊子、PDF版

Faculty of Science 
（理学研究院パンフレット） 不定期 R3年4月 理学研究院の紹介（英文） 冊子、PDF版

北海道大学理学研究院（公式ウェブサイト） 不定期 ― 理学研究院に関するお知らせ、リリースなど
の情報を紹介 Webサイト

北海道大学理学部（公式ウェブサイト） 不定期 ― 理学部に関するお知らせ、リリースなどの情
報を紹介 Webサイト

北海道大学理学院（公式ウェブサイト） 不定期 ― 理学院に関するお知らせ、リリースなどの情
報を紹介 Webサイト

Facebook（@School.of.Science.HU） 不定期 ― 理学部に関するお知らせ、リリースなどの情
報を紹介 SNS

部　局　名 広　報　誌　等　名 発行回数 最新版
発行年月 掲　載　内　容　等 形　　態

大
学
院
教
育
推
進
機

オープン
エデュケーション
センター

北海道大学オープンエデュケーションセン
ター活動報告書（2021年度） 年1回 2021年版

R4年6月発行
北海道大学オープンエデュケーションセン
ターの活動報告書 冊子

北海道大学オープンエデュケーションセン
ターリーフレット 不定期 R2年3月 学内の教職員を対象にオープンエデュケー

ションセンターの活動内容を紹介 冊子

北海道大学オープンエデュケーションセン
ターフライヤー 年1回 R2年3月

新入学生向けに、北海道大学オープンコース
ウェア及びオープンエデュケーションセン
ターに関する案内を掲載

冊子

北海道大学におけるハイブリッド型授業ガ
イド 不定期 R4年8月 学内のハイブリッド型授業ガイドの紹介 Webサイト

教育情報システム（ELMS）リーフレット 年1回 R4年4月 教育情報システム（ELMS）の利用案内を掲載 WEB掲載、PDF

オープン
エデュケーション
センター
科学技術コミュ
ニケーション
教育研究部門
（COSTEP）

CoSTEPリーフレット 年1回 R5年3月 CoSTEPの活動を紹介 パンフレット

Facebook（@Like.Hokudai） 週4回 R5年9月 いいね！Hokudai
北大の日々を紹介するWebマガジン SNS

いいね！Hokudai基幹サイト 週4回 R5年9月 いいね！Hokudai
北大の日々を紹介するWebマガジン Webサイト

X（旧：Twitter）（@like_hokudai） 週4回 R5年9月 いいね！Hokudai
北大の日々を紹介するWebマガジン SNS

Facebook（@CostepPr） 不定期 R5年9月 CoSTEP PR
スタッフや受講生の日常を紹介 SNS

X（旧：Twitter）（@costep_pr） 不定期 R5年9月 CoSTEP PR
スタッフや受講生の日常を紹介 SNS

科学技術コミュニケーション
（Japanease Jouranl of Science Communication） 年2回 R5年9月・

R6年3月

広く科学技術コミュニケーションに関する論
文・報告・ノートを掲載。HUSCAPで閲覧
できるオープンジャーナル

冊子、PDF
（HUSCAP）

先端人材
育成センター
上級人材
育成部門 
S-cubic

S-cubic通信 不定期 R5年3月 DC・PDを対象とした進路選択のガイドブック 冊子、PDF版
S-cubicフライヤー 不定期 R2年9月 S-cubicの紹介 PDF版

Hi-Systemフライヤー 不定期 R5年3月 博士研究者の社会活躍をサポートするWeb
サイトの紹介 フライヤー

X（旧：Twitter）
（@HokudaiDCcareer） 不定期 ― 博士人材向けの採用情報等の発信 SNS

note 不定期 ― 北大OB博士への取材記事等の掲載 SNS
先端人材育成
センター
上級人材育成
部門I-HoP

Career Management Guide for the Doctorates 不定期 R4年10月 外国人英語コース博士のためのキャリアマネ
ジメントガイド 冊子

先端人材育成
センター
連携型博士
研究人材育成
推進部門 
COFRe

科学技術人材育成のコンソーシアム構築事業
連携型博士研究人材総合育成システムの構築 不定期 R5年6月 コンソーシアム事業の紹介 PDF版

ダイバーシティ・
インクルージョン
推進本部

KNITパンフレット 不定期 R2年3月 科学技術人材育成費補助事業の紹介 冊子
ニュースレター 不定期 R4年2月 異分野meetup 2021、KNIT a Networkの紹介 チラシ

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティ
ブ（牽引型）活動報告書 不定期 R4年3月

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダ
イバーシティ研究環境実現イニシアティブ
（牽引型）」2022年度報告書

冊子

北海道大学　ダイバーシティ＆インクルー
ジョン推進宣言 不定期 R3年12月 北海道大学におけるダイバーシティ＆インク

ルージョン推進宣言の紹介 フライヤー

北海道大学ダイバーシティ＆インクルー
ジョン推進宣言　制定記念講演会記録集 不定期 R4年6月 令和3年12月開催制定記念講演会の記録集 冊子

DEI推進本部パンフレット 不定期 R4年10月 ダイバーシティ・インクルージョン推進本部
の活動等の紹介 リーフレット

DEI推進本部パンフレット（英語版） 不定期 R5年3月 ダイバーシティ・インクルージョン推進本部
の活動等の紹介 リーフレット

DEIニュースレター 年4回 R5年7月 DEIに関連するトピックやキーワード、学内
の取組・活動等の紹介 チラシ

DEI ANNUAL REPORT2022 不定期 R5年4月 ダイバーシティ・インクルージョン推進本部
の2022年度の活動紹介 冊子

DEI推進本部Webサイト 不定期 ― 日本語でダイバーシティ・インクルージョン
推進本部の取組を紹介 Webサイト

KNITWebサイト 不定期 ― 日本語で北海道ダイバーシティ研究環境推進
ネットワークの取組を紹介 Webサイト

DEI推進本部Facebook 不定期 ― 日本語でダイバーシティ・インクルージョン
推進本部の取組を紹介 Webサイト

DEI推進本部X（旧：Twitter） 不定期 ― 日本語でダイバーシティ・インクルージョン
推進本部の取組を紹介 Webサイト

広報・
社会連携本部

北海道大学基幹サイト（英語版） 不定期 ― 英語で北海道大学に関するお知らせ、リリー
スなどの情報を紹介 Webサイト

北海道大学HUAPサイト（英語版） 不定期 ― 英語で北海道大学アンバサダー・パートナー
に関するお知らせ、イベント情報を紹介 Webサイト

Facebook（@HokkaidoUni） 不定期 ― 英語で北海道大学基幹サイトに掲載したお知
らせ、リリースなどの情報を紹介 SNS
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部　局　名 広　報　誌　等　名 発行回数 最新版
発行年月 掲　載　内　容　等 形　　態

理学院・
理学研究院・
理学部

X（旧：Twitter）（@Science_HU） 不定期 ― 理学部に関するお知らせ、リリースなどの情
報を紹介 SNS

Youtube理学部公式（ScienceHU） 不定期 ― 理学部の学科紹介や対談動画、イベント、風
景等を紹介 動画

Ph.Discover（公式ウェブサイト） 不定期 ― 大学院生のキャリアパスに関するセミナー等
の紹介、大学院生のセルフプロモーション Webサイト

北海道大学理学部数学科・理学院数学専攻
パンフレット 年1回 R5年10月 数学科・数学専攻のスタッフ一覧、専門分野

の紹介、履修、進路等について掲載 冊子、PDF版

Hokkaido Mathematical Journal（紀要） 年3回 R5年10月 研究論文 冊子
数学科目ガイド
（平成23年度以降の入学者向け） 不定期 H30年4月 数学科の学部学生向け科目案内

（全学教育科目、専門科目） WEB（PDF版）

数学科目ガイド
（令和2年度以降の入学者向け） 不定期 R5年8月 数学科の学部学生向け科目案内

（全学教育科目、専門科目） WEB（PDF版）

Hokkaido University Preprint Series in 
Mathematics 不定期 R5年7月 研究論文速報（HPにて公開） WEB（HUSCAP）

Hokkaido University Technical Report 
Series in Mathematics 不定期 R5年8月 研究集会、特別講演等、本学で講演されたも

ののアブストラクト集

WEB
（HUSCAP）、
冊子

北海道大学理学部化学科パンフレット 不定期 R5年3月 化学科の研究室・研究内容等の紹介 パンフレット

Annual Report（2020化学部門） 年1回 R3年7月 各研究室の研究業績・外部資金獲得状況等の
紹介、各種大学院教育プログラム実績の紹介 WEB（PDF版）

物理学部門年次報告書 年1回 R3年4月 部門の活動一覧、各研究グループの成果報告 WEB
北海道大学理学部物理学科パンフレット 不定期 H29年4月 カリキュラム、研究室等の紹介

北海道大学理学部生物科学科
（生物学）学科案内 不定期 R2年9月

高校生・一般向け講座紹介、入学から卒業ま
での過程、授業内容、卒業実習について、 大
学院への進学、卒業後の進路掲載、教員名簿

PDF版
（WEBでも公開）

北海道大学理学部生物科学科
（生物学）広報 不定期 R3年10月

高校生・一般向け講座紹介、教員紹介、研究
動画・生き物紹介、　研究トピックス、  各
種お知らせ、入学から卒業までの過程、授業
内容等を掲載（HPにて公開）

WEB

北海道大学理学部生物科学科
（高分子機能学）パンフレット 年1回 R5年8月 学科内容、研究室紹介 冊子、PDF版

北海道大学理学部生物科学科
（高分子機能学） 不定期 ― 主に個人インタビューに焦点を当てた学科内

容、研究室紹介 WEB（youtube）

北海道大学理学部生物科学科
（高分子機能学）広報 不定期 ― 学科内容、研究室紹介、留学・国際交流、

卒業生の声、動画・高分子図鑑など WEB

北海道大学理学部生物科学科
（高分子機能学）広報 不定期 R5年10月 研究紹介、研究室紹介、学生の声 サイネージ

北海道大学理学部生物科学科
（高分子機能学）フライヤー 不定期 R4年7月 研究紹介、HPのURL、QRコード 紙

理学部SDGsチャネル 不定期 R2年9月 理学部のSDGsの取り組みの広報 デジタルサイネージ
（理学部2号館玄関）

北海道大学大学院理学院自然史科学専攻概要 年1回 H28年5月 専攻の組織、カリキュラム、講座紹介・
教員紹介等を掲載

北海道大学理学部地球惑星科学科パンフレット 不定期 H29年4月 学科内容の紹介、教員紹介
北海道大学地球物理学研究報告 年1回以上 R4年3月 研究論文の発表 WEB（HUSCAP）
北海道大学大学院理学院自然史科学専攻
地球惑星ダイナミクス講座 不定期 R2年10月 ダイナミクス講座の研究教育活動及び

構成員名簿を掲載 パンフレット

北海道大学大学院理学院自然史科学専攻
地球惑星システム科学分野 不定期 H28年3月 システム科学講座の研究教育活動及び

構成員名簿を掲載 パンフレット

北海道大学大学院理学研究院附属
地震火山研究観測センター 不定期 R3年4月 学部学生を対象として、沿革、分野の紹介

等、センターの概要を掲載 パンフレット

The Institute of Seismology and Volcanology
Faculty of Science、 Hokkaido University 不定期 H24年3月 外国人研究者及び留学生等を対象として、沿

革、分野の紹介等、センターの概要を掲載 パンフレット

北海道大学大学院理学研究院附属
地震火山研究観測センター年報 年1回 R4年12月 センターとしての活動・研究活動・教育活動

及び構成員名簿を掲載 WEB

薬学研究院・
薬学部

北海道大学薬学部　大学院生命科学院　生
命科学専攻　生命医薬科学コース　臨床薬
学専攻　パンフレット

隔年 R5年7月 学部紹介パンフレット 冊子

農学院・
農学研究院・
農学部

北海道大学大学院農学研究院・大学院農学
院・農学部概要 年1回 R5年8月 農学研究院・農学院・農学部の沿革等の概要

を掲載（和文・英文併記） 冊子、PDF版

北海道大学大学院農学研究院邦文紀要 年1回 R5年2月 農学研究院の学術研究論文誌 冊子、PDF版
Journal of the Research Faculty of 
Agriculture、 Hokkaido University
（北海道大学大学院農学研究院欧文紀要）

年1回 R2年3月 農学研究院の学術研究論文誌 冊子、PDF版

北海道大学大学院農学研究院邦文紀要別冊
「農経論叢」 年1回 R5年3月 農業経済に関する学術研究論文誌 冊子、PDF版

Insecta Matsumurana 年1回 R4年9月 昆虫学に関する学術研究論文誌 冊子、PDF版
農学部学部案内 年1回 R5年7月 各学科・附属施設の内容紹介（冊子） 冊子、PDF版
20th Anniversary Commemorative Bulletin 
of the Special Post Graduate Program in 
English Graduate School of Agriculture 
Hokkaido University: 1997-2017

不定期 H29年11月 農学院英語コース20周年記念誌 冊子、PDF版
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農学院・
農学研究院・
農学部

北海道大学大学院農学院（リーフレット） 不定期 R2年9月 農学院の内容紹介 冊子、PDF版

北海道大学大学院農学研究院・
大学院農学院・農学部Webサイト 不定期 ―

日本語で大学院農学研究院・大学院農学院・
農学部に関するお知らせ、リリースなどの情
報を紹介

Webサイト

北海道大学大学院農学研究院・
大学院農学院・農学部Webサイト（英語版） 不定期 ― 英語で大学院農学研究院・大学院農学院・農

学部に関するお知らせなどの情報を紹介 Webサイト

X（旧：Twitter）（@HokudaiAgr） 不定期 ―
日本語で農学研究院・農学院・農学部ウェブ
サイトに掲載したお知らせ、リリースなどの
情報を紹介

SNS

生命科学院・
先端生命科学研究院

北海道大学大学院先端生命科学研究院
パンフレット 不定期 H26年3月 構成、研究活動、連携、支援体制、

人材育成、研究室紹介

先端生命科学研究院リーフレット 不定期 R4年9月 構成、研究活動、産学連携、支援体制、
人材育成、研究室紹介

リーフレット、
PDF版
（デジタル版）

先端生命科学研究院リーフレット 英語版 不定期 R4年9月 構成、研究活動、産学連携、支援体制、
人材育成、研究室紹介

リーフレット、
PDF版
（デジタル版）

Faculty of Advanced Life Science 
“Faculty Booklet” 不定期 R4年4月 研究者紹介 冊子、PDF版

（デジタル版）
先端生命科学研究院　広報 不定期 R4年4月 研究活動、研究室紹介 WEB
先端生命科学研究院WEBマガジン
「いいね！KOUBUNSHI」 随時 R4年9月 研究者紹介、研究紹介、イベント報告、

DC学生の声、その他活動報告 WEB

次世代物質生命科学研究センター
Annual Report 年1回 R2年12月 研究活動、研究業績、研究資金、 設備紹介 冊子、PDF版

次世代物質生命科学研究センター
News Lette 年1回 R4年11月 研究紹介、トピックス、受賞、

GI-CoRE協力拠点（SMCR）
冊子、PDF版
（デジタル版）

次世代物質生命科学研究センター　広報 不定期 R4年10月 構成、研究活動、研究業績、研究資金、 
設備紹介、GI-CoRE協力拠点（SMCR）

WEB、
サイネージ

北海道大学大学院生命科学院パンフレット 年1回 2022年度版 大学院受験生への学院紹介、研究概要、
入試概要、施設・設備紹介 冊子、PDF版

北海道大学薬学部　大学院生命科学院　生
命科学専攻　生命医薬科学コース　臨床薬
学専攻　パンフレット

隔年 R5年7月 薬学部、生命医薬科学コース、臨床薬学専攻の
概要、カリキュラム、研究活動、施設・設備紹介 冊子

北海道大学大学院生命科学院生命科学専攻　
生命融合科学コース 
パンフレット

不定期 H24年5月 コース概要 冊子

北海道大学大学院生命科学院生命科学専攻　
生命融合科学コース 
研究室紹介

不定期 R4年4月 コース概要、研究室紹介 冊子、
デジタル版

北海道大学大学院生命科学院生命科学専攻　
生命融合科学コース 広報 不定期 R4年4月 研究活動、研究室紹介 冊子、WEB

北海道大学大学院生命科学院　
生命システム科学コース 不定期 R5年度版 コース概要、研究室紹介（日本語） PDF版

北海道大学大学院生命科学院　
生命システム科学コース 不定期 R3年度版 コース概要、研究室紹介　（英語版） PDF版

北海道大学大学院生命科学院　
生命システム科学コース 不定期 R3年3月 コース概要、研究室紹介　（英語版） 冊子

北海道大学大学院生命科学院　生命システ
ム科学コース
X（旧：Twitter）（@hokudai_biosys）

不定期 ―
日本語で研究成果や学生の受賞など活動成果
をタイムリーにお知らせ。プレスリリースな
どの情報も紹介

SNS

北海道大学大学院生命科学院　
ソフトマター専攻 研究室紹介 不定期 R4年4月 コース概要、研究室紹介 冊子、

デジタル版
北海道大学大学院生命科学院
ソフトマター専攻 広報 不定期 R4年4月 研究活動、研究室紹介 冊子、WEB

北海道大学大学院先端生命科学研究院
（公式ウェブサイト） 不定期 ― 先端生命科学研究院に関するお知らせ、リ

リースなどの情報を紹介 Webサイト

北海道大学大学院生命科学院
（公式ウェブサイト） 不定期 ― 生命科学院に関するお知らせ、リリースなど

の情報を紹介 Webサイト

北海道大学　先端NMRファシリティ 不定期 ― NMR装置群・共用利用事業の紹介、利用案内 WEB

教育学院・
教育学研究院・
教育学科

北海道大学教育学部案内 3年に1回 R3年3月 各研究室の紹介、卒業後の進路、学生の声、
卒業生の声、国際交流状況等を掲載 冊子、PDF版

北海道大学大学院教育学院入学案内 3年に1回 R3年3月 各研究室を紹介 冊子、PDF版
北海道大学大学院教育学研究院紀要 年2回 R4年6月 研究の成果を論文として掲載 冊子、PDF版

北海道大学教職課程年報 年1回 R5年3月 北海道大学教職課程に関連した調査研究及び
授業実践等に関する論文や各種資料を掲載 冊子、PDF版

ピンチのおとも 年1回 R5年3月
北海道大学大学院教育学研究院附属子ども発
達臨床研究センターの研究紹介及び所属教員
執筆によるQ&A（北海道新聞連載）

冊子

国際広報メディア・
観光学院、
メディア・コミュニ
ケーション研究院

Facebook（@HokkaidoUniv.IMCTS） 不定期 H34.9.28 学院主催イベント、入試に関する案内、
研究活動紹介等 SNS

北海道大学大学院国際広報メディア・
観光学院案内 年1回 H31年4月 学院の沿革、組織、職員数等の概要を掲載 冊子、PDF版

部　局　名 広　報　誌　等　名 発行回数 最新版
発行年月 掲　載　内　容　等 形　　態

理学院・
理学研究院・
理学部

X（旧：Twitter）（@Science_HU） 不定期 ― 理学部に関するお知らせ、リリースなどの情
報を紹介 SNS

Youtube理学部公式（ScienceHU） 不定期 ― 理学部の学科紹介や対談動画、イベント、風
景等を紹介 動画

Ph.Discover（公式ウェブサイト） 不定期 ― 大学院生のキャリアパスに関するセミナー等
の紹介、大学院生のセルフプロモーション Webサイト

北海道大学理学部数学科・理学院数学専攻
パンフレット 年1回 R5年10月 数学科・数学専攻のスタッフ一覧、専門分野

の紹介、履修、進路等について掲載 冊子、PDF版

Hokkaido Mathematical Journal（紀要） 年3回 R5年10月 研究論文 冊子
数学科目ガイド
（平成23年度以降の入学者向け） 不定期 H30年4月 数学科の学部学生向け科目案内

（全学教育科目、専門科目） WEB（PDF版）

数学科目ガイド
（令和2年度以降の入学者向け） 不定期 R5年8月 数学科の学部学生向け科目案内

（全学教育科目、専門科目） WEB（PDF版）

Hokkaido University Preprint Series in 
Mathematics 不定期 R5年7月 研究論文速報（HPにて公開） WEB（HUSCAP）

Hokkaido University Technical Report 
Series in Mathematics 不定期 R5年8月 研究集会、特別講演等、本学で講演されたも

ののアブストラクト集

WEB
（HUSCAP）、
冊子

北海道大学理学部化学科パンフレット 不定期 R5年3月 化学科の研究室・研究内容等の紹介 パンフレット

Annual Report（2020化学部門） 年1回 R3年7月 各研究室の研究業績・外部資金獲得状況等の
紹介、各種大学院教育プログラム実績の紹介 WEB（PDF版）

物理学部門年次報告書 年1回 R3年4月 部門の活動一覧、各研究グループの成果報告 WEB
北海道大学理学部物理学科パンフレット 不定期 H29年4月 カリキュラム、研究室等の紹介

北海道大学理学部生物科学科
（生物学）学科案内 不定期 R2年9月

高校生・一般向け講座紹介、入学から卒業ま
での過程、授業内容、卒業実習について、 大
学院への進学、卒業後の進路掲載、教員名簿

PDF版
（WEBでも公開）

北海道大学理学部生物科学科
（生物学）広報 不定期 R3年10月

高校生・一般向け講座紹介、教員紹介、研究
動画・生き物紹介、　研究トピックス、  各
種お知らせ、入学から卒業までの過程、授業
内容等を掲載（HPにて公開）

WEB

北海道大学理学部生物科学科
（高分子機能学）パンフレット 年1回 R5年8月 学科内容、研究室紹介 冊子、PDF版

北海道大学理学部生物科学科
（高分子機能学） 不定期 ― 主に個人インタビューに焦点を当てた学科内

容、研究室紹介 WEB（youtube）

北海道大学理学部生物科学科
（高分子機能学）広報 不定期 ― 学科内容、研究室紹介、留学・国際交流、

卒業生の声、動画・高分子図鑑など WEB

北海道大学理学部生物科学科
（高分子機能学）広報 不定期 R5年10月 研究紹介、研究室紹介、学生の声 サイネージ

北海道大学理学部生物科学科
（高分子機能学）フライヤー 不定期 R4年7月 研究紹介、HPのURL、QRコード 紙

理学部SDGsチャネル 不定期 R2年9月 理学部のSDGsの取り組みの広報 デジタルサイネージ
（理学部2号館玄関）

北海道大学大学院理学院自然史科学専攻概要 年1回 H28年5月 専攻の組織、カリキュラム、講座紹介・
教員紹介等を掲載

北海道大学理学部地球惑星科学科パンフレット 不定期 H29年4月 学科内容の紹介、教員紹介
北海道大学地球物理学研究報告 年1回以上 R4年3月 研究論文の発表 WEB（HUSCAP）
北海道大学大学院理学院自然史科学専攻
地球惑星ダイナミクス講座 不定期 R2年10月 ダイナミクス講座の研究教育活動及び

構成員名簿を掲載 パンフレット

北海道大学大学院理学院自然史科学専攻
地球惑星システム科学分野 不定期 H28年3月 システム科学講座の研究教育活動及び

構成員名簿を掲載 パンフレット

北海道大学大学院理学研究院附属
地震火山研究観測センター 不定期 R3年4月 学部学生を対象として、沿革、分野の紹介

等、センターの概要を掲載 パンフレット

The Institute of Seismology and Volcanology
Faculty of Science、 Hokkaido University 不定期 H24年3月 外国人研究者及び留学生等を対象として、沿

革、分野の紹介等、センターの概要を掲載 パンフレット

北海道大学大学院理学研究院附属
地震火山研究観測センター年報 年1回 R4年12月 センターとしての活動・研究活動・教育活動

及び構成員名簿を掲載 WEB

薬学研究院・
薬学部

北海道大学薬学部　大学院生命科学院　生
命科学専攻　生命医薬科学コース　臨床薬
学専攻　パンフレット

隔年 R5年7月 学部紹介パンフレット 冊子

農学院・
農学研究院・
農学部

北海道大学大学院農学研究院・大学院農学
院・農学部概要 年1回 R5年8月 農学研究院・農学院・農学部の沿革等の概要

を掲載（和文・英文併記） 冊子、PDF版

北海道大学大学院農学研究院邦文紀要 年1回 R5年2月 農学研究院の学術研究論文誌 冊子、PDF版
Journal of the Research Faculty of 
Agriculture、 Hokkaido University
（北海道大学大学院農学研究院欧文紀要）

年1回 R2年3月 農学研究院の学術研究論文誌 冊子、PDF版

北海道大学大学院農学研究院邦文紀要別冊
「農経論叢」 年1回 R5年3月 農業経済に関する学術研究論文誌 冊子、PDF版

Insecta Matsumurana 年1回 R4年9月 昆虫学に関する学術研究論文誌 冊子、PDF版
農学部学部案内 年1回 R5年7月 各学科・附属施設の内容紹介（冊子） 冊子、PDF版
20th Anniversary Commemorative Bulletin 
of the Special Post Graduate Program in 
English Graduate School of Agriculture 
Hokkaido University: 1997-2017

不定期 H29年11月 農学院英語コース20周年記念誌 冊子、PDF版
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国際広報メディア・
観光学院、
メディア・コミュニ
ケーション研究院

北海道大学大学院国際広報メディア・
観光学院 国際広報メディア専攻　
観光創造専攻（リーフレット）

年1回 R1年10月 学院の紹介、入試日程概要 冊子、PDF版

自己点検・評価報告書　外部評価報告書 不定期 R3年3月 自己点検・評価報告、外部評価報告 冊子

保健科学院・
保健科学研究院

北海道大学大学院保健科学研究院・
大学院保健科学院・医学部保健学科概要 年1回 R5年度 保健科学研究院・保健科学院・医学部保健学科

の沿革、組織、職員数、学生数等の概要を掲載 PDF版

北海道大学大学院保健科学研究院・
大学院保健科学院・医学部保健学科概要
（英語版）

年1回 R5年度 保健科学研究院・保健科学院・医学部保健学科
の沿革、組織、職員数、学生数等の概要を掲載 PDF版

北海道大学大学院保健科学研究院広報
「プラテュス」 年2回 R5年3月 保健科学研究院・保健科学院・医学部保健学科

のニュース、トピックス、お知らせ等を掲載 PDF版

北海道大学医学部保健学科パンフレット 年1回 R4年8月 医学部保健学科各専攻紹介、卒業研究、在校
生・卒業生からのメッセージを掲載 PDF版

北海道大学大学院保健科学研究院・
大学院保健科学院（医学部保健学科）年報 年1回 R3年10月 沿革、組織、研究活動、教育活動等を掲載 PDF版

北海道大学大学院保健科学研究院
北海道大学大学院保健科学院
北海道大学医学部保健学科自己点検・
評価報告書

不定期 R2年1月

理念・目標、沿革、研究体制と将来構想、中期目
標・中期計画、研究、教育、社会貢献活動、国際
交流、管理運営等、施設、共同利用・共同研究拠
点等の自己点検・評価を報告

PDF版

外部評価報告書 不定期 R2年9月

外部評価委員による、理念・目標、沿革、研究体制
と将来構想、中期目標・中期計画、研究、教育、社
会貢献活動、国際交流、管理運営等、施設、共同
利用・共同研究拠点等の評価を公表

PDF版

北海道大学医学部保健学科・大学院保健科
学院・大学院保健科学研究院フロアガイド 不定期 H27年6月

北海道大学医学部保健学科・大学院保健科学
院・大学院保健科学研究院フロアガイド（日本語
版、英語版）

冊子、PDF版

YouTube（Health Sciences_Hokkaido Univ. /
北大保健科学） 不定期 ―

医学部保健学科各専攻紹介、保健科学研究院
各分野紹介、公開講座・保健科学セミナー・FHS 
International Conferenceでの講演を掲載

動画

工学院・
工学研究院・
工学部

北海道大学大学院工学研究院・工学院・
工学部概要（和文・英文） 年1回 R5年7月 沿革、組織、職員数等、工学研究院・工学

院・工学部の概要を掲載 冊子、PDF版

北海道大学大学院工学研究院・
工学院広報誌「えんじにあRing」 年3回 R5年8月 工学研究院・工学院の研究紹介、ニュース等

を掲載
冊子、HTML
版、PDF版

北海道大学工学系教育研究センター
リーフレット（和文／英文併記） 不定期 R5年3月 工学系教育研究センターの紹介 冊子

北大CEED（工学系教育研究センター）
eラーニングのご案内（和文・英文） 不定期 R5年3月

工学系教育研究センターeラーニング教育プ
ログラムで提供しているeラーニングに関す
る紹介、視聴方法等案内、多言語化への取組

パンフレット

北海道大学工学部のすべて 2023・2024
（学部紹介パンフレット） 隔年 R5年7月

工学部への入学を目指す高校生等を対象に、
工学部の概要、特に4学科15コースの内容を
中心に紹介

冊子、PDF版

Girls、 Be ambitious! 不定期 H28年3月 工学部への入学を目指す女子学生を対象に、
工学部を紹介するパンフレット 冊子、PDF版

就職に強い！工学部 隔年 R5年7月 工学部・工学系大学院の就職状況を紹介 冊子、PDF版

english engineering education PROGRAM 不定期 H31年3月 グローバル工学人材養成プログラム（e3）の
概要紹介 冊子・PDF版

北海道大学工学部 
情報エレクトロニクス学科（パンフレット） 年1回 R5年4月 工学部情報エレクトロニクス学科の紹介 冊子、PDF版

E.O 不定期 R3年4月 工学部情報エレクトロニクス学科の紹介 冊子、PDF版
北海道大学大学院工学研究院附属
エネルギー・マテリアル融合領域研究センター
パンフレット（和文・英文）

隔年
R4年4月

（R5年11月
発行予定）

センターの沿革、組織、研究内容、業績等統
計を掲載 冊子

大学院工学研究院附属エネルギー・
マテリアル融合領域研究センター
複合量子ビーム超高圧顕微解析研究室

不定期 H30年10月 超高圧電子顕微鏡及び周辺機器の仕様、研究
例、沿革等を掲載 冊子

大学院工学院／大学院工学研究院
ウェブサイト 不定期 ― 日本語で工学院、工学研究院に関するお知ら

せ等を紹介 Webサイト

工学部ウェブサイト 不定期 ― 日本語で工学部に関するお知らせ等を紹介 Webサイト
X（旧：Twitter）（@hu_eng） 不定期 ― 工学部各種イベント情報、教務情報等を紹介 SNS
Instagram（eng_hokudai） 不定期 ― 工学部、工学院、工学研究院の風景等を紹介 SNS

Facebook（@hokkaidouniv.eng） 不定期 ― 工学部、工学院、工学研究院に関するお知ら
せ等を紹介 SNS

Youtube（北海道大学工学部） 不定期 ― 研究室体験動画（オープンキャンパス）等を
紹介 動画

大学院工学研究院／大学院工学院／工学部
ウェブサイト（英語版） 不定期 ― 英語で工学研究院、工学院、工学部に関する

お知らせ等を紹介 Webサイト

総合化学院

北海道大学大学院総合化学院概要
（英語併記） 不定期 R5年3月 沿革、組織、総合化学院の概要、研究室紹介

等を掲載 冊子、PDF版

ANNUAL REPORT 2021 年1回 R5年3月 総合化学院の特色ある教育活動、学生状況、
分野（研究室）の教育研究活動を掲載 PDF版

北海道大学大学院総合化学院紹介ポスター
（パネル） 不定期 H27年4月 総合化学院の概要等を紹介 ポスター
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経済学院・
経済学研究院・
経済学部

北海道大学大学院経済学研究院・
大学院経済学院・経済学部概要 年1回 R5年6月 経済学研究院・経済学院・経済学部の沿革、

組織、学生数、職員数等の概要を掲載 冊子、PDF版

経済学研究（紀要） 年2回 R5年6月 経済学研究院・経済学院所属の教員・大学院
生の研究論文を掲載 冊子、PDF版

地域経済経営ネットワーク研究センター
年報 年1回 R5年3月 経済学研究院地域経済経営ネットワーク研究

センターの研究成果を発信 PDF版

医学院・
医学研究院・
医学部

北海道大学大学院医学研究院・大学院医学院・
医学部医学科概要（日本語版） 年1回 R5年9月 医学研究院・医学院・医学部の沿革、組織、

職員数、学生数等の概要を掲載 冊子、PDF版

北海道大学大学院医学研究院・医学院・
医学部医学科概要（英語版） 年1回 R5年10月 医学研究院・医学院・医学部の沿革、組織、

職員数、学生数等の概要を掲載（英文） 冊子、PDF版

北海道大学大学院医学研究院・大学院医学院・
医学部医学科広報 年3回 R5年6月 医学研究院・医学院・医学部医学科のニュー

ス、トピックス、お知らせ等を掲載 冊子、PDF版

北海道大学大学院医学研究院・大学院医学院・
医学部医学科紹介DVD 不定期 H29年7月 入学志願者、一般向けにカリキュラム、医学研

究院・医学院・医学部医学科の特色等を紹介 DVD

北海道大学医学部医学科紹介動画
（日本語版） 不定期 H30年10月 入学志願者、一般向けに医学部医学科の特色

等を紹介 YouTube動画

北海道大学医学部医学科紹介動画
（英語版） 不定期 H30年10月 入学志願者、一般向けに医学部医学科の特色

等を紹介 YouTube動画

北海道大学医学部医学科案内 年1回 R5年6月 入学志願者、一般向け医学科案内 冊子、PDF版

VIS-Voice of the International Students- 
国際連携部門だより（英語版） 年3回 R4年10月

留学生（大学院生・交換留学生）、医学科学
生の意見、国際交流イベントの紹介・参加者
の感想等を掲載

冊子、PDF版

北海道大学　大学院医学院
修士課程案内（日本語版） 年1回 R5年5月 入学志願者、一般向け医学院修士課程案内 冊子、PDF版

北海道大学　大学院医学院
修士課程案内（英語版） 年1回 R5年7月 入学志願者、一般向け医学院修士課程案内

（英文） 冊子、PDF版

北海道大学　大学院医学院
修士課程公衆衛生学コース　学生募集チラシ 不定期 R4年5月 入学志願者向けに募集案内 チラシ

北海道大学　大学院医学院
修士課程公衆衛生学コース　学生募集チラシ

（英語版）
不定期 R3年3月 入学志願者向けに募集案内（英文） チラシ

北海道大学　大学院医学院
博士課程案内（日本語版） 年1回 R5年5月 入学志願者、一般向け医学院博士課程案内 冊子、PDF版

北海道大学　大学院医学院
博士課程案内（英語版） 年1回 R5年7月 入学志願者、一般向け医学院博士課程案内

（英文） 冊子、PDF版

北海道大学大学院医学研究院 
連携研究センター「フラテ」概要 年1回 R5年3月 センターの組織、研究概要、セミナー、研究

業績等を掲載 冊子、PDF版

北海道大学医学部保健学科案内 年1回 H29年度版 受験生向け保健学科案内

歯学院・
歯学研究院・
歯学部

北海道大学大学院歯学研究院・
大学院歯学院・歯学部概要 年1回 R5年9月 沿革、組織等、研究院・学院・学部の概要を

掲載 冊子、PDF版

北海道大学歯学部学部紹介 年1回 R5年7月 歯学部を志願する高校生向けの学部案内 冊子、PDF版
北海道大学大学院歯学院紹介 年1回 R5年7月 歯学院の志願者向けの大学院案内 冊子、PDF版

獣医学院・
獣医学研究院・
獣医学部

光れる北を 不定期 R1年6月 獣医学部案内 冊子
The Japanese Journal of Veterinary 
Research 年4回 R5年8月 欧文による研究論文の発表、広報 PDF版

大学院獣医学研究院・大学院獣医学院・獣
医学部 概要（日本語・英語版） 不定期 H30年2月 獣医学研究院・獣医学部の沿革・組織・職員

数等の概要を掲載 冊子

獣医学研究院　附属動物病院 不定期 H27年10月 動物病院の施設・設備等診療案内 冊子
大学院獣医学研究院・大学院獣医学院・
獣医学部　動物実験施設 不定期 H30年5月 動物実験施設の概要を掲載 冊子

外部評価報告書 6年に1回 R4年3月 外部評価委員による、獣医学研究科・獣医学
部の施設・設備等の評価を公表 冊子、PDF版

自己点検評価報告書 6年に1回 R4年3月 獣医学研究科・獣医学部の点検・評価事項を公表

冊子
（外部評価報告
書に同梱）、
PDF版

One Healthフロンティア卓越大学院
プログラム（パンフレット日本語版） 1回 H31年2月 One Healthフロンティア卓越大学院プログ

ラムの概要を掲載 冊子、PDF版

WISE Program for One Health Frontier 
Graduate School of Excellence
（パンフレット英語版）

1回 H31年2月 One Healthフロンティア卓越大学院プログ
ラムの概要を掲載 冊子、PDF版

One Healthフロンティア卓越大学院
プログラムNEWS LETTER 年2回 R5年6月

プログラムの特徴、 学生支援制度、 イベン
ト案内、 活動報告、 教員・学生のメッセー
ジを掲載

冊子、PDF版

X（旧：Twitter）（@vetspecimen） 不定期 ― 獣医学研究院の標本展示室を紹介 SNS

医理工学院

北海道大学　大学院医理工学院
修士・博士後期課程案内（日本語版） 年1回 R5年4月 医理工学院修士課程・博士後期課程案内 冊子、PDF版

北海道大学　大学院医理工学院
修士・博士後期課程案内（英語版） 年1回 R5年4月 医理工学院修士課程・博士後期課程案内（英文） 冊子、PDF版

国際感染症学院 北海道大学　大学院国際感染症学院　
設置案内（日本語・英語版） 不定期 H28年8月 大学院国際感染症学院の開設・カリキュラム

案内 冊子、PDF版

部　局　名 広　報　誌　等　名 発行回数 最新版
発行年月 掲　載　内　容　等 形　　態

国際広報メディア・
観光学院、
メディア・コミュニ
ケーション研究院

北海道大学大学院国際広報メディア・
観光学院 国際広報メディア専攻　
観光創造専攻（リーフレット）

年1回 R1年10月 学院の紹介、入試日程概要 冊子、PDF版

自己点検・評価報告書　外部評価報告書 不定期 R3年3月 自己点検・評価報告、外部評価報告 冊子

保健科学院・
保健科学研究院

北海道大学大学院保健科学研究院・
大学院保健科学院・医学部保健学科概要 年1回 R5年度 保健科学研究院・保健科学院・医学部保健学科

の沿革、組織、職員数、学生数等の概要を掲載 PDF版

北海道大学大学院保健科学研究院・
大学院保健科学院・医学部保健学科概要
（英語版）

年1回 R5年度 保健科学研究院・保健科学院・医学部保健学科
の沿革、組織、職員数、学生数等の概要を掲載 PDF版

北海道大学大学院保健科学研究院広報
「プラテュス」 年2回 R5年3月 保健科学研究院・保健科学院・医学部保健学科

のニュース、トピックス、お知らせ等を掲載 PDF版

北海道大学医学部保健学科パンフレット 年1回 R4年8月 医学部保健学科各専攻紹介、卒業研究、在校
生・卒業生からのメッセージを掲載 PDF版

北海道大学大学院保健科学研究院・
大学院保健科学院（医学部保健学科）年報 年1回 R3年10月 沿革、組織、研究活動、教育活動等を掲載 PDF版

北海道大学大学院保健科学研究院
北海道大学大学院保健科学院
北海道大学医学部保健学科自己点検・
評価報告書

不定期 R2年1月

理念・目標、沿革、研究体制と将来構想、中期目
標・中期計画、研究、教育、社会貢献活動、国際
交流、管理運営等、施設、共同利用・共同研究拠
点等の自己点検・評価を報告

PDF版

外部評価報告書 不定期 R2年9月

外部評価委員による、理念・目標、沿革、研究体制
と将来構想、中期目標・中期計画、研究、教育、社
会貢献活動、国際交流、管理運営等、施設、共同
利用・共同研究拠点等の評価を公表

PDF版

北海道大学医学部保健学科・大学院保健科
学院・大学院保健科学研究院フロアガイド 不定期 H27年6月

北海道大学医学部保健学科・大学院保健科学
院・大学院保健科学研究院フロアガイド（日本語
版、英語版）

冊子、PDF版

YouTube（Health Sciences_Hokkaido Univ. /
北大保健科学） 不定期 ―

医学部保健学科各専攻紹介、保健科学研究院
各分野紹介、公開講座・保健科学セミナー・FHS 
International Conferenceでの講演を掲載

動画

工学院・
工学研究院・
工学部

北海道大学大学院工学研究院・工学院・
工学部概要（和文・英文） 年1回 R5年7月 沿革、組織、職員数等、工学研究院・工学

院・工学部の概要を掲載 冊子、PDF版

北海道大学大学院工学研究院・
工学院広報誌「えんじにあRing」 年3回 R5年8月 工学研究院・工学院の研究紹介、ニュース等

を掲載
冊子、HTML
版、PDF版

北海道大学工学系教育研究センター
リーフレット（和文／英文併記） 不定期 R5年3月 工学系教育研究センターの紹介 冊子

北大CEED（工学系教育研究センター）
eラーニングのご案内（和文・英文） 不定期 R5年3月

工学系教育研究センターeラーニング教育プ
ログラムで提供しているeラーニングに関す
る紹介、視聴方法等案内、多言語化への取組

パンフレット

北海道大学工学部のすべて 2023・2024
（学部紹介パンフレット） 隔年 R5年7月

工学部への入学を目指す高校生等を対象に、
工学部の概要、特に4学科15コースの内容を
中心に紹介

冊子、PDF版

Girls、 Be ambitious! 不定期 H28年3月 工学部への入学を目指す女子学生を対象に、
工学部を紹介するパンフレット 冊子、PDF版

就職に強い！工学部 隔年 R5年7月 工学部・工学系大学院の就職状況を紹介 冊子、PDF版

english engineering education PROGRAM 不定期 H31年3月 グローバル工学人材養成プログラム（e3）の
概要紹介 冊子・PDF版

北海道大学工学部 
情報エレクトロニクス学科（パンフレット） 年1回 R5年4月 工学部情報エレクトロニクス学科の紹介 冊子、PDF版

E.O 不定期 R3年4月 工学部情報エレクトロニクス学科の紹介 冊子、PDF版
北海道大学大学院工学研究院附属
エネルギー・マテリアル融合領域研究センター
パンフレット（和文・英文）

隔年
R4年4月

（R5年11月
発行予定）

センターの沿革、組織、研究内容、業績等統
計を掲載 冊子

大学院工学研究院附属エネルギー・
マテリアル融合領域研究センター
複合量子ビーム超高圧顕微解析研究室

不定期 H30年10月 超高圧電子顕微鏡及び周辺機器の仕様、研究
例、沿革等を掲載 冊子

大学院工学院／大学院工学研究院
ウェブサイト 不定期 ― 日本語で工学院、工学研究院に関するお知ら

せ等を紹介 Webサイト

工学部ウェブサイト 不定期 ― 日本語で工学部に関するお知らせ等を紹介 Webサイト
X（旧：Twitter）（@hu_eng） 不定期 ― 工学部各種イベント情報、教務情報等を紹介 SNS
Instagram（eng_hokudai） 不定期 ― 工学部、工学院、工学研究院の風景等を紹介 SNS

Facebook（@hokkaidouniv.eng） 不定期 ― 工学部、工学院、工学研究院に関するお知ら
せ等を紹介 SNS

Youtube（北海道大学工学部） 不定期 ― 研究室体験動画（オープンキャンパス）等を
紹介 動画

大学院工学研究院／大学院工学院／工学部
ウェブサイト（英語版） 不定期 ― 英語で工学研究院、工学院、工学部に関する

お知らせ等を紹介 Webサイト

総合化学院

北海道大学大学院総合化学院概要
（英語併記） 不定期 R5年3月 沿革、組織、総合化学院の概要、研究室紹介

等を掲載 冊子、PDF版

ANNUAL REPORT 2021 年1回 R5年3月 総合化学院の特色ある教育活動、学生状況、
分野（研究室）の教育研究活動を掲載 PDF版

北海道大学大学院総合化学院紹介ポスター
（パネル） 不定期 H27年4月 総合化学院の概要等を紹介 ポスター
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国際食資源学院

北海道大学大学院国際食資源学院概要 年1回 R5年6月 国際食資源学院の沿革等の概要を掲載（和
文・英文併記） 冊子、PDF版

北海道大学大学院国際食資源学院基幹サイト 不定期 ― 日本語で国際食資源学院に関するお知らせ、
リリースなどの情報を紹介 Webサイト

北海道大学大学院国際食資源学院基幹サイト
（英語版） 不定期 ― 英語で国際食資源学院に関するお知らせ、リ

リースなどの情報を紹介 Webサイト

X（旧：Twitter）（@gfr_hu） 不定期 ― 日本語と英語で国際食資源基幹サイトに掲載
したお知らせ、リリースなどの情報を紹介 SNS

Facebook（@GFR.HU.） 不定期 ― 日本語と英語で国際食資源基幹サイトに掲載
したお知らせ、リリースなどの情報を紹介 SNS

文学研究院・
文学院・
文学部

北海道大学大学院文学研究院・文学部概要 年1回 R5年8月 文学部の沿革、歴代学部長、組織運営等の概
要を掲載 PDF版

北海道大学大学院文学院案内 年1回 R5年6月
文学院の特徴、学院の担当教員や専攻・研究
室紹介、学生生活、授業内容、入試情報、進
路・就職情報等を掲載

PDF版

北海道大学文学部案内 年1回 R5年7月
学部の担当教員や履修コース紹介、学生生
活、授業内容、留学情報、入試情報、進路・
就職情報等を掲載

冊子、PDF版

北海道大学文学研究院・文学院・文学部　
外部評価報告書 不定期 R4年3月 外部評価報告書 冊子

北海道大学文学研究院紀要 年3回 R5年7月 文学研究院専任教員の研究成果を論文として掲載 WEB
（機関リポジトリ）

北海道大学大学院文学院研究論集 年1回 R5年1月 文学院・文学研究科大学院学生の研究成果を
論文として掲載

WEB
（機関リポジトリ）

北海道大学大学院文学研究院研究叢書 年1回 R4年12月 文学研究院専任教員の研究成果や共同研究の
公表 冊子

Journal of the Faculty of Humanities and 
Human Sciences 年1回 R5年2月 文学研究院教員及び文学院・文学研究科大学

院学生等の研究成果を英文論文として掲載
WEB

（機関リポジトリ）

北海道大学大学院文学研究院ライブラリ 年1〜2回 R3年3月 文学研究院専任教員の研究成果や共同研究の
成果、公開講座のテクストを掲載 冊子

北海道大学大学院文学研究院楡文叢書 年1回 R5年3月 文学研究院専門研究員の研究成果の公表 冊子

北海道大学大学院文学研究院・大学院文学
院・文学部公式ウェブサイト 不定期 ―

文学研究院・文学院・文学部に関する総合情
報・入試情報・研究情報を発信（日本語版、
英語版、露語版）

Webサイト

Facebook（@Hokudai.Humanities.
HumanSciences） 不定期 ― 主に文学研究院の研究情報を中心に情報発信 SNS

X（旧Twitter）（@HU_Bungaku） 不定期 ― 文学研究院・文学院・文学部に関する情報を
主として学生向けに発信 SNS

Instagram（@hu_bungaku） 不定期 ― 文学研究院・文学院・文学部に関する情報や
風景を紹介 SNS

YouTube（文学院広報動画） 不定期 ―
文学研究院・文学院の大学院進学説明会用動
画、北大人文学カフェ配信・事後視聴（期間
限定）

SNS

文学院紹介動画 不定期 H30年6月 2019年4月設置の文学院の特徴を紹介する動画 動画
北海道大学大学院文学院
「#ほんもの」紹介動画 不定期 R5年3月 文学院で行われている研究のひとコマを「#

ほんもの」というキーワードで紹介 動画

北大人文学カフェ紹介ダイジェスト動画 不定期 R3年7月
文学研究院の研究を紹介する双方向型イベン
ト北大人文学カフェの第1回〜第26回のダイ
ジェスト動画

動画

プラス1ピースの読書会・動画版 不定期 R4年10月 文学研究院・書香の森で行っていたプラス1
ピースの読書会の動画版 動画

北海道大学大学院文学院　若手研究者支援
リーフレット 不定期 R5年3月 文学研究院が大学院生向けに実施している独

自の支援事業の概要を紹介するリーフレット 冊子

文学院大学院進学説明会配付資料 年1回 R5年6月

文学院の入試情報、カリキュラム、支援情
報、進路情報、学位論文題目などを掲載
（R2年度は進学説明会をオンライン開催の
ため、冊子体は制作せずPDF版を配付）

PDF版

Faculty of Humanities and Human 
Sciences/ Graduate School of Humanities 
and Human Sciences/ School of 
Humanities and Human Sciences

不定期 R1年7月
文学研究院・文学院・文学部の海外向け英文
パンフレット、文学研究院・文学院・文学部
の概要をコンパクトにまとめて掲載

冊子、PDF版

Lab.letters magazine vol.1 不定期 R4年3月 文学研究院・文学院教員8明のの研究と教育
を紹介するインタビュー記事の英語版

冊子、デジタル
パンフレット

Lab.letters magazine vol.2 不定期 R5年3月 文学研究院・文学院教員8名の研究と教育を
紹介するインタビュー記事の英語版

冊子、デジタル
パンフレット

留学ガイドブック 年1回 R5年3月 部局間協定校へ留学を希望する、文学研究
科・文学部の学生向けガイドブック 冊子

教養深化プログラムパンフレット 不定期 R4年3月 教養深化プログラムの概要を掲載 冊子
教養深化プログラム授業概要 年1回 R5年3月 教養深化プログラムの案内、授業概要を掲載 冊子

北海道大学教養深化プログラムWebサイト 不定期 ― 教養深化プログラムの基本情報、イベントの
お知らせなどを紹介 Webサイト

Facebook（@cuenp.hokudai） 不定期 ― 教養深化プログラムのイベントのお知らせな
どを紹介 SNS
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文学研究院・
文学院・
文学部

Twitter（@cuenp_hokudai） 不定期 ― 教養深化プログラムのイベントのお知らせな
どを紹介 SNS

Instagram（cuenp_hokudai） 不定期 ― 教養深化プログラムの取組や風景を紹介 SNS
Youtube

（【公式】北海道大学教養深化プログラム） 不定期 ― 教養深化プログラムの取組を紹介、説明会等
のアーカイブを公開 動画

情報科学院・
情報科学研究院

北海道大学大学院情報科学院パンフレット 年1回 R5年4月 情報科学院の研究内容等に関する紹介 冊子、PDF版
北海道大学大学院情報科学院
（日本語・英語併記リーフレット） 年1回 R5年4月 情報科学院の紹介 冊子、PDF版

IST NEWS 年4回 R5年10月 情報科学院・情報科学研究院のニュースを掲載 PDF版

公共政策学教育部・
公共政策学連携研究部

外部評価委員会評価報告書 不定期 R1年5月 公共政策学連携研究部・教育部の外部評価報告書 冊子、PDF版
年報公共政策学 年1回 R5年4月 公共政策に関する研究論文 冊子、PDF版
HOPS　BOOKLET 2020　
HOPS文理融合ルネッサンス―先端的政策課
題のゆくえ―

不定期 R2年9月
2019年度開催
HOPS文理融合セミナーシリーズ（全6回）
の記録

冊子

大学院案内（日本語版） 年1回 R5年6月 本大学院の特色、カリキュラム、学修環境等
を紹介 冊子、PDF版

北海道大学病院

北海道大学病院概要 年1回 R5年8月 診療実績等の概要を掲載 冊子、PDF版
北海道大学病院
医師臨床研修パンフレット 年1回 R5年3月 医師臨床研修プログラムを掲載 冊子・PDF版

北海道大学病院
医師臨床研修プログラム 年1回 令和4年3月 医師臨床研修プログラムを掲載 PDF版

北海道大学病院
歯科医師臨床研修プログラム 年1回 R5年4月 歯科医師臨床研修プログラムを掲載 PDF版

北海道大学　臨床研修センター
Resident NEWS letter「AMBITION」

年4回
R3.1以降、

休刊中
R3年1月 当院医師臨床研修に係る最新情報を掲載 PDF版

北海道大学病院
内科専門研修プログラム 不定期 R5年8月 当院内科領域の専門研修に係る情報を掲載 PDF版

北海道大学病院
外科専門研修プログラム 不定期 R5年8月 当院外科領域の専門研修に係る情報を掲載 リーフレット、

PDF版
北海道大学病院　地域医療連携福祉センター　
NEWS LETTER 年2回 R3年6月 各診療科外来診療等紹介や院内の最新情報等

を掲載 冊子、PDF版

北海道大学病院　腫瘍センターNEWS 不定期 H26年11月 腫瘍センターの活動やがん診療に関する情報
を掲載 PDF版

北海道大学病院　看護部キャリア支援室だ
より「つながり」 年3回 R5年7月 当院看護師の成長支援に繋がる情報を掲載 冊子、PDF版

北大病院　薬剤部NEWS 年4回 R5年6月 薬剤師業務及び医薬品に係る情報を掲載 冊子、PDF版
北海道大学病院　薬剤部概要 不定期 R3年11月 当院薬剤部業務の概要を掲載 PDF版
北海道大学病院　臨床研究開発センター
News 年12回 R5年10月 医療・ヘルスサイエンス研究開発機構に係る

情報を掲載 PDF版

北海道大学病院看護職員募集案内 年1回 R4年11月 看護職員教育プログラム他 冊子、PDF版

Facebook
（@北海道大学病院臨床研修センター（医科）） 不定期 ―

北海道大学病院臨床研修センターウェブサイ
トに掲載したお知らせや研修医の日常などの
情報を紹介

SNS

Instagram（hokudai_clinical_training） 不定期 ―
北海道大学病院臨床研修センターウェブサイ
トに掲載したお知らせや研修医の日常などの
情報を紹介

SNS

低温科学研究所

北海道大学低温科学研究所概要 隔年 R4年9月 研究所の沿革、組織、職員数等の概要を掲載 冊子、PDF版
北海道大学低温科学研究所
年次自己点検評価報告書－年報－ 年1回 R5年9月 研究所の活動状況、研究成果、自己点検評価

の結果を掲載（年報） 冊子、PDF版

北海道大学低温科学研究所
外部点検評価報告書 不定期 R2年3月 研究所の組織及び運営、教員人事、研究活動、

大学院教育及び社会教育等の外部評価を掲載 冊子、PDF版

低温研ニュース 年2回 R5年6月 研究紹介、シンポジウム報告、共同研究、人
事異動等を掲載 冊子、PDF版

環オホーツク観測研究センターリーフレット
（日本語版・英語版） 不定期 R4年12月 環オホーツク観測研究センターの研究内容を

紹介 冊子

北海道大学低温科学研究所
［ダイジェストガイド］ 不定期 R4年11月 研究所の歴史、最新の研究内容、組織を紹介 冊子、PDF版

電子科学研究所

北海道大学電子科学研究所（概要） 隔年 R4年10月 研究所の概要の紹介用パンフレット
（日本語版） 冊子

Research Institute for Electronic Science   
（Hokkaido University） 隔年 R4年10月 研究所の概要の紹介用パンフレット

（英語版） 冊子

研究活動－点検評価報告書－ 毎年 R4年11月 研究所の研究教育活動の年次報告 冊子
第6回　外部評価報告書 不定期 R3年3月 研究所の研究教育活動の外部評価報告 冊子

ダイナミック・アライアンス（要覧） 不定期 R3年 ダイナミック・アライアンスの紹介用パンフレット
（日本語版） 冊子

Dynamic Alliances for Open Innovation 
Bridging Human,Environment and 
Materials（Prospectus）

不定期 R3年 ダイナミック・アライアンスの紹介用パンフレット
（英語版） 冊子

ニコンイメージングセンター（概要） 不定期 R3年3月 ニコンイメージングセンターの紹介用パンフレット 冊子

物質・デバイス領域共同研究拠点（概要） 不定期 R4年8月 物質・デバイス領域共同研究拠点の紹介用パ
ンフレット 冊子

部　局　名 広　報　誌　等　名 発行回数 最新版
発行年月 掲　載　内　容　等 形　　態

国際食資源学院

北海道大学大学院国際食資源学院概要 年1回 R5年6月 国際食資源学院の沿革等の概要を掲載（和
文・英文併記） 冊子、PDF版

北海道大学大学院国際食資源学院基幹サイト 不定期 ― 日本語で国際食資源学院に関するお知らせ、
リリースなどの情報を紹介 Webサイト

北海道大学大学院国際食資源学院基幹サイト
（英語版） 不定期 ― 英語で国際食資源学院に関するお知らせ、リ

リースなどの情報を紹介 Webサイト

X（旧：Twitter）（@gfr_hu） 不定期 ― 日本語と英語で国際食資源基幹サイトに掲載
したお知らせ、リリースなどの情報を紹介 SNS

Facebook（@GFR.HU.） 不定期 ― 日本語と英語で国際食資源基幹サイトに掲載
したお知らせ、リリースなどの情報を紹介 SNS

文学研究院・
文学院・
文学部

北海道大学大学院文学研究院・文学部概要 年1回 R5年8月 文学部の沿革、歴代学部長、組織運営等の概
要を掲載 PDF版

北海道大学大学院文学院案内 年1回 R5年6月
文学院の特徴、学院の担当教員や専攻・研究
室紹介、学生生活、授業内容、入試情報、進
路・就職情報等を掲載

PDF版

北海道大学文学部案内 年1回 R5年7月
学部の担当教員や履修コース紹介、学生生
活、授業内容、留学情報、入試情報、進路・
就職情報等を掲載

冊子、PDF版

北海道大学文学研究院・文学院・文学部　
外部評価報告書 不定期 R4年3月 外部評価報告書 冊子

北海道大学文学研究院紀要 年3回 R5年7月 文学研究院専任教員の研究成果を論文として掲載 WEB
（機関リポジトリ）

北海道大学大学院文学院研究論集 年1回 R5年1月 文学院・文学研究科大学院学生の研究成果を
論文として掲載

WEB
（機関リポジトリ）

北海道大学大学院文学研究院研究叢書 年1回 R4年12月 文学研究院専任教員の研究成果や共同研究の
公表 冊子

Journal of the Faculty of Humanities and 
Human Sciences 年1回 R5年2月 文学研究院教員及び文学院・文学研究科大学

院学生等の研究成果を英文論文として掲載
WEB

（機関リポジトリ）

北海道大学大学院文学研究院ライブラリ 年1〜2回 R3年3月 文学研究院専任教員の研究成果や共同研究の
成果、公開講座のテクストを掲載 冊子

北海道大学大学院文学研究院楡文叢書 年1回 R5年3月 文学研究院専門研究員の研究成果の公表 冊子

北海道大学大学院文学研究院・大学院文学
院・文学部公式ウェブサイト 不定期 ―

文学研究院・文学院・文学部に関する総合情
報・入試情報・研究情報を発信（日本語版、
英語版、露語版）

Webサイト

Facebook（@Hokudai.Humanities.
HumanSciences） 不定期 ― 主に文学研究院の研究情報を中心に情報発信 SNS

X（旧Twitter）（@HU_Bungaku） 不定期 ― 文学研究院・文学院・文学部に関する情報を
主として学生向けに発信 SNS

Instagram（@hu_bungaku） 不定期 ― 文学研究院・文学院・文学部に関する情報や
風景を紹介 SNS

YouTube（文学院広報動画） 不定期 ―
文学研究院・文学院の大学院進学説明会用動
画、北大人文学カフェ配信・事後視聴（期間
限定）

SNS

文学院紹介動画 不定期 H30年6月 2019年4月設置の文学院の特徴を紹介する動画 動画
北海道大学大学院文学院
「#ほんもの」紹介動画 不定期 R5年3月 文学院で行われている研究のひとコマを「#

ほんもの」というキーワードで紹介 動画

北大人文学カフェ紹介ダイジェスト動画 不定期 R3年7月
文学研究院の研究を紹介する双方向型イベン
ト北大人文学カフェの第1回〜第26回のダイ
ジェスト動画

動画

プラス1ピースの読書会・動画版 不定期 R4年10月 文学研究院・書香の森で行っていたプラス1
ピースの読書会の動画版 動画

北海道大学大学院文学院　若手研究者支援
リーフレット 不定期 R5年3月 文学研究院が大学院生向けに実施している独

自の支援事業の概要を紹介するリーフレット 冊子

文学院大学院進学説明会配付資料 年1回 R5年6月

文学院の入試情報、カリキュラム、支援情
報、進路情報、学位論文題目などを掲載
（R2年度は進学説明会をオンライン開催の
ため、冊子体は制作せずPDF版を配付）

PDF版

Faculty of Humanities and Human 
Sciences/ Graduate School of Humanities 
and Human Sciences/ School of 
Humanities and Human Sciences

不定期 R1年7月
文学研究院・文学院・文学部の海外向け英文
パンフレット、文学研究院・文学院・文学部
の概要をコンパクトにまとめて掲載

冊子、PDF版

Lab.letters magazine vol.1 不定期 R4年3月 文学研究院・文学院教員8明のの研究と教育
を紹介するインタビュー記事の英語版

冊子、デジタル
パンフレット

Lab.letters magazine vol.2 不定期 R5年3月 文学研究院・文学院教員8名の研究と教育を
紹介するインタビュー記事の英語版

冊子、デジタル
パンフレット

留学ガイドブック 年1回 R5年3月 部局間協定校へ留学を希望する、文学研究
科・文学部の学生向けガイドブック 冊子

教養深化プログラムパンフレット 不定期 R4年3月 教養深化プログラムの概要を掲載 冊子
教養深化プログラム授業概要 年1回 R5年3月 教養深化プログラムの案内、授業概要を掲載 冊子

北海道大学教養深化プログラムWebサイト 不定期 ― 教養深化プログラムの基本情報、イベントの
お知らせなどを紹介 Webサイト

Facebook（@cuenp.hokudai） 不定期 ― 教養深化プログラムのイベントのお知らせな
どを紹介 SNS
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遺伝子病制御
研究所

北海道大学遺伝子病制御研究所
概要 隔年 R5年2月

目的と使命、沿革、歴代所長・施設長及び名
誉教授、機構、職員・学生数、研究活動、附
属施設、教育活動、代表論文、北海道大学配
置図を掲載

冊子、PDF版

北海道大学遺伝子病制御研究所
年報 年1回 R4年3月

総論、機構、管理運営、社会貢献、附属施
設、予算規模等、研究成果、教育活動、共同
利用・共同研究拠点、研究活動、施設・設
備、各種委員会等を掲載

冊子、PDF版

北海道大学遺伝子病制御研究所
外部評価報告書 不定期 R4年3月

理念・目標、沿革、研究体制と将来構想、中
期目標・中期計画、研究、教育、社会貢献
活動、国際交流、管理運営等、施設、共同利
用・共同研究拠点、附属施設、各分野におけ
る研究概要と成果等を掲載

PDF版

IGM News Letter 年1回 R4年11月 トピックス、お知らせ、共同研究採択課題一
覧、研究業績紹介、新任教員紹介等を掲載 冊子、PDF版

触媒科学研究所
触媒科学研究所概要 年1回 R5年5月 研究所の沿革、組織、研究概要を掲載（英文

併記） 冊子、PDF版

触媒科学研究所年報 年1回 R5年9月 沿革、組織、研究活動状況、教育活動状況を
掲載 冊子、PDF版

人獣共通感染症
国際共同研究所

北海道大学　人獣共通感染症
国際共同研究所（日本語・英語版） 2年に1回 R5年9月 人獣共通感染症国際共同研究所の概要を掲載 冊子

人獣共通感染症国際共同研究所年報 年1回 R5年3月 研究所の概要、組織、研究活動、教育活動等
を掲載 冊子

外部評価報告書 6年に1回 R4年1月
外部評価委員による、人獣共通感染症国際共
同研究所の研究業績・施設・設備等の評価を
公表

冊子

自己点検評価報告書 6年に1回 R4年1月 人獣共通感染症国際共同研究所の点検・評価
事項を公表

冊子（外部評価
報告書に同梱）

附属図書館

北海道大学附属図書館年報 年1回 R5年10月 附属図書館の活動のトピックス紹介、活動日
誌、統計、組織等を掲載 PDF版

北海道大学附属図書館本館利用案内 / 
HOKKAIDO UNIVERSITY LIBRARY 
GUIDE for CENTRAL LIBRARY 
（リーフレット）　日英併記版

不定期 R5年8月 附属図書館本館の利用に関する案内等を掲載 冊子

北海道大学附属図書館北図書館利用案内
（リーフレット）　日本語版 不定期 R5年3月 附属図書館北図書館の利用に関する案内等を

掲載 冊子

Hokkaido University North Library Guide
（リーフレット）　英語版 不定期 R5年3月 附属図書館北図書館の利用に関する案内等を

掲載 冊子

北海道大学附属図書館北方資料概要 不定期 H30年6月 附属図書館所蔵北方資料の利用に関する案内
等を掲載 冊子

Hokkaido University Library Northern 
Studies Collection 不定期 H30年3月 附属図書館所蔵北方資料の利用に関する案内

等を掲載（英文） 冊子

楡蔭（北海道大学附属図書館報） 年2回 R5年10月 学生向けに附属図書館のサービス紹介、
ニュース等を掲載 PDF版

X（旧Twitter）（@Hokudai_Library） 不定期 ― 図書館からのお知らせを発信 SNS

note（Hokkaido University Library ） 不定期 ― 附属図書館の職員たちが、日々の業務のこと、
図書館員としてふと考えたことなどを紹介 SNS

スラブ・ユーラシア
研究センター

SLAVIC-EURASIAN RESEARCH CENTER 
HOKKAIDO UNIVERSITY（概要） 不定期 H28年10月 センターの沿革、組織、職員紹介、研究活動

等を掲載 冊子

北海道大学スラブ・ユーラシア
研究センターニュース 年4回 R5年9月 センターの最新の研究・行事・人事等の活動

状況を掲載 冊子、PDF版

スラブ・ユーラシア研究センターを研究する
（北海道大学スラブ・ユーラシア研究セン
ター点検評価報告書）

不定期 R2年3月 センターの自己点検評価報告、外部評価報
告、活動記録報告 冊子、PDF版

ACTA SLAVICA IAPONICA
（欧文学術雑誌） 年1回 R5年3月 投稿論文を欧文で掲載（レフェリー制） 冊子、PDF版

スラヴ研究（和文学術雑誌） 年1回 R5年8月 投稿論文を和文で掲載（レフェリー制） 冊子、PDF版
スラブ・ユーラシア研究報告集 不定期 R4年3月 研究報告会等での報告抄録等を掲載 冊子、PDF版

Slavic-Eurasian Research Center News 年1回 R3年3月 センターの研究・行事・人事等の活動状況を
欧文で掲載 冊子、PDF版

Slavic Eurasian Studies（欧文論集） 不定期 R4年8月 シンポジウムのペーパー等を欧文で掲載 冊子、PDF版
Eurasia Border Review 不定期 R5年9月 「境界研究」に関する特集論文を掲載 冊子、PDF版

境界研究 年1回 R5年3月 「境界研究」に関する投稿論文を和文で掲載
（レフェリー制） 冊子、PDF版

スラブ・ユーラシア研究センター（SRC）
メールマガジン 月1回 R5年10月 センターの行事や研究会の予定、募集等につ

いて掲載 メールマガジン

X（旧：Twitter）
（スラブ・ユーラシア研究センター（SRC）） 不定期 R5年10月 センターの行事や研究会の予定、募集等につ

いて掲載 SNS

情報基盤センター
情報基盤センター概要 年1回

R4年8月
（R5年10月
発行予定）

センターの沿革、組織、研究概要を掲載 冊子、PDF版

情報基盤センター概要（英語版） 隔年 R4年10月 センターの沿革、組織、研究概要を英文で掲載 冊子、PDF版
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情報基盤センター
情報基盤センター年報 年1回 R4年11月 センターの沿革、組織、研究活動状況、教育活

動状況を掲載 冊子、PDF版

情報基盤センターウェブマガジン 年4回 R5年7月 センター全体の内容をカバーするインタビュー
記事を掲載 Webサイト

アイソトープ
総合センター

センター概要 隔年 R5年2月 センターの施設案内、沿革等を掲載 冊子

アイソトープ総合センター利用マニュアル 隔年 R4年3月 センターの利用に関する規程等、利用に関す
る情報をわかりやすく掲載 冊子

北海道大学アイソトープ総合センター
自己点検・評価報告書 年1回 R5年8月 センターの利用状況、共同研究一覧、活動報

告等を掲載 冊子

センターニュース（CIS NEWS） 年1回 R5年3月 センターの最新機器の紹介、講義、講習会の
お知らせ等のニュースを掲載 冊子

量子集積エレクトロ
ニクス研究センター

北海道大学量子集積エレクトロニクス
研究センター（概要・和文） 不定期 R4年10月 センターの目的、組織、研究内容等を掲載 HTML（PDF）版

北海道大学量子集積エレクトロニクス
研究センター（概要・英文） 不定期 R5年6月 センターの目的、組織、研究内容等を掲載 HTML（PDF）版

量子集積エレクトロニクス研究
（研究報告） 年1回 R5年6月

第22巻
センターの研究目的、組織、研究内容、施
設・設備と、研究活動及び研究成果の報告 冊子

量子集積エレクトロニクス研究センター
自己点検評価書 年1回 R5年6月 研究・教育活動成果に基づく自己点検評価書 冊子、HTML

（PDF）版

北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

企画調整室

北方生物圏フィールド科学センター 不定期 R4年7月 沿革、組織、研究内容等の概要を掲載 冊子、PDF版
北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター年報 年1回 R4年4月 各施設の教育・研究動向、職員の研究業績一

覧、施設の利用状況等を掲載 PDF版

北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター News Letter 年数回 R4年1月 センターの活動紹介、イベントなどのお知ら

せ、ショートエッセイ等を掲載 PDF版

北方圏基幹サイト 不定期 ― 日本語で北方圏に関するお知らせ、リリース
などの情報を紹介 Webサイト

Facebook（FSCHokkaidoU） 不定期 ― 日本語で北方圏に関するお知らせ、リリー
ス、風景や研究教育活動などの情報を紹介 SNS

X（旧：Twitter）（@fsc_office） 不定期 ― 日本語で北方圏に関するお知らせ、リリー
ス、風景や研究教育活動などの情報を紹介 SNS

森林圏
ステーション

演習林研究報告 不定期 R4年5月
森林科学関連分野及び森林圏ステーション関
連の研究論文（和文）を掲載。国内外の関係
機関等にも送付

HUSCAP

Eurasian Journal of Forest Research 不定期 R4年4月 「演習林研究報告」の英語論文分冊。国内外
の関係機関等にも送付 HUSCAP

森林圏ステーション年度報告 年1回 R5年3月 森林圏ステーション管理面の資料を掲載 PDF版

北方森林保全技術 年1回 R4年12月
森林圏ステーション技術系職員が試験年報報
告会で発表した論文等を掲載。国内の関係機
関等にも送付

HUSCAP、PDF
版

森林圏ステーション概要 不定期 H30年3月 施設の紹介 印刷発行
森林圏ステーション概要（英語版） 不定期 H31年1月 施設の紹介 印刷発行

森林圏ステーションウェブサイト 不定期 ― 森林圏ステーションに関するお知らせ、イベ
ント情報の情報を紹介 Webサイト

苫小牧研究林ウェブサイト 不定期 ― 苫小牧研究林に関するお知らせ、イベント情
報などの情報を紹介 Webサイト

和歌山研究林ウェブサイト 不定期 ― 和歌山研究林に関するお知らせ、イベント情
報などの情報を紹介 Webサイト

X（旧：Twitter）（@hokudai_forest） 不定期 ― 森林圏ステーションの取組や風景を紹介 SNS
X（旧：Twitter）（@tmk_eX（旧：
Twitter）forest） 不定期 ― 苫小牧研究林の取組や風景を紹介 SNS

X（旧：Twitter）（@FSC_Wakayama） 不定期 ― 和歌山研究林の取組や風景を紹介 SNS

Facebook（北海道大学 中川研究林） 不定期 ― 中川研究林に関するお知らせ、イベント情報
などの情報を紹介 SNS

Facebook（北海道大学天塩研究林） 不定期 ― 天塩研究林に関するお知らせ、イベント情報
などの情報を紹介 SNS

Youtube（北海道大学和歌山研究林） 不定期 ― 和歌山研究林の取組や風景を紹介 SNS
ブログ（北大フィールド科学センター 
森林実習ブログ） 不定期 ― 森林圏ステーションで開催された実習等を紹介 SNS

生物生産
研究農場

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター
生物生産研究農場 不定期 ― 日本語で農場に関する情報を紹介 Webサイト

北海道大学生物生産研究農場 / Hokkaido 
University, Experiment Farm 不定期 ― 日本語で農場に関する情報を紹介 SNS

植物園

北海道大学北方生物圏フィールド科学セン
ター植物園（概要パンフレット）英語併記 不定期 H29年8月 植物園の沿革、組織等の概要を掲載 冊子

植物園だより（リーフレット） 年6回 R5年10月 オオタニワタリ チラシ、PDF
北海道大学植物園
（リーフレット）日本語版 年1回 R2年4月 植物園内の解説 リーフレット、

PDF
北海道大学植物園
（リーフレット）英語版 年1回 R2年4月 植物園内の解説 リーフレット、

PDF
北海道大学植物園
（リーフレット）中国語版 年1回 R2年4月 植物園内の解説 リーフレット、

PDF

部　局　名 広　報　誌　等　名 発行回数 最新版
発行年月 掲　載　内　容　等 形　　態

遺伝子病制御
研究所

北海道大学遺伝子病制御研究所
概要 隔年 R5年2月

目的と使命、沿革、歴代所長・施設長及び名
誉教授、機構、職員・学生数、研究活動、附
属施設、教育活動、代表論文、北海道大学配
置図を掲載

冊子、PDF版

北海道大学遺伝子病制御研究所
年報 年1回 R4年3月

総論、機構、管理運営、社会貢献、附属施
設、予算規模等、研究成果、教育活動、共同
利用・共同研究拠点、研究活動、施設・設
備、各種委員会等を掲載

冊子、PDF版

北海道大学遺伝子病制御研究所
外部評価報告書 不定期 R4年3月

理念・目標、沿革、研究体制と将来構想、中
期目標・中期計画、研究、教育、社会貢献
活動、国際交流、管理運営等、施設、共同利
用・共同研究拠点、附属施設、各分野におけ
る研究概要と成果等を掲載

PDF版

IGM News Letter 年1回 R4年11月 トピックス、お知らせ、共同研究採択課題一
覧、研究業績紹介、新任教員紹介等を掲載 冊子、PDF版

触媒科学研究所
触媒科学研究所概要 年1回 R5年5月 研究所の沿革、組織、研究概要を掲載（英文

併記） 冊子、PDF版

触媒科学研究所年報 年1回 R5年9月 沿革、組織、研究活動状況、教育活動状況を
掲載 冊子、PDF版

人獣共通感染症
国際共同研究所

北海道大学　人獣共通感染症
国際共同研究所（日本語・英語版） 2年に1回 R5年9月 人獣共通感染症国際共同研究所の概要を掲載 冊子

人獣共通感染症国際共同研究所年報 年1回 R5年3月 研究所の概要、組織、研究活動、教育活動等
を掲載 冊子

外部評価報告書 6年に1回 R4年1月
外部評価委員による、人獣共通感染症国際共
同研究所の研究業績・施設・設備等の評価を
公表

冊子

自己点検評価報告書 6年に1回 R4年1月 人獣共通感染症国際共同研究所の点検・評価
事項を公表

冊子（外部評価
報告書に同梱）

附属図書館

北海道大学附属図書館年報 年1回 R5年10月 附属図書館の活動のトピックス紹介、活動日
誌、統計、組織等を掲載 PDF版

北海道大学附属図書館本館利用案内 / 
HOKKAIDO UNIVERSITY LIBRARY 
GUIDE for CENTRAL LIBRARY 
（リーフレット）　日英併記版

不定期 R5年8月 附属図書館本館の利用に関する案内等を掲載 冊子

北海道大学附属図書館北図書館利用案内
（リーフレット）　日本語版 不定期 R5年3月 附属図書館北図書館の利用に関する案内等を

掲載 冊子

Hokkaido University North Library Guide
（リーフレット）　英語版 不定期 R5年3月 附属図書館北図書館の利用に関する案内等を

掲載 冊子

北海道大学附属図書館北方資料概要 不定期 H30年6月 附属図書館所蔵北方資料の利用に関する案内
等を掲載 冊子

Hokkaido University Library Northern 
Studies Collection 不定期 H30年3月 附属図書館所蔵北方資料の利用に関する案内

等を掲載（英文） 冊子

楡蔭（北海道大学附属図書館報） 年2回 R5年10月 学生向けに附属図書館のサービス紹介、
ニュース等を掲載 PDF版

X（旧Twitter）（@Hokudai_Library） 不定期 ― 図書館からのお知らせを発信 SNS

note（Hokkaido University Library ） 不定期 ― 附属図書館の職員たちが、日々の業務のこと、
図書館員としてふと考えたことなどを紹介 SNS

スラブ・ユーラシア
研究センター

SLAVIC-EURASIAN RESEARCH CENTER 
HOKKAIDO UNIVERSITY（概要） 不定期 H28年10月 センターの沿革、組織、職員紹介、研究活動

等を掲載 冊子

北海道大学スラブ・ユーラシア
研究センターニュース 年4回 R5年9月 センターの最新の研究・行事・人事等の活動

状況を掲載 冊子、PDF版

スラブ・ユーラシア研究センターを研究する
（北海道大学スラブ・ユーラシア研究セン
ター点検評価報告書）

不定期 R2年3月 センターの自己点検評価報告、外部評価報
告、活動記録報告 冊子、PDF版

ACTA SLAVICA IAPONICA
（欧文学術雑誌） 年1回 R5年3月 投稿論文を欧文で掲載（レフェリー制） 冊子、PDF版

スラヴ研究（和文学術雑誌） 年1回 R5年8月 投稿論文を和文で掲載（レフェリー制） 冊子、PDF版
スラブ・ユーラシア研究報告集 不定期 R4年3月 研究報告会等での報告抄録等を掲載 冊子、PDF版

Slavic-Eurasian Research Center News 年1回 R3年3月 センターの研究・行事・人事等の活動状況を
欧文で掲載 冊子、PDF版

Slavic Eurasian Studies（欧文論集） 不定期 R4年8月 シンポジウムのペーパー等を欧文で掲載 冊子、PDF版
Eurasia Border Review 不定期 R5年9月 「境界研究」に関する特集論文を掲載 冊子、PDF版

境界研究 年1回 R5年3月 「境界研究」に関する投稿論文を和文で掲載
（レフェリー制） 冊子、PDF版

スラブ・ユーラシア研究センター（SRC）
メールマガジン 月1回 R5年10月 センターの行事や研究会の予定、募集等につ

いて掲載 メールマガジン

X（旧：Twitter）
（スラブ・ユーラシア研究センター（SRC）） 不定期 R5年10月 センターの行事や研究会の予定、募集等につ

いて掲載 SNS

情報基盤センター
情報基盤センター概要 年1回

R4年8月
（R5年10月
発行予定）

センターの沿革、組織、研究概要を掲載 冊子、PDF版

情報基盤センター概要（英語版） 隔年 R4年10月 センターの沿革、組織、研究概要を英文で掲載 冊子、PDF版
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植物園

北海道大学植物園
（リーフレット）韓国語版 年1回 R2年4月 植物園内の解説 リーフレット、

PDF
X（旧：Twitter）
（北海道大学植物園【公式】） 不定期 ― 植物の開花情報等に関するお知らせ SNS

Facebook（北海道大学植物園【公式】） 不定期 ― 植物の開花情報等に関するお知らせ SNS
Instagram（北海道大学植物園【公式】） 不定期 ― 植物の開花情報等に関するお知らせ SNS
北大植物園技術報告・年次報告 年1回 R4年3月 植物園の活動内容 冊子、PDF
北大植物園研究紀要 年1回 R1年5月 研究報告 冊子、HUSCAP
北大植物園資料目録 不定期 H28年2月 資料目録 冊子、PDF
北海道大学植物園 不定期 ― 日本語・英語で植物園に関する情報を紹介 Webサイト

静内研究牧場 北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター静内研究牧場 不定期 ― 日本語・英語で牧場に関する情報を紹介 Webサイト

厚岸臨海
実験所

北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター厚岸臨海実験所 不定期 ― 日本語・英語で厚岸臨海実験所に関する情報を紹介 Webサイト

Akkeshi Marine Station, Hokkaido University 不定期 ― 日本語・英語で厚岸臨海実験所に関する情報を紹介 SNS

拠点
北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター寒流域生物・生態系の国際的
共同利用拠点

不定期 ― 日本語・英語で拠点に関する情報を紹介 Webサイト

室蘭臨海
実験所

北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター室蘭臨海実験所 不定期 ― 日本語・英語で室蘭臨海実験所に関する情報を紹介 Webサイト

Facebook北海道大学室蘭臨海実験所
Muroran Marine Station, Hokkaido University 不定期 ― 日本語・英語で室蘭臨海実験所に関する情報を紹介 SNS

X（旧：Twitter）（@FscMuroran） 不定期 ― 日本語・英語で室蘭臨海実験所に関する情報を紹介 SNS
洞爺臨湖
実験所

北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター水圏ステーション洞爺臨湖実験所 不定期 ― 日本語・英語で洞爺臨湖実験所に関する情報を紹介 Webサイト

臼尻水産
実験所 臼尻水産実験所 不定期 ― 日本語・英語で臼尻水産実験所に関する情報を紹介 Webサイト

七飯淡水
実験所 北海道大学七飯淡水実験所 不定期 ― 日本語・英語で七飯淡水実験所に関する情報を紹介 Webサイト

拠点 北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター食糧基地拠点 不定期 ― 日本語・英語で拠点に関する情報を紹介 Webサイト

忍路臨海
実験

北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター水圏ステーション忍路臨海実験 不定期 ― 日本語・英語で忍路臨海実験所に関する情報を紹介 Webサイト

観光学高等研究
センター

CATS パンフレット 年1回 R4年5月 観光学高等研究センターの紹介 PDF版
Youtube（北海道大学観光学高等研究セン
ター【公式】） 不定期 ― 日本語・英語でオンライン観光創造フォーラ

ム（OFTS）をアーカイブ配信 動画

アイヌ・先住民
研究センター

アイヌ・先住民研究センター案内
（パンフレット日本語版） 不定期 R5年5月

アイヌ・先住民研究センターの役割、特徴及
び同センターで実施するプロジェクトを日本
語で紹介

冊子

アイヌ・先住民研究センター案内
（パンフレット英語版） 不定期 R5年5月

アイヌ・先住民研究センターの役割、特徴及
び同センターで実施するプロジェクトを英語
で紹介

冊子

アイヌ・先住民研究センター案内
（パンフレット中国語版） 不定期 R5年5月

アイヌ・先住民研究センターの役割、特徴及
び同センターで実施するプロジェクトを中国
語で紹介

冊子

日本国憲法と先住民族であるアイヌの人びと
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット1号）

不定期 H25年2月 アイヌ・先住民研究センターが2011年10月に
主催した講演会の講演内容を紹介 冊子

トンコリの世界（北海道大学アイヌ・先住
民研究センターブックレット2号） 不定期 H26年3月

アイヌの伝統的楽器トンコリ伝承者の富田友
子氏に対するインタビューをまとめて楽曲だ
けでなくトンコリの作り方なども紹介

冊子

The Ainu : Indigenous People of Japan
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット3号）

不定期 H29年3月
ワシントンD.C.での国際シンポジウムにおけ
る報告をまとめ、現代のアイヌ民族の活動等
を海外に向けて英文で紹介

冊子

花とイナウ―世界の中のアイヌ文化―
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット4号）

不定期 H31年3月
アイヌ民族の信仰や儀式等において用いられ
るイナウの意味や特徴を各国のイナウとも比
較しながら紹介

冊子

台湾の原住民族政策―民族認定と博物館―
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット5号）

不定期 H27年4月
アイヌ・先住民研究センターが2012年と2014
年に主催した台湾の原住民族政策に関するシ
ンポジウムの講演内容を紹介

冊子

古川アシンノカルの生涯―新冠地方の故事
と伝承―（北海道大学アイヌ・先住民研究
センターブックレット6号）

不定期 H28年3月
北海道日高郡新ひだか町在住の狩野義美氏が
書き記した文章の中から大叔父の古川アシン
ノカル氏らに係るものを集成

冊子

The World of Tonkori
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット7号）

不定期 H29年3月

アイヌの伝統的楽器トンコリ伝承者の富田友
子氏に対するインタビューをまとめて楽曲
だけでなくトンコリの作り方なども紹介した
ブックレット2号の英語版

冊子

An Introduction to Ainu Studies
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット8号）

不定期 H30年3月 アイヌ・先住民研究センターの研究内容を海
外に向けて英文で紹介 冊子

Flowers and Inaw-Ainu Culture in the World-
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット9号）

不定期 H30年3月
アイヌ民族の信仰や儀式等において用いられ
るイナウの意味や特徴を各国のイナウとも比較
しながら紹介したブックレット4号の英語版

冊子
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資料

部　局　名 広　報　誌　等　名 発行回数 最新版
発行年月 掲　載　内　容　等 形　　態

アイヌ・先住民
研究センター

アイヌ・先住民研究センターの10年-2007〜2017-
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット10号）

不定期 H30年9月
アイヌ・先住民研究センターの10年間の研究
の成果と今後の展開について主要なプロジェ
クトごとにとりまとめた報告書

冊子

民族のあり方と先住民族政策-台湾平埔族
の原住民族認定をめぐって-
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット11号）

不定期 H31年4月
ブックレット第5号に続く、台湾平埔族をめ
ぐる原住民族政策の新しい展開についての報
告書

冊子

つないでほどく　アイヌ/和人
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット12号）

不定期 R4年3月
アイヌ民族や和人とアイデンティティ、先住
民族概念や日常的に起こる差別・抑圧などを
解説

冊子・PDF版

Connecting and Disentangling Ainu and 
Wajin（北海道大学アイヌ・先住民研究セ
ンターブックレット13号）

不定期 R5年3月
アイヌ民族や和人とアイデンティティ、先住
民族概念や日常的に起こる差別・抑圧などを
解説したブックレット12号の英語版

冊子

アイヌ・先住民研究2023 年1回 R5年3月 アイヌ民族・先住民族研究を対象とした査読
付き学術雑誌 冊子・PDF版

アイヌ語調査資料のデータベース化に関す
る基礎的研究（12） 不定期 R5年3月

アイヌ・先住民研究センターが2022年に実施
した「アイヌ・先住民言語アーカイヴプロ
ジェクト」の研究成果に関する報告書

冊子

社会科学実験
研究センター

北海道大学社会科学実験研究センター
年次活動報告書 年1回 R5年7月

社会科学実験研究センターの概要、教育研究
活動の実績、組織構成を掲載（HPよりダウ
ンロード可能）

冊子、PDF

北海道大学社会科学実験研究センター
案内（パンフレット）英語版 不定期 H27年8月 社会科学実験研究センターの概要、実験室等

の研究設備とその利用状況、研究成果を紹介 冊子

環境健康科学
研究教育センター

北海道大学環境健康科学研究教育センター 
年報 隔年 R4年10月 環境健康科学研究教育センターの概要、部門

報告、業績一覧、委員会名簿等を掲載 冊子

環境健康科学研究教育センターリーフレット
（英語版、日本語版） 不定期 R4年2月 環境健康科学研究教育センターの組織、概

要、活動内容を分かりやすく掲載 リーフレット

北極域研究センター

北極域研究センターパンフレット（日本語版） 不定期 R5年8月 北極域研究センターの概要 冊子、PDF版
北極域研究センターパンフレット
（英語版） 不定期 R5年8月 北極域研究センターの概要 冊子、PDF版

北極域研究センターウェブサイト（日本語版） 不定期 ― 日本語で北極域研究センターに関するお知ら
せ、リリースなどの情報を紹介 Webサイト

北極域研究センターウェブサイト
（英語版） 不定期 ― 英語で北極域研究センターに関するお知ら

せ、リリースなどの情報を紹介 Webサイト

Facebook（ARCHokkaidoU） 不定期 ― 日本語および英語で北極域研究センターに関
するお知らせ、リリースなどの情報を紹介 SNS

X（旧：Twitter）（@ARC_HokkaidoU） 不定期 ― 日本語および英語で北極域研究センターに関
するお知らせ、リリースなどの情報を紹介 SNS

Youtubeチャンネル 
北海道大学北極域研究センター 不定期 ― オンラインイベントのアーカイブ掲載 動画

広域複合災害
研究センター

CNHR Newsletter 年4回 R5年8月

広域複合災害研究センター（CNHR）の活動
や所属メンバーの研究成果、関係するイベン
ト情報、道内の自然災害の発生情報、セン
ターメンバーの紹介

PDF版

北海道大学広域複合災害研究センター 不定期 R3年9月 広域複合災害研究センターの紹介 フライヤー

広域複合災害研究センター活動報告書 年1回 R4年3月 広域複合災害研究センターの年次活動報告
（研究、教育、アウトリーチ等） 冊子、PDF版

脳科学研究
教育センター 北海道大学脳科学研究教育センター概要 隔年 R4年5月 センターの組織、脳科学（発達脳科学）専攻

（バーチャル専攻）の概要等を掲載 冊子

外国語教育センター
HOKKAIDO UNIVERSITY CENTER 
FOR LANGUAGE LEARNING 不定期 H21年4月 外国語教育センターの紹介 冊子

自己点検・評価報告書　外部評価報告書 不定期 R3年3月 自己点検・評価報告、外部評価報告 冊子

数理・データサイ
エンスセンター

数理・データサイエンス教育研究センター
パンフレット 不定期 R3年3月 数理・データサイエンス教育研究センターの

概要 冊子

数理・データサイエンス教育研究センター
フライヤー 不定期 R3年8月

数理・データサイエンス教育研究センターの
取り組み（教育プログラム、創造的人材育成
基盤「北大モデル」、教育プラットフォーム
など）を紹介

フライヤー

総合博物館

総合博物館展示リーフレット
（見学者配付用資料） 1回 H28年7月 総合博物館常設展示の各展示ゾーン紹介・利

用案内を見学者に紹介 冊子、PDF版

An Introduction to The Hokkaido University 
Museum 1回 H28年7月 総合博物館常設展示の各展示ゾーン紹介・利

用案内を見学者に紹介（リーフレット） 冊子、PDF版

北海道大学総合博物館外部点検評価報告書
（平成28年度〜令和2年度） 不定期 R4年5月 外部点検評価委員会による総合博物館の評価 PDF版

北海道大学総合博物館点検評価報告書
（平成28年度〜令和2年度） 不定期 R3年6月 北海道大学総合博物館点検評価委員会委員に

よる総合博物館の評価 PDF版

北海道大学総合博物館研究報告 不定期 H28年3月 研究報告
No.1（2003.3）-No.8（2016.3） 冊子

北海道大学総合博物館年報 年1回 R5年6月

博物館及び博物館教員の活動記録
H16年度 H18･19年度 H20･21年度 H22･23年
度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28
年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3
年度　R4年度

PDF版

部　局　名 広　報　誌　等　名 発行回数 最新版
発行年月 掲　載　内　容　等 形　　態
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植物園

北海道大学植物園
（リーフレット）韓国語版 年1回 R2年4月 植物園内の解説 リーフレット、

PDF
X（旧：Twitter）
（北海道大学植物園【公式】） 不定期 ― 植物の開花情報等に関するお知らせ SNS

Facebook（北海道大学植物園【公式】） 不定期 ― 植物の開花情報等に関するお知らせ SNS
Instagram（北海道大学植物園【公式】） 不定期 ― 植物の開花情報等に関するお知らせ SNS
北大植物園技術報告・年次報告 年1回 R4年3月 植物園の活動内容 冊子、PDF
北大植物園研究紀要 年1回 R1年5月 研究報告 冊子、HUSCAP
北大植物園資料目録 不定期 H28年2月 資料目録 冊子、PDF
北海道大学植物園 不定期 ― 日本語・英語で植物園に関する情報を紹介 Webサイト

静内研究牧場 北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター静内研究牧場 不定期 ― 日本語・英語で牧場に関する情報を紹介 Webサイト

厚岸臨海
実験所

北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター厚岸臨海実験所 不定期 ― 日本語・英語で厚岸臨海実験所に関する情報を紹介 Webサイト

Akkeshi Marine Station, Hokkaido University 不定期 ― 日本語・英語で厚岸臨海実験所に関する情報を紹介 SNS

拠点
北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター寒流域生物・生態系の国際的
共同利用拠点

不定期 ― 日本語・英語で拠点に関する情報を紹介 Webサイト

室蘭臨海
実験所

北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター室蘭臨海実験所 不定期 ― 日本語・英語で室蘭臨海実験所に関する情報を紹介 Webサイト

Facebook北海道大学室蘭臨海実験所
Muroran Marine Station, Hokkaido University 不定期 ― 日本語・英語で室蘭臨海実験所に関する情報を紹介 SNS

X（旧：Twitter）（@FscMuroran） 不定期 ― 日本語・英語で室蘭臨海実験所に関する情報を紹介 SNS
洞爺臨湖
実験所

北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター水圏ステーション洞爺臨湖実験所 不定期 ― 日本語・英語で洞爺臨湖実験所に関する情報を紹介 Webサイト

臼尻水産
実験所 臼尻水産実験所 不定期 ― 日本語・英語で臼尻水産実験所に関する情報を紹介 Webサイト

七飯淡水
実験所 北海道大学七飯淡水実験所 不定期 ― 日本語・英語で七飯淡水実験所に関する情報を紹介 Webサイト

拠点 北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター食糧基地拠点 不定期 ― 日本語・英語で拠点に関する情報を紹介 Webサイト

忍路臨海
実験

北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター水圏ステーション忍路臨海実験 不定期 ― 日本語・英語で忍路臨海実験所に関する情報を紹介 Webサイト

観光学高等研究
センター

CATS パンフレット 年1回 R4年5月 観光学高等研究センターの紹介 PDF版
Youtube（北海道大学観光学高等研究セン
ター【公式】） 不定期 ― 日本語・英語でオンライン観光創造フォーラ

ム（OFTS）をアーカイブ配信 動画

アイヌ・先住民
研究センター

アイヌ・先住民研究センター案内
（パンフレット日本語版） 不定期 R5年5月

アイヌ・先住民研究センターの役割、特徴及
び同センターで実施するプロジェクトを日本
語で紹介

冊子

アイヌ・先住民研究センター案内
（パンフレット英語版） 不定期 R5年5月

アイヌ・先住民研究センターの役割、特徴及
び同センターで実施するプロジェクトを英語
で紹介

冊子

アイヌ・先住民研究センター案内
（パンフレット中国語版） 不定期 R5年5月

アイヌ・先住民研究センターの役割、特徴及
び同センターで実施するプロジェクトを中国
語で紹介

冊子

日本国憲法と先住民族であるアイヌの人びと
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット1号）

不定期 H25年2月 アイヌ・先住民研究センターが2011年10月に
主催した講演会の講演内容を紹介 冊子

トンコリの世界（北海道大学アイヌ・先住
民研究センターブックレット2号） 不定期 H26年3月

アイヌの伝統的楽器トンコリ伝承者の富田友
子氏に対するインタビューをまとめて楽曲だ
けでなくトンコリの作り方なども紹介

冊子

The Ainu : Indigenous People of Japan
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット3号）

不定期 H29年3月
ワシントンD.C.での国際シンポジウムにおけ
る報告をまとめ、現代のアイヌ民族の活動等
を海外に向けて英文で紹介

冊子

花とイナウ―世界の中のアイヌ文化―
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット4号）

不定期 H31年3月
アイヌ民族の信仰や儀式等において用いられ
るイナウの意味や特徴を各国のイナウとも比
較しながら紹介

冊子

台湾の原住民族政策―民族認定と博物館―
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット5号）

不定期 H27年4月
アイヌ・先住民研究センターが2012年と2014
年に主催した台湾の原住民族政策に関するシ
ンポジウムの講演内容を紹介

冊子

古川アシンノカルの生涯―新冠地方の故事
と伝承―（北海道大学アイヌ・先住民研究
センターブックレット6号）

不定期 H28年3月
北海道日高郡新ひだか町在住の狩野義美氏が
書き記した文章の中から大叔父の古川アシン
ノカル氏らに係るものを集成

冊子

The World of Tonkori
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット7号）

不定期 H29年3月

アイヌの伝統的楽器トンコリ伝承者の富田友
子氏に対するインタビューをまとめて楽曲
だけでなくトンコリの作り方なども紹介した
ブックレット2号の英語版

冊子

An Introduction to Ainu Studies
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット8号）

不定期 H30年3月 アイヌ・先住民研究センターの研究内容を海
外に向けて英文で紹介 冊子

Flowers and Inaw-Ainu Culture in the World-
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
ブックレット9号）

不定期 H30年3月
アイヌ民族の信仰や儀式等において用いられ
るイナウの意味や特徴を各国のイナウとも比較
しながら紹介したブックレット4号の英語版

冊子
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部　局　名 広　報　誌　等　名 発行回数 最新版

発行年月 掲　載　内　容　等 形　　態

総合博物館
北海道大学総合博物館ニュース 年1〜2回 R5年7月

博物館の活動状況・出来事・ニュース・特別
寄稿等を掲載
No.1（1999.7）-No.46（2023.7）

冊子、PDF版

Guidebook：Museum Meister Course、 
The Hokkaido University Museum 年1回 R5年度版 総合博物館ミュージアムマイスター認定コー

スの案内 冊子、PDF版

大学文書館

北海道大学大学文書館年報 年1回 R5年3月 研究論文、資料紹介・目録、業務記録等を掲載 冊子、PDF版
北海道大学大学文書館資料叢書 不定期 H22年3月 資料翻刻、解説等を掲載 冊子、PDF版
北海道大学大学文書館自己点検・外部評価
報告書 不定期 H30年3月 自己点検・外部評価報告書 冊子

北海道大学大学文書館概要 年1回 R5年6月 大学文書館の概要、案内図、館内写真等を掲載 リーフレット

北海道大学大学文書館施設見学配布資料 年1回 R5年7月 大学文書館の概要、案内図、所蔵資料の紹介
等を掲載 冊子

北海道大学大学文書館リーフレット 不定期 H31年1月 大学文書館の概要、所蔵資料の紹介、利用に
関する案内等を掲載 リーフレット

北海道大学大学文書館利用案内（簡易版） 不定期 H31年1月 大学文書館の利用方法に関する案内を掲載 リーフレット、
PDF版

北海道大学大学文書館利用案内（冊子版） 不定期 H31年4月 大学文書館の利用方法に関する案内を掲載 冊子

北海道大学150年史編集室リーフレット 不定期 R5年4月 150年史編集室の概要、活動案内等を掲載 リーフレット、
PDF版

北海道大学150年史編集ニュース 年2回 R5年5月 150年史編集室の活動内容、北大史小話を掲載 冊子、PDF版

埋蔵文化財
調査センター

北海道大学埋蔵文化財調査センター
ニュースレター 年3回 R5年8月 構内の遺跡、埋蔵文化財調査センターの活動

内容を紹介 冊子、PDF版

北大構内の遺跡 年1回 R5年3月 北大構内（札幌キャンパス）における埋蔵文
化財の調査報告 冊子、PDF版

国際連携
研究教育局

GI-CoRE概要（英語・日本語表記） 不定期 H29年6月
国際連携研究教育局の概要、各グローバルス
テーション（量子、人獣、食水土、ソフトマ
ター、ビッグデータ、北極域）の紹介 

パンフレット

量子医理工学グローバルステーション
外部評価報告書
（主に英語・一部日本語表記）

GS設置最終年度
1回 R2年7月 評価に係る詳細・評価委員による評価調書・

自己点検成果報告書 冊子

人獣共通感染症グローバルステーション
外部評価報告書
（主に英語・一部日本語表記）

GS設置最終年度
1回 R2年7月 評価に係る詳細・評価委員による評価調書・

自己点検成果報告書 冊子

食水土資源グローバルステーション
外部評価報告書
（主に英語・一部日本語表記）

GS設置最終年度
1回 R2年7月 評価に係る詳細・評価委員による評価調書・

自己点検成果報告書 冊子

ソフトマターグローバルステーション
外部評価報告書
（主に英語・一部日本語表記）

GS設置最終年度
1回 R3年7月 評価に係る詳細・評価委員による評価調書・

自己点検成果報告書 冊子

ビッグデータ・サイバーセキュリティグ
ローバルステーション
外部評価報告書
（主に英語・一部日本語表記）

GS設置最終年度
1回 R3年7月 評価に係る詳細・評価委員による評価調書・

自己点検成果報告書 冊子

北極域研究グローバルステーション
外部評価報告書
（主に英語・一部日本語表記）

GS設置最終年度
1回 R3年7月 評価に係る詳細・評価委員による評価調書・

自己点検成果報告書 冊子

GSI 先住民・文化的多様性研究グローバル
ステーション
GSI Global Station for Indigenous Studies 
and Cultural Diversity

不定期 R4年3月 先住民・文化的多様性研究グローバルステー
ションの紹介 パンフレット

GSI 先住民・文化的多様性研究グローバル
ステーション
GSI Global Station for Indigenous Studies 
and Cultural Diversity

不定期 R5年7月 先住民・文化的多様性研究グローバルステー
ションの紹介 冊子、PDF版
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今月のキャンパス風景は、イチョウ並木です。猛暑が続いたせいか今年の黄葉は、例年よりも色づくのが遅かったですが、
10月28日（土）～29日（日）に行われた金葉祭では無事にイチョウの葉が色づき、来場者は黄葉を楽しまれていました。ラ
イトアップされたイチョウは、夜空の中で金色の葉のように輝いて見えました。

編 集 メ モ

 ● 10月28日（土）及び29日（日）、第12回目となる金葉祭が
開催されました。今年度は、「まつぼっくりツリーをつ
くろう」など子供向けの工作教室や、ストリートピア
ノ、イチョウ並木の全面ライトアップなど幅広い世代の

方が楽しめる企画が催されました。
　イベントには多くの来場者が訪れ、この時期ならではの

黄葉を楽しまれていました。

まつぼっくりツリーを作成する様子 ストリートピアノを弾く来場者

 ● 11月17日（金）、今年のプロ野球新人選手選択（ドラフト）
会議で埼玉西武ライオンズから5巡目で指名を受けた本学
硬式野球部元主将の宮澤太成さん（法学部4年、徳島イン
ディゴソックス所属）と同部監督の秋野禎木氏が総長室
を訪れ、寳金清博総長、山口淳二理事・副学長にドラフ
ト会議の結果を報告しました。また、総長室への訪問後

は、事務局大会議室で記者会見が行われ、多くの報道陣
が集まりました。記者からの質問に、「開幕1軍を絶対的
な目標にしている」とプロ入りへの意気込みを示すな
ど、落ち着いた様子で対応していました。宮澤さんの今
後のご活躍を応援しています。

総長室での対談の様子 会見会場での集合写真（左から山口理事・副学長、
宮澤さん、寳金総長、秋野監督）

記者からの質問に答える宮澤さん
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